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“HATED JAPAN” ～The Journalism of War～
An Analysis of “FORTUNE” Magazine

September, 1936 / April, 1944 / December, 1944
― PART II―

Hideyuki Takashima

Abstract

Magazine “FORTUNE” had the three special issues on “Japan and the Japanese”, “September,
1936”, “April, 1944” and “December, 1944”, before and during World War Ⅱ.

The “April, 1944” issue was based on “September, 1936” article. The “December 1944” issue
was based on the “April, 1944” article, but the texts had delicately different nuances. For example,
“Japanese” in the 1936 issue was changed to “Jap” in the 1944 issue.

Unfortunately, Japan became the enemy of the U.S. and had to be defeated during World War
Ⅱ. Irrespective of the fact that it was war-time, “FORTUNE” Magazine wrote reasonably unbiased
opinion about Japan and the Japanese against public opinion. These three “FORTUNE” issues in-
fluenced Japan’s surrender to the Allied Forces.

PART�
Analysis 5 : “The Farmer” & “The Citizen-subject”

Analysis 6 : From “JAPANESE” to “JAP”

Analysis 7 : Hated JAPAN

7-1 “When The Jap Came to Manila”

7-2 “Asia For The Japanese”

Analysis 8 : “Little Industry, Big War”

Analysis 9 : “What to Do with Japan”

Analysis10 : The New Weekly Magazine “LIFE” & Graphic Design of “FORTUNE”

Analysis11 : Censorship and The “FORTUNE” - “MANHATTAN PROJECT”

Analysis12 : Epilogue Converting from War to Peace
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第
二
部

ま
え
が
き

二
〇
〇
五
年
四
月
、
戦
後
六
十
年
を
経
て
、
ア
ジ
ア
に
反
日
運
動
の
嵐
が
吹

い
た
。
天
安
門
広
場
で
は
日
の
丸
が
燃
や
さ
れ
、
上
海
の
領
事
館
は
投
石
さ
れ
、

日
本
製
品
の
不
買
運
動
が
拡
が
っ
た
。
日
本
の
テ
レ
ビ
は
暴
徒
と
化
し
た
「
遊

行
」（
中
国
語
で
デ
モ
）
と
投
石
を
制
止
せ
ず
笑
い
な
が
ら
見
守
る
公
安
部
の

映
像
を
流
し
た
。
そ
の
週
、
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
日
中
関
係
を
報
じ
た
。

『
ル
・
モ
ン
ド
』（
フ
ラ
ン
ス
）

中
国
に
起
き
た
反
日
デ
モ
に
つ
い
て
、
国
連
の
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指

す
今
こ
そ
、
日
本
は
隣
国
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
。
他
国
に
対
し
て
過

去
に
犯
し
た
行
為
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
政

府
が
反
日
運
動
を
国
民
の
不
満
を
そ
ら
す
道
具
と
し
て
利
用
し
、
若
者
の
不

満
を
発
散
さ
せ
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
い
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

『
ハ
ン
デ
ル
ス
・
ブ
ラ
ッ
ト
』（
ド
イ
ツ
）

過
去
の
占
領
支
配
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
、
中
国
国
民
の

感
情
は
煮
え
く
り
返
る
。
日
本
商
品
へ
の
愛
着
に
も
拘
わ
ら
ず
、
若
者
を
含

め
た
多
く
の
人
々
の
間
に
反
日
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
。
抗
議
行
動
に
は
別

の
側
面
が
あ
る
。
反
日
デ
モ
は
中
国
政
府
に
よ
っ
て
不
満
の
は
け
口
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
愛
国
感
情
が
中
国
国
民
を
一
つ
に
し
て
い
る
。
人
は
他
へ
の

憎
悪
で
簡
単
に
連
帯
感
を
得
る
も
の
だ
。
だ
が
、
今
回
の
暴
力
行
為
は
限
界

に
達
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
も
う
過
去
を
美
化
す
る
こ
と
を
や
め
た
方
が

い
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
国
国
民
の
感
情
が
利
用
さ
れ
る
危
険
も
避
け
ら

れ
る
。

『
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
（
ア
ジ
ア
版
）』（
イ
ギ
リ
ス
）

日
本
は
第
二
次
大
戦
中
の
残
虐
な
行
為
に
中
途
半
端
な
謝
罪
し
か
し
て
こ

な
か
っ
た
。
和
解
に
は
被
害
者
の
許
し
が
必
要
だ
。
欧
州
の
人
々
が
ド
イ
ツ

の
過
去
を
許
し
た
よ
う
に
は
、
中
国
人
は
日
本
人
を
許
せ
な
い
よ
う
だ
。
長

期
間
、
中
国
共
産
党
は
日
本
の
戦
争
犯
罪
を
じ
か
に
体
験
し
て
い
な
い
若
い

人
々
に
対
し
て
反
日
感
情
を
植
え
付
け
て
き
た
。
中
国
の
歴
史
教
科
書
は
、

日
本
の
過
去
の
残
虐
行
為
と
再
軍
備
の
脅
威
に
ば
か
り
焦
点
を
あ
て
て
き

た
。
中
国
は
共
産
党
体
制
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
乗
り
換
え
た
よ
う
だ
。
事
態
の
鎮
静
化
に
向
け
日

本
は
過
去
を
正
直
に
認
め
、
無
条
件
に
謝
罪
す
べ
き
だ
。
中
国
も
和
解
の
手

を
さ
し
の
べ
る
用
意
が
必
要
だ
。

『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

今
回
の
日
本
た
た
き
の
原
因
は
旧
日
本
軍
の
残
虐
行
為
を
わ
い
曲
し
た
教
科

書
改
訂
問
題
だ
が
、
火
ダ
ネ
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
が
戦
時
中
の
過
去

を
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
だ
。
日
本
は
今
す
ぐ
過
去
に
向
き
合

う
べ
き
だ
。
緊
急
性
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
。

世
界
の
各
国
と
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
歴
史
上
の
負
の
遺
産
は
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
を
忘
却
の
彼
方
に
葬
り
去
る
の
か
、
事
実
と
し
て

認
識
し
、
正
し
く
記
録
に
残
す
か
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
五
月
八
日
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
が
敗
戦
四
十
周
年
に

あ
た
っ
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
い
て
行
っ
た
演
説
が
あ
る
。
こ
の
日
は
四

十
年
前
に
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
日
で
あ
る
。
死
亡
し
た
ド
イ
ツ
人
七
百
二
十
万

人
、ナ
チ
ス
に
殺
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
四
百
万
か
ら
六
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。

『
荒
れ
野
の
四
十
年
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

O
.

55

）
と
題
さ
れ
る
こ
の
演
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説
は
、
自
ら
の
国
の
犯
し
た
過
ち
を
率
直
に
認
め
、
謝
罪
し
て
大
き
な
感
動
を

呼
ん
だ
。「
荒
れ
野
の
四
十
年
」
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
、
約
束
の
地
に

入
っ
て
新
し
い
歴
史
の
段
階
を
迎
え
る
ま
で
の
四
十
年
間
、
荒
れ
野
に
留
ま
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
ド
イ
ツ
の
戦
後
四
十
年
と
い
う
歳
月

を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
は
若
い
人
々
に
こ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

他
の
人
々
に
対
す
る
敵
意
や
憎
悪
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ロ
シ
ア
人
や
ア
メ
リ
カ
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ト
ル
コ

人
、
黒
人
や
白
人
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
対
す
る
敵
意
や
憎
悪
に
駆
り
立
て

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
若
い
人
た
ち
は
、
た
が

い
に
敵
対
す
る
の
で
は
な
く
、
た
が
い
に
手
を
と
り
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ

と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
民
主
的
に
選
ば
れ
た
わ
れ
わ
れ
政
治
家
に
も

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
さ
せ
て
く
れ
る
諸
君
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
範

を
示
し
て
ほ
し
い
。
今
日
五
月
八
日
に
さ
い
し
、
能
う
か
ぎ
り
真
実
を
直
視

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
荒
れ
野
の
四
十
年
』（
永
井
清
彦
訳
）

こ
の
小
論
は
雑
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
、
戦
時
中
ど
の
よ
う
に
敵
国
日
本

を
レ
ポ
ー
ト
し
た
か
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
嫌
わ
れ
た
日
本
』
は
戦
時
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
継
続
し
て
日
本
人
が
背
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
負
の
遺
産
な
の
で
あ
る
。
こ
の
小
論
が
そ
の
歴
史
認
識
の
一
助
に
寄

与
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

『
嫌
わ
れ
た
日
本
』
第
二
部
は
、『
情
報
研
究
』
第
三
二
号
（
二
〇
〇
五
年
一

月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
嫌
わ
れ
た
日
本
〜
戦
時
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
検
証
〜
雑

誌
『FO

R
T

U
N

E

』
日
本
特
集
号
の
分
析
第
一
部
」
の
続
編
で
あ
る
。
簡
単
に
、

第
一
部
の
内
容
を
紹
介
し
、
第
二
部
へ
の
導
入
と
し
た
い
。
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第
一
部

第
一
章

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
（
一
九
三
六
〜
一
九
四
四
）

タ
イ
ム
（
ラ
イ
フ
）
社
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』（
一
九
三
〇
年
創
刊
）
は
一

九
三
六
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
、
日
本
に
関
し
て
三
つ
の
特
集
号
を
刊
行
し

た
。
三
六
年
九
月
号
、
四
四
年
四
月
号
と
四
四
年
一
二
月
号
で
あ
る
。
最
初
の

特
集
は
日
中
戦
争
が
始
ま
る
直
前
、
二
人
の
特
派
員
を
日
本
に
派
遣
し
て
編
纂

し
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
特
集
は
太
平
洋
戦
争
の
帰
趨
が
は
っ
き
り
と
し
た
時

期
の
刊
行
で
、
内
容
は
戦
後
の
対
日
処
理
ま
で
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
最
後

の
特
集
は
四
四
年
四
月
の
縮
刷
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
り
、
正
確
に
は
タ
イ

ム
社
の
発
行
で
は
な
く
、
戦
時
の
出
版
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
発
刊
さ
れ
た
単

行
本
―
新
書
あ
る
い
は
ポ
ケ
ッ
ト
版
と
で
も
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
四
年
四
月

か
ら
こ
の
縮
刷
版
刊
行
ま
で
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸

作
戦
か
ら
パ
リ
が
解
放
さ
れ
、
太
平
洋
戦
線
で
は
、
サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
し
、

日
本
の
敗
戦
は
確
定
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
三
つ
の
特
集
号
は
相
互
に
ク
ロ
ス
・
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
四
四
年
四

月
号
は
三
六
年
九
月
号
を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
資
料
を
発
掘
し
て
出
版
さ
れ
、
四

四
年
一
二
月
号
は
四
四
年
四
月
号
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
、
進
駐
軍
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
る
よ
う
に
ハ
ン
デ
ィ
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
章
で
は
三
つ
の
日

本
特
集
号
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内
容
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
探
っ
て

い
る
。

第
二
章

四
四
年
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
編
集
部

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
と
い
う
雑
誌
の
成
立
過
程
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
た
ち
。
特
に
こ
の
小
論
の
中
心
と
な
る
四
四
年
四
月
号
の
編
集
に
参

画
し
た
人
々
、
記
者
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
、
社
主
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー

ス
。
そ
れ
に
挿
し
絵
を
描
い
た
三
人
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
最
後
ま
で
ア

メ
リ
カ
国
籍
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
国
吉
康
雄
、
最
後
ま
で
日
本
男
児
で
あ
り

続
け
よ
う
と
し
た
八
島
太
郎
、
二
世
と
し
て
強
制
収
容
さ
れ
た
ミ
ネ
・
オ
オ
ク

ボ
の
足
跡
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
以
降
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人

が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
掘
り
起
こ
し
た
。

第
三
章

一
世
、
二
世
、
帰
米

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
強
制
収
容
に
関
す
る
特
集
は
、
四
四
年
四
月
の
日
本
特

集
号
の
ト
ッ
プ
に
据
え
ら
れ
た
。
大
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
、
西
海
岸
の
一
一

万
を
超
え
る
日
系
人
が
強
制
収
容
さ
れ
た
実
態
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
主
題
か
ら
し
て
、
こ
の
章
は
戦
後
の
進
駐
を
目
的
と
し
た
四
四
年
一

二
月
の
縮
刷
版
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
知
る
限
り
、
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
日
系
人
の
強
制
収
容
の
実
態
を
塀
の
内
側
か
ら
取

材
し
た
最
初
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。「
日
本
憎
し
」
の
世
論
が
蔓
延
す
る

中
で
、
強
制
移
住
の
大
統
領
令
を
政
府
の
犯
し
た
歴
史
に
残
る
過
ち＝

国
家
的

犯
罪
と
し
て
非
難
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
収
容
さ
れ
て
い
た
日
系

二
世
の
画
家
ミ
ネ
・
オ
オ
ク
ボ
に
よ
る
収
容
所
の
生
活
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
が

併
せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章

天
皇
を
操
る
も
の
は
誰
か
？

こ
の
章
は
、
三
六
年
九
月
と
四
四
年
四
月
の
特
集
号
の
間
で
、
天
皇
像
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
比
較
検
討
し
た
。
同
時
に
、
三
六
年
に
日
本
を
取
材
し
、
そ
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れ
を
纏
め
た
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
と
ワ
イ
ル
ダ
ー
・
ホ
ブ
ソ
ン
両

記
者
の
取
材
の
足
跡
を
追
っ
た
。ま
た
、戦
後
の
日
本
で
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
文
化
人
類
学
者
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
。
ま
た
、
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
を
受
賞
し

た
歴
史
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
の
著
作
『
昭
和
天
皇
』
や
そ
の
後
発
掘

さ
れ
た
天
皇
の
責
任
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

第
二
部

第
五
章

農
民
と
市
民

こ
の
章
で
は
、
二
・
二
六
事
件
か
ら
終
戦
近
く
ま
で
の
十
年
間
の
日
本
の
市

民
の
暮
ら
し
を
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
ど
う
紹
介
し
た
か
を
観
て
い
る
。
太
平

洋
戦
争
時
、
天
皇
の
「
赤
子
」
の
半
数
は
農
民
で
あ
っ
た
。
農
本
主
義
は
軍
国

主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
結
び
、
富
国
強
兵
へ
と
繋
が
っ
た
。
兵
卒
た
ち
は
故
郷

の
農
村
か
ら
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
戦
場
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三

六
年
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
日
本
の
農
村
を
取
材
し
た
。
昭
和
一
〇
年
代
の

農
村
の
暮
ら
し
は
記
者
の
目
に
ど
う
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

一
方
、
大
平

洋
で
の
戦
局
が
傾
き
、
Ｂ
―
２９
爆
撃
機
に
よ
る
空
襲
に
曝
さ
れ
る
中
で
、
帝
国

の
臣
民
は
何
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

第
六
章

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
か
ら
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
へ

こ
の
章
で
は
、
真
珠
湾
攻
撃
前
夜
か
ら
開
戦
に
至
る
日
米
双
方
の
メ
デ
ィ
ア

が
伝
え
た
敵
国
の
状
況
と
ル
ー
ス
が
率
い
る
タ
イ
ム
社
を
解
析
し
た
。
日
米
は

（
仮
想
）
敵
国
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
収
集
し
て
い
た
の
か
？

日
中
戦
争
は

ど
う
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
？

真
珠
湾
攻
撃
か
ら
「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
」
は
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
に
変
わ
り
、「
黄
禍
」
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

「
日
本
憎
し
」
と
い
う
感
情
と
と
も
に
戦
う
相
手
を
よ
く
知
ら
な
い
ア
メ
リ
カ

人
は
「
日
本
と
は
？

日
本
人
と
は
？
」
を
模
索
し
た
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は

そ
れ
に
ど
う
応
え
、
日
本
を
分
析
し
た
の
か
。

第
七
章

嫌
わ
れ
た
日
本

「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
日
」、「
大
東
亜
共
栄
圏
」

こ
の
章
で
は
、
四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
日
本
の
植
民
地
政
策

に
つ
い
て
分
析
し
た
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
は
四
四
年
一
二
月
の
『
縮
刷
版
』
に

も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
は
原
文
で
は

“A
sia

For
T

he
Japanese”

な
の
で
、「
日
本
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
と
訳
出

す
べ
き
だ
が
、
あ
え
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
し
た
。「
世
界
に
嫌
わ
れ
た
日

本
」
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
の
が
こ
の
二
つ
の
章
で
あ
る
。

第
八
章

小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争

四
四
年
四
月
の『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』日
本
特
集
号
に
お
け
る
こ
の
章
は
、
Ｊ
・

Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
手
に
な
る
も
の
で
、
戦
時
に
お
け
る
日
本
経
済
を
分
析

し
て
日
本
の
敗
北
を
予
測
し
て
い
る
。
日
本
の
重
工
業
と
資
源
が
、
こ
れ
以
上

戦
争
を
す
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
、
工
業
指
数

や
産
業
構
造
の
脆
弱
さ
を
基
に
指
摘
し
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
ゾ
ー
ン
に
集
中
す
る

重
工
業
地
帯
は
米
空
軍
の
爆
撃
の
前
に
あ
ま
り
に
無
防
備
で
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。
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第
九
章

戦
後
の
対
日
処
理

「
戦
後
の
対
日
処
理
」
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
の
日
本
特
集
号

に
掲
載
さ
れ
、
四
四
年
一
二
月
の
縮
刷
版
に
も
一
字
一
句
変
更
な
し
に
転
載
さ

れ
て
い
る
。
変
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
章
が
戦
後
日
本
の

占
領
政
策
を
実
行
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
率
い
る
素
人
政
策
集
団
で
あ
っ
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
り
、
新
憲
法
制
定
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
考
え
る

と
、「
戦
後
の
対
日
処
理
」
の
章
は
、
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
を
孕

ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
十
章

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
見
る
戦
争

『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
と
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
式
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
社
の
社
主
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
は
、『
タ
イ
ム
』、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

に
続
い
て
、
一
九
三
六
年
『
ラ
イ
フ
』
を
創
刊
し
た
。『
ラ
イ
フ
』
は
フ
ォ
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
を
確
立
し
た
雑
誌
と
い
え
よ
う
。
掲
載
さ
れ
た
写
真

は
二
〇
世
紀
を
瞬
間
に
凝
縮
し
た
記
録
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
章
は
写
真
週
刊
誌

『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
誌
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
が
持
つ
意
味

を
追
っ
た
。「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
式
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
写
真
や
統
計
、

絵
画
を
多
用
し
、
文
字
情
報
を
補
完
す
る
編
集
の
特
徴
を
指
し
て
い
る
。

第
十
一
章

検
閲
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
〜
書
け
な
か
っ
た
「
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
」

原
子
爆
弾
を
開
発
す
る
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
は
、
戦
時
中
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
や
『
タ
イ
ム
』
が
取
り
上
げ
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
検
閲
」
の
対
象
で
あ
っ

た
。
タ
イ
ム
社
は
検
閲
制
度
に
強
く
反
対
し
、
検
閲
局
の
方
針
に
従
わ
な
い
こ

と
を
表
明
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
自
主
検
閲
の
規
定
を
遵
守
し
た
。
戦
時

中
、
国
家
体
制
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
記
事
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

や
『
タ
イ
ム
』、『
ラ
イ
フ
』
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

第
十
二
章

エ
ピ
ロ
ー
グ

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
後

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
大
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の
ほ
ぼ
一
〇
年
間
、
ア
ー

チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
、
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
、
ピ
ー
タ
ー
・
Ｋ
・

ド
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
二
〇
世
紀
を
リ
ー
ド
し
た
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
が

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
関
わ
っ
た
。
こ
の
小
論
で
コ
メ
ン
ト
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は
百
を
超
え
て
い
る
。
雑
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
達

の
戦
後
を
辿
っ
た
。
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第
五
章

農
民
と
市
民

一
九
三
六
年
に
日
本
特
集
号
を
組
む
こ
と
を
企
画
し
た
の
は
、
タ
イ
ム
の
社

主
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
で
あ
っ
た
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
読
者
に
と
っ

て
も
、
そ
の
頃
日
本
と
い
え
ば
、
ま
だ
霞
の
彼
方
の
国
で
あ
り
、
日
本
人
と
は

小
さ
な
庭
を
持
つ
木
と
紙
の
家
の
中
で
礼
儀
正
し
く
慎
ま
し
や
か
に
暮
ら
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
繊
細
な
感
覚
を
持
つ
国
が
、
世
界
の
市

場
に
割
り
込
み
、
周
囲
を
な
ぎ
倒
し
、
他
国
の
領
土
ま
で
も
か
す
め
取
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
事
か
？

そ
の
疑
問
に
答
え
た
の
が
一

九
三
六
年
九
月
号
で
あ
っ
た
。

二
回
目
の
一
九
四
四
年
四
月
の
特
集
は
、
敵
と
し
て
の
日
本
兵
の
残
虐
さ
、

忍
従
さ
を
い
う
だ
け
で
は
、
敵
の
本
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
も
っ
と
、
敵
を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。「
天
皇
陛
下
万
歳
！
」
と
叫
ん
で

死
ん
で
ゆ
く
日
本
人
と
は
、
そ
も
一
体
何
も
の
な
の
か
？

対
峙
す
る
敵
を
解

明
し
な
け
れ
ば
と
い
う
命
題
を
持
っ
て
い
た
。

三
回
目
の
一
九
四
四
年
一
二
月
の
縮
刷
版
は
、
占
領
後
の
日
本
の
統
治
を
ど

う
す
る
か
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
日
本
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、
日

本
人
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
三
月
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
特
派
員
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
と
ホ

ブ
ソ
ン
は
船
で
来
日
し
て
い
る
。
最
初
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ク
リ
ッ
パ
ー
社
の
太

平
洋
横
断
の
飛
行
艇
に
よ
る
処
女
飛
行
を
予
約
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
、
船
旅
に
切
り
替
え
た
。
横
浜
の
税
関
で
は
、
鬚
を
剃
り
な
が
ら
応
対
す
る

横
柄
な
税
関
吏
に
咎
め
ら
れ
、
携
行
し
た“C

hinese
Soviet”

（『
中
華
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
共
和
国
』）
と
い
う
本
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
取
り
戻
す
の
に
多
額
の
ボ

ン
ド
を
置
い
て
い
る
。
取
材
に
同
行
し
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
夫
人
は
日
本
人
の
物

珍
し
気
な
視
線
に
曝
さ
れ
た
挙
げ
句
、
白
い
肌
を
触
ら
れ
た
り
も
し
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
取
材
チ
ー
ム
は
、
駐
日
大
使
の
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ル
ー

（Joseph
G

rew

）
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
取
材
先
は
、
グ
ル
ー
の
助
言
を

入
れ
て
決
め
た
と
思
わ
れ
る
。

二
・
二
六
事
件
の
直
後
で
あ
り
、
世
情
は
騒
然
と
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人

記
者
が
取
材
の
ア
ポ
を
取
り
付
け
る
だ
け
で
も
、
並
み
大
抵
の
苦
労
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
滞
在
期
間
は
船
旅
を
含
め
て
約
三
ヶ
月
。
九

月
号
の
締
切
り
と
帰
り
の
船
旅
の
時
間
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
滞
在
は
難

し
か
っ
た
。

こ
の
三
六
年
九
月
号
は
発
刊
後
、
日
本
で
は
直
ち
に
発
禁
処
分
と
な
る
。
直

接
の
理
由
は
表
紙
に
一
六
の
花
弁
を
持
つ
菊
（
天
皇
の
御
紋
章
）
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
罪
で
あ
っ
た
が
、
内
容
そ
の
も
の
が
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
容
認
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
雑
誌『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

は
、
日
本
で
の
三
十
年
間
の
発
売
停
止
処
分
を
受
け
た
。

農
民農

民
の
暮
ら
し
は
、
一
九
三
六
年
九
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
四
四
年
四
月
号
で
は
、
そ
れ
が
僅
か
一
頁
た
ら
ず
に
圧
縮

さ
れ
て
い
る
。
四
四
年
四
月
の
農
民
像
は
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
三
六
年
の
農
村

調
査
に
基
づ
い
て
お
り
、「
敗
戦
を
迎
え
よ
う
が
、
平
和
が
訪
れ
よ
う
が
、
農

民
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
田
圃
で
背
を
丸
く
し
て
苗
を
植
え
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
締
め
ら
れ
て
い
る
。
四
四
年
一
二
月
の
『
縮
刷
版
』
で
は
、

「
農
民
」
は
タ
イ
ト
ル
と
し
て
は
姿
を
消
し
、「
市
民
」
の
章
の
中
で
、
市
民
と

農
民
が
一
括
り
に
さ
れ
、
内
容
は
前
の
二
つ
の
特
集
を
貼
り
合
わ
せ
た
記
事
と

な
っ
て
い
る
。

7

高島秀之：嫌われた日本 ～戦時ジャーナリズムの検証～ 雑誌『FORTUNE』日本特集号の分析 第二部

（ ）



三
六
年
九
月
号
の
「
農
民
」

特
派
員
と
し
て
来
日
し
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
九
州
の
農
村
に
ま
で
足
を
伸
ば

し
て
い
る
。
特
急
『
つ
ば
め
』
で
西
下
、
関
門
海
峡
を
船
で
渡
り
、
門
司
か
ら

再
び
列
車
を
乗
り
継
ぎ
、
球
磨
川
を
遡
上
し
て
人
吉
盆
地
の
農
村
に
入
っ
て
い

る
。
東
京
か
ら
三
十
時
間
の
旅
で
あ
り
、
途
中
で
官
憲
が
入
れ
替
り
付
き
纏
っ

た
と
書
い
て
い
る
。
往
復
六
十
時
間
の
旅
を
含
め
て
、
農
村
を
取
材
し
た
こ
と

は
意
味
が
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
前
、
日
本
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
農
業
国
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
。

マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
何
故
、
熊
本
の
農
村
を
選
ん
だ
の
か
？

昭
和
一
一
年
、

東
北
の
農
村
は
冷
害
で
疲
弊
し
て
い
た
。
と
い
っ
て
、
中
央
官
庁
が
薦
め
る
名

古
屋
南
部
の
沃
野
や
東
京
近
郊
の
農
村
で
は
、
そ
の
真
の
姿
を
把
握
す
る
の
は

難
し
い
。
三
月
と
い
え
ば
列
島
の
春
は
ま
だ
浅
い
。
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
夫
人
を

同
伴
し
て
い
た
の
で
、
雪
が
残
る
東
北
・
北
陸
は
避
け
、
春
た
け
な
わ
の
九
州

南
部
を
選
ん
だ
と
著
者
は
推
測
し
た
。
地
名
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
球
磨
郡

の
人
吉
盆
地
の
球
磨
川
沿
い
に
点
在
す
る
村
の
一
つ
で
あ
る
。

マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
取
材
し
た
村
に
は
、
日
本
の
農
村
の
古
き
良
き
暮
ら
し
が

残
っ
て
い
た
。

〈
三
六
年
九
月
号
〉
「
農
民
」
抄
訳

球
磨
川
の
清
冽
な
流
れ
や
美
し
い
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
農
村
の
風
景
は
訪
れ

た
欧
米
の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

村
に
は
電
話
も
電
報
も
自
動
車
も
な
い
。
外
界
と
の
連
絡
は
、
日
に
一
度

の
郵
便
配
達
と
日
に
三
度
バ
ス
が
通
る
の
み
で
あ
る
。
村
に
は
二
八
五
世
帯

一
、
六
六
三
人
が
暮
ら
し
、
村
の
収
入
は
平
均
よ
り
か
な
り
高
く
、
負
債
は

一
世
帯
あ
た
り
二
一
〇
ド
ル
で
、
日
本
の
中
流
農
家
の
平
均
負
債
四
五
〇
ド

ル
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
世
帯
あ
た
り
の
支
出
は
、
税
金
と
借
金
返
済
を
除

く
と
年
間
一
五
〇
〜
二
四
〇
ド
ル
。
税
金
は
村
全
体
で
五
、
五
〇
〇
ド
ル
を

支
払
っ
て
い
る
。
一
世
帯
あ
た
り
一
九
・
五
ド
ル
で
あ
る
。
税
金
の
納
付
先

は
、
半
分
が
村
、
三
分
の
一
が
県
、
残
り
が
国
で
あ
る
。
一
〇
戸
に
一
戸
が

新
聞
を
購
読
し
、
村
に
二
つ
し
か
な
い
ラ
ジ
オ
の
一
つ
は
学
校
に
置
か
れ
て

い
る
。
医
師
は
お
ら
ず
、
二
人
の
産
婆
が
医
師
代
り
で
頑
張
っ
て
い
る
。

こ
の
村
に
は
二
つ
奇
妙
な
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
、
欧
米
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
村
の
社
会
的
な
組
織
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
村
の
暮
ら
し

が
現
金
で
換
算
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

村
に
は
数
軒
の
小
さ
な
店
が
あ
る
。
満
州
や
韓
国
産
の
大
豆
で
造
っ
た
味

噌
や
醤
油
を
売
る
店
。
タ
バ
コ
、
線
香
、
ち
り
紙
な
ど
の
雑
貨
や
砂
糖
、
塩
、

樟
脳
と
い
っ
た
専
売
品
を
扱
う
店
。
そ
れ
に
和
菓
子
屋
と
焼
酎
を
造
っ
て
売

る
店
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
日
本
酒
よ
り
も
度
の
強
い
米
焼
酎
が
好

ま
れ
て
い
る
。
塩
魚
と
か
昆
布
、
若
布
な
ど
の
食
料
品
も
売
ら
れ
て
い
る
。

綿
糸
は
綿
織
物
を
織
る
た
め
に
購
入
さ
れ
る
。
絹
織
物
は
自
家
製
で
、
家
で

育
て
た
蚕
か
ら
絹
糸
が
紡
が
れ
る
。
葬
式
用
の
幟
と
か
、
六
十
ワ
ッ
ト
の
電

球
も
一
個
か
二
個
で
売
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
買
う
に
は
現
金
を
必
要
と

す
る
が
、
必
ず
し
も
現
金
で
な
く
て
も
良
い
も
の
も
あ
る
。
主
婦
は
小
銭
入

れ
の
よ
う
に
お
米
の
入
っ
た
袋
を
十
程
持
っ
て
買
い
物
に
出
掛
け
、
こ
れ
で

支
払
う
。
米
が
貨
幣
に
換
算
さ
れ
、
現
金
の
重
要
性
は
幾
分
減
る
。

村
人
は
自
家
用
か
数
戸
で
共
同
所
有
し
て
い
る
水
車
で
米
を
搗
き
、
共
有

の
小
屋
で
炭
を
焼
く
。
農
機
具
の
修
理
は
鍛
冶
屋
に
頼
む
。
鍛
冶
屋
は
二
、

三
戸
分
の
農
家
を
一
度
に
受
け
持
ち
、代
償
と
し
て
各
戸
か
ら
米
袋
を
貰
う
。

仕
事
が
済
め
ば
、
農
家
の
縁
先
で
焼
酎
と
肴
が
振
舞
わ
れ
て
か
ら
家
路
に
つ

く
。
井
戸
掘
り
や
大
工
な
ど
の
職
人
も
同
様
で
あ
る
。
農
家
の
支
出
の
三
分

の
二
は
こ
の
手
の
も
の
で
、
現
金
が
出
て
行
く
の
は
三
分
の
一
だ
。
農
家
の
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現
金
収
入
は
六
〇
ド
ル
程
だ
が
、
実
質
は
そ
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
村
に
は

米
が
貨
幣
代
り
に
流
通
す
る
中
世
の
経
済
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
が
社
会
的
に
、
経
済
的
に
奇
妙
と
い
う
の
で
は
な
い
。
本
当
に
奇
妙
な

の
は
村
単
位
の
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
体
と
し
て
の
暮
ら
し
で
あ
る
。
日
本
の
村

に
は
外
に
現
わ
れ
な
い
隠
れ
た
労
働
の
供
給
源
が
あ
る
。
村
は
仲
間
集
団
を

持
っ
て
い
る
。
も
し
、
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
村
人
が
い
れ
ば
、
彼
は
大
工

を
雇
い
、
材
木
を
買
う
か
切
り
出
し
た
り
す
る
。
大
工
が
家
の
土
台
を
作
っ

た
後
、
建
前
に
は
近
隣
の
者
た
ち
が
集
ま
り
、
棟
を
上
げ
、
屋
根
を
葺
く
。

金
の
貸
し
付
け
も
同
様
の
方
法
で
な
さ
れ
る
。
村
人
が
団
結
し
て
基
金
を

運
営
し
て
い
る
。
葬
式
も
村
が
共
同
で
あ
た
る
。
死
者
が
出
た
家
に
は
、
近

隣
か
ら
男
女
が
一
人
ず
つ
が
出
向
き
、
男
た
ち
は
棺
な
ど
葬
儀
一
式
を
準
備

し
、
三
歩
四
方
の
墓
を
掘
り
、
死
者
を
埋
葬
す
る
。
死
者
は
最
後
ま
で
慎
み

深
く
蹲
っ
た
姿
勢
の
ま
ま
村
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
。
女
た
ち
は
台
所
を
手

伝
い
、
弔
問
客
に
お
茶
や
お
菓
子
を
出
す
。

冠
婚
葬
祭
は
全
て
人
の
輪
の
中
で
執
り
行
わ
れ
、
慶
事
に
は
人
々
は
温
か

く
祝
福
さ
れ
、
焼
酎
が
振
舞
わ
れ
る
。
焼
酎
は
行
事
の
中
で
の
礼
儀
作
法
の

一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
焼
酎
の
後
は
、
長
老
が
祝
歌
を
歌
い
、
厳
格

な
親
父
た
ち
に
よ
る
村
に
伝
わ
る
神
楽
が
始
ま
る
。
そ
の
踊
り
に
は
性
描
写

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
猥
雑
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
味
の
あ
る
も

の
で
、
西
欧
人
が
見
て
も
嫌
な
気
は
し
な
い
。
村
に
は
、
西
欧
で
は
失
な
わ

れ
て
し
ま
っ
た
相
互
扶
助
の
精
神
が
生
き
て
い
る
。
貧
者
は
西
欧
で
は
福
祉

の
対
象
だ
が
、
日
本
で
は
村
の
暮
ら
し
の
一
部
で
あ
る
。
村
は
運
命
共
同
体

な
の
で
あ
る
。

四
季
折
々
の
行
事
で
培
わ
れ
た
濃
密
な
人
間
関
係
が
、
人
々
を
共
に
暮
ら

し
て
い
こ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
。
村
に
は
垣
根
が
な
い
。
夜
、
通
り
を
歩

け
ば
、
子
ど
も
達
の
歌
声
や
教
科
書
を
音
読
す
る
声
が
明
る
い
障
子
越
し
に

漏
れ
て
来
る
。
男
も
女
も
、
家
の
内
と
外
と
で
会
話
す
る
。
道
か
ら
ほ
ん
の

数
歩
入
っ
た
風
呂
場
の
ラ
ン
プ
の
薄
明
か
り
の
下
で
、
湯
舟
に
肩
ま
で
入
浴

し
て
い
る
人
と
通
行
人
が
格
子
戸
越
し
に
立
ち
話
を
し
て
い
る
。
欧
米
人
に

と
っ
て
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
村
の
記
憶
…

…
親
密
に
結
ば
れ
た
、
遠
い
昔
の
温
か
な
人
々
の
暮
ら
し
、
取
り
戻
す
こ
と

の
出
来
な
い
民
族
の
過
去
が
息
づ
い
て
い
る
。
…
…
村
は
あ
ま
り
に
牧
歌
的

で
あ
る
。

筆
者
は
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
滞
在
し
た
こ
の
村
落
を
何
と
か
特
定
で
き
な
い
も

の
か
と
思
い
、
熊
本
市
の
竹
中
敏
彦
法
律
事
務
所
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
同
事

務
所
の
村
上
由
美
子
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
球
磨
郡
須
恵
村
（
現
あ
さ

ぎ
り
町
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
須
恵
村
」
と
し
た
理
由
は
昭
和
一
二
年
の
村
の
人
口
が
一
、
六
二
一
人
、

戸
数
が
二
八
〇
戸
で
、
記
事
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（『
球
磨
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、

昭
和
一
〇
年
、
人
吉
盆
地
で
人
口
二
千
人
以
下
の
村
は
須
恵
村
だ
け
で
あ
る
）。

昭
和
一
〇
年
一
一
月
か
ら
一
一
年
一
一
月
ま
で
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
人
類
学
者

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
エ
ン
ブ
リ
ー
（John

F.E
m

bree

）
博
士
が
「
日
本
の
農
村
調

査
」
の
た
め
須
恵
村
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
他
、
焼
酎
の
醸
造
所
が
一
戸
あ

り
、
一
五
五
石
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
。
村
内
を
定
期
バ
ス
が
通
っ
て
い
た
こ

と
が
記
事
と
一
致
し
た
。

博
士
の
『
日
本
の
村
須
恵
村
』（“Suye

M
ura,A

Japanese
V

illage”,B
lack

Star
Publishing

C
o,N

ew
Y

ork
1939

）
は
、『
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
第
二

巻
』（
三
一
書
房

一
九
九
一
年
）
に
植
村
元
覚
訳
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
読
む
と
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
載
せ
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
詩
文
「
狭
い

9
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土
地
と
過
剰
な
人
口
」
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
論
文
で
は
産
婆
も

二
人
と
あ
り
、
デ
ー
タ
の
全
て
が
一
致
し
た
。

博
士
は
日
本
で
二
十
数
ケ
村
を
尋
ね
、
村
の
典
型
と
し
て
こ
の
須
恵
村
を
選

ん
だ
理
由
を
「
比
較
的
小
さ
な
村
で
全
容
を
知
る
の
に
適
し
て
い
る
。
ご
く
普

通
の
村
落
社
会
で
、
稲
作
を
主
に
し
て
お
り
、
裕
福
で
も
貧
困
で
も
な
い
。
軍

事
基
地
か
ら
遠
く
、
政
府
の
監
督
指
導
の
下
に
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

今
西
錦
司
は
『
村
と
人
間
』
の
序
文
で
、
こ
の
著
作
を
「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・

メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
て
日
本
の
農
村
の
全
貌
を
つ
か
も
う
と
し
た
最
初
の
労
作
」

と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
博
士
の
こ
の
書
は
須
恵
村
の
愛
甲
慶
寿
家
氏
に
捧
げ
ら
れ
て
い

る
。
焼
酎
を
製
造
し
て
い
た
愛
甲
家
で
あ
っ
た
。
銘
柄
は
地
元
の
民
謡
か
ら

取
っ
た
「
六
調
子
」
と
い
っ
た
。
現
在
、
愛
甲
家
は
須
恵
村
に
は
な
く
、
累
代

供
養
碑
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
碑
に
は
「
三
代

酒
造
業
・
元
須
恵
村

村
長

愛
甲
慶
在

昭
和
九
年
四
月
十
七
日
没

四
代

酒
造
業
・
北
大
卒

愛
甲
慶
寿
家

昭
和
十
二
年
十
一
月
十
二
日
没
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
愛
甲
家

は
村
長
を
務
め
る
家
柄
で
、
四
代
の
愛
甲
氏
は
北
大
卒
の
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た

が
、
博
士
の
帰
国
の
一
年
後
、
急
逝
し
た
こ
と
が
判
る
。
碑
に
刻
ま
れ
る
程
、

村
で
は
希
有
の
高
学
歴
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
須
恵
村
で
博
士
の
調
査
と
マ

ク
リ
ー
シ
ュ
の
取
材
を
助
け
た
の
は
、
愛
甲
慶
寿
家
で
あ
っ
た
。

愛
甲
家
は
そ
の
後
焼
酎
の
製
造
を
止
め
て
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
掛
け
て
、

「
も
っ
こ
す
」
と
い
う
銘
柄
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
製
造
し
て
い
る
。
米
焼
酎
に
カ

ラ
メ
ル
で
着
色
し
た
模
造
で
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
エ
ン

ブ
リ
ー
博
士
や
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
関
係
や
離
村
の
理
由
は
判
ら
な
か
っ
た
。

七
〇
年
前
、
須
恵
村
に
入
っ
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
、
欧
米
で
は
失
な
わ
れ
て

し
ま
っ
た
牧
歌
的
な
風
景
と
人
々
の
暮
ら
し
を
温
か
く
受
け
止
め
、
村
を
支
え

る
「
結
」（
ゆ
い
）
や
「
講
」（
こ
う
）
を
、
福
祉
が
な
く
と
も
助
け
合
う
相
互

扶
助
の
心
と
見
て
い
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
彼
は
日
本
の
農
村
が
抱
え
る
問
題

も
指
摘
す
る
。

一
つ
は
、
こ
の
牧
歌
的
な
生
活
こ
そ
が
、
欧
米
を
脅
か
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
見
、
魅
力
的
に
見
え
る
何
も
持
た
な
い
、
倹
し
い
、
質
素
な
農

民
の
暮
ら
し
が
、
産
業
の
低
賃
金
を
生
み
、
西
欧
の
賃
金
水
準
を
脅
か
す
。
日

本
の
農
家
五
五
〇
万
世
帯
が
こ
う
し
た
生
活
を
続
け
る
限
り
、
農
家
の
子
ど
も

達
は
農
業
を
離
れ
、
喜
ん
で
工
場
労
働
者
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
日
本

の
低
賃
金
や
低
コ
ス
ト
は
維
持
さ
れ
る
の
だ
と
指
摘
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
あ
ま
り
に
貧
し
い
農
家
に
つ
い
て
で
あ
る
。
農
家
の
半
分
は
、

一
エ
ー
カ
ー
（
約
四
反
）
以
下
の
土
地
を
耕
し
、
二
五
ポ
ン
ド
（
一
一
㎏
）
ほ

ど
の
米
を
得
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
農
家
の
四
分
の
三
は
二
、
五
エ
ー
カ
ー（
約

一
町
歩
）以
下
の
土
地
を
耕
し
、ア
メ
リ
カ
の
農
家
の
平
均
で
あ
る
一
五
七
エ
ー

カ
ー
の
土
地
を
耕
し
て
い
る
の
は
千
戸
に
一
戸
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
ん
な

小
さ
な
島
国
で
、
七
千
万
も
の
人
口
を
養
う
国
は
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
も
、
耕
地
は
険
し
い
山
々
に
隔
て
ら
れ
、
列
島
全
面
積
の
七
分
の
一

し
か
な
く
、
一
マ
イ
ル
四
方
の
耕
地
が
、
二
、
九
九
五
人
を
養
う
計
算
で
あ
る

と
し
て
、
狭
す
ぎ
る
国
土
と
多
す
ぎ
る
人
口
が
日
本
の
農
業
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

〈
三
六
年
九
月
号
〉
「
農
民
」
抜
粋

そ
の
結
果
が
こ
の
風
景
で
あ
る
。
人
間
が
大
地
に
従
う
の
で
は
な
く
、
緑

野
を
人
間
に
従
わ
せ
る
の
が
日
本
の
風
景
で
あ
る
。
世
界
の
ど
の
国
よ
り
も

人
で
溢
れ
か
え
り
、
雨
す
ら
も
人
の
匂
い
が
す
る
。
耕
地
と
い
う
耕
地
に
は

人
手
が
加
え
ら
れ
、
大
切
に
子
孫
に
引
継
が
れ
て
行
く
。
食
べ
て
行
く
に
は

狭
過
ぎ
る
土
地
で
、
何
世
紀
も
の
間
、「
間
引
き
」
と
い
う
嬰
児
殺
し
が
行
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わ
れ
た
。「
間
引
き
」
と
は
、
作
物
の
生
育
を
良
く
す
る
た
め
に
、
若
芽
や

雑
草
を
取
り
除
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

農
家
が
米
作
り
を
す
る
の
は
、
単
に
消
費
者
の
求
め
に
応
じ
て
と
い
う
だ

け
で
は
な
い
。
湿
潤
な
気
候
が
そ
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

米
は
狭
い
国
土
で
多
く
の
人
口
を
養
う
作
物
と
し
て
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
米
は
主
要
な
穀
物
の
中
で
粒
が
最
も
重
い
。
一
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
〇

ブ
ッ
シ
ェ
ル
（
三
五
リ
ッ
ト
ル
）
の
収
穫
が
あ
り
、
そ
の
収
穫
高
は
小
麦
や

大
麦
よ
り
も
勝
る
。
同
時
に
、
水
で
育
つ
稲
作
は
人
手
を
食
う
。
苗
床
や
苗

代
を
作
り
、
田
を
起
こ
し
て
水
を
張
り
、
田
植
え
の
後
は
除
草
と
、
労
働
は

果
て
し
な
く
続
く
。
日
本
の
田
舎
で
は
、
皆
こ
う
し
て
働
い
て
い
る
。
西
欧

な
ら
草
も
刈
ら
な
い
よ
う
な
山
の
傾
面
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
棚
田
に
改
造

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
べ
と
つ
い
て
蒸
し
暑
く
、
死
に
た
く
な
る
よ
う
な

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
、
谷
に
向
か
っ
て
列
を
な
す
棚
田
に
水
が
貯
え
ら
れ

る
。近

年
、
そ
の
村
社
会
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情

報
が
村
を
脅
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
世
代
前
ま
で
は
、
村
か
ら
村
へ
の

情
報
の
伝
達
は
、人
が
徒
歩
で
行
き
来
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
外
は
な
か
っ
た
。

今
は
、
兵
隊
帰
り
や
出
稼
ぎ
で
都
会
を
経
験
し
た
小
作
も
い
れ
ば
、
紡
績
工

場
で
働
い
た
女
工
も
い
て
、
外
の
世
界
を
持
ち
帰
る
。

村
を
危
う
く
し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
情
報
ば
か
り
で
は
な
い
。
地
主
と

小
作
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
作
は
む
し
ろ
減
っ
て
い
て
、

一
九
三
四
年
の
統
計
で
は
、
小
作
農
家
は
農
家
全
体
の
二
五
％
で
あ
る
が
、

自
・
小
作
農
家
、
つ
ま
り
、
地
主
兼
小
作
が
増
え
て
い
る
。
近
年
、
地
主
と

小
作
の
争
議
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
争
点
は
、
土
地
価
格
の
高
騰

で
、
何
と
か
利
益
を
出
す
た
め
、
小
作
か
ら
土
地
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る

地
主
の
思
惑
に
あ
る
。
こ
の
地
主
の
遣
り
口
は
、
い
つ
も
の
手
だ
が
、
小
作

の
生
活
の
手
段
を
破
壊
す
る
に
等
し
い
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
農
村
の
生

活
組
織
を
破
壊
し
か
ね
な
い
相
互
不
信
と
敵
意
が
残
る
。

一
九
三
二
年
「
危
険
思
想
」
に
つ
な
が
り
兼
ね
な
い
政
府
承
認
外
の
農
民

組
織
（
一
九
三
一
年
、
全
農
全
国
会
議
左
派
が
結
成
さ
れ
た
）
が
誕
生
し
た

こ
と
は
、
政
府
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
今
日
、
大
き
な
農
民
組
織
と
し
て

は
四
万
五
千
人
が
加
盟
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
三
、
四
の
組
織
が

あ
る
。
あ
る
組
織
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
拠
り
所
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど

過
激
で
な
い
組
織
も
あ
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
動
き
を
「
思
想
統
制
」
で
封

じ
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
六
年
九
月
号
の
「
農
民
」
の
記
事
に
は
、
名
取
洋
之
助
（
一
九
一
〇
〜
一

九
六
二

当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
。「
日
本
の
兵
士
」
は
一
九

三
七
年
に
『
ラ
イ
フ
』
の
表
紙
を
飾
っ
た
）
が
撮
影
し
た
田
植
え
を
す
る
早
乙

女
や
鍬
を
持
っ
て
体
操
を
す
る
農
家
の
主
婦
、
山
襞
ま
で
耕
さ
れ
て
い
る
畑
や

棚
田
の
エ
ア
ー
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
の
写
真
に
、
日
本
の
風
景
を
描
写
し
た
マ
ク

リ
ー
シ
ュ
の
詩
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

次
の
詩
文
は
、
エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
が
『
日
本
の
村

須
恵
村
』
に
引
用
し
た

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
あ
る
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
も
の
で
あ
る
。

〈
一
九
三
六
年
九
月
号
〉
「
農
民
」
抜
粋

狭
い
土
地
と
過
剰
な
人
口

西
欧
人
が
心
に
浮
か
べ
る
日
本
の
風
景
と
い
え
ば
、
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雪
を
頂
い
た
富
士
と
桜
だ
ろ
う
か
。

山
を
背
景
に
立
つ
風
に
曲
が
っ
た
松
の
シ
ル
エ
ッ
ト
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
岡
の
よ
う
な
傾
斜
を
持
つ
農
家
の
藁
葺
き
屋
根
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
日
本
に
は
も
う
一
つ
の
風
景
が
あ
る
。

道
は
狭
く
く
ね
り
、
森
の
端
や
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
。

収
穫
が
済
ん
だ
田
圃
に
は
、
稲
木
（
は
ざ
）
に
渡
し
た
稲
藁
が
干
さ
れ
、

樹
が
繁
る
処
は
、
神
の
住
む
鎮
守
の
森
。

農
家
の
屋
根
を
除
け
ば
、
平
野
は
一
面
、
水
が
張
ら
れ
た
田
圃
。

そ
の
田
圃
は
人
も
歩
け
な
い
ほ
ど
の
狭
い
畦
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。

雑
草
が
繁
る
の
は
、
わ
ず
か
に
電
信
柱
の
下
か
、
畑
の
土
手
ば
か
り
。

収
穫
が
終
わ
っ
て
鴉
が
去
っ
た
田
に
残
る
の
は
、僅
か
の
落
ち
穂
と
案
山
子
。

山
村
で
は
、
月
の
光
の
下
で
、
男
た
ち
が
春
に
備
え
て
田
の
雪
を
掻
く
。

森
の
下
草
は
綺
麗
に
刈
ら
れ
、
枯
れ
枝
が
丁
寧
に
束
ね
ら
れ
て
い
る
。

農
家
は
犬
を
飼
わ
ず
、
農
園
に
は
草
を
食
む
牛
や
羊
の
姿
も
な
い
。

灌
漑
用
の
水
路
が
ナ
プ
キ
ン
ほ
ど
の
大
き
さ
の
田
に
巡
ら
さ
れ
、

谷
の
急
斜
面
は
、
太
陽
に
向
か
っ
て
平
織
り
を
な
す
棚
田
へ
変
わ
る
。

山
々
は
、
斧
や
つ
る
は
し
で
掘
り
返
さ
れ
た
石
灰
岩
の
よ
う
に
侵
食
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
が
日
本
の
風
景
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
打
ち
捨
て
ら
れ
、
野
生
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
れ
る
も
の
は
何
も

な
い
。
何
一
つ
無
駄
な
も
の
は
な
い
。

マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
友
人
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
へ
ミ
ン
グ
ウ
エ
ー
（E

rnest
H

em
-

ingw
ay

作
家

一
八
九
九
〜
一
九
六
一

パ
リ
以
来
の
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
親

友
）
に
宛
て
た
手
紙
に
「
君
の
国
で
は
、
田
園
の
春
は
土
と
雨
の
匂
い
で
満
た

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国
で
は
糞
が
臭
う
」
と
書
い
て
い
る
。
よ

ほ
ど
下
肥
の
臭
い
に
辟
易
し
た
と
み
え
る
。

四
四
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
戦
時
下
の
農
民
の
描
写
は
マ
ク
リ
ー
シ
ュ

の
引
用
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

戦
時
下
の
農
民

〈
四
四
年
四
月
号
〉
「
農
民
」
抜
粋

「
日
本
で
は
、
岩
石
に
指
紋
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
人
力
が
鉄

の
岩
を
も
穿
つ
。
火
山
と
火
山
灰
地
を
除
け
ば
、
全
て
の
大
地
に
人
手
が
加

え
ら
れ
、
何
処
に
行
こ
う
と
人
が
い
る
。」
…
…
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー

シ
ュ

三
六
年
九
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

「
士
農
工
商
」
と
い
う
古
い
身
分
制
度
で
「
農
」
は
第
二
の
地
位
を
占
め
、

職
人
や
商
人
よ
り
上
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
農
民
の
実
態
は
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
た
惨
め
な
小
作
で
あ
り
、
酬
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

西
欧
の
尺
度
で
は
今
も
惨
め
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
戦

争
が
も
た
ら
し
た
米
価
の
高
騰
と
政
府
の
補
助
金
と
が
、
地
主
に
縛
ら
れ
て

い
た
小
作
の
負
債
を
減
少
さ
せ
、
売
り
手
市
場
が
農
作
物
の
高
値
取
引
を
可

能
に
し
た
。
農
民
は
余
分
な
金
は
な
い
が
、
高
い
給
料
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
よ

り
は
裕
福
で
あ
る
。
農
民
は
家
族
を
養
う
に
十
分
な
食
糧
を
貯
え
て
い
る
。

今
（
戦
時
）
の
農
民
の
悩
み
は
、
不
景
気
で
、
借
金
や
税
金
の
か
た
に
娘
を

工
場
や
女
郎
屋
に
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
と
は
違
う
。
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今
、
農
民
は
労
働
力
不
足
と
肥
料
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
息
子
は
軍
隊
に

取
ら
れ
（
ま
も
な
く
、
あ
る
種
の
農
業
従
事
者
は
除
隊
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
）、
兄
弟
は
製
鉄
工
場
で
働
き
、
近
隣
か
ら
人
を
雇
う
こ
と
も
出
来
な
い
。

夫
婦
と
小
さ
な
子
ど
も
達
で
家
族
五
人
分
の
働
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
化
学
肥
料
は
徴
用
さ
れ
、
都
市
か
ら
買
っ
て
い

た
下
肥
も
徴
兵
で
量
が
減
り
、
栄
養
失
調
で
質
も
落
ち
た
。
生
計
を
助
け
る

た
め
に
、
桑
を
栽
培
し
て
蚕
を
育
て
て
い
た
農
家
も
、
絹
を
輸
出
す
る
市
場

が
な
く
な
り
、
桑
畑
は
穀
物
栽
培
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

敗
戦
を
迎
え
よ
う
が
、
平
和
が
訪
れ
よ
う
が
、
農
民
は
相
変
わ
ら
ず
田
圃

で
背
を
丸
く
し
て
苗
を
植
え
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

国
民
が
餓
え
に
苦
し
む
中
で
、
農
家
の
暮
ら
し
向
き
は
都
市
生
活
者
よ
り
、

比
較
的
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
。
農
家
の
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
な
ど
戦

時
下
の
農
民
の
暮
ら
し
を
的
確
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
都
市
か
ら
買
っ
て
い

た
下
肥
が
徴
用
で
人
が
少
な
く
な
っ
て
量
が
減
り
、
栄
養
失
調
で
質
が
落
ち
た

こ
と
な
ど
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
調
べ
た
の
だ
ろ
う
か
？

市
民三

六
年
九
月
特
集
号
の
「
市
民
」
の
章
を
担
当
し
た
の
は
、「
農
民
」
の
取

材
で
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
手
一
杯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ワ
イ
ル
ダ
ー
・
ホ
ブ
ソ

ン
と
思
わ
れ
る
。
取
材
範
囲
は
大
阪
郊
外
の
貝
塚
市
に
あ
っ
た
大
日
本
紡
績
の

工
場
か
ら
、
玉
ノ
井
の
売
春
宿
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

〈
三
六
年
九
月
号
〉
「
市
民
」
抜
粋

工
場
の
平
均
賃
金
は
、
現
行
の
為
替
レ
ー
ト
で
、
一
日
四
一
セ
ン
ト
、
一

ヶ
月
二
八
日
働
い
て
も
、
一
一
・
五
ド
ル
に
し
か
な
ら
な
い
安
月
給
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
為
替
レ
ー
ト
も
平
均
賃
金
も
、
か
な
り
い
い
加
減
な
数
字
で
あ

る
。
日
本
の
平
均
給
与
や
失
業
率
と
い
っ
た
デ
ー
タ
で
は
、
正
確
な
日
本
の

市
民
像
を
分
析
で
き
な
い
。

公
に
発
表
さ
れ
て
い
る
数
字
で
は
、
失
業
者
は
三
五
万
で
あ
る
。
約
七
千

万
の
人
口
の
う
ち
の
七
五
〇
万
が
労
働
人
口
で
、
そ
の
う
ち
三
五
万
が
失
業

者
と
い
う
数
字
は
、
実
質
は
そ
れ
よ
り
百
万
人
は
多
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の

失
業
の
数
字
を
説
明
す
る
に
は
、日
本
の
家
族
制
度
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

家
内
労
働
者
が
働
く
小
さ
な
店
や
町
工
場
が
多
い
日
本
で
は
、
失
業
者
の
対

応
は
雇
用
を
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
細
分
化
す
る
こ
と
で
失
業
者

を
吸
収
す
る
。
ど
ん
な
些
細
な
仕
事
も
何
ら
か
の
雇
用
に
結
び
付
け
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
仕
事
は
よ
り
小
さ
な
も
の
へ
と
細
分
化
さ
れ
る
が
、
も
う
こ

れ
以
上
分
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
到
達
す
る
と
、
親
が
子
を
道
連
れ
に
し
た

「
親
子
心
中
」
が
起
き
る
。

し
か
し
、
総
じ
て
云
え
ば
、
日
本
の
失
業
は
欧
米
的
な
概
念
で
は
大
し
た

こ
と
は
な
い
。
市
民
が
何
ら
か
の
賃
金
を
得
て
い
る
比
率
は
、
ア
メ
リ
カ
に

比
べ
て
は
る
か
に
大
き
い
。

都
市
労
働
者
の
三
分
の
二
は
、
賃
金
体
系
が
は
っ
き
り
し
な
い
商
業
や
家

内
労
働
に
就
い
て
い
る
。
残
り
の
三
分
の
一
も
従
業
員
五
人
以
下
の
小
さ
な

店
で
働
い
て
、
月
三
〇
セ
ン
ト
し
か
現
金
払
い
を
さ
れ
て
い
な
い
。
結
局
、

最
後
に
残
る
の
が
、
政
府
に
賃
金
を
報
告
し
て
い
る
二
百
万
の
工
場
労
働
者

で
あ
る
。
賃
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
二
百
万
で
あ
り
、

そ
の
給
与
が
工
場
労
働
者
の
平
均
賃
金
と
し
て
公
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
二
百
万
の
う
ち
七
十
万
は
織
物
工
場
で
働
く
女
工
で
あ
り
、
彼
女

た
ち
は
扶
養
家
族
を
持
た
な
い
臨
時
労
働
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
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の
賃
金
を
論
じ
る
際
は
、
彼
女
達
を
除
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
農
家
の

出
の
彼
女
た
ち
は
、
工
場
か
女
郎
部
屋
に
行
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
農
民
は
娘
を
喜
ん
で
工
場
に
送
り
出
す
。

中
央
官
庁
に
仕
組
ま
れ
た
こ
と
を
承
知
で
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
は

大
阪
郊
外
の
貝
塚
市
に
あ
る
大
日
本
紡
績
の
真
新
し
い
工
場
を
視
察
し
て
い

る
。
最
新
鋭
の
設
備
を
誇
る
工
場
と
寄
宿
舎
に
案
内
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
日

本
の
平
均
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
で
欲
し
い
と
の
断
わ
り
が
あ
る
。

こ
の
工
場
で
は
、
千
五
百
人
の
十
八
〜
九
の
少
女
が
、
早
朝
組
と
午
後
組
の

二
交
替
制
で
働
き
、
学
校
の
寄
宿
舎
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
寮
で
暮
ら
し
て
い

る
。
清
潔
な
大
食
堂
に
は
、
百
五
十
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
こ
れ
が
大
事
な
と

こ
ろ
だ
が
、
夜
の
御
飯
の
お
代
わ
り
が
自
由
で
あ
る
。
浴
室
で
は
、
熱
い
湯
の

入
っ
た
大
き
な
湯
舟
で
、
胸
の
な
い
乙
女
た
ち
が
ピ
ン
ク
色
に
な
る
ま
で
肌
を

磨
く
。

戦
時
下
の
耐
乏
生
活

四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
は
、
戦
時
下
の
市
民
の
耐
乏
生
活
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
人
か
ら
見
る
と
日
本
人
の
食
事
は
飢
え
死
に
し
そ
う

な
粗
食
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
い
っ
て
、
記
者
が
戦
時
中
の
日
本
人
の
食
卓

を
実
際
に
見
た
わ
け
で
は
な
い
。「
最
近
の
報
ず
る
と
こ
ろ
で
は
」
と
し
て
、

日
本
の
新
聞
や
雑
誌
の
検
閲
済
み
の
記
事
や
グ
ラ
ビ
ア
か
ら
の
引
用
だ
か
ら
、

現
実
と
の
乖
離
は
や
む
を
得
な
い
。

〈
四
四
年
四
月
号
〉
「
市
民
」
抜
粋

米
穀
通
帳
に
よ
る
米
の
配
給
が
一
日
一
一
オ
ン
ス
半
（
二
二
〇
グ
ラ
ム
）

で
、
そ
れ
も
米
か
玄
米
で
、
満
州
か
ら
の
大
麦
や
イ
ン
ド
シ
ナ
の
キ
ビ
が
混

ざ
っ
て
い
る
の
が
普
通
だ
。
魚
は
週
二
切
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
途

切
れ
が
ち
で
あ
る
。
都
市
部
で
は
野
菜
も
切
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
昔
か
ら

小
食
に
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う
厳
し
く
な
っ
た
の
で
は
、
健
康
状
態

の
悪
化
は
目
に
見
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
結
核
と
視
力
障
害
の
蔓
延
が
ひ
ど

い
。
日
比
谷
公
園
の
花
壇
は
麦
畑
と
化
し
、
女
は
モ
ン
ペ
、
学
童
は
紺
の
制

服
、
男
は
カ
ー
キ
色
や
グ
レ
ー
の
洋
服
に
同
盟
通
信
と
か
外
務
省
と
か
バ
ッ

ジ
を
つ
け
て
歩
い
て
い
る
。
男
は
も
う
あ
ま
り
町
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
先

行
き
の
見
通
し
の
暗
さ
が
市
民
の
顔
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。

以
下
延
々
と
戦
時
下
の
耐
乏
生
活
が
続
く
が
、
長
く
引
用
す
る
必
要
は
あ
る

ま
い
。
こ
の
時
期
、
日
本
の
食
糧
事
情
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
よ
り
も

遥
か
に
逼
迫
し
て
い
た
。

そ
の
頃
、
小
学
一
年
生
だ
っ
た
筆
者
は
疎
開
先
で
飢
え
て
い
た
。
縁
故
疎
開

か
ら
集
団
疎
開
に
切
り
替
る
と
食
糧
事
情
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
何
故
、「
縁

故
」
が
「
集
団
」
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
縁
故
疎
開
先
が
東
京
を
空
襲
す
る

米
軍
機
の
通
路
に
あ
た
り
、
帰
り
に
、
残
っ
た
焼
夷
弾
を
落
と
し
て
い
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
焼
夷
弾
は
小
学
校
の
校
庭
に
も
落
ち
て
す
り
鉢
型
の
大
き
な
穴
を

造
っ
た
。
子
ど
も
達
は
穴
の
斜
面
を
駆
け
廻
る
遊
び
を
発
明
し
た
り
し
た
。

集
団
疎
開
で
は
慢
性
的
飢
餓
状
態
に
陥
っ
た
。
二
ヶ
月
に
一
度
体
験
す
る
農

家
の
昼
食
の
何
と
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
筆
者
は
鳥
目
や
脚
気
に
悩
み
、
シ

ラ
ミ
に
喰
わ
れ
た
跡
を
掻
き
潰
し
た
皮
膚
は
膿
ん
で
元
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
食

事
は
ア
カ
ザ
と
い
う
雑
草
が
浮
く
薄
い
味
噌
汁
と
主
食
の
コ
ー
リ
ャ
ン
と
い
う

雑
穀
で
、
鉛
筆
を
削
っ
た
木
カ
ス
の
よ
う
な
味
が
し
て
食
べ
る
と
下
痢
を
起
こ

し
た
。
集
団
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
寺
の
小
坊
主
は
不
意
の
闖
入
者
で
あ
る

我
々
を
縄
張
り
荒
ら
し
と
見
な
し
、
寺
の
縁
側
か
ら
容
赦
な
く
突
き
落
し
た
。
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後
ろ
か
ら
不
意
を
衝
か
れ
る
と
、
栄
養
失
調
の
筆
者
に
は
踏
み
止
ま
る
力
が

残
っ
て
お
ら
ず
、
寺
の
縁
先
に
落
ち
た
。
も
う
、
少
し
戦
争
が
長
引
け
ば
、
死

ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
「
戦
時
の
耐
乏
生
活
」
に
関
し
て
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編
集
部

の
分
析
は
甘
い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
時
な
が
ら
世
界
一
の
高
給
を
食

み
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
豪
勢
な
ラ
ン
チ
を
取
り
、
検

閲
済
み
の
日
本
の
新
聞
や
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
な
ど
を
参
照
し
て
書
い
た
記
事
の

甘
さ
が
露
呈
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
彼
ら
の
想
像
を
超
え
た
あ
ま
り
に
逼
迫

し
た
現
実
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

平
均
的
日
本
人

四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
は
、
平
均
的
な
都
市
の
中
産
階
級
の

市
民
と
し
て
、「
フ
ジ
ノ
・
ヒ
ロ
シ
」と
い
う
名
の
中
年
の
紳
士
が
登
場
す
る
。

筆
者
の
調
査
で
は
、
フ
ジ
ノ
氏
は
架
空
の
人
物
で
実
在
は
し
な
い
。
設
定
で
は
、

ど
こ
に
で
も
い
る
あ
り
き
た
り
の
五
十
を
過
ぎ
た
「
オ
ジ
サ
ン
」
で
あ
る
。
一

八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
生
ま
れ
、
職
業
は
友
人
と
共
同
で
高
級
紳
士
服
の
店

を
銀
座
に
構
え
て
い
る
。
明
治
維
新
を
体
験
し
た
フ
ジ
ノ
氏
の
両
親
は
「
天
皇

は
神
様
だ
」な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
世
代
で
、
彼
も
そ
う
は
思
っ
て
い
な
い
。

大
学
出
で
、
在
学
中
は
英
語
に
熱
中
し
た
と
あ
る
か
ら
、
典
型
的
な
中
産
階
級

と
も
云
い
難
い
が
、
コ
メ
ン
ト
で
は
「
日
本
で
は
ご
く
少
な
い
中
産
階
級
の
一

人
」
と
あ
る
。

フ
ジ
ノ
氏
は
な
か
な
か
の
イ
ン
テ
リ
で
、
政
府
が
一
般
市
民
の
思
想
統
制
に

ど
ん
な
手
を
使
う
か
ぐ
ら
い
お
見
通
し
で
あ
る
。
新
聞
、
雑
誌
、
映
画
、
放
送

か
ら
入
っ
て
来
る
情
報
が
厳
重
な
検
閲
を
経
て
い
る
こ
と
も
百
も
承
知
で
あ

る
。
フ
ジ
ノ
氏
は
祖
国
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
新
秩
序
建
設
の
た
め
に
立
ち

上
が
っ
た
こ
の
戦
争
を
誇
り
に
し
て
い
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
で
、
こ
う
し
た
人
物
を
設
定
し
て
市

民
生
活
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
日
本
で
の
抑
留
期
間
が
長
く
、
日
本
の

新
聞
や
雑
誌
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
の
出
来
た
ク
ロ
ー
ド
・
Ａ
・
バ
ス（C

laud

A
.B

uss

一
九
〇
三
〜
一
九
九
八

マ
ニ
ラ
で
日
本
軍
に
捉
え
ら
れ
、
一
九
四

二
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
日
本
で
抑
留
、
後
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
院
国

際
関
係
論
教
授
）
を
お
い
て
他
に
な
い
。

〈
四
四
年
四
月
号
、
四
四
年
一
二
月
号
共
通
〉「
平
均
的
日
本
人
」
抜
粋

フ
ジ
ノ
氏
と
い
う
お
じ
さ
ん
は
、
は
じ
め
か
ら
、
こ
の
戦
争
は
ア
メ
リ
カ

が
仕
掛
け
た
も
の
と
し
て
少
し
も
疑
っ
て
い
な
い
。
学
生
の
頃
は
欧
米
に
憧

れ
て
、
英
語
の
勉
強
に
精
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次

大
戦
中
、
軍
の
嘱
託
を
勤
め
、
戦
後
は
商
社
を
設
立
し
よ
う
と
励
む
う
ち
に
、

強
欲
で
、
物
質
万
能
の
西
欧
列
強
さ
え
い
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
苦
労
を
し
な

く
て
済
む
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
が
世
界
中
の
美
味
し
そ
う
な
植
民

地
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
（
一

九
一
九
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
と
連
合
国
の
間
に
結
ば
れ
た
）は
、

人
種
平
等
の
主
張
を
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
の
屈
辱
で
あ
り
、
一
九
二
一

年
か
ら
二
二
年
に
掛
け
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
海
軍
軍
縮
会
議
―
保
有
主

力
艦
の
総
ト
ン
数
比
率
を
ア
メ
リ
カ
五
、
イ
ギ
リ
ス
五
、
日
本
三
と
決
め
た
）

は
日
本
海
軍
の
力
を
削
ぎ
、
山
東
半
島
で
払
っ
た
生
命
や
財
産
の
犠
牲
に
対

す
る
正
当
な
見
返
り
を
阻
止
す
る
陰
謀
に
思
え
た
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
人
の

移
民
を
禁
止
す
る
法
律
を
制
定
す
る
に
及
ん
で
、
フ
ジ
ノ
氏
の
漠
然
と
し
た

反
西
欧
感
情
は
反
米
感
情
へ
と
変
わ
っ
た
。「
満
州
や
中
国
が
日
本
の
生
命

線
な
ど
と
は
認
め
な
い
」
と
ア
メ
リ
カ
が
言
え
ば
、
た
だ
ち
に
義
憤
を
覚
え
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た
。一

九
四
〇
年
、
プ
リ
ン
ス
近
衛
が
大
政
翼
賛
会
結
成
を
呼
び
掛
け
た
時
に

は
、
フ
ジ
ノ
氏
は
諸
手
を
挙
げ
て
賛
同
し
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
驚
天
動
地
の
思
い
を
し
た
が
、
そ
の
戦
果
を
聞
け
ば
意
気
軒
昂
と
な
っ

た
。一

人
息
子
が
陸
軍
に
応
召
さ
れ
て
満
州
に
行
っ
た
時
は
そ
れ
を
誇
り
と
し

た
が
、
今
も
、
娘
婿
が
南
太
平
洋
の
ど
こ
か
で
帝
国
海
軍
の
一
員
と
し
て
戦

果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
自
慢
に
思
っ
て
い
る
。

銀
座
の
紳
士
服
を
扱
う
商
売
の
方
は
上
が
っ
た
り
で
あ
る
。
衣
料
品
は

ず
っ
と
前
か
ら
配
給
で
、
僅
か
に
軍
の
下
請
け
で
一
息
つ
い
て
い
る
。

最
近
、
フ
ジ
ノ
氏
は
隣
組
の
組
長
に
指
名
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も

の
商
売
そ
っ
ち
の
け
で
、
隣
組
の
仕
事
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
天
皇

が
も
と
も
と
万
世
一
系
と
い
う
だ
け
で
、
時
の
政
府
の
傀
儡
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
が
、
国
家
の
安
寧
を
計
り
、
愛
国
心
を
鼓
舞

す
る
に
は
、
天
皇
を
か
つ
ぐ
し
か
な
い
と
堅
く
信
ず
る
に
至
っ
た
。
フ
ジ
ノ

氏
は
「
大
和
魂
」（
や
ま
と
だ
ま
し
い
）
に
つ
い
て
も
、
イ
ザ
ナ
ギ
神
話
（
日

本
の
創
世
記
に
関
す
る
神
話
）
そ
の
も
の
を
お
伽
話
程
度
に
し
か
考
え
て
い

な
い
が
、
組
長
と
し
て
自
分
が「
大
和
魂
」の
話
し
を
す
る
と
、
隣
組
の
人
々

が
祖
先
に
対
し
て
崇
敬
の
心
と
関
心
を
持
つ
の
が
看
て
取
れ
た
。
ま
た
、「
八

紘
一
宇
」（
は
っ
こ
う
い
ち
う
）
と
い
う
建
国
の
祖
の
神
武
天
皇
の
「
世
界

を
ひ
と
つ
屋
根
の
下
と
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
、
日
本
の
海
外
進
出

を
正
当
化
し
、
天
皇
を
世
界
の
元
首
と
し
て
世
界
平
和
の
確
立
を
目
的
と
す

る
と
い
う
説
明
な
ど
も
フ
ジ
ノ
氏
は
上
手
く
や
っ
て
の
け
た
。

と
り
わ
け
、
フ
ジ
ノ
氏
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
が
、
一
つ
は
、
大
政
翼
賛

会
の
理
論
家
で
あ
る
藤
沢
親
雄
教
授
の
著
作
『
神
国
日
本
の
使
命
』
に
あ
る

「
こ
の
た
び
の
大
東
亜
戦
争
は
、
第
二
の
天
孫
降
臨
で
あ
り
、
そ
の
精
神
は
、

世
界
の
人
類
を
救
済
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
松
岡
洋
右
前
外
相
の
「
大
和
民
族
の
使
命
は
、
人
類
が
悪

魔
に
堕
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
こ
れ
を
破
滅
の
渕
か
ら
救
い
、
光
明
の
世
界
に

導
く
こ
と
に
あ
る
。
…
…

現
代
の
物
質
文
明
の
闇
か
ら
世
界
の
人
類
を
救

い
出
す
こ
と
こ
そ
、
わ
が
民
族
に
下
さ
れ
た
神
勅
で
あ
る
。
今
こ
そ
日
本
精

神
に
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
大
和
魂
」
と
か
「
八
紘
一
宇
」
と
か
い
う
言
葉
よ

り
も
、
日
本
人
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
の
は
、
靖
国
神
社
と
そ
こ
に
祀
ら
れ
た

英
霊
で
あ
り
、
護
国
の
軍
神
で
あ
る
こ
と
に
フ
ジ
ノ
氏
は
気
付
い
て
い
る
。

フ
ジ
ノ
氏
は
こ
の
頃
、
東
京
の
街
角
で
兵
士
が
別
れ
際
に
、「
今
度
、
会
う

時
は
靖
国
で
」
と
言
う
の
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
四
三
年
六
月
の
あ
る
晩
、
フ
ジ
ノ
氏
は
憲
兵
隊
か
ら
隣
組
に
伝
達
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。「
近
時
の
作
戦
で
は
遺
骸
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
、
遺
骨
が
家
に
還
ら
ざ
る
場
合
を
想
定
し
、
髪
や
爪
を
遺
し
て
お
く
こ

と
…
…
せ
め
て
遺
骨
の
代
わ
り
と
し
て
そ
の
遺
品
を
…
…
英
霊
こ
こ
に
神
鎮

ま
る
と
合
掌
し
て
送
り
届
け
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
フ
ジ
ノ
氏
が
憲
兵
隊
か
ら
伝
達
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
文
書
は
、
一
九

四
三
年
六
月
二
七
日
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
に
陸
海
軍
当
局
談
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
ス
タ
ッ
フ
は
日
本
の
新
聞
や
雑
誌

を
詳
細
に
読
ん
で
敵
状
を
分
析
し
、
そ
れ
を
フ
ジ
ノ
氏
と
い
う
オ
ジ
サ
ン
の
日

常
生
活
に
投
影
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
フ
ジ
ノ
氏
は
隣
組
の
中
に
危
険
思
想
の
持
ち
主
は
い
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
文
部
省
の
軍
事
教
練
や
忠
君
愛
国
を
教
え
る
「
修
身
」
や

「
学
徒
出
陣
」
の
強
化
な
ど
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
フ
ジ
ノ
氏
の
隣
組
に
は
、
イ
ト
ウ
と
名
乗
る
新
聞
か
雑
誌
記
者
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上
が
り
の
新
入
り
が
、
突
然
、
飛
び
込
ん
で
来
て
、「
警
察
は
頭
山
満
の
黒
竜

会
の
よ
う
な
右
翼
と
グ
ル
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
も
骨
抜
き
に
さ
れ
、
新
聞
雑

誌
は
ほ
と
ん
ど
が
廃
刊
、
残
っ
て
い
る
新
聞
四
つ
と
僅
か
な
雑
誌
が
政
府
の
宣

伝
を
行
っ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
も
日
本
以
外
の
短
波
放
送
が
聞
こ
え
る
よ
う
な

セ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
た
ら
命
は
な
い
そ
う
だ
」
と
言
っ
た
り
す
る
。
そ
の
イ
ト

ウ
も
何
故
か
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
家
は
も
ぬ
け
の
殻
。
あ
れ
は
一
体
誰

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
フ
ジ
ノ
氏
は
訝
っ
て
い
る
。

時
勢
が
移
り
、
フ
ジ
ノ
氏
は
内
閣
情
報
局
の
発
表
が
以
前
と
違
っ
て
き
た

こ
と
に
気
付
く
。
一
九
四
三
年
に
な
っ
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
、
工

業
力
に
つ
い
て
、
新
聞
も
ラ
ジ
オ
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
な
く

な
っ
て
き
た
。
四
三
年
秋
に
な
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
は
ド
イ
ツ
空
襲
を
映

し
出
し
、
新
聞
は
、
空
襲
は
日
本
に
も
必
ず
や
っ
て
く
る
と
繰
り
返
す
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
鬼
畜
米
英
」
と
か
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
踊
る
大
会
に
出
席
す
れ
ば
、
わ
が
意
を
得
た
り
と
思
う
の
で

あ
る
。

以
下
、〈
四
四
年
一
二
月
縮
刷
版
の
み
〉

サ
イ
パ
ン
が
落
ち
、
東
条
内
閣
が
瓦
解
す
る
に
至
っ
て
、
フ
ジ
ノ
氏
は
敗

戦
の
予
感
と
神
州
不
滅
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
間
で
揺
れ
た
。
そ
し
て
、
敵
機
一

千
機
台
湾
空
襲
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
フ
ジ
ノ
氏
は
勇
壮
な
「
馬
賊
の
唄
」
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
も
心
は
揺
れ
た
。

と
し
て
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
あ
ま
り
正
確
で
は
な
い
「
馬
賊
の
唄
」
の
歌

詞
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
市
民
の
章
は
、
作
為
が
過
ぎ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
い
部
分
も
あ
る
が
、

日
本
の
新
聞
や
雑
誌
か
ら
敵
国
の
情
報
を
丹
念
に
収
集
し
、
ふ
つ
う
の
お
じ
さ

ん
で
あ
る
フ
ジ
ノ
氏
の
日
常
に
還
元
し
て
い
る
。
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第
六
章

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
か
ら
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
へ

一
九
三
八
年
、
タ
イ
ム
社
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
・
ビ
ル
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・

セ
ン
タ
ー
・
ビ
ル
に
移
転
し
、
三
三
階
建
て
ビ
ル
の
最
上
階
の
七
つ
の
フ
ロ
ア

を
占
め
た
。
ル
ー
ス
は
最
上
階
に
陣
取
り
、
編
集
部
は
『
ラ
イ
フ
』
が
三
一

階
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
三
〇
階
、『
タ
イ
ム
』
は
二
九
階
と
フ
ロ
ア
ご
と
に

分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
タ
イ
ム
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
社
の
社
員
数
は
八
二

七
人
。
発
行
部
数
は
月
刊
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
一
〇
万
部
、
週
刊
誌
『
タ

イ
ム
』
は
七
〇
万
部
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
創
刊
し
て
二
年
の
写
真
週
刊
誌
『
ラ
イ

フ
』
は
、
ま
だ
赤
字
で
は
あ
っ
た
が
、
部
数
は
百
五
十
万
部
を
超
え
て
い
た
。

『
ラ
イ
フ
』
の
赤
字
の
理
由
は
、
広
告
費
を
安
く
見
積
も
っ
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
年
間
契
約
を
交
わ
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
す
ぐ
に
解
消
し
た
。

ル
ー
ス
と
ド
ラ
ッ
カ
ー

ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
要
請
で

連
邦
議
会
図
書
館
の
館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
タ
イ
ム
社
を
去
っ
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
占
め
て
い
た
彼
の
存
在
感
は
大
き
か
っ
た
。
ル
ー
ス
に

と
っ
て
も
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
最
も
頼
り
に
し
て
い
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ

に
去
ら
れ
た
こ
と
は
痛
手
だ
っ
た
。

そ
の
頃
、
週
刊
誌
『
タ
イ
ム
』
の
外
報
部
長
は
、
レ
ア
ー
ド
・
Ｓ
・
ゴ
ー
ル

ズ
ボ
ロ
ウ
（L

aird
S.G

oldsborough

）
だ
っ
た
。
海
外
特
派
員
の
送
稿
は
外

報
部
長
の
許
可
が
な
け
れ
ば
誌
面
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

ズ
ボ
ロ
ウ
は
ス
ペ
イ
ン
内
乱
で
は
、
フ
ラ
ン
コ
支
持
を
鮮
明
に
し
た
。
そ
れ
は

ル
ー
ス
も
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
コ
支
持
に
加
え
て
、

ナ
チ
ズ
ム
を
擁
護
す
る
報
道
が
『
タ
イ
ム
』
で
繰
り
返
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
社

内
外
か
ら
の
批
判
を
浴
び
た
。
手
を
焼
い
た
ル
ー
ス
は
、
彼
の
後
釜
と
し
て
ド

ラ
ッ
カ
ー
（P.

F.D
rucker

）
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ド
イ

ツ
で
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ゲ
ネ
ラ
ル
・
ア
ン
ツ
ァ
イ
ガ
ー
』
紙
の
記
者
を

し
て
い
た
が
、
ナ
チ
ス
政
権
が
樹
立
し
た
頃
、
ド
イ
ツ
を
脱
出
。
ロ
ン
ド
ン
に

暫
く
居
た
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
や
『
サ

タ
デ
ー
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
誌
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
記
事
を
書
い

て
い
た
。
一
九
三
九
年
春
に
上
梓
し
た
『
経
済
人
の
終
わ
り
』
は
、
後
に
首
相

と
な
る
チ
ャ
ー
チ
ル
に
激
賞
さ
れ
、
英
米
両
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
気

鋭
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。『
経
済
人
の
終
わ
り
』は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ら
自
由
を
守
る
と
い
う
趣
旨
で
書
か
れ
、
将
来
、
ナ
チ
ス
は
ユ

ダ
ヤ
人
を
抹
殺
し
、
ソ
連
と
手
を
組
む
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
半
年
後
、

予
測
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
評
価
は
さ
ら
に
高
ま
っ

た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
ハ
ン
ト
し
た
時
、
ル
ー
ス
は
こ
の
『
経
済
人
の
終
わ
り
』

だ
け
で
な
く
、
彼
の
す
べ
て
の
記
事
の
切
り
抜
き
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
自

当時のタイム社。左ドア奥がルースの個室。
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筆
の
書
込
み
が
び
っ
し
り
と
あ
っ
た
こ
と
は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
驚
ろ
か
せ
て
い

る
。
ル
ー
ス
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
考
え
方
や
そ
の
姿
勢
に
常
に
敬
意
を
払
う

男
で
も
あ
っ
た
。

『
タ
イ
ム
』
の
外
報
部
長
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ら
誰
で
も
一
度
は
経
験

し
て
み
た
い
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
桁
外
れ
に
高
い
給
料
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
流
れ

て
き
た
二
九
歳
の
青
年
に
は
魅
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
タ

イ
ム
』
の
編
集
部
に
赴
い
た
が
、
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
は
も
と
よ
り
辞
め
る
積
も

り
は
な
く
、
彼
の
周
囲
の
『
タ
イ
ム
』
の
編
集
者
た
ち
も
、
新
参
者
の
ド
ラ
ッ

カ
ー
が
そ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と
を
快
く
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ル
ー
ス
も
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
誘
っ
て
お
き
な
が
ら
、
い
ざ
と
な
る
と
、
昔
の
仲

間
で
あ
り
エ
ー
ル
大
学
の
後
輩
の
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
を
追
い
出
す
こ
と
な
ど
出

来
な
い
性
格
で
あ
っ
た
。
彼
の
人
事
の
や
り
方
は
、
仕
事
の
上
で
不
要
に
な
っ

た
者
は
、
給
与
を
上
げ
て
、
閑
職
な
が
ら
も
さ
ら
に
高
い
地
位
に
就
か
せ
る
と

い
う
の
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
が
、
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
に
対
し
て
は
そ
れ
も

で
き
な
か
っ
た
。
後
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
ル
ー
ス
は
決
断
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
あ
る
（
戦
後
、
ゴ
ー
ル
ス
ボ
ロ
ウ
は
タ
イ
ム
社
の
ビ
ル
か
ら
飛
降
り
自
殺

を
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
）。『
タ
イ
ム
』
誌
の
編
集
部
に
来
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
に

居
場
所
は
な
か
っ
た
。

タ
イ
ム
で
は
私
は
共
産
主
義
者
の
敵
と
見
な
さ
れ
た
。
共
産
主
義
に
共
鳴

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
多
か
っ
た
時
代
、『
経
済
人
の
終
わ
り
』
で
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
の
結
託
を
予
測
し
た
こ
と
が
原
因
だ
。
職
場
で
の
派
閥

抗
争
は
真
っ
平
だ
か
ら
、
ル
ー
ス
に
は
「
こ
の
話
は
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て

く
れ
」
と
伝
え
た
。
そ
れ
で
も
ル
ー
ス
は
あ
き
ら
め
ず
に
、
一
年
後
の
一
九

四
〇
年
に
再
び
連
絡
し
て
き
た
。
経
済
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
創
刊
十
周

年
記
念
号
の
編
集
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
て
助
け
て
欲
し
い
と
い
う
。

ド
ラ
ッ
カ
ー

日
本
経
済
新
聞
社
『
私
の
履
歴
書
』

『
タ
イ
ム
』
を
辞
め
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
十
周
年
記
念
特

集
号
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
別
に
編
集
長
が
い
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
ル
ー
ス
は
そ
の
発
刊
に
向
け
て（
編
集
長
に
気
付
か
れ
ぬ
様
に
）

全
力
を
注
い
で
い
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
傍
観
者
の
時
代
』（“A

dventures
of

a
B

ystander”
1979

）
の
中
で
、
タ
イ
ム
社
内
の
雰
囲
気
を
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。

雑
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
ル
ー
ス
に
と
っ
て
我
が
子
の
よ
う
な
存
在

で
あ
り
、
そ
れ
を
編
集
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
無
上
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

ル
ー
ス
は
必
要
も
な
い
の
に
、
編
集
局
や
美
術
局
に
入
り
浸
っ
た
。
現
在
は

「
企
業
の
た
め
」
の
雑
誌
と
思
わ
れ
て
い
る
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
も
、
当
時

は
「
企
業
に
つ
い
て
」
書
く
雑
誌
で
あ
り
、
ル
ー
ス
は
そ
の
方
針
を
貫
い

た
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
広
報
担
当
者
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
を
企

業
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
仕
事
で
あ
っ
た
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
『
傍
観
者
の
時
代
』

ル
ー
ス
は
新
米
記
者
と
も
対
等
に
意
見
を
戦
わ
せ
、
女
性
の
編
集
者
の
主
張

に
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
左
翼
の
記
者
も
記
事
が
優
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を

そ
っ
く
り
受
入
れ
た
。

「
記
者
は
そ
れ
が
偏
見
で
な
い
限
り
、
ど
ん
な
意
見
で
も
述
べ
る
権
利
が

あ
る
。
所
詮
、
記
事
は
彼
の
名
前
で
出
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
常
々

云
い
、
記
者
の
偏
見
が
な
い
限
り
、
原
稿
を
没
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。
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ル
ー
ス
と
一
緒
に
働
い
た
期
間
は
短
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
文
筆
家
と
し

て
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
過
ご
す
中
で
、
最
も
面
白
く
、
刺
激
的
で
、
勉
強
に
役

立
っ
た
期
間
で
も
あ
っ
た
。ド

ラ
ッ
カ
ー

日
本
経
済
新
聞
『
私
の
履
歴
書
』

一
方
、
財
政
的
に
は
、
写
真
週
刊
誌
『
ラ
イ
フ
』
の
売
れ
行
き
が
好
調
で
、

タ
イ
ム
社
は
大
黒
字
と
な
っ
た
。『
ラ
イ
フ
』
は
単
な
る
ニ
ュ
ー
ス
写
真
誌
で

は
な
か
っ
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
ス
タ
ー
た
ち
も
、『
ラ
イ

フ
』
に
作
品
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
掲
載
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
映
画
を

ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
に
は
、『
ラ
イ
フ
』に
取
り
上
げ
て
貰
う
こ
と
が
早
道
だ
っ
た
。

全
ア
メ
リ
カ
が
大
恐
慌
後
の
不
況
に
苦
し
む
中
、
好
調
な
雑
誌
の
売
り
上
げ
と

広
告
収
入
の
増
加
で
タ
イ
ム
社
は「
シ
ャ
ベ
ル
で
金
を
す
く
う
よ
う
な
荒
稼
ぎ
」

を
し
て
い
た
。

社
員
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も
最
高
の
給
与
を
取
っ
て
い
た
。と
い
う
こ
と
は
、

世
界
一
の
高
給
取
り
で
あ
っ
た
。
最
上
級
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
と
り
、

た
っ
ぷ
り
と
し
た
交
際
費
を
使
い
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ク
ラ
ス
で
取
材
を
し
て
い

た
。
住
ま
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
ア
パ
ー
ト
、
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
に
別
荘
を
持
ち
、
誕
生
日
に
は
ル
ー
ス
夫
妻
か
ら
ラ
イ
オ
ン
の
赤

ち
ゃ
ん
を
貰
う
と
い
う
優
雅
な
生
活
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
そ
の
後
ル
ー
ス
か
ら
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
副
編
集
長
の

ポ
ス
ト
を
提
示
さ
れ
る
が
、
今
度
は
、
ラ
イ
オ
ン
の
子
は
欲
し
く
な
か
っ
た
の

で
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
「
Ｎ
Ｏ
」
と
云
っ
た
。
一
方
、
ル
ー
ス
は
タ
イ
ム
社

の
稼
ぎ
を
社
員
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
と
高
給
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、
と
ド

ラ
ッ
カ
ー
に
こ
ぼ
し
て
い
た
。

日
本
人
は
非
人
間

一
九
三
八
年
、
日
中
戦
争
の
最
中
、
日
本
の
戦
争
遂
行
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
貿
易
の
大
き
さ
が
問
題
と
な
り
、
連
邦
議

会
で
対
日
禁
輸
を
要
求
す
る
声
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
三

六
年
九
月
日
本
特
集
号
が
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。「
日
本
の
侵
略
に
加
担
し

な
い
ア
メ
リ
カ
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
ル
ー
ス
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と

な
っ
た
。
大
平
洋
戦
争
前
、
少
な
く
と
も
対
中
国
と
対
日
政
策
に
関
し
て
、

ル
ー
ス
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
域
を
と
っ
く
に
超
え
て
い
た
。

一
九
三
九
年
夏
、
政
府
が
踏
み
切
り
さ
え
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
、
対

日
経
済
制
裁
を
支
持
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

戦
争
の
勃
発
は
、
英
・
仏
が
米
か
ら
武
器
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
主
張
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

中
立
法
は
改
正
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
七
月
に
は
、「
日
本
の
侵
略
に
加
担
し
な

い
ア
メ
リ
カ
委
員
会
」
の
主
張
が
通
り
、
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
と
上
質
く
づ
鉄

が
対
日
禁
輸
品
目
の
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
た
。
資
源
を
持
た
な
い
日
本
に
と
っ
て

こ
の「
経
済
制
裁
」は
大
打
撃
で
あ
り
、
帝
国
は
さ
ら
な
る
南
進
の
機
会
を
狙
っ

た
。ロ

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
一
九
四
一
年
六
月
、
陸
海
軍
大
臣
か
ら
「
レ
イ

ン
ボ
ー
５
」
と
呼
ば
れ
た
「
オ
レ
ン
ジ
計
画
」
の
最
終
シ
ナ
リ
オ
を
受
け
と
る
。

「
オ
レ
ン
ジ
計
画
」
と
は
、
ア
ジ
ア
の
強
国
と
な
っ
た
日
本
に
対
す
る
合
衆
国

政
府
の
警
戒
感
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
対
日
極
秘
戦
略
で
あ
り
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
も
海
軍
次
官
の
頃
か
ら
、
そ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。

こ
の
小
論
で
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
戦
略
に
多
く
を
割
く
積
も
り
は
な
い
。

た
だ
、
開
戦
後
、
彼
が
日
本
人
を
「
非
人
間
（Inhum

an

）
で
あ
り
、
文
明
の

欠
如
し
た
民
族
」
だ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
に
止
め
よ
う
。
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三
〇
年
代
の
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
報
道
と
の
対
比
の
た
め
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
状
況
に
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。そ
の
頃
、日
本
の
世
論
を
リ
ー

ド
し
て
い
た
の
は
、『
朝
日
』
や
『
東
京
日
日
』
に
代
表
さ
れ
る
大
新
聞
で
あ
っ

た
。一

九
三
一
年
の
満
州
事
変
の
勃
発
か
ら
『
朝
日
』
は
そ
の
論
調
を
変
え
た
。

そ
れ
ま
で
、
普
通
選
挙
実
施
や
軍
縮
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
世
論
を
喚

起
し
、
リ
ベ
ラ
ル
を
標
榜
し
て
い
た
『
朝
日
』
は
、
満
州
事
変
を
「
支
那
側
の

計
画
的
行
動
」
と
極
め
つ
け
、
軍
の
行
動
を
支
持
し
た
。『
東
京
日
日
』（
現
毎

日
新
聞
）
も
日
本
軍
の
正
当
防
衛
を
主
張
し
た
。
国
際
連
盟
と
米
国
務
省
に
よ

る
日
本
軍
撤
兵
勧
告
に
対
し
て
も
、『
朝
日
』
は
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益

擁
護
を
主
張
し
、
侵
略
を
非
難
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
ワ
ー
ル
ド
・
テ
レ
グ
ラ
ム
』
両
紙
に
紙
面
で
抗
議
し
て

い
る
。『
日
日
』
は
「
第
三
者
に
事
の
真
相
は
わ
か
ら
な
い
」「
た
だ
こ
れ
を
無

視
」「
支
那
側
の
巧
妙
な
排
日
」
と
い
う
一
連
の
見
出
し
で
、
柳
条
溝
に
お
け

る
中
国
側
の
「
計
画
的
証
拠
」
を
掲
載
し
続
け
た
。『
日
日
』
は
そ
の
後
十
年

に
亘
り
徳
富
蘇
峰
の
コ
ラ
ム
を
夕
刊
に
掲
載
す
る
。
蘇
峰
の
扇
動
的
な
コ
ラ
ム

は
挙
国
一
致
ム
ー
ド
を
醸
成
し
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
一
役
買
っ
た
。

一
方
、
日
本
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
英
字
紙『
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』は
、

「
中
国
が
連
盟
に
提
訴
し
、
国
連
、
中
国
、
日
本
の
三
者
間
で
検
討
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
日
本
が
連
盟
に
問
題
を
提
起
す
る
の
を
躊
躇
し
、
内
外
記

者
団
に
証
拠
を
提
示
し
て
お
き
な
が
ら
、
何
故
、
共
同
調
査
員
の
派
遣
を
拒
否

す
る
の
か
」
と
日
本
の
中
国
侵
略
を
非
難
し
て
い
る
。

一
九
三
三
年
、
国
際
連
盟
脱
退
の
主
役
を
演
じ
た
松
岡
洋
右
を
、『
朝
日
』・

『
日
日
』
両
紙
は
国
民
的
英
雄
と
し
て
讃
え
、『
朝
日
』
は
「
連
盟
は
極
東
問
題

に
つ
い
て
理
解
不
足
で
あ
り
、
日
本
の
脱
退
は
一
大
教
訓
を
連
盟
に
与
え
る
機

会
で
あ
る
」
と
い
う
社
説
を
載
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
掲
げ

た
両
紙
は
部
数
を
伸
ば
し
、
一
九
三
三
年
に
は
、
両
紙
が
全
日
刊
紙
の
用
紙
の

半
分
を
消
費
す
る
に
至
る
。

一
方
、『
読
売
』
は
読
者
層
の
下
降
化
で
生
ま
れ
た
新
し
い
読
者
獲
得
の
た

め
、
徹
底
的
な
大
衆
化
路
線
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
紙
面
作
り
で
両
紙
に
急

迫
し
、
太
平
洋
戦
争
前
に
は
「
朝
・
毎
・
読
」
の
三
大
新
聞
時
代
を
迎
え
た
。

こ
の
三
紙
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
教
化
、
宣
伝
に
果
た
し
た
役
割

は
大
き
か
っ
た
。
三
大
新
聞
が
足
並
み
を
揃
え
た
背
景
に
は
、
三
六
年
七
月
の

内
閣
直
属
の
「
情
報
委
員
会
」
設
立
が
あ
る
。
委
員
会
に
は
内
務
省
警
保
局

長
、
陸
軍
省
軍
務
局
長
、
海
軍
省
軍
事
普
及
部
委
員
長
、
逓
信
省
電
務
局
長
が

加
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
委
員
会
の
設
立
は
軍
部
が
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
政
策
決

定
や
宣
伝
に
公
然
と
乗
り
出
す
機
会
を
得
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
メ
デ
ィ

ア
へ
の
直
接
的
圧
力
と
な
っ
た
の
は
、
用
紙
統
制
と
内
務
省
か
ら
府
県
警
察
特

高
課
の
手
で
推
進
さ
れ
た
悪
徳
不
良
紙
の
整
理
で
あ
る
。
こ
う
し
た
言
論
統
制

に
よ
っ
て
新
聞
は
官
報
化
し
、
用
紙
を
貰
っ
た
三
大
新
聞
の
「
雄
叫
び
」
が
、

ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
国
民
を
煽
っ
て
い
た
。

憎
ま
れ
た
日
本

ナ
チ
ス
が
政
権
を
掌
握
し
た
一
九
三
三
年
、
海
軍
少
佐
石
丸
藤
太
の
『
一
九

三
六
年
』（
春
秋
社

昭
和
八
年
）
が
上
梓
さ
れ
た
。
日
本
対
世
界
戦
争
の
開

戦
を
「
一
九
三
六
年
」
と
設
定
し
た
も
の
で
、
西
安
事
件
（
三
六
年
一
二
月
）、

蘆
溝
橋
事
件
（
三
七
年
七
月
）
を
経
て
日
中
戦
争
に
至
る
の
だ
か
ら
、
彼
の
予

測
通
り
に
歴
史
は
推
移
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
前
、
彼
の
『
日
本
対
世
界

戦
争
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
た
。『
一
九
三
六
年
』
は
、
そ
の
開
戦

時
期
を
探
っ
た
続
編
で
あ
る
。
そ
の
中
で
石
丸
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
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凡
そ
今
日
の
世
界
に
於
て
、
日
本
ほ
ど
広
く
憎
ま
れ
て
い
る
も
の
は
な

い
。
も
し
子
細
に
検
べ
た
な
ら
ば
、
そ
の
憎
ま
れ
方
は
、
あ
る
い
は
（
第
一

次
）
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
以
上
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
の
世
間
に
知

れ
な
い
の
は
、
わ
が
新
聞
が
こ
れ
を
黙
殺
す
る
か
ら
で
あ
る
。

石
丸
藤
太
『
一
九
三
六
年
』

注
目
す
べ
き
は
、
一
海
軍
少
佐
が
「
日
本
が
世
界
か
ら
憎
ま
れ
た
存
在
で
あ

る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
国
民
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
い
で
、
石
丸
は
海
軍
力
を
中
心
に
彼
我
の
戦
力
を
分
析
し
、「
次
の
大
戦

に
お
い
て
、
英
国
が
米
国
と
協
同
す
れ
ば
、
我
が
勝
利
の
算
は
極
め
て
疑
問
」

と
し
て
、「
万
一
の
僥
倖
」
を
期
待
し
た
勝
利
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
「
イ
ン
ド
の
反
英
感
情
と
独
立
運
動
の
動
き
が
エ
ジ
プ
ト
を

動
か
し
て
、
ス
エ
ズ
運
河
を
封
鎖
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
欧
州
大
戦
が
再
発
し
、

中
南
米
が
米
国
に
反
旗
を
翻
し
パ
ナ
マ
運
河
が
閉
鎖
さ
れ
た
場
合
」
の
み
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
、
彼
も
ス
エ
ズ
、
パ
ナ
マ
両
運
河
の
同
時
封
鎖
な
ど
と
い
う

「
万
一
の
僥
倖
」
を
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

石
丸
は
戦
争
を
避
け
る
道
も
模
索
し
て
い
る
。「
や
む
を
得
ざ
る
場
合
に
は

敢
然
起
っ
て
戦
う
の
勇
気
が
あ
る
と
同
時
に
、
軽
挙
を
戒
め
戦
争
を
恐
る
る
智

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
過
去
に
お
け
る
三
つ
の
戦
争
（
日
清
、
日
露
、
第
一
次

世
界
大
戦
）
に
お
い
て
一
躍
世
界
の
強
国
と
な
っ
た
日
本
は
、
ド
イ
ツ
と
同
様

戦
争
の
謳
歌
す
べ
き
こ
と
を
知
る
も
恐
る
べ
き
こ
と
を
知
ら
な
い
。
空
前
の
危

機
を
控
え
る
日
本
と
し
て
は
、
こ
の
点
を
国
民
が
深
く
三
省
せ
な
ば
な
ら
な

い
」。
そ
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
に
対
し
て
最
後
通
牒
を
発
し
た

イ
ギ
リ
ス
外
相
グ
レ
ー
の
言
葉
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
灯
は
今
消
え
か
か
っ
て
い

る
。
我
々
の
生
き
て
い
る
間
に
は
、
こ
の
灯
は
二
度
と
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
」

を
引
用
し
、「
世
界
は
戦
争
の
惨
禍
を
知
り
抜
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。（
第
一

次
）
大
戦
の
教
訓
を
学
べ
、
然
ら
ず
ん
ば
人
類
は
滅
亡
の
域
へ
と
陥
る
外
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
戦
争
は
勝
っ
て
も
負
け
て
も
損
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で

あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
開
戦
前
夜
、
日
本
の
海
軍
に
は
、
こ
う
し
た
一
大
佐

の
言
論
を
許
す
柔
軟
な
姿
勢
が
あ
っ
た
。

一
八
九
三
年
公
布
さ
れ
た
明
治
以
来
の
出
版
法
は
一
九
三
四
年
に
改
正
さ

れ
、
納
本
・
届
出
の
義
務
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
も
と
も
と
新
聞
法
・
出
版

法
に
よ
っ
て
、
明
治
以
来
の
言
論
は
検
閲
体
制
下
に
あ
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、

自
由
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
つ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
、
新
聞
は
政
府
官
報
と
化
し
て
い
っ
た
。
新
聞
法
に
基
づ
く
検
閲
は
、
内
務

省
、
情
報
局
、
検
事
局
、
警
視
庁
検
閲
課
、
府
庁
特
高
課
な
ど
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

東
京
特
派
員

日
中
戦
争
か
ら
大
平
洋
戦
争
に
至
る
間
、
欧
米
は
日
本
を
ど
う
み
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
？

そ
の
頃
、
世
界
を
揺
る
が
す
ビ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
で
相
次
い
だ
。

二
・
二
六
事
件
、
ド
イ
ツ
と
の
防
共
協
定
締
結
、
日
中
戦
争
、
南
京
事
件
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
、
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
の
検
挙
、
汪
兆
銘
傀
儡
政
権
の
樹
立
。
こ
う
し

た
東
京
発
の
ニ
ュ
ー
ス
の
対
応
に
、
東
京
駐
在
員
は
数
を
増
し
た
。

し
か
し
、
や
っ
て
来
た
記
者
の
多
く
は
不
況
で
母
国
で
は
定
職
に
つ
け
ず
、

日
本
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
す
る
イ
ン
テ
リ
無
職
だ
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
・
ノ
ー
ト

ン
（H

ow
ard

N
orton

一
九
〇
一
〜
一
九
八
〇

水
彩
画
を
交
え
た
海
外
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
海
外
特
派
員
、
画
家
）
は
「
日
本
へ
渡
っ
た
時
は
二
二
歳
、

無
一
文
で
借
金
を
し
て
来
た
。
仲
間
は
み
な
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
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で
は
う
だ
つ
が
挙
が
ら
ず
、
記
者
と
し
て
は
駆
け
出
し
だ
っ
た
」
と
回
顧
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
素
人
記
者
が
幾
つ
も
の
新
聞
と
特
約
を
結
び
、
送
稿
を
始
め

る
。
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
リ
ヒ
ヤ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
も
、
ド
イ

ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
四
紙
に
送
稿
す
る
東
京
特
派
員
で
あ
っ
た
。

日
本
語
の
雑
誌
や
新
聞
を
読
め
る
記
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
政
府
の
発
表

を
鵜
呑
み
に
す
る
か
、
同
盟
通
信
の
英
訳
記
事
や
雇
い
上
げ
た
日
本
人
助
手
に

そ
の
ソ
ー
ス
を
頼
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
ら
の
背
後
に
は
、
憲
兵
や
特
高
の

監
視
の
目
が
光
っ
て
い
た
。

一
九
三
六
年
、
日
本
を
代
表
す
る
二
つ
の
通
信
社
「
聯
合
」
と
「
日
本
電
報

通
信
社
」
が
合
併
、
国
策
通
信
社
「
同
盟
通
信
社
」
が
生
ま
れ
る
。
Ｕ
Ｐ
通
信

は
「
同
盟
通
信
社
」
の
政
府
監
督
下
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
出
す
の
み
と
な
り
、

独
自
の
報
道
を
海
外
に
伝
え
た
の
は
、
日
本
語
を
武
器
に
ス
ク
ー
プ
を
も
の
に

す
る
Ａ
Ｐ
通
信
の
東
京
支
局
長
レ
ル
マ
ン
・
モ
ー
リ
ン
（R

elm
an

M
orin

）
と

滞
日
四
半
世
紀
を
超
え
た
イ
ギ
リ
ス
人
記
者
ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス（H

ugh
B

yas

）

な
ど
数
名
に
限
ら
れ
た
。

日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
東
京
特
派
員
か
ら
の
打
電
は
日
本
政
府
の
公
式

声
明
を
受
け
流
す
の
み
と
な
り
、
こ
う
し
た
東
京
発
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
よ
う

な
ニ
ュ
ー
ス
に
代
わ
り
、
中
国
か
ら
の
特
派
員
報
告
が
次
第
に
欧
米
各
紙
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
況
に
し
て
も
出
先
の
関
東
軍
の
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
の
方
が
、
東
京
の
官
庁
よ
り
率
直
に
記
者
の
関
心
に
答
え
た
。
中
国
で
仕

事
を
し
て
い
た
外
国
人
記
者
の
多
く
は
中
国
び
い
き
で
、
日
本
に
蹂
躙
さ
れ
る

中
国
に
同
情
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
国
特
派
員
等
に
よ
っ
て
、
南
京
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
軍
の
無
差
別
殺
り
く
、
放
火
、
略
奪
、
租
界
の
閉
鎖
な
ど

が
世
界
に
報
道
さ
れ
、
日
本
に
対
す
る
憎
し
み
を
増
幅
さ
せ
て
い
っ
た
。

一
九
四
〇
年
、
東
京
で
は
陸
・
海
軍
省
に
加
え
て
、
外
務
省
も
外
国
人
記
者

ク
ラ
ブ
の
会
見
を
取
り
止
め
て
い
る
。
全
て
の
発
表
は
内
閣
情
報
局
か
ら
出
さ

れ
る
政
府
広
報
の
み
と
な
り
、
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙
『
ジ
ャ
パ
ン

ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』
も
売
り
上
げ
が
減
少
し
、『
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
に
吸

収
合
併
さ
れ
た
。『
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
も
、
そ
の
頃
は
日
本
政
府
か
ら
助

成
金
を
受
け
て
い
る
御
用
新
聞
で
あ
っ
た
。

同
年
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
特
派
員
メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
Ｊ
・
コ
ッ
ク
ス
（M

elvill

Jam
es

C
ox

）
が
逮
捕
さ
れ
、
軍
刑
務
所
か
ら
墜
落
死
す
る
と
い
う
事
件
が
起

き
た
。
日
本
の
警
察
は
自
殺
と
発
表
し
た
が
、
外
国
特
派
員
ら
は
コ
ッ
ク
ス
の

手
足
に
た
く
さ
ん
の
皮
下
注
射
の
跡
が
見
ら
れ
た
と
い
う
証
言
を
得
て
、
危
険

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
国
外
に
退
去
し
始
め
た
。
こ
う
し
て
大
平
洋
戦

争
開
戦
前
夜
、
東
京
に
残
留
し
て
い
る
特
派
員
の
数
は
寥
々
た
る
も
の
と
な
っ

た
。
ロ
ン
ド
ン
の
『
タ
イ
ム
ズ
』
や
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
と
特
約

を
結
ん
で
い
た
ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
も
、
一
九
四
一
年
五
月
、
四
半
世
紀
を
超

え
た
特
派
員
生
活
を
終
え
、
ア
メ
リ
カ
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

ル
ー
ス
と
ホ
ワ
イ
ト

ル
ー
ス
は
タ
イ
ム
社
発
行
の
雑
誌
に
反
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
載
せ
る
だ
け
で

は
も
の
足
ら
ず
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
『
マ
ー
チ
・
オ
ブ
・
タ
イ
ム
』
を
製
作

し
た
。
野
蛮
な
日
本
人
に
勇
敢
に
立
ち
向
か
う
勇
気
に
満
ち
た
中
国
人
と
そ
の

最
高
指
導
者
で
あ
り
西
欧
を
愛
す
る
蒋
介
石
総
統
と
美
し
く
エ
レ
ガ
ン
ト
な
妻

の
宋
美
麗
を
配
し
た
こ
の
映
画
は
、
ア
メ
リ
カ
で
中
国
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

た
。『
マ
ー
チ
・
オ
ブ
・
タ
イ
ム
』
は
一
九
三
五
年
か
ら
三
六
年
に
掛
け
て
、

Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
デ
イ
リ
ー
に
一
五
分
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
の
映
画
化

で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ル
ー
ス
は
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
蒋
介
石
政
権
の
駐
米
大
使
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

一
九
四
一
年
六
月
、
日
中
戦
争
の
最
中
に
、
ル
ー
ス
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
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か
ら
重
慶
に
飛
ん
で
い
る
。
表
向
き
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
督
励
で
あ
っ
た
が
、

真
意
は
蒋
介
石
と
今
後
の
対
日
戦
略
を
協
議
し
、
胎
動
し
始
め
た
中
国
共
産
党

勢
力
を
ウ
ォ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
と
、
父
親
か
ら
の
依
頼
で
、
父

の
友
人
で
、
か
つ
て
は
宣
教
師
で
あ
っ
た
ガ
ー
サ
イ
ド
（B

.A
.G

arside

）
を

助
け
る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。
ガ
ー
サ
イ
ド
は
中
国
に
お
い
て
、
複
雑
に
入

り
組
ん
だ
九
つ
の
対
中
国
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
一
つ
に
し
よ
う
と
尽
力
し
て
お

り
、
ル
ー
ス
は
こ
の
た
め
に
六
万
ド
ル
の
寄
付
を
申
し
出
た
。

こ
の
旅
で
ル
ー
ス
は
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
運
命
的
な
出
会
い
を
す

る
。
セ
オ
ド
ア
・
Ｈ
・
ホ
ワ
イ
ト
（T

heodore
H

.W
hite

）
で
あ
る
。
ま
だ
、

二
五
歳
の
青
年
だ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
と
ル
ー
ス
は
意
気
投
合
し
、
互
い
に
「
ハ

リ
ー
」、「
テ
デ
ィ
」
と
呼
ぶ
仲
に
な
る
。
そ
の
時
、
二
人
は
、
後
に
蒋
介
石
の

報
道
を
巡
っ
て
、
激
し
く
対
立
し
、
憎
み
合
う
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
。

二
人
の
出
会
い
は
、
ス
ワ
ン
バ
ー
グ
の
『
ル
ー
ス
と
そ
の
帝
国
』（“L

uce
and

H
is

E
m

pire”
1972

）と
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム（D

avid
H

alberstam

）

の
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』（“T
he

Pow
er

T
hat

B
e”

1979

―
訳
筑
紫
哲
也
ほ
か

サ
イ
マ
ル
出
版1983

）、
エ
ル
ソ
ン
（R

obert
T.E

lson

）
の
『
タ
イ
ム
社
』

（“T
IM

E
IN

C
.”

1968

）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ワ
イ
ト
は
一
九
三
八
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
現
代
中
国
学
科
を
卒
業
す

る
と
眞
直
ぐ
に
中
国
に
や
っ
て
き
た
。
国
民
党
情
報
部
で
働
い
た
後
、『
タ
イ

ム
』
の
契
約
社
員
と
な
り
、
記
事
が
載
る
と
一
本
に
つ
き
二
五
ド
ル
と
い
う
条

件
で
働
い
て
い
た
。
重
慶
で
ル
ー
ス
夫
妻
を
出
迎
え
た
ホ
ワ
イ
ト
の
写
真
が
あ

る
。
ル
ー
ス
と
並
ん
だ
の
を
見
る
と
、
巨
躯
で
ゲ
ジ
ゲ
ジ
眉
の
ル
ー
ス
の
横
に
、

強
度
の
近
眼
鏡
を
掛
け
た
ユ
ダ
ヤ
系
の
小
男
の
ホ
ワ
イ
ト
が
い
る
。
ど
こ
か
棟

方
志
功
を
思
わ
す
風
貌
で
あ
る
。

『
タ
イ
ム
』
や
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
と
い
え
ば
、
エ
ー
ル
・
ぺ
デ
グ

リ
ー
（
エ
ー
ル
大
学
閥
）
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
組
織
が
巨
大
化
し
た
四
〇
年

代
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
卒
業
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
固

め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
洗
練
さ
れ
、
格
好
良
さ
を
身
に
着
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
テ
デ
ィ
は
異
質
だ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
に
流
れ
て

き
た
ユ
ダ
ヤ
系
移
民
の
息
子
で
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
生
ま
れ
。
父
は
ピ
ン
ス

ク
（
白
ロ
シ
ア
共
和
国
の
小
都
市
）
出
身
の
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
東
部
で

苦
学
し
て
弁
護
士
と
な
っ
た
。
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
住
み
、
社
会

主
義
者
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
、
資
本
主
義
を
搾
取
的
な
制
度
だ
と
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
い
た
。
テ
デ
ィ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
入
学
が
認
め
ら
れ
た
が
、
奨

学
金
と
新
聞
配
達
で
学
費
を
払
う
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
。
彼
は
好
運
に
も
、
ハ
ー

バ
ー
ド
で
現
代
中
国
学
の
権
威
ジ
ョ
ン
・
キ
ン
グ
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
教
授
の
知

遇
を
得
た
。
教
授
は
好
奇
心
に
溢
れ
た
弟
子
を
、
外
交
官
よ
り
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
向
い
て
い
る
と
考
え
た
。
テ
デ
ィ
は
卒
業
す
る
と
教
授
か
ら
送
ら
れ
た

中
国
入
門
書
六
冊
と
中
古
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
、
一
直
線
に
日
中
戦

争
最
中
の
中
国
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
以
後
、
彼
は
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
教
授
に

読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
『
タ
イ
ム
』
の
記
事
を
書
い
た
と
い
う
。

ル
ー
ス
を
空
港
に
出
迎
え
た
時
、
テ
デ
ィ
は
す
で
に
一
流
の
戦
争
特
派
員
で

あ
っ
た
。
中
国
軍
と
行
動
を
共
に
し
、
日
本
軍
の
背
後
に
廻
っ
て
も
の
に
し
た

数
々
の
ス
ク
ー
プ
は
、
彼
を
『
タ
イ
ム
』
の
ス
タ
ー
に
し
て
い
た
。

ル
ー
ス
と
ホ
ワ
イ
ト
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
中
国
に
寄
せ
る
熱
い

想
い
と
好
奇
心
、
虐
げ
ら
れ
、
貧
し
い
生
活
を
送
っ
た
少
年
時
代
、
そ
し
て
エ
ー

ル
や
ハ
ー
バ
ー
ド
で
の
差
別
に
苦
し
ん
だ
大
学
生
活
。
日
中
戦
争
の
最
中
、
重
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慶
の
地
で
ハ
リ
ー
と
テ
デ
ィ
は
磁
石
の
よ
う
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

テ
デ
ィ
は
ハ
リ
ー
を
人
力
車
に
乗
せ
て
、
戦
火
で
荒
れ
果
て
た
重
慶
の
街
を

案
内
し
た
。
戦
争
の
被
害
と
悲
惨
を
見
て
、
ル
ー
ス
に
突
然
、
中
国
語
が
蘇
っ

た
。「
テ
デ
ィ
、
直
し
て
く
れ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
、
彼
は
巷
の
人
々
と
中
国

語
で
話
し
始
め
た
。
宣
教
師
の
息
子
と
し
て
過
ご
し
た
日
々
が
蘇
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
見
て
、
ホ
ワ
イ
ト
も
「
何
と
言
う
男
だ
」
と
凝
然
と
す
る
。
人
力

車
で
二
人
が
市
街
を
廻
っ
て
い
る
間
も
、
絶
え
間
な
く
日
本
軍
の
爆
撃
が
繰
り

返
さ
れ
る
。
ル
ー
ス
は
防
空
壕
に
飛
び
込
み
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ル
を
振
り
回
し

て
、
敵
を
打
ち
落
さ
ん
ば
か
り
の
闘
志
を
み
せ
た
。
ル
ー
ス
は
心
底
、
日
本
と

戦
っ
て
い
た
。

重
慶
か
ら
の
帰
路
、
ル
ー
ス
は
ホ
ワ
イ
ト
を
ア
メ
リ
カ
に
同
道
し
た
。
彼
を

『
タ
イ
ム
』
の
極
東
担
当
デ
ス
ク
に
推
す
積
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
ル
ー

ス
は
テ
デ
ィ
こ
そ
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
一
番
優
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
、
と

心
か
ら
思
っ
て
い
た
。

ル
ー
ス
の
中
国

大
平
洋
戦
争
最
中
、
ル
ー
ス
は
宋
美
齢
を
ア
メ
リ
カ
に
招
き
、
中
国
支
持
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

美
し
く
魅
力
に
満
ち
た
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
は
、
連
邦
議
会
で
演
説
し
、
ア

メ
リ
カ
国
民
の
心
を
捉
え
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
は
こ
の
時

期
の
ル
ー
ス
を
、「
宣
教
師
と
し
て
の
魂
が
燃
え
上
が
っ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
か
ら
十
字
軍
へ
と
飛
翔
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
ル
ー
ス
は
他

人
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
心
の
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
た
男
で
あ
っ
た
が
、
こ
と

中
国
と
な
る
と
そ
れ
が
失
わ
れ
た
。
ル
ー
ス
が
硬
直
化
す
れ
ば
、
彼
の
雑
誌
も

硬
直
化
し
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ル
ー
ス
の
中
国
び
い
き
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て

い
る
。

ル
ー
ス
自
身
は
、
頑
な
保
守
で
あ
り
、「
介
入
主
義
者
」
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
意
向
に
反
す
る
記
者
の
記
事
に
つ
い
て
も
寛
容
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
た

だ
ひ
と
つ
自
己
の
方
針
を
有
無
を
言
わ
さ
ず
押
し
つ
け
て
い
た
分
野
が
あ
っ

た
。
中
国
で
あ
る
。
中
国
に
関
し
て
は
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の

信
念
に
は
大
勢
の
「
親
中
国
派
」、
た
と
え
ば
作
家
の
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
や

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
ま
で
が
同
調
し
て
い
た
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
『
傍
観
者
の
時
代
』

一
方
、
ル
ー
ス
が
支
持
し
た
蒋
介
石
に
と
っ
て
は
、
外
敵
日
本
と
の
戦
い
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
な
る
敵
の
毛
沢
東
率
い
る
共
産
党
と
ど
う
戦
う
か
が
焦

眉
の
急
で
あ
っ
た
。

一
九
四
三
年
、
河
南
省
に
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
中
国

へ
戻
っ
て
い
た
テ
デ
ィ
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
直
ち
に
河
南
省
へ
飛
ん
で
、
飢
え
る

数
百
万
の
難
民
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
馬
で
取
材
し
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
は
、
鞭
を

振
っ
て
難
民
を
掻
き
分
け
て
進
ん
だ
。
さ
も
な
い
と
、
飢
え
た
群
集
が
馬
を
殺

し
て
喰
い
、
自
ら
も
飢
饉
の
中
に
取
り
残
さ
れ
て
死
ぬ
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
飢
餓
の
最
大
の
原
因
は
、
蒋
介
石
の
軍
隊
が
穀
物
税
を
貧
農
か
ら
取

り
立
て
、
飢
え
る
難
民
に
穀
物
を
送
ろ
う
と
し
な
い
か
ら
だ
っ
た
。

一
九
四
三
年
三
月
二
二
日
の
『
タ
イ
ム
』
に
ホ
ワ
イ
ト
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
宋
美
齢
が
ア
メ
リ
カ
議
会
で
ス
タ
ー
扱
い
さ
れ
て
い
た
頃
、
そ
の
記
事
は

蒋
介
石
の
無
策
を
厳
し
く
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
全
土
に
衝
撃

が
走
り
、
ホ
ワ
イ
ト
の
記
事
は
絶
大
な
効
果
を
上
げ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
ル
ー
ス

に
「
こ
の
国
は
、
目
の
前
で
死
に
か
け
て
い
る
」
と
の
手
紙
を
し
た
た
め
て
い

る
。
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
は
、『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』
で
、
ル
ー

ス
と
ホ
ワ
イ
ト
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
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ル
ー
ス
は
、（
ホ
ワ
イ
ト
の
）
記
事
の
真
実
で
は
な
く
与
え
る
影
響
を
心

配
し
た
。
蒋
介
石
に
あ
ま
り
に
批
判
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
ア
ジ
ア

に
興
味
を
失
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
が
、
さ
ら
に
孤
立
主
義
へ
走
る
の
を
正

当
化
し
な
い
か
。
中
国
へ
の
援
助
を
嫌
が
り
は
じ
め
て
い
る
ア
メ
リ
カ
政
府

が
援
助
を
減
ら
す
口
実
に
し
な
い
か
。

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』

一
九
四
四
年
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
（W

hittaker
C

ham
bers

）
が
『
タ
イ
ム
』
の

外
報
部
長
の
席
に
着
い
た
。
ル
ー
ス
は
あ
の
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
の
後
釜
を
見
つ

け
た
の
だ
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
悲
惨
な
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
共
産

党
の
初
期
の
党
員
と
な
っ
た
が
、
党
と
決
別
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
独

自
の
見
解
や
展
望
を
持
ち
、
暗
い
性
格
の
持
ち
主
な
が
ら
全
体
を
見
通
せ
る
能

力
を
身
に
付
け
て
い
た
。
ル
ー
ス
は
自
分
の
身
代
わ
り
と
し
て
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ

を
外
報
部
長
に
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ル
ー
ス
の
避
雷
針
で
あ
り
、
海
外

の
記
者
か
ら
の
苦
情
を
吸
収
さ
せ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

一
方
、
ホ
ワ
イ
ト
は
蒋
介
石
体
制
の
腐
敗
と
非
人
間
性
を
次
第
に
許
せ
な
く

な
っ
て
い
た
。
蒋
介
石
は
中
国
の
敵
で
あ
り
、
共
産
党
こ
そ
が
中
国
を
救
う
と

ホ
ワ
イ
ト
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
彼
の
報
告
は
、『
タ
イ
ム
』
で

は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
大
幅
に
編
集
し
直
さ
れ
た
。
中
国
共
産
党
こ
そ
日
本
と
の
戦

争
遂
行
の
任
に
あ
た
る
べ
き
だ
、
と
い
う
ホ
ワ
イ
ト
の
主
張
は
、
ル
ー
ス
を
激

怒
さ
せ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
四
年
夏
、
ホ
ワ
イ
ト
の
予
言
は
適
中
し
、
蒋
介

石
率
い
る
国
民
軍
は
四
散
す
る
。
ホ
ワ
イ
ト
は
ル
ー
ス
に
対
し
、「
も
し
、
あ

な
た
が
蒋
介
石
支
持
の
方
針
に
固
執
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
単
に
過
ち

を
犯
す
だ
け
で
は
な
い
。
中
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な

る
」
と
手
紙
を
書
く
。「
あ
い
つ
は
も
う
向
こ
う
の
人
間
だ
」
と
ル
ー
ス
は
激

怒
し
た
。

一
九
四
五
年
二
月
、
タ
イ
ム
社
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
の
六
人
の
若
手
記
者
が
、

「
編
集
方
針
に
賛
同
で
き
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
辞
任
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の

特
派
員
と
し
て
日
本
を
取
材
し
た
ワ
イ
ル
ダ
ー
・
ホ
ブ
ソ
ン
も
、『
タ
イ
ム
』
の

シ
ニ
ア
・
エ
デ
ィ
タ
ー
の
職
に
あ
っ
た
が
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
に
反
対
し
て
、『
タ

イ
ム
』
を
去
り
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
戻
っ
て
い
る
。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
日

も
う
一
度
、
開
戦
の
日
に
戻
ろ
う
。
真
珠
湾
の
ア
タ
ッ
ク
は
現
地
時
間
一
二

月
七
日
午
前
七
時
四
九
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
連
邦
議
会
図
書
館
長
に
転
じ

て
い
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
国
務
次
官
補
の
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
（
後
の
国
務

長
官
）
と
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
で
、
日
曜
日
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
ラ
ン
チ
に
出
掛

け
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。

そ
の
日
、
ル
ー
ス
は
タ
イ
ム
社
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
局
に
い
た
。
大
衆
紙

『
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』
を
買
収
す
る
下
工
作
の
た
め

で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
も
う
ど
う
で
も
良
か
っ
た
。
ロ
ス
支
局
の
写
真

編
集
者
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
モ
リ
ス
（John

G
.M

orris

）
は
、
そ
の
日
の
ル
ー
ス

を
「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
ル
ー
ス
は
ホ
ッ
と
し
た
よ
う

だ
」「
ル
ー
ス
に
と
っ
て
、
戦
争
へ
ア
メ
リ
カ
の
介
入
を
促
す
た
め
に
払
っ
て

き
た
努
力
が
や
っ
と
実
っ
た
」
の
だ
と
著
作
『
２０
世
紀
の
瞬
間
』
の
中
で
描
写

し
て
い
る
。

ル
ー
ス
は
『
ラ
イ
フ
』
の
社
説
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

今
や
偉
大
な
国
民
の
歴
史
上
、
空
前
の
臆
病
な
時
代
、
一
九
二
一
年
か
ら

四
一
年
ま
で
の
二
〇
年
間
が
終
わ
り
を
告
げ
た
。
今
、
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し

て
い
る
時
代
は
、
悲
劇
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
恥
ず
べ
き
時
代
だ
っ
た
。
今
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日
は
怒
り
の
日
で
あ
る
。
ま
た
希
望
の
日
で
も
あ
る
。
こ
の
時
の
た
め
に
こ

そ
、
ア
メ
リ
カ
は
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。ヘ

ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
『
ラ
イ
フ
』

こ
の
二
十
年
間
、
ル
ー
ス
は
日
本
を
叩
き
、
中
国
支
持
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

張
り
続
け
、
世
界
に
干
渉
す
る
強
い
ア
メ
リ
カ
を
求
め
続
け
て
き
た
。
今
、

ル
ー
ス
が
望
む
通
り
「
憎
む
べ
き
日
本
」
は
、
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
倒
す
べ
き

「
敵
国
日
本
」
と
な
っ
た
。
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
は
ル
ー
ス
に
と
っ
て
、
待
ち
に

待
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

彼
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
対
し
て
「
貴
下
の
指
揮
下
に
完
全
な
る
勝

利
の
達
成
実
現
を
報
道
で
き
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
一
同
の
衷
心
か
ら
の
願
い

で
あ
り
ま
す
」
と
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
日
米
開
戦
の
日
、
星
条
旗
の
翻

る
下
で
、
ル
ー
ス
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
忠
誠
を

誓
っ
た
。

一
九
四
一
年
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
年
の
発
行
部
数
は
『
タ
イ
ム
』
百
万
、

『
ラ
イ
フ
』
三
三
〇
万
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
一
六
万
部
で
あ
っ
た
。

翌
八
日
、
ル
ー
ス
の
父
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
・
ル
ー
ス
師
が
死
去
し

た
。
弔
問
に
訪
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
に
、
ル
ー
ス
は
「
テ
デ
ィ
、
父
は
中
国
と
ア
メ

リ
カ
が
再
び
手
を
結
ん
だ
の
を
み
て
死
ん
だ
の
だ
」
と
言
っ
た
。
そ
の
様
子
は

む
し
ろ
ホ
ッ
と
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
と
ホ
ワ
イ
ト
は
回
想
し
て
い
る
。

一
二
月
七
日
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
と
夕
刊
は
「
ジ
ャ
ッ
プ
の
卑
怯
な
奇
襲
」

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
こ
こ
で
四
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
事
情
に
つ
い
て

い
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
日
本
の
よ
う
に
百
万
を
超
す
よ
う
な
発
行

部
数
を
持
つ
全
国
紙
は
皆
無
で
あ
り
、
一
、
七
五
〇
ほ
ど
の
地
方
紙
が
乱
立
し

た
状
況
に
あ
り
、
そ
の
八
〇
％
が
夕
刊
紙
で
、
数
十
頁
と
い
う
分
厚
さ
を
持
っ

て
い
た
。
全
国
紙
と
い
え
る
の
は
『
ウ
オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

一
紙
の
み
で
あ
り
、
大
多
数
の
地
方
新
聞
の
編
集
方
針
は
、「
地
域
密
着
主
義
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
米
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
と
似
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル

テ
レ
ビ
の
ド
ル
箱
は
「
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
経

営
は
成
立
た
な
い
。
そ
の
地
方
に
関
係
が
な
け
れ
ば
「
イ
ン
ド
洋
津
波
」
も
遠

い
潮
騒
で
し
か
な
い
。
一
九
四
〇
年
代
、
地
域
密
着
主
義
を
採
る
新
聞
に
と
っ

て
、
海
外
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
う
で
も
良
い
存
在
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
市
民
は
開
戦

ま
で
日
本
に
関
す
る
知
識
な
ど
、
ろ
く
に
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

一
九
四
二
年
二
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
日
本
に
関
す
る
特
集
を
組
ん

で
い
る
。
突
然
の
真
珠
湾
攻
撃
で
こ
の
特
集
の
準
備
不
足
は
否
め
な
い
。
何
し

ろ
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
翌
一
二
月
八
日
が
二
月
号
の
出
稿
締
切
日
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
編
集
部
は
一
日
で
こ
の
企
画
を
纏
め
た
。
日

本
へ
の
敵
意
が
剥
き
出
し
に
な
っ
た
誌
面
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
や
む
を

得
ま
い
。
と
も
か
く
、
日
本
人
の
醜
さ
が
強
調
さ
れ
た
誌
面
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
如
何
に
少
な

く
、
そ
の
僅
か
な
理
解
と
い
っ
て
も
お
伽
話
の
よ
う
な
域
を
出
て
い
な
い
こ
と

も
反
省
さ
れ
て
い
る
。

〈
一
九
四
二
年
二
月
号
〉
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
「
日
本
人
」
抜
粋

彼
ら
の
「
天
皇
す
な
わ
ち
神
」
と
い
う
「
中
世
的
信
仰
」
は
破
壊
さ
れ
ね

れ
ば
な
ら
な
い
。

と
ん
で
も
な
い
見
込
み
違
い
を
ア
メ
リ
カ
は
し
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
自
業
自
得
で
自
ら
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予
測
は
覆
さ
れ
、

二
つ
の
大
洋
に
お
け
る
同
時
戦
争
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
東
の
敵
ド
イ
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ツ
と
の
交
戦
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
の
指
導
者
、
政
治
、

戦
力
、
組
織
に
つ
い
て
は
充
分
に
研
究
し
て
い
た
。
戦
争
を
不
可
避
と
す
る

考
え
は
採
ら
な
か
っ
た
が
、
意
識
下
で
は
ド
イ
ツ
人
と
の
衝
突
は
避
け
ら
れ

な
い
と
感
じ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
に
関
し
て
は
、
西
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
て
が
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
。
だ
い
た
い
、

ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
人
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
。
知
っ
て
い
る

こ
と
も
誇
張
さ
れ
た
怪
し
げ
な
お
伽
話
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
公
的
機
関
は
（
海
軍
も
含
め
て
）
こ
こ
数
年
間
、
ジ
ャ
ッ
プ
を
仮
想
敵
と

見
做
し
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
何
時
で
も
戦
い
を
仕
掛
け
て

来
る
準
備
を
怠
り
な
い
凶
暴
さ
を
秘
め
た
敵
だ
っ
た
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
が
持
つ
一
般
的
な
印
象
で
は
、
敵
は
腰
を
屈
め
て
に
た
に
た
笑

い
、
眼
鏡
を
掛
け
た
ガ
ニ
股
の
チ
ビ
で
、
玄
関
で
靴
を
脱
ぎ
、
寺
院
で
は
帽

子
を
被
っ
た
ま
ま
参
拝
す
る
。
生
け
花
に
情
熱
を
持
ち
、
三
十
一
文
字
の
短

歌
を
読
む
。
自
ら
の
創
造
力
は
持
た
な
い
が
、
見
た
も
の
す
べ
て
を
模
倣
す

る
。
装
備
と
い
え
ば
ジ
ャ
ジ
ャ
漏
れ
の
燃
料
ラ
イ
ン
と
壊
れ
た
望
遠
鏡
で
、

真
直
ぐ
撃
っ
た
り
、
飛
ん
だ
り
は
ま
ず
無
理
で
、
見
か
け
倒
し
の
戦
艦
は

ト
ッ
プ
・
へ
ビ
ー
で
、
ろ
く
な
火
器
や
装
備
を
着
装
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
偉
大
な
る
敵
様
は
、
そ
ん
な
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
は
大
違
い
、

た
い
し
た
複
雑
な
（com

plicated

）
存
在
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
て
く
れ
た
。

こ
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
は
、
メ
キ
シ
コ
の
画
家
ミ
ゲ
ル
・
コ
バ
ル
ビ
ア
ス

（M
iguel

C
ovarrubias

一
九
〇
四
〜
五
七
）が
描
い
た
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

す
べ
て
の
日
本
人
は
こ
う
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
誇
張
は
漫
画
家
の
武
器
だ

と
あ
る
。

〈
一
九
四
二
年
二
月
〉『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』「
日
本
人
」
抜
粋

つ
い
に
、「
不
可
避
」
の
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
。
戦
い
は
、
我
々
が

予
期
し
た
も
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
数
年
前
、
新
聞
社
の
ハ
ー
ス
ト

社
主
が
喚
い
た
「
黄
禍
」
と
は
、「
ア
ジ
ア
か
ら
の
黄
色
い
潮
流
が
欧
米
世

界
を
席
巻
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
悪
魔
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
現

実
は
、
黄
色
い
潮
流
ど
こ
ろ
か
、
敵
の
艦
隊
が
や
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。

コバルビアスが描いた日本人 『フォーチュン』１９４２年２月号から。
出っ歯の兵士、資本家、商人、唇を結んだ官僚、狂信的な僧侶、人形の
ような芸者、従順な小作農とその妻、妻は天皇と日本を操る軍隊の兵士
となる赤子を孕む。中央上部には日章旗が翻り、その中に眼鏡を掛けた
天皇であろうか。軍服姿の小男の指揮の下、どうにも醜い日本人の行列
が続く。
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あ
る
面
で
は
、
西
の
敵
日
本
は
ナ
チ
よ
り
も
扱
い
難
く
危
険
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
は
二
つ
の
敵
を
一
度
に
相
手
に
す
る
エ
ラ
ー
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
人
は
、
そ
の
「
サ
ム
ラ
イ
」
の
伝
統
、
独
裁
者
と
国
家
体
制
へ
の
絶
対

服
従
、
秘
密
警
察
、
そ
の
現
人
神
で
あ
る
天
皇
崇
拝
か
ら
「
東
の
プ
ロ
シ
ア

人
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
事
実
、
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
前
か
ら
日
本
は

全
体
主
義
的
世
紀
に
あ
り
、
国
を
常
に
操
っ
て
き
た
封
建
的
な
寡
頭
政
治

は
、
独
裁
者
な
き
独
裁
政
権
で
あ
っ
た
。

以
下
、
明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
歴
史
が
、
明
治
天
皇
の
肖
像
写
真
や
日
清
・

日
露
両
戦
争
の
勝
利
の
錦
絵
と
と
も
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
一
頁

を
割
い
て
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
国
芳
の
筆
に
な
る
浮
世
絵
を
掲
載

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
柄
は
生
首
を
斬
っ
て
ぶ
ら
下
げ
た
残
忍
な
山
本
勘

介
（
兵
法
に
秀
で
た
武
田
信
玄
の
軍
師
）
を
描
い
た
も
の
で
、
勘
介
は
サ
ム
ラ

イ
の
範
た
る
存
在
で
あ
り
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
山
本
五
十
六
提
督
と
は
同
姓

で
あ
る
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
』
の
編
集
と
は
一
変
し
て
、
真
珠
湾
攻
撃
の
ヤ
マ
モ
ト
憎
し
、
ジ
ャ
ッ

プ
憎
し
が
溢
れ
た
記
事
と
な
っ
て
い
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
世
論
調
査

一
九
四
四
年
四
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
「
敵
国

日
本
」
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
あ
ま
り
の
無
知
に
驚
い

て
い
る
。
そ
の
質
問
と
回
答
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

〈
四
四
年
四
月
号
〉

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
」（
調
査
）
の
質
問

◇
第
一
は
、
日
本
の
総
人
口
で
ど
れ
が
一
番
近
い
か
選
択
す
る
四
択
ク
イ
ズ

で
あ
る
。

正
解
は
一
三
・
九
％
で
あ
っ
た
（
数
字
省
略
）。

◇
第
二
は
、
日
本
人
は
母
国
語
を
ど
れ
ぐ
ら
い
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

か
と
い
う
質
問
で
、
読
め
る
も
の
は
半
分
ぐ
ら
い
か
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な

い
と
の
答
え
を
合
わ
せ
る
と
五
〇
％
に
及
ぶ
。

◇
第
三
は
、
天
皇
の
地
位
に
つ
い
て
の
質
問
で
、
貴
方
の
考
え
に
一
番
近
い

も
の
を
選
べ
と
あ
る
。

図 フォーチュン・サーベイから（１９４４）

日本人は母国語をどの程度読めるか？

経済富裕層

１５．４％

１９．３

２５．７

２５．４

１４．２

１６．４％

５．７

１８．６

４４．２

１５．１

the director

to Japan what the King is to England

only figurehead（except in religion）

only Japanese god

Don't know

太平洋海岸

２０．２％

１７．６

２６．７

１９．８

１５．７

黒 人

２２．６％

２０．２

１１．６

１１．６

３４．０

天皇は日本人にとってどのような存在か？

全 体

１３．９％

１７．６

２７．４

２２．７

１８．９

現実的な支配者

イギリスの国王のような存在

操られた象徴（宗教を除いて）

唯一の日本の神

分からない

母国語を

ほとんど皆が読める

大多数が読める

約半数が読める

ほとんどが読めない

分らない
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当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
で
日
本
の
人
口
を
ど
の
く
ら
い
か
知
っ
て
い
る
人
は
一

四
％
、
日
本
人
の
半
分
は
母
国
語
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
答
え
、
天
皇
に

つ
い
て
は
、
西
欧
で
日
本
の
天
皇
に
匹
敵
す
る
存
在
は
い
な
い
し
、
難
問
で
あ

る
が
、
期
待
し
て
い
た
正
解
「
操
ら
れ
た
象
徴
」
と
答
え
た
も
の
は
二
〇
％
に

満
た
な
か
っ
た
。

そ
の
他
、
質
問
は
、
日
本
軍
と
ド
イ
ツ
軍
の
戦
力
比
較
、
日
米
の
鉄
鋼
生
産

業
比
較
、
日
米
の
産
業
の
生
産
高（
一
定
期
間
内
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
り
）

比
較
に
及
ん
で
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
あ
ま
り
の
無
知
に
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
編
集
部
も
驚
い
て
い
る
。

し
か
し
、
逆
に
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
情
報
を
ど
れ
だ
け
正
確
に
掴
ん
で
い
た

だ
ろ
う
か
。
同
じ
よ
う
な
設
問
を
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
し
た
と
し
た
ら
、
も
っ

と
見
当
違
い
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
政
府
筋
の
情
報
収
集
能
力
の

差
は
日
米
で
は
歴
然
と
し
て
い
た
し
、
日
本
政
府
の
情
宣
が
ア
メ
リ
カ
国
家
お

よ
び
ア
メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
歪
め
た
も
の
に
し
て
い
た
。

日
米
新
聞
の
報
道
ギ
ャ
ッ
プ

開
戦
の
翌
日
、
一
二
月
九
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
は
、「
い
ま
宣
戦
の

大
詔
を
拝
し
、
恐
懼
感
激
に
堪
え
ず
、
肅
然
と
し
て
満
身
の
血
は
ふ
る
え
、
一

身
一
命
を
捧
げ
て
決
死
報
国
の
大
儀
に
殉
じ
、
も
っ
て
宸
襟
を
安
ん
じ
奉
る
」

と
い
う
文
字
が
躍
り
、
大
い
に
奮
い
立
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
五
年
後
の
敗
戦
の
年
の
一
二
月
八
日
の
『
朝
日
』
の
一
面
の
見

出
し
を
並
べ
る
と
「
真
実
な
き
軍
国
日
本
の
崩
壊

国
民
の
対
米
憎
悪
を
煽
る

満
州
事
変
―
反
撃
を
理
由
に
侵
略

軍
閥
独
裁
の
悲
劇

真
珠
湾
奇
襲
さ

る
」
と
な
る
。
開
戦
時
、
決
死
報
国
の
大
儀
に
殉
ぜ
よ
と
国
民
を
煽
っ
た
新
聞

は
ス
ル
リ
と
戦
後
民
主
主
義
の
波
に
乗
っ
た
。

開
戦
と
同
時
に
情
報
局
は
各
新
聞
・
通
信
社
に
「
大
本
営
の
許
可
し
た
も
の

以
外
は
一
切
掲
載
禁
止
」
と
い
う
通
達
を
出
し
「
我
軍
に
不
利
な
る
事
項
は
一

般
に
掲
載
を
禁
ず
。
た
だ
し
、
敵
愾
心
高
揚
に
資
す
べ
き
も
の
は
許
可
す
」
と

い
う
示
達
を
出
し
た
。
従
わ
な
け
れ
ば
、
新
聞
紙
の
配
給
す
ら
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
一
二
月
一
九
日
、「
言
論
出
版
集
会
等
臨
時
取
締
法
」
が
公

布
さ
れ
、「
時
局
に
関
し
造
言
飛
語
、
人
心
を
惑
乱
す
べ
き
事
項
を
流
布
し
た

る
者
は
懲
役
」
に
処
せ
ら
れ
た
。

『
敵
国
日
本
』

真
珠
湾
攻
撃
か
ら
三
ヶ
月
を
経
ず
し
て
出
版
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
『
敵
国
日
本
』（“T

he
Japanese

E
nem

y
:H

is
Pow

er
and

H
is

V
ulnerability”

）と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
。
著
者
の
ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス（H

ugh

B
yas

）
は
、
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
タ
イ

ザ
ー
』
の
記
者
や
論
説
主
幹
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の『
タ
イ
ム
ズ
』

や
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
東
京
特
派
員
を
兼
ね
、
記
事
を
送
稿
し

て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
バ
イ
ア
ス
は
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
四
一

年
ま
で
、
都
合
三
回
、
二
八
年
間
に
お
よ
ぶ
東
京
特
派
員
生
活
を
続
け
た
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
訛
り
の
強
い
英
語
を
話
す
飛
び
抜
け
た
日
本
通
で

あ
っ
た
。
開
戦
ま
で
駐
日
大
使
を
務
め
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｃ
・
グ
ル
ー
は
、
彼
を

も
っ
と
も
信
用
で
き
る
東
京
特
派
員
の
一
人
と
し
て
い
る
。

一
九
四
一
年
五
月
、
身
に
危
険
が
迫
り
、
日
本
で
の
取
材
を
諦
め
て
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
バ
イ
ア
ス
は
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
て
愕
然
と
す
る
。

『
敵
国
日
本
』
は
日
記
風
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
一
二
月
七
日
（
日
曜
）
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
て
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
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時
、
彼
の
心
に
拡
が
っ
た
の
は
あ
の
「
日
本
海
軍
」
が
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
た

と
い
う
衝
撃
だ
っ
た
。
四
半
世
紀
以
上
を
日
本
で
過
ご
し
た
バ
イ
ア
ス
は
、
外

国
人
記
者
に
誠
意
を
も
っ
て
応
対
す
る
日
本
海
軍
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

『
敵
国
日
本
』
は
、
真
珠
湾
攻
撃
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
バ
イ

ア
ス
は
三
十
年
に
及
ぶ
東
京
特
派
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
と
に
、
緊
張
す
る
日
米

関
係
の
著
作
を
纏
め
て
い
た
最
中
、
真
珠
湾
攻
撃
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
冒
頭
の
箇
所
を
日
記
風
に
書
き
加
え
、
九
分
通
り
出
来
上
が
っ
て

い
た
原
稿
に
手
を
加
え
、
タ
イ
ト
ル
を
『
敵
国
』
と
し
た
。
で
な
け
れ
ば
、
二

月
の
上
梓
は
難
し
い
。
彼
は
日
本
海
軍
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
流
れ
を
引
い
た
陸
軍
と
違
い
、
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
に
形
成
さ

れ
た
海
軍
は
合
理
的
で
あ
り
、
彼
我
の
戦
力
を
科
学
的
に
分
析
す
る
能
力
を

有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
日
本
海
軍
は
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
資
源
の

豊
か
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
戦
争
遂
行
の
責
任
を
拒
否
す
る
だ
ろ
う
。
開

戦
に
つ
い
て
は
、
海
軍
が
最
終
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
。
海
軍
が
立
た
ね
ば
、

日
本
が
戦
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
『
敵
国
日
本
』

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
敵
国
日
本
』
は
、
交
換
船
で
引
揚
げ
て
来
た
日

本
人
に
よ
っ
て
密
か
に
日
本
へ
持
ち
込
ま
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
戦

後
、『
敵
国
日
本
』
の
全
訳
を
掲
載
し
た
雑
誌
『
世
界
』
の
創
刊
号
（
昭
和
二

一
年
一
月
刊
）
に
詳
し
い
。
吉
野
源
三
郎
が
書
い
た
（
と
思
わ
れ
る
）
掲
載
に

あ
た
っ
て
の
前
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
敵
國
日
本
』
は
「
日
本
の
國
力
と
弱
點
」
と
い
う
副
題
の
示
す
や
う
に
、

ア
メ
リ
カ
が
新
た
に
敵
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
（
今
や
完
全
に

軍
部
の
集
團
的
独
裁
下
に
立
っ
て
大
膽
に
打
っ
て
出
た
）
の
國
力
を
冷
静
に

分
析
し
、
そ
の
軍
事
力
の
侮
り
が
た
い
強
大
さ
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
人
に
警

告
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
致
命
的
な
弱
點
を
剃
抉
し
て
終
局
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
勝
利
を
結
論
し
、
最
後
の
章
で
「
如
何
に
日
本
を
打
ち
破
る
べ
き
か

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
」。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
冷
静
な
批
判
に
立
脚
し
、

決
し
て
單
に
ア
メ
リ
カ
人
の
對
日
敵
慨
心
を
煽
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
書
は
忽
ち
大
き
な
反

響
を
呼
ん
で
數
十
萬
部
の
賣
行
き
を
示
し
た
と
い
う
。『
敵
國
日
本
』
の
原

書
は
第
一
回
の
交
換
船
に
よ
っ
て
早
く
も
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

岩
波
書
店
『
世
界
』
創
刊
号

密
か
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
『
敵
国
日
本
』
は
、
憲
兵
隊
の
嗅
ぎ
付
け
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
検
閲
局
に
よ
っ
て
発
禁
処
分
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
官
憲
の

網
を
潜
っ
て
、
謄
写
版
の
翻
訳
書
が
政
府
高
官
や
有
力
者
の
間
で
廻
し
読
み
さ

れ
た
。『
細
川
（
護
貞
）
日
記
』
に
は
「
高
松
宮
に
も
、
こ
の
書
を
読
む
こ
と

を
勧
め
た
」
い
う
記
述
が
残
っ
て
い
る
。

雑
誌
『
世
界
』
は
、
戦
後
そ
の
謄
写
本
の
一
册
を
手
に
入
れ
て
掲
載
し
た
の

で
、
誰
が
翻
訳
し
た
か
も
分
か
っ
て
い
な
い
（
外
交
官
の
牛
場
信
彦
か
、
兄
の

近
衛
側
近
だ
っ
た
牛
場
友
彦
が
翻
訳
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
）。
次
は
そ
の
一

部
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

真
珠
灣
攻
撃
の
聖
斷
が
下
る
前
に
は
最
も
嚴
粛
な
御
下
問
「
全
責
任
は
海

軍
に
あ
る
。
海
軍
は
よ
く
帝
国
を
護
っ
て
こ
の
一
戰
を
戰
ひ
抜
く
用
意
が
あ

る
か
」
と
い
ふ
意
味
の
最
も
重
大
な
御
下
問
が
、
海
軍
に
下
さ
れ
、
そ
し
て

「
全
身
全
霊
」
の
奉
答
が
促
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。バ

イ
ア
ス
『
敵
國
日
本
』
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陛
下
の
御
下
問
に
海
軍
は
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た

と
え
幻
想
で
あ
る
に
し
て
も
、
冷
静
に
計
算
し
尽
く
さ
れ
、
到
達
し
た
結
論
で

あ
る
。「
し
か
ら
ば
、
日
本
海
軍
は
ど
の
よ
う
な
策
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の

か
？
」
バ
イ
ア
ス
は
そ
れ
を
訝
っ
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
は
「
チ
ビ
の
ジ
ャ
ッ
プ
を
叩
き
の
め
し
て
や
る
」
と
喚
き
立
て
て
い

る
が
、
バ
イ
ア
ス
は
そ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
ぞ
と
し
て
、
日
本
の
戦
略
と
戦

力
を
分
析
し
て
い
る
。
彼
の
戦
争
予
測
は
、
日
本
と
い
う
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
戦
争
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
日
本
は
そ
の
す
べ
て
を
侵
略
政

策
に
捧
げ
る
「
侵
略
国
家
」
で
あ
り
、
簡
単
に
「
叩
き
の
め
す
」
こ
と
な
ど
難

し
い
敵
で
あ
る
。
連
合
国
も
「
気
持
ち
で
戦
い
抜
く
」
不
退
転
の
決
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
警
告
か
ら
始
め
て
い
る
。

「
日
本
を
動
か
す
人
た
ち
」
の
中
で
、
彼
は
天
皇
が
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
、

政
治
の
実
権
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
明
治
以
来
の
日
本
は
、
長
老
政
治
家
が

軍
部
と
官
僚
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
天
皇
は
神
と
し
て
祀
り
あ
げ
ら
れ
、
直
接

統
治
は
し
て
い
な
い
。
今
上
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
は
平
和
愛
好
者
で
あ
り
、
宮
中
と

い
う
内
大
臣
、
宮
内
大
臣
、
侍
従
長
、
式
部
長
官
か
ら
な
る
組
織
が
天
皇
を
取

り
巻
い
て
お
り
、
彼
ら
は
、
み
な
保
守
的
で
平
和
主
義
者
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
（
こ
の
部
分
は
、
こ
の
小
論
の
第
四
章
で
触
れ
た
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の

特
派
員
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
天
皇
に
関
す
る
分
析
と
変
わ
ら
な
い
）。

バ
イ
ア
ス
は
さ
ら
に
、
長
老
政
治
家
が
指
名
し
た
歴
代
総
理
大
臣
は
み
な
凡

庸
だ
っ
た
が
プ
リ
ン
ス
近
衛
（
文
麿
）
だ
け
は
例
外
で
、
国
民
に
支
持
さ
れ
て

人
気
が
あ
っ
た
と
し
て
、
近
衛
を
評
価
し
て
い
る
。
陸
軍
に
つ
い
て
は
カ
リ
ス

マ
性
の
強
い
荒
木
貞
夫
陸
将
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
が
、
傑
出
し
た
人

物
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
日
本
の
強
さ
」
で
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
に
次
ぐ
近
代
海
軍

を
持
ち
、
現
役
勤
務
で
百
万
を
越
す
兵
員
を
持
つ
陸
軍
が
存
在
し
、
未
知
数
と

は
い
え
、
強
力
な
航
空
隊
を
持
つ
空
軍
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
や
、
南
進
に
よ

り
資
源
を
手
に
入
れ
た
敵
は
油
断
の
で
き
る
相
手
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

バ
イ
ア
ス
は
、
日
露
戦
争
後
、
膨
張
し
拡
大
を
続
け
る
日
本
の
経
済
の
実
勢

を
分
析
し
、
力
を
そ
れ
な
り
に
評
価
し
て
い
る
が
、
侵
略
を
正
当
化
し
よ
う
と

す
る
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
「
い
か
さ
ま
広
告
」
と
同
じ
で
あ
る
と
批
判

す
る
。
さ
ら
に
、
日
本
を
侵
略
へ
と
駆
り
立
て
た
の
は
軍
部
で
あ
り
、
日
本
軍

兵
士
の
蛮
行
が
、
中
国
人
に
血
に
染
み
込
む
ほ
ど
の
憎
し
み
を
植
え
付
け
た
と

し
て
、
敵
意
を
喚
起
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
っ
た
軍
部
を
非
難
し
て
い

る
。

日
本
は
自
分
た
ち
が
支
援
な
く
孤
立
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ド

イ
ツ
が
負
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
読
ん
で
い
る
。
戦
略
的
近
視
眼
と
い
う

よ
り
も
心
理
的
な
視
野
の
狭
さ
が
、
日
本
人
の
致
命
的
欠
陥
で
あ
り
、
日
本

の
軍
人
は
過
去
二
〇
年
間
、
中
国
を
研
究
し
て
来
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

中
国
人
を
理
解
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
は
規
則
や
命
令
に
は
実
に
忠
実
だ

が
、
新
た
な
規
則
を
考
え
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は
、
必
ず
破
綻

し
て
し
ま
う
。
衝
動
は
た
だ
ひ
と
つ
本
能
的
な
死
の
選
択
で
あ
り
、
こ
れ
が
、

彼
ら
の
で
き
る
全
て
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
を
打
倒
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
持
つ
圧
倒
的
な
力
、
発

明
力
と
技
術
力
生
産
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
発
明
精
神
こ
そ
が
敵
を

敗
北
へ
と
追
い
詰
め
る
だ
ろ
う
。

バ
イ
ア
ス
『
敵
国
日
本
』

ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
は
『
敵
国
日
本
』
に
続
い
て
、『
日
本
問
題
』（“T

he
Japa-

nese
Problem

”
T

he
Y

ale
R

eview
M

arch
1943

）
と
い
う
論
文
を
『
エ
ー
ル

大
学
レ
ビ
ュ
ー
』
に
発
表
し
、
戦
後
の
対
日
政
策
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
主

旨
を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
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日
本
に
は
無
条
件
降
伏
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
知
識
階
級
に
は

リ
ベ
ラ
ル
な
側
面
が
あ
り
、
軍
部
崩
壊
後
、
そ
れ
が
成
長
す
る
こ
と
を
期
待

で
き
る
。
戦
争
責
任
を
誰
に
負
わ
せ
る
か
は
、
日
本
人
に
委
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
憲
法
改
正
を
押
し
つ
け
て
も
益
が
な
い
し
、
今
後
、
大
平
洋
の
平
和
の

た
め
に
日
本
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
か
ら
、
将
来
、
日
本
を
加
盟
さ
せ
得
る

よ
う
な
機
構
を
作
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
世
界
機
構
が
で
き
れ
ば
日
本
も

い
ず
れ
は
そ
の
一
員
た
る
べ
き
こ
と
。

ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
「
日
本
問
題
」
―
『
エ
ー
ル
大
学
レ
ビ
ュ
ー
』

バ
イ
ア
ス
の
著
作
を
読
む
と
、『
敵
国
日
本
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
て
は
、

不
思
議
と
日
本
に
対
す
る
敵
意
が
剥
き
出
し
に
さ
れ
て
い
な
い
。
特
派
員
と
し

て
四
半
世
紀
以
上
も
滞
在
し
て
い
た
故
で
あ
ろ
う
か
？

こ
れ
だ
け
の
長
き
に

渉
り
日
本
で
取
材
・
生
活
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。

『
敵
国
日
本
』
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
号

一
九
四
二
年
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
バ
イ
ア
ス
の
『
敵
国
日
本
』、
そ

れ
に
、
一
九
四
三
年
、『
エ
ー
ル
大
学
レ
ビ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
日

本
問
題
」
を
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
の
続
編
を
企
画
し
て
い
た
編
集

ス
タ
ッ
フ
が
読
ん
で
い
な
い
筈
は
な
い
。

バ
イ
ア
ス
の
『
敵
国
日
本
』、「
日
本
問
題
」
で
の
対
日
戦
後
処
理
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
日
本
特
集
号
と
の
そ
れ
を
読

み
比
べ
る
と
、
か
な
り
の
類
似
点
が
あ
る
。

雑
誌
と
単
行
本
を
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
バ
イ
ア
ス
の
著
作
は
滞
日

二
八
年
に
及
ぶ
特
派
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
専
門
家
に
よ
る
多
様

な
ベ
ク
ト
ル
を
持
っ
て
い
る
。
四
四
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
交
戦
中
の

相
手
を
取
材
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
や
日
本
で
の
原
体
験
や

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
背
負
っ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
擁
し
て
い
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
参
考
に
し
て

論
調
を
纏
め
た
と
は
思
え
な
い
。
結
果
論
と
し
て
、
類
似
し
た
部
分
が
あ
っ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
の
ス
タ
ッ
フ
を
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は

揃
え
て
い
た
。

ル
ー
ス
は
徹
底
的
に
日
本
と
「
日
本
通
」（Japan

hands

）
を
嫌
っ
て
い
た
。

一
九
四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
「
中
国
通
」（C

hina
hands

）
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
ア

ス
の
著
作
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
と
の
違
い
は
、
書
き
手
が
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ

ン
ド
」
か
「
チ
ャ
イ
ナ
・
ハ
ン
ド
」
か
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
と
中
国
の
ど

ち
ら
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
か
で
あ
る
。
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第
七
章

嫌
わ
れ
た
日
本

「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
日
」、「
大
東
亜
共
栄
圏
」

日
本
人
は
忘
れ
る
こ
と
が
得
手
で
あ
る
。
歴
史
を
忘
却
の
彼
方
に
押
し
や
る

す
べ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
価
値
観
の
百
八
十
度
転
換
は
お
手
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
殴
ら
れ
た
方
は
そ
の
痛
み
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

二
〇
〇
五
年
四
月
、
燃
え
盛
る
中
国
の
反
日
デ
モ
に
、『
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
「
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
残
虐
な
行
為
に
中
途
半

端
な
謝
罪
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
は
欧
州
で
の
ナ
チ
ス
の
残
虐
行

為
を
全
面
的
に
認
め
て
き
た
。
和
解
に
は
被
害
者
の
許
し
が
必
要
だ
。
欧
州
の

人
々
が
ド
イ
ツ
の
過
去
を
許
し
た
よ
う
に
は
、
中
国
人
は
日
本
人
を
許
せ
な
い

よ
う
だ
」「
一
方
、
中
国
は
共
産
党
体
制
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
社
会
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
乗
換
え
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
の

安
全
保
障
に
と
っ
て
危
険
な
ゲ
ー
ム
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
学
生
の
反
日
デ
モ
が
中
国
政
府
に
よ
っ
て
別
の
は
け
口
と
し
て
利
用
さ
れ

た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
は
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

元
大
統
領
の
『
荒
れ
野
の
四
十
年
』
を
も
う
一
度
読
み
返
す
べ
き
で
あ
る
。

四
四
年
四
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
日
本
の
植
民
地
政
策
を
レ
ポ
ー
ト

し
た
章
が
あ
る
。「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
日
」（W

hen
T

he
Jap

C
am

e
to

M
anila

）
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」（A

sia
For

T
he

Japanese

）
で
あ

る
。「
嫌
わ
れ
た
日
本
」
を
強
く
実
感
さ
せ
ら
れ
る
の
が
こ
の
二
つ
の
章
で
あ

る
。三

六
年
九
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
表
紙
は
、
日
本
が
植
民
地
化
し
た
ア

ジ
ア
諸
国
、
あ
る
い
は
、
そ
の
支
配
下
に
置
い
た
地
域
を
朱
で
塗
り
つ
ぶ
し
、

そ
の
領
土
の
拡
張
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
大
日
本
帝
国
の

野
心
を
表
現
し
て
い
た
。
記
事
で
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
円
」
を
基
軸
と
し

た
帝
国
主
義
的
経
済
圏
と
し
て
の
「
円
帝
国
主
義
」（Y

en
Im

perialism

）
の

成
立
に
つ
い
て
は
解
析
し
て
い
た
が
、
植
民
地
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
。

三
六
年
九
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
発
刊
以
降
、
日
中
戦
争
勃
発
の
頃
か
ら

『
タ
イ
ム
』
や
『
ラ
イ
フ
』
の
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ア
ジ
ア
各
地
に
派
遣
さ

れ
、
日
本
の
植
民
地
や
占
領
地
支
配
の
実
態
が
次
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
は“A

sia
For

T
he

Japanese”

の
訳
な
の
で
、
本
来
「
日

本
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を

標
榜
し
、
植
民
地
や
占
領
地
支
配
の
た
め
の
「
大
東
亜
省
」
を
新
設
し
、
ア
ジ

ア
の
侵
略
と
植
民
地
化
を
進
め
た
実
態
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、あ
え
て「
大

東
亜
共
栄
圏
」
と
し
た
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
英
訳
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で

は“C
o-Prosperity

Sphere
of

G
reat

E
astA

sia”

で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
章
は
、
四
四
年
一
二
月
の
『
縮
刷
版
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
と
四
四

年
一
二
月
の
『
縮
刷
版
』
の
発
刊
の
八
ヶ
月
間
に
戦
局
は
大
き
く
動
い
た
。
六

月
に
は
、
日
本
軍
は
戦
略
的
要
地
で
あ
る
サ
イ
パ
ン
を
放
棄
し
た
。
そ
れ
は
東

条
が
構
想
し
た
「
絶
対
国
防
圏
」
の
崩
壊
を
意
味
し
た
。

こ
の
二
つ
の
章
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
『
ラ
イ
フ
』
の
記
者
シ
ェ
リ
ー
・
マ

イ
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
彼
女
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
の
は
、
一
九
四
一
年
開
戦
の

直
前
か
ら
四
二
年
の
八
月
ま
で
で
あ
り
、「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た

日
」
は
、
そ
の
間
に
彼
女
が
目
撃
し
た
大
平
洋
戦
争
の
初
期
に
お
け
る
日
本
の

占
領
の
実
態
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
・
ウ
イ
ー
ル
」（
編
集
者
の
コ
ラ
ム
）
の
シ
ェ

リ
ー
・
マ
イ
ダ
ン
ス
を
紹
介
し
た
記
事
を
再
掲
し
て
お
く
。
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〈
四
四
年
四
月
号
〉

グ
リ
ッ
プ
ス
フ
ォ
ル
ム
号
（
引
揚
交
換
船
）
に
は
、
雑
誌
『
ラ
イ
フ
』
の

カ
メ
ラ
マ
ン
の
カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ス
と
彼
の
妻
（『
ラ
イ
フ
』
の
レ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
る
）
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ス
も
乗
っ
て
い
た
。
彼
女

は
「
日
本
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」〈
大
東
亜
共
栄
圏
〉
と
「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ

ニ
ラ
を
占
領
し
た
日
」
の
二
章
を
執
筆
し
て
い
る
。
八
ヶ
月
半
に
及
ぶ
マ
ニ

ラ
で
の
抑
留
の
後
（
そ
こ
で
彼
女
は
毎
日
三
時
間
、
コ
メ
に
た
か
っ
た
虫
を

つ
ま
み
出
す
作
業
を
し
て
い
た
）、
夫
妻
は
、
そ
の
後
、
軍
の
輸
送
船
で
上

海
に
送
ら
れ
、
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

シ
ェ
リ
ー
・
マ
イ
ダ
ン
ス
は
マ
ニ
ラ
で
日
本
兵
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
殴
る

の
目
撃
し
た
。
上
海
で
も
、
中
国
人
が
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
を
見

て
、「
ア
ジ
ア
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
の
真
の
意
味
を
悟
っ
た
。

帰
国
後
、
彼
女
は
政
府
機
関
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
広
範
囲
に
わ
た
る
素
材

に
基
づ
い
た
結
論
と
彼
女
自
身
の
観
察
と
で
「
日
本
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」

〈
大
東
亜
共
栄
圏
〉
と
い
う
章
を
纏
め
た
。

マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻

シ
ェ
リ
ー
・
マ
イ
ダ
ン
ス
は
夫
カ
ー
ル
と
と
も
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
『
ラ
イ
フ
』

の
取
材
を
し
て
い
た
が
、
開
戦
と
同
時
に
侵
攻
し
て
き
た
日
本
軍
に
よ
っ
て
捕

え
ら
れ
、
抑
留
さ
れ
た
。

夫
の
カ
ー
ル
は
『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
時
の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
。
一
九

四
一
年
、
日
中
戦
争
の
最
中
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
は
重
慶
に
派
遣
さ
れ
、
蒋
総
統

と
宋
美
齢
夫
人
を
取
材
し
て
い
る
。
シ
ェ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
宋
美
齢
は
メ
デ
ィ

ア
に
自
身
を
売
り
込
む
術
を
よ
く
心
得
て
お
り
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
何
を
欲
し

が
っ
て
い
る
の
か
よ
く
心
得
て
い
た
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ル
ー
ス
の
中
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
最
高
潮
に
達
す
る
時
期
で
あ
り
、
蒋
介
石
夫
妻
も
ル
ー
ス
の

メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
意
味
は
十
分
心
得
て
い
た
。
宋
美
齢
は
カ
メ
ラ
の
前
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
得
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
中
国
で
の
取
材
が
終
わ
っ
て
、
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

経
由
し
て
マ
ニ
ラ
に
特
派
さ
れ
、
日
本
軍
に
捉
え
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
の
カ
メ
ラ

は
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
シ
ェ
リ
ー
の
記
者
と
し
て
の
記
憶
ま
で
を
消

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
は
四
四
年
四
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の

シ
ェ
リ
ー
の
記
事
の
抄
訳
で
あ
る
。

ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
日

〈
四
四
年
四
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
「
縮
刷
版
」
共
通
〉

言
葉
と
契
約
で
誘
惑
し
て
お
い
て
、
野
蛮
な
統
治
で
支
配
す
る
日
本
の
植

民
地
政
策
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
ラ
イ
フ
』

の
記
者
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ス
が
自
ら
体
験
し
た
こ
と
に
基
づ

い
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
最
初
に
攻
撃
し
た
の
は
、
真
珠
湾
攻
撃
と
同
じ
朝

で
あ
る
が
、
そ
の
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
衆
は
ア
メ
リ
カ
軍
を
助
け
、
自
国

を
防
衛
す
る
た
め
の
集
会
を
開
い
て
い
た
。

日
本
軍
に
よ
る
占
領
は
、
最
初
は
模
範
的
だ
っ
た
。
マ
ニ
ラ
市
内
に
入
っ

て
来
た
兵
士
は
命
令
に
従
い
、
問
題
を
起
こ
す
こ
と
も
な
く
軍
紀
は
保
た
れ

て
い
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
忠
誠
を
誓

い
、
ア
メ
リ
カ
人
の
捕
虜
に
友
情
を
示
し
た
。
こ
れ
は
日
本
が
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
厄
介
な
問
題
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
ス
（Jorge

B
.V
argas

）

マ
ニ
ラ
市
長
は
、
市
に
侵
入
し
て
来
た
日
本
軍
に
と
り
あ
え
ず
市
を
解
放
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し
、
そ
の
命
令
に
従
う
よ
う
に
と
大
統
領
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
い
た
（
市

は
「
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
」＝

非
武
装
都
市
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
た
）。
日
本

の
占
領
軍
司
令
長
官
の
最
初
の
仕
事
は
、
バ
ー
ガ
ス
市
長
と
マ
ニ
ラ
を
共
同

支
配
す
る
方
法
を
詰
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
成
立
し
た
日
本
の
軍
事
政
権
の
第
一
の
目
標
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
お
け
る
絶
対
的
支
配
権
の
確
立
で
あ
り
、
本
国
が
強
く
求
め
た
の
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
富
を
奪
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
軽
微
な
違
反
で
も
死
罪

と
な
る
よ
う
な
一
七
項
目
に
渉
る
「
反
日
活
動
禁
止
」
の
法
令
が
布
告
さ
れ

た
。た

と
え
ば
、
日
本
軍
の
歩
哨
に
お
辞
儀
を
怠
っ
た
だ
け
で
、
マ
ニ
ラ
市
民

は
殴
ら
れ
、
熱
い
歩
道
に
一
日
中
放
置
さ
れ
た
。
あ
る
者
は
日
本
人
が
押
収

す
る
筈
の
財
産
を
盗
ん
だ
か
ど
で
、
あ
る
い
は
、
日
本
人
が
封
印
し
た
財
産

の
封
を
破
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
撃
た
れ
た
り

し
た
。

日
本
人
は
軍
票
（
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ペ
ソ
）
を
使
っ
て
買
い
物
を
し
た
。
軍

票
は
日
本
で
印
刷
さ
れ
、
サ
イ
ン
も
シ
ー
ル
も
ナ
ン
バ
ー
も
な
く
、
払
う
約

束
の
あ
て
も
な
い
代
物
で
あ
っ
た
。
何
の
価
値
の
な
い
軍
票
と
い
う
「
札
」

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
通
貨
は
禁
止
さ
れ
た
。

学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
教
科
書
は
廃
棄
さ
れ
る
か
、
書
き
直
し
を
さ
せ
ら
れ
た

後
、
再
開
さ
れ
た
。
郵
便
切
手
も
「
Ｕ
Ｓ
連
邦
」
と
い
う
印
刷
が
あ
る
の
は

通
用
せ
ず
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
」と
印
刷
さ
れ
た
切
手
だ
け
が
通
用
し
た
。

日
本
人
の
移
住
と
土
地
所
有
の
制
限
は
直
ち
に
廃
止
さ
れ
た
。
日
本
の
市
民

は
収
容
所
か
ら
釈
放
さ
れ
、
軍
に
従
う
も
の
は
望
む
家
と
仕
事
が
与
え
ら
れ

た
。フ

ィ
リ
ピ
ン
の
全
て
の
島
で
組
織
的
な
略
奪
が
始
ま
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
軍
隊
を
運
ん
で
来
た
日
本
の
輸
送
船
が
、
帰
り
に
は
荷
を
満
載
し
て
出
航

し
て
行
く
。
積
み
荷
は
、
自
動
車
や
ト
ラ
ッ
ク
、
冷
蔵
庫
、
武
器
、
機
械
、

港
湾
・
航
海
用
品
、
道
具
、
金
属
、
機
器
、
綿
、
缶
詰
、
米
、
果
て
は
ア
メ

リ
カ
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
盗
ん
だ
身
の
回
り
の
品
や
家
庭
用
品
ま
で
、

す
べ
て
に
及
ん
だ
。
日
本
の
民
間
人
が
隊
の
所
属
を
表
わ
す
記
章
を
剥
し
て

い
な
い
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
を
着
て
街
を
歩
く
姿
も
見
掛
け
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
活
水
準
は
極
東
地
域
で
最

高
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
様
々
な
数
値
は
、
そ
の
水
準
が
下
降
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
最
低
賃
金
法
は
廃
止
さ
れ
、
最
高
給
与
法
令
が
実
施
さ

れ
た
。
南
方
開
発
銀
行
（S

outhern
D
evelopm

ent
B
ank

）
の
支
店
が
設

立
さ
れ
、
破
産
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
会
社
は
日
本
の

民
間
人
に
よ
っ
て
片
っ
端
か
ら
買
い
取
ら
れ
、
共
同
経
営
す
る
資
金
を
融
資

す
る
た
め
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
。
生
産
分
野
で
の
基
本
的
な
原
料
価
格
は
据

え
置
か
れ
、
日
本
人
は
そ
こ
か
ら
直
接
、
安
く
物
資
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
一
方
、
武
装
し
た
日
本
の
衛
兵
が
交
通
の
要
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

必
需
品
が
市
に
入
る
こ
と
を
止
め
た
。
そ
の
結
果
、
消
費
者
物
価
は
高
騰
し

た
。や

が
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
心
の
奥
に
潜
む
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
義
や
ア
メ
リ
カ
流
の
民
主
主
義
と
自
由
な
ど
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
支
配
す

る
上
で
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
日
本
人
は
気
付
い
た
。
彼
ら
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
を
味
方
に
引
き
込
み
、
ア
メ
リ
カ
イ
ズ
ム
を
根
絶
す
る
こ
と
で

そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ
流
の
や
り
方
を
批
判
す
る
ポ
ス

タ
ー
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
、
民
主
主
義
、
自
由
主
義
、
物
質
主
義
と

い
う
「
悪
魔
の
考
え
」
を
可
笑
し
い
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
企
て
が
流
さ
れ

始
め
た
。
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バ
タ
ー
ン
の
戦
闘
で
は
、
ア
メ
リ
カ
兵
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
だ
け
を
戦
わ

せ
、
自
分
た
ち
は
防
空
壕
の
中
で
「
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
女
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
」

で
遊
ん
で
い
た
と
い
う
噂
が
流
さ
れ
た
。
軍
の
情
報
宣
伝
局
の
指
示
の
下

に
、
地
方
の
行
政
庁
が
地
方
新
聞
の
一
部
を
閉
鎖
し
た
り
、
編
集
方
針
を
転

換
さ
せ
た
り
し
た
。
ラ
ジ
オ
の
短
波
放
送
は
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
は
日
本
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
放
送
し
か
聞
く
こ
と
が
で
き
か
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
も
し
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
位
を
真
に
獲
得
し
よ
う

と
す
る
」
な
ら
「
日
本
流
の
精
神
的
な
価
値
」
を
学
べ
、
そ
し
て
、「
日
本

人
の
指
導
の
も
と
に
慈
善
を
行
う
」
こ
と
を
神
に
感
謝
し
、「
労
働
の
為
の

労
働
を
喜
ぶ
」
よ
う
に
強
要
さ
れ
た
。

民
衆
に
思
想
を
強
制
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
日
本
人
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
を
自
分
の
連
隊
で
す
る
よ
う
に
扱
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
四
百
年
も
の

長
き
に
亘
り
、
個
人
の
自
由
の
尊
厳
と
い
う
西
欧
的
な
考
え
方
に
慣
れ
親
し

ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
説
得
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
日
本
人
に
よ
る
圧
政
の
下
で
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
が
拡
が
っ
て
い
っ

た
。日

本
の
軍
政
部
に
よ
る
初
期
の
政
治
的
な
努
力
は
成
功
し
た
。
す
で
に
存

在
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
行
政
機
構
を
上
手
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

戒
厳
令
を
敷
か
ず
に
、マ
ン
パ
ワ
ー
を
浪
費
す
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
一
二
月
、
占
領
一
年
後
、
日
本
人
は
全
て
の
政
党
、
結
社
、

集
会
に
対
し
、
そ
の
自
由
を
「
許
可
」
し
た
。
彼
ら
が
「
自
ら
問
題
を
解
決

す
る
」
よ
う
に
、
新
し
い
力
を
持
つ
侵
略
者
に
協
力
的
で
「
政
治
に
関
わ
る

こ
と
の
な
い
」
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
る
よ
う
に
誘
導
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
カ
リ
バ
ピ
（
新
フ
ィ
リ
ピ
ン
再
建
公
社
）
と
呼
ば
れ
た
。
カ
リ

バ
ピ
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
伝
統
と
し
て
持
つ
東
洋
的
な
徳
、
た
と
え
ば
、

愛
国
心
と
か
武
勇
、
修
養
、
勤
労
に
よ
る
奉
仕
な
ど
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
た
。
カ
リ
バ
ピ
は
、
東
京
か
ら
の
命
令
に
基
づ
い
て
、
将
来
の
「
独

立
し
た
」
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
を
創
る
た
め
の
憲
法
草
案
を
準
備
し
、
批
准

す
る
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
そ
の
使
命
が
日
本
人
と
そ
の
傀

儡
政
権
に
対
す
る
組
織
化
さ
れ
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
一
掃
す
る
こ
と
に
と
っ

て
代
わ
っ
て
い
る
。
活
発
な
ゲ
リ
ラ
活
動
が
諸
島
全
域
に
拡
が
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
支
配
か
ら
逃
れ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
、
日
本
人
は

地
方
の
住
民
を
お
互
い
に
監
視
、
ス
パ
イ
す
る
よ
う
に
「
隣
組
（
ト
ナ
リ
グ

フィリピンで播かれた日本のビラ
マニラ市庁舎には日の丸が翻がえり、日本兵と市民の交流が
描かれている。
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ミ
）」（N

eighborhood
A
ssociations

）
を
、
町
や
村
で
組
織
し
た
。
国

勢
調
査
で
登
録
さ
れ
た
住
民
は
全
て
こ
の
「
隣
組
」
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
仕
事
に
も
就
け
ず
、
町
の
移
動
も
で
き

ず
、「
隣
組
」
に
登
録
が
な
け
れ
ば
、
米
を
買
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
、
そ
の
地
域
の
平
和
と
秩
序
維
持
の
責
任
者
と
し

て
組
長
に
さ
れ
た
。
も
し
、
反
日
活
動
が
疑
わ
れ
る
と
、
彼
も
「
隣
組
」
も

一
蓮
托
生
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
非
常
に
意
地
の
悪
い
や
り
方
を
支
配
の
た
め

に
導
入
し
た
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
単
位
の
脅
迫
や
懲
罰
は
「
地
域
ぐ
る
み
」

（zoning

）
と
呼
ば
れ
た
。
鉱
山
や
工
場
の
事
故
で
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
疑
わ

れ
た
り
、
家
の
中
や
公
的
な
建
物
で
武
器
が
発
見
さ
れ
た
り
、
不
平
の
囁
き

が
立
ち
聞
き
さ
れ
た
時
な
ど
、
そ
の
隣
組
全
員
が
一
番
近
い
避
難
所
（
だ
い

た
い
教
会
）
に
集
め
ら
れ
、
二
、
三
日
、
食
糧
も
水
も
与
え
ら
れ
ず
に
放
っ

て
お
か
れ
た
。
そ
し
て
、
誰
か
一
人
が
生
け
贄
と
し
て
選
ば
れ
、「
隣
組
」

全
員
の
面
前
で
卒
倒
す
る
か
、
死
ぬ
ま
で
殴
ら
れ
た
。
周
期
的
に
日
本
の
役

人
が
や
っ
て
来
て
、「
説
教
」
を
し
て
い
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
退
廃
主
義
を

改
め
、
日
本
の
生
活
様
式
の
優
秀
さ
を
学
び
な
さ
い
。
い
ま
、
我
々
は
そ
の

た
め
の
意
識
改
革
を
押
し
進
め
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
来
訪

の
真
の
目
的
は
、
ゲ
リ
ラ
を
隣
組
か
ら
締
め
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
常
生
活
で
は
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
平
均
的
な
市
民
は
家
族
に
米
を

買
う
余
裕
な
ど
も
は
や
な
く
飢
え
、
拷
問
に
耐
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本

人
の
も
と
で
反
抗
心
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。

次
第
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
対
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
政
策
は
柔
ら
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。
昨
秋
（
一
九
四
三
年
）、
独
立
―
そ
の
ま
が
い
も
の
と
で
も

い
う
べ
き
か
―
が
傀
儡
政
権
に
与
え
ら
れ
た
。
今
や
日
本
人
は
戦
前
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
政
治
家
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
（
名
前
だ
け
で
も
）
使
う
こ
と
が
出

来
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
（
大
多
数
は
そ
の
意
志
に
反
し
て
勝
手
に
し
て
や
ら

れ
た
の
だ
が
）
は
、
日
本
の
政
治
工
作
の
隠
れ
蓑
と
し
て
お
飾
り
に
据
え
ら

れ
た
。
や
む
を
得
ず
、
日
本
に
協
力
し
て
い
る
傀
儡
の
多
く
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
言
動
に
注

意
し
、
公
私
に
渉
っ
て
日
本
に
忠
誠
を
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
苦
し
い
立
場
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
人
は
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
大
人
た
ち
は

ア
メ
リ
カ
の
下
で
の
生
活
を
知
っ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
風
の
学
校
で
育
ち
、

日
本
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
導
か
れ
て
、
厳
し
く
統

制
さ
れ
た
教
練
を
受
け
、
日
本
の
青
少
年
層
と
交
わ
っ
た
若
い
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
少
年
少
女
た
ち
は
、
両
親
の
囁
く
警
告
を
ど
う
聞
く
の
だ
ろ
う
か
？

今
や
、
十
万
を
超
え
る
ゲ
リ
ラ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
で
攻
撃
の
機
会
を

待
っ
て
い
る
。彼
ら
は
傀
儡
共
和
国
を
操
る
日
本
の
支
配
者
に
と
っ
て
、や
っ

か
い
な
棘
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
軍
と
そ
の
宣
伝
隊
は
あ
ら
ゆ
る
手
を

使
っ
て
彼
ら
を
引
っ
張
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
農
村
部
で
鎮
静
化
に

成
功
し
た
反
ゲ
リ
ラ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
で
は
、
日
本

軍
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
せ
て
い
る
。

日
本
が
独
裁
的
な
権
限
を
与
え
た
傀
儡
大
統
領
ジ
ョ
ゼ
・
ロ
ー
レ
ル

（Jose
Laurel

）
は
ゲ
リ
ラ
を
賄
賂
と
契
約
と
で
攻
撃
し
て
い
る
。
彼
は
一

定
期
限
内
に
「
道
を
あ
や
ま
っ
た
兄
弟
た
ち
」
が
「
平
和
と
安
定
の
為
に
」

身
を
捧
げ
れ
ば
、
恩
赦
を
与
え
る
と
も
い
っ
て
い
る
。

毎
月
、
日
本
人
は
幾
ら
か
の
ゲ
リ
ラ
の
説
得
に
成
功
し
て
、
彼
ら
を
味
方

に
引
き
入
れ
て
い
る
。
今
、
残
っ
て
い
る
の
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
信
念
を

持
っ
て
抵
抗
し
て
い
る
人
々
だ
け
で
あ
る
。
ト
マ
ス
・
コ
ン
フ
ェ
ッ
サ
ー

（T
om
as
C
onfesor

）
は
、
ゲ
リ
ラ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
だ
が
、
傀
儡
政
権

に
転
向
し
た
友
人
へ
の
手
紙
に
「
た
と
え
貴
方
の
誘
い
に
の
っ
て
、
私
や
家
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族
、
同
志
の
命
が
保
証
さ
れ
よ
う
と
、
私
は
命
と
引
き
換
え
に
降
伏
す
る
道

を
選
ぼ
う
と
は
思
わ
な
い
。
私
が
命
を
投
げ
出
す
の
は
、
民
主
主
義
の
原
則

で
あ
り
、
正
義
で
あ
り
、
名
誉
で
あ
り
、
我
々
人
民
の
尊
厳
の
た
め
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
立
案
者
は
民
主
主
義
に
対
す
る
答
え
を

用
意
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
力
強
さ
、
自
己
犠
牲
、
民
族
の
誇
り
に
つ
い
て

語
る
。
彼
ら
の
ア
ジ
ア
人
の
連
帯
と
相
互
繁
栄
に
対
す
る
訴
え
は
、
口
当
た

り
の
よ
い
、
確
か
な
も
の
で
あ
る
。
何
れ
ぐ
ら
い
の
間
、
何
の
情
報
も
な
い

人
が
、
そ
れ
を
拒
否
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

大
東
亜
共
栄
圏

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
章
も
シ
ェ
リ
ー
・
マ
イ
ダ
ン
ス
の
記
者
と
し
て
の
取

材
と
収
容
所
で
の
体
験
を
も
と
に
纏
め
ら
れ
た
。
リ
ー
ド
に
は
「
ち
っ
ぽ
け
な

日
本
の
い
か
さ
ま
野
郎
が
征
服
し
た
地
域
で
暴
走
し
て
い
る
。
彼
ら
の
大
多
数

は
愚
か
で
残
忍
で
あ
る
」
と
あ
る
。

現
地
の
少
女
と
縄
跳
び
を
す
る
日
本
兵
は
、
ア
ジ
ア
で
播
か
れ
た
日
本
の
宣

伝
ビ
ラ
に
載
っ
て
い
た
写
真
で
あ
る
。
そ
の
他
、
宣
伝
ビ
ラ
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
白
旗
を
掲
げ
て
降
伏
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
、
バ
タ
ー
ン
の
米
海
軍
基
地
を
占

領
し
た
日
本
軍
、
日
章
旗
を
掲
げ
た
戦
車
隊
を
歓
迎
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

人
々
や
連
合
艦
隊
の
威
容
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
カ
タ
カ
ナ
、
中
国
、
安
南
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
英
語
と
七
ヶ
国
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
南
進
の
系
譜
は
明
治
に
遡
る
。
日
露
戦
争
直
後
の
一
九
〇
七
年
に
策

定
さ
れ
た
「
帝
国
国
防
方
針
」
は
、
ロ
シ
ア
を
主
な
仮
想
敵
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
の
改
正
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
ロ
シ
ア
に
入

れ
換
わ
っ
て
第
一
仮
想
敵
と
な
っ
た
。
日
米
海
軍
の
大
平
洋
で
の
覇
権
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
軍
は
南
下
の
態
勢
を

と
り
、
陸
海
軍
は
中
国
南
部
海
域
に
軍
事
行
動
を
展
開
し
た
。
一
九
三
九
年
二

月
、
日
本
軍
は
海
南
島
に
上
陸
。
目
的
は
南
方
資
源
の
獲
得
の
拠
点
作
り
と
蒋

介
石
を
援
助
す
る
「
援
蒋
」
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
一
月
に

は
中
国
本
土
の
南
寧
に
上
陸
し
、
蒋
介
石
を
支
援
す
る
仏
印
ル
ー
ト
の
遮
断
を

図
っ
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
降

伏
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
ジ
ア
植
民
地
を
維
持
す
る
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
各
地
に
は
脱
植
民
地
、
民
族
独
立
運
動
の
気
運
が

アジアで播かれた日本のビラから：アジアの少女と縄跳びをする
日本兵。
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高
ま
っ
て
い
た
。

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）
一
一
月
、「
大
東
亜
会
議
」
が
東
京
で
開
催

さ
れ
た
。
世
界
新
秩
序
建
設
の
た
め
の
会
議
で
あ
り
、
満
州
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ビ
ル
マ
、
中
国
の
傀
儡
政
権
を
前
に
、
東
条
首
相
が
「
大
東
亜
共
栄
圏

の
発
展
は
諸
君
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
わ
が
国
民
が
ア
ジ
ア
の
諸
国
民
と

接
触
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
国
民
感
情
を
害
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
を
期
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
が
、
諸
国
の
資
源
の
開
発
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
独
立
し
た
精
神
に
基
づ
い
て
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
さ
ら
に

「
他
国
の
民
族
を
見
下
す
よ
う
な
言
動
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
」
と
演
説
し
て

い
る
。

シ
ェ
リ
ー
は
日
本
人
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
傍
若
無
人
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

〈
四
四
年
四
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
「
縮
刷
版
」
共
通
〉

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
抜
粋

大
量
の
日
本
の
民
間
人
が
徴
用
を
受
け
、
あ
る
い
は
本
国
の
官
庁
か
ら
引

き
抜
か
れ
て
各
地
の
軍
政
部
の
も
と
で
働
い
て
い
る
。
南
方
で
働
く
民
間
人

は
二
百
万
人
に
も
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、
日
本
政
府
の
南

方
開
発
研
修
所
で
一
ヶ
月
ほ
ど
教
育
を
受
け
た
も
の
も
い
る
が
、
多
く
は
行

政
に
不
向
き
の
た
だ
威
張
り
散
ら
す
チ
ビ
で
あ
る
。

こ
ん
な
連
中
が
「
独
立
国
」
の
政
府
や
日
本
の
軍
政
部
で
、
省
庁
の
次
官

や
顧
問
、
大
臣
や
助
言
者
と
し
て
名
を
連
ね
、
会
社
、
銀
行
、
工
場
、
開
発

計
画
、
製
品
輸
出
を
独
占
し
、
監
督
や
指
揮
を
し
て
占
領
地
の
民
衆
の
生
活

に
浸
透
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

彼
ら
は
声
を
大
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
帝
国
主

義
者
を
批
判
し
、
そ
れ
に
入
れ
替
わ
っ
て
、
地
域
住
民
の
上
に
立
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
別
区
の
最
高
級
の
住
宅
を
召
し
上
げ
、
そ
れ
が
男

の
プ
ラ
イ
ド
だ
と
ば
か
り
に
、
現
地
の
女
を
雇
っ
て
い
る
。

占
領
初
期
に
お
い
て
は
、
民
間
人
は
兵
隊
の
や
り
方
を
真
似
て
、
住
民
を

殴
り
、
蹴
り
、
拷
問
を
し
、
果
て
は
盗
み
ま
で
働
い
た
。
突
然
、
侵
入
し
て

き
た
日
本
の
チ
ビ
の
い
か
さ
ま
野
郎
が
、
一
夜
に
し
て
、
西
欧
の
大
国
の
植

民
地
資
産
を
そ
っ
く
り
継
承
し
、
民
衆
の
上
に
君
臨
し
た
の
で
あ
る
。
見
る

か
ら
に
い
け
す
か
な
い
軍
属
用
の
制
服
か
、
寸
法
が
合
わ
な
い
白
服
を
着

て
、
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
特
権
に
酔
い
し
れ
、
日
本
の
伝
統
で
あ
る
礼
節

を
忘
れ
、
僅
か
の
期
間
に
住
民
の
怨
み
を
買
っ
て
い
る
。
こ
の
修
復
に
は
大

変
な
年
月
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

昨
一
一
月
の
大
東
亜
共
栄
圏
会
議
で
東
条
首
相
の
行
っ
た
「
他
国
の
民
族

を
見
下
す
よ
う
な
言
動
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
」
と
い
う
演
説
は
、
も
は
や

手
後
れ
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
民
衆
の
心
は
と
っ
く
に
日
本
か
ら
離
反
し
て
い

る
。
日
本
の
い
か
さ
ま
野
郎
の
し
て
い
る
こ
と
は
、
西
欧
の
侵
略
者
の
犯
し

た
間
違
い
以
上
の
傍
若
無
人
ぶ
り
で
あ
る
。

日
本
は
富
を
掴
ん
だ

日
本
は
こ
こ
三
年
で
「
持
た
ざ
る
国
」
か
ら
「
持
て
る
国
」
へ
と
変
わ
っ

た
。
支
配
す
る
地
域
か
ら
産
出
す
る
原
料
や
資
源
は
、
世
界
の
総
生
産
量
の

う
ち
、
ゴ
ム
が
九
五
％
、
ス
ズ
七
〇
％
、
コ
プ
ラ
八
三
％
、
ヤ
シ
油
九
七
％
、

キ
ニ
ー
ネ
九
〇
％
、
米
七
〇
％
を
占
め
る
資
源
大
国
に
な
っ
た
。

果
た
し
て
そ
の
資
源
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
問
題
は
資
源

の
加
工
工
場
と
そ
れ
を
輸
送
す
る
船
舶
で
あ
る
。
工
場
は
不
足
し
、
造
船
も

心
臓
部
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
が
追
い
つ
か
な
い
。
一
九
四
四
年
春
の
段
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階
で
、
就
航
可
能
の
船
舶
は
お
よ
そ
三
百
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
る
。
わ
ず
か

こ
れ
だ
け
の
船
舶
を
広
範
な
共
栄
圏
に
分
散
し
て
配
置
さ
せ
ざ
る
を
得
な

い
。「
も
っ
と
船
を
」
と
政
府
は
ネ
ジ
を
巻
く
が
建
造
が
追
い
つ
か
ず
、
失

わ
れ
て
ゆ
く
船
舶
数
は
建
造
数
を
上
回
る
。
大
東
亜
共
栄
圏
を
維
持
す
る
輸

送
力
が
な
い
の
で
あ
る
。
ゴ
ム
の
市
場
は
失
わ
れ
、
倉
庫
に
溢
れ
た
米
は
腐

り
始
め
て
い
る
。
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て
、
日
本
軍
は
破
竹
の
進
撃
を
し
た
。

南
へ
西
へ
休
む
こ
と
な
く
、
陸
海
軍
は
攻
撃
、
せ
ん
滅
、
前
進
を
繰
り
返
し

た
。
そ
の
後
に
占
領
地
は
残
っ
た
も
の
の
、
そ
の
物
資
を
確
保
す
る
暇
は
な

か
っ
た
。
占
領
地
の
民
政
、
植
民
政
策
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

新
規
の
占
領
地
域
を
植
民
地
化
す
る
役
割
は
、
野
心
に
満
ち
た
民
間
人
に

委
ね
ら
れ
た
。
彼
ら
の
す
る
こ
と
は
、

一
、
各
地
域
を
「
自
給
自
足
」
と
す
る
経
済
上
の
分
割
統
治
す
る
。

二
、
各
地
域
内
で
対
立
す
る
勢
力
を
利
用
し
て
、
被
征
服
民
族
間
の
民
族

主
義
を
煽
り
、
政
治
的
に
分
割
統
治
す
る
。

三
、
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
と
云
い
つ
つ
、
そ
っ
く
り
日
本
化
を
図
る
。

四
、
占
領
地
の
要
所
は
全
て
独
占
す
る

と
い
う
四
つ
に
集
約
さ
れ
る
。

大
東
亜
省
は
、
共
栄
圏
諸
国
の
い
く
つ
か
に
は
政
治
的
独
立
と
い
う
大
義

名
分
を
与
え
る
一
方
、
占
領
地
の
住
民
を
叱
咤
激
励
し
て
、
日
本
に
役
に
立

つ
も
の
を
つ
く
ら
せ
、
し
か
も
食
糧
は
自
足
せ
よ
と
い
う
作
戦
で
あ
る
。
大

東
亜
省
は
前
の
南
京
傀
儡
政
権
の
最
高
経
済
顧
問
で
、
対
満
州
事
務
局
長
を

経
験
し
た
青
木
一
男
、
通
称
「
ド
ロ
亀
」
が
大
臣
を
務
め
て
い
る
。
大
東
亜

省
の
ね
ら
い
は
ア
ジ
ア
の
弱
小
民
族
を
集
め
、
経
済
的
、
政
治
的
に
支
配
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
意
識
が
あ
ま
り
に
強
烈
で
、
共
通

の
要
求
や
革
命
な
ど
は
育
ち
そ
う
も
な
い
。
強
い
て
こ
れ
を
結
び
つ
け
る
も

の
は
、
同
じ
ア
ジ
ア
人
だ
か
ら
、
お
互
い
手
を
た
ず
さ
え
て
「
英
米
の
帝
国

主
義
」
に
立
ち
向
か
お
う
と
い
う
の
が
精
一
杯
で
あ
る
。

日
本
の
植
民
地
経
営
は
、
日
本
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
韓
国
で
強
行
し
た
政
策
と
変
わ
ら
な
い
。
韓
国
で
は
日
本
語
を

公
用
語
と
し
て
教
育
し
、
一
般
市
民
に
改
姓
を
強
い
、
神
道
を
強
制
し
て
神

社
を
祀
っ
た
。
一
九
四
二
年
に
は
、
朝
鮮
人
も
皇
軍
に
編
入
さ
せ
ら
れ
た
。

南
方
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
西
欧
思
想
の
一
掃
に
努
め
、
学
校
を
い
っ

た
ん
閉
鎖
し
、
日
本
風
に
改
め
て
再
開
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
お

陰
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
せ
る
の
だ
。
学
校
制
度
を

改
め
、
日
本
語
は
必
修
科
目
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
は
日
本
語
に
次
ぐ

も
の
と
し
て
こ
れ
を
認
め
た
が
、
西
欧
の
言
語
は
排
除
さ
れ
た
。

日
本
は
占
領
地
か
ら
欧
米
を
一
掃
す
る
と
云
い
な
が
ら
、
百
％
日
本
化
す

る
と
は
云
わ
な
い
。
民
衆
を
宣
撫
す
る
に
あ
た
り
、
タ
イ
や
ビ
ル
マ
で
は
仏

教
の
手
を
借
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
利
用
す
る
。「
大
東
亜

共
栄
圏
の
諸
国
は
、
同
じ
仏
舎
利
を
捧
持
し
、
と
も
に
こ
れ
を
拝
す
る
も
の

と
し
て
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
」
と
い
う
。

日
本
の
迎
合
政
策
の
最
た
る
も
の
は
、
政
治
的
「
独
立
」
の
承
認
で
あ

る
。
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
政
府
を
承
認
し
、
中
国
、
タ
イ
で
は
傀

儡
政
権
を
樹
立
す
る
。
中
国
の
汪
精
衛
、
タ
イ
の
ピ
ブ
ン
・
ソ
ン
ク
ラ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
、
イ
ン
ド
の
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス

ら
は
日
本
に
擦
り
寄
る
こ
と
で
、
自
ら
民
衆
の
信
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

南
方
地
域
で
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
は
華
僑
で
あ
る
。
南
大
平
洋
の
全
域

で
、
中
小
企
業
、
商
業
、
両
替
、
金
融
業
は
華
僑
が
実
権
を
握
っ
て
い
る
。

サ
イ
ゴ
ン
（
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
で
は
米
穀
市
場
を
独
占
し
、
イ
ン
ド
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ネ
シ
ア
で
は
中
小
企
業
を
掌
握
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
農
民
に
金
を
貸
し
付

け
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
人
口
も
マ
レ
ー
人
を
上
回
り
、
大
金
持
ち

も
稀
で
は
な
い
。
戦
前
は
彼
ら
が
重
慶
の
中
国
自
由
政
府
に
献
金
を
続
け
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
華
僑
に
対
し
て
日
本
は
厳
し
く
迫
り
、
あ
る
者
に
は
、
汪

精
衛
南
京
政
府
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
、
献
金
さ
せ
た
。
そ
の
他
に
は
、
地
域
の

経
済
破
綻
の
責
任
を
背
負
わ
せ
、
住
民
の
非
難
の
鉾
先
を
彼
ら
に
向
け
さ
せ

る
。
蒋
介
石
に
忠
誠
を
誓
う
も
の
は
投
獄
さ
れ
る
か
処
刑
さ
れ
た
。

中
国
人
は
日
本
人
を
軽
蔑
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本
人
を
憎
悪
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
に
日
本
と
共
通
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
に
も
な
い
」
と
訴
え
る
。

日
本
の
進
駐
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
あ
ま
り
高
く
も
な
か
っ
た
生
活
水
準

の
急
降
下
で
あ
り
、
飢
餓
と
失
業
と
自
国
が
戦
場
と
な
る
日
が
来
る
か
も
知

れ
な
い
と
い
う
恐
怖
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
日
本
の
宣
撫
工
作
は
、
日
本
文
化
協
会
の
設
立
、
日
本
へ

の
使
節
団
、
訪
問
団
の
派
遣
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
逆
効
果
の
場
合
が
多

い
。
こ
う
し
た
文
化
工
作
以
外
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
短
い
コ
ピ
ー
が
あ
る
。「
ア
ジ
ア
人

の
ア
ジ
ア
」、「
共
存
共
栄
」、「
四
海
同
胞
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
叩
き
込
ま

れ
る
。
日
本
の
宣
伝
の
大
半
は
西
欧
列
強
に
対
す
る
敵
愾
心
を
煽
る
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。
マ
レ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
誰
か
が
一
人
で
も

英
・
米
・
オ
ラ
ン
ダ
を
敵
と
す
る
戦
場
で
命
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、「
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
」
と
い
う
コ
ピ
ー
は
願
っ
て
も
な
い
宣
伝
と

な
る
。
日
本
が
こ
れ
ら
の
諸
国
か
ら
撤
退
す
る
に
至
ろ
う
と
も
、
彼
ら
は
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
、
軍
事
、
政
治
、
経
済
面
で
の
妨
害
工
作
を
仕
込

ん
で
ゆ
く
だ
ろ
う
。
そ
の
回
復
を
図
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
も
し
、
彼
ら
が
現
地
人
の
心
を
掴
ん
で
い
れ
ば
で
あ
る
が
。

こ
の
二
つ
の
章
は
、
若
干
の
加
筆
を
さ
れ
て
、
四
四
年
一
二
月
の『
縮
刷
版
』

に
も
掲
載
さ
れ
、『
縮
刷
版
』
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
は
次
の
よ
う
な
前
文

が
加
わ
っ
て
い
る
。

〈
四
四
年
一
二
月
〉『
縮
刷
版
』
の
前
文

一
九
四
四
年
一
一
月
の
時
点
で
は
、
す
で
に
日
本
は
、
そ
の
占
領
地
の
開

発
な
ど
は
言
う
も
お
ろ
か
、
こ
れ
と
の
連
絡
の
維
持
に
さ
え
四
苦
八
苦
と
い

う
情
況
に
ま
で
立
ち
到
っ
て
い
る
。
こ
の
冬
に
は
大
部
分
の
地
域
と
の
連
絡

が
取
り
難
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
戦
略
の
順
序
と
し
て
、
日
本

の
本
土
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
し
か
し
、
戦
局
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
本

土
か
ら
遠
い
こ
れ
ら
の
占
領
地
に
は
、
経
済
的
、
政
治
的
に
揺
る
が
せ
に
出

来
な
い
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
日
本
が
過
去
二
年
近
く

に
渉
り
、
必
要
と
す
る
物
資
を
運
び
出
し
、
最
後
の
決
戦
に
備
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
日
本
が
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

植
え
つ
け
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
連
合
軍
は
い
ず
れ
こ
の
問
題
に
直
面

す
る
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
も
、
日
本
の
帝
国
主
義
と
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
最
盛
期
を
見
て
お
く
こ
と
も
、
無
用
で
は
あ
る
ま
い
と

思
う
。

四
四
年
四
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
大
日
本
帝
国
の
絶
頂
期
に
あ
っ

た
時
代
の
植
民
地
政
策
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、
八
ヶ
月
後
の

『
縮
刷
版
』
は
、
そ
れ
を
再
掲
す
る
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
奪
い
返
し
た
植
民

地
を
ど
う
扱
え
ば
よ
い
の
か
、
日
本
の
占
領
後
の
宣
伝
工
作
に
よ
っ
て
、
南
方

地
域
の
住
民
が
以
前
と
は
異
な
っ
た
意
識
改
革
に
目
覚
め
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
将
来
の
進
駐
に
向
け
て
情
宣
し
よ
う
と
ま
で
し
て
い
る
。
弾
丸
の
よ
う

に
注
が
れ
た
「
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
」、「
共
存
共
栄
」、「
四
海
同
胞
」、「
民
族
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独
立
」
と
い
っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
ア
ジ
ア
の
人
々
が
ど
う
吸
収
し
た
の
か
、

そ
し
て
、
戦
後
の
外
交
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
ま
で
言

及
し
て
い
る
。

同
時
に
、『
縮
刷
版
』
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
終
わ
り
に
は
、「
日
本
が
活

用
し
得
る
物
資
の
状
況
」
一
覧
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

終
戦
ま
で
あ
と
九
ヶ
月
と
い
う
時
点
で
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
次
々
と
日
本
の

艦
艇
や
船
舶
を
撃
沈
し
、
陸
軍
が
日
本
の
占
領
地
域
を
奪
還
し
て
い
る
最
中
、

日
本
が
本
土
に
お
い
て
ど
の
程
度
資
源
や
物
資
を
備
蓄
し
て
い
る
の
か
？

日

本
は
来
る
べ
き
敵
の
本
土
攻
撃
に
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
、
石
炭
、
石

油
の
備
蓄
状
況
、
銅
、
ゴ
ム
、
ス
ズ
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
や
綿
花
、
羊
毛
、
米
そ

の
他
の
雑
穀
な
ど
の
備
蓄
量
に
つ
い
て
も
触
れ
、
今
、
日
本
は
で
き
る
だ
け
本

土
近
く
に
こ
れ
ら
を
集
積
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
貴
重
な
船
舶
を
節

約
し
、
占
領
地
に
お
け
る
熟
練
労
働
者
や
機
械
設
備
の
不
足
の
問
題
を
解
消

し
、
南
方
地
域
か
ら
の
依
存
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
指
摘
す

る
。連

合
軍
の
勝
利
は
目
前
に
あ
る
も
の
の
、
四
四
年
の
四
月
の
時
点
で
、
日
本

は
ま
だ
抵
抗
す
る
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。
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第
八
章

「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
」

四
四
年
四
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
、
経
済
を
分
析
す
る
こ
と
で
日
本
の

敗
北
を
予
測
し
た
の
が
こ
の
「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
」
と
い
う
章
で
あ

る
。
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
（L

ittle
In-

dustry,B
ig

W
ar

）
の
章
を
書
い
た
の
は
自
分
だ
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
署
名
が
な
く
、
編
集
者
の
ボ
ー
ド
に
も
彼
の

名
は
見
当
た
ら
な
い
（
タ
イ
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
ビ
ル
・
フ
ー
パ
ー
（B

ill

H
ooper

）氏
か
ら
は
誰
が
書
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
と
の
返
事
が
あ
っ
た
）が
、

本
人
が
そ
う
い
う
の
だ
か
ら
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
章
は
三
六
年
九
月
の

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
を
ベ
ー
ス
に
再
構
築
し
た
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ガ
ル

ブ
レ
イ
ス
の
名
を
記
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
「
小
さ
な

産
業
と
大
き
な
戦
争
」
は
、
対
戦
中
の
日
本
の
重
工
業
と
資
源
が
こ
れ
以
上
戦

争
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
、
工
業
指
数
や
産
業
構
造
の

脆
弱
さ
か
ら
指
摘
し
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
記
者
の
初
仕
事

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
、
戦
時
中
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
も
と
で
価
格
統
制
政
策

を
立
案
し
そ
の
責
任
者
を
し
て
い
た
が
、
統
制
政
策
が
ア
メ
リ
カ
の
市
場
に
馴

染
ま
ず
、
不
評
を
買
っ
て
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
浪
々
の
あ
る
日
、

思
い
付
い
て
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編
集
長
に
電
話
を
し
た
ら
、「
す
ぐ
来
い
」

と
云
わ
れ
て
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
生
活
を
始
め
た
。

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
最
初
の
記
事
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
四
四
年
一
月
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
」

で
、
三
九
年
と
四
三
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
総
生
産
の
産
業
別
比
較
か
ら
、

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
編
集
長
に
は
「
今
年
最

高
の
特
集
記
事
だ
」
と
云
わ
れ
た
と
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
書
い
て
い
る
。

「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
」
は
、
彼
に
よ
る
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
特

集
の
第
二
弾
で
あ
り
、
こ
の
章
は
、
四
四
年
十
二
月
の
『
縮
刷
版
』
に
も
す
べ

て
転
載
（
小
磯
内
閣
で
三
井
の
藤
原
銀
次
郎
が
軍
需
大
臣
に
就
任
し
た
な
ど
、

時
代
や
戦
況
の
推
移
に
応
じ
た
若
干
の
補
筆
が
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
。

簡
単
に
爆
撃
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
日
本
の
工
業
力
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
地
理
上
の
分
析
か
ら

始
め
て
い
る
。

〈
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
『
縮
刷
版
』
共
通
〉

抜
粋日

中
戦
争
以
来
、
日
本
は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
重
工
業
化
を
成
し
遂
げ

た
。
製
鉄
、
化
学
、
自
動
車
、
お
よ
び
そ
の
他
の
重
工
業
で
あ
り
、
必
要
と

す
る
資
源
を
中
国
と
の
戦
争
、
米
英
と
の
戦
争
の
最
初
の
三
ヶ
月
で
手
中
に

し
た
。
占
領
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
、
タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ス
マ
ト
ラ
、

ジ
ャ
ワ
、
ビ
ル
マ
の
資
源
を
合
わ
せ
れ
ば
、
日
本
は
豊
富
な
資
源
を
手
に
入

れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
源
で
、
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
の
重
工
業
を
伸
長
さ
せ
る
に
は
、
平
和
時
で
も
相
当
の
時
間
が
か
か

る
。
ま
し
て
、
戦
時
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
資
源
を
巧
み
に
搾
取
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

日
本
の
工
業
化
の
足
跡
を
辿
れ
ば
、
そ
の
発
端
は
鉄
鋼
で
は
な
く
、
生
糸

で
あ
り
、
そ
れ
も
一
八
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
帝
国

の
陸
海
空
軍
の
た
め
の
軍
需
工
場
は
、
二
〇
世
紀
以
降
の
こ
と
で
し
か
な
い

し
、
そ
の
規
模
も
知
れ
て
い
る
。
本
州
に
は
六
大
工
業
都
市
が
あ
り
、
東
京
、
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横
浜
を
含
む
関
東
が
重
工
業
の
一
大
中
心
を
形
成
し
て
い
る
。
次
に
、
大
阪
、

京
都
、
神
戸
と
い
う
三
大
都
市
が
三
角
形
を
為
す
近
畿
工
業
地
帯
が
あ
る
。

特
に
大
阪
に
は
金
属
・
機
械
工
業
を
代
表
す
る
住
友
（
金
属
）
が
あ
る
。
名

古
屋
は
陶
磁
器
や
織
物
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
九
州
に
は
長
崎
と
い
う
港
と

戦
略
物
資
、
鉄
と
石
炭
の
町
、
福
岡
と
八
幡
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
満
州
に

は
、
コ
ー
ク
ス
炉
、
溶
鉱
炉
、
自
動
車
工
業
が
あ
る
。

し
か
し
、日
本
の
誇
る
工
業
の
心
臓
部
は
、地
理
的
に
い
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
の
間
の
距
離
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
爆
撃
機
を

も
っ
て
す
れ
ば
、
一
時
間
足
ら
ず
で
俯
瞰
で
き
る
。
こ
れ
が
日
本
の
工
業
地

帯
で
あ
り
、
日
本
は
ド
イ
ツ
に
次
い
で
空
襲
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈

で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
戦
略
的
に
重
要
な
工
場
が
国
内
だ
け

で
な
く
、
満
州
や
華
北
に
疎
開
を
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

戦
前
か
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
工
場
は
、
労
働
力
を
得
や
す
い
六
大
都
市
に
あ
る

と
み
て
間
違
い
な
い
。

こ
の
工
業
地
帯
の
地
理
的
構
造
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
は
、
三
六
年
九
月
号

の
「
人
、
円
、
機
械
」
の
章
を
な
ぞ
っ
た
も
の
だ
が
、
異
な
る
の
は
、
満
州
の

レ
ポ
ー
ト
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
と
、
日
本
の
重
工
業
地
帯
が
爆
撃
に
よ
っ

て
簡
単
に
壊
滅
し
て
し
ま
う
地
理
的
条
件
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
、
日
本
の
軍
需
産
業
の
ベ
ル
ト
・
ゾ
ー
ン
は
、
爆
撃
機
な

ら
ば
一
時
間
以
内
の
フ
ラ
イ
ト
で
俯
瞰
が
可
能
で
あ
り
、
爆
撃
が
始
ま
れ
ば
、

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
た
時
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
に
よ
る
夜
間
の
空
襲
が
ド
イ
ツ
各
都
市
に
繰
り
返
さ

れ
、
そ
の
無
差
別
爆
撃
は
市
民
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
て
い
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
空
飛
ぶ
要
塞
と
呼
ば
れ
た
Ｂ
―
１７
爆
撃
機
に
絶
対
の
自

信
を
持
ち
、
砂
漠
に
描
か
れ
た
眼
鏡
を
掛
け
た
昭
和
天
皇
の
似
顔
絵
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
爆
撃
の
訓
練
を
繰
り
返
し
、
そ
の
精
度
を
高
め
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス

に
遅
れ
て
、
ド
イ
ツ
の
空
爆
に
加
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
空
軍
は
、
そ
の
効
果
を
ド

イ
ツ
各
都
市
で
十
分
確
認
し
て
か
ら
、
日
本
の
都
市
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。

財
閥
支
配

次
に
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
日
本
の
工
業
の
特
質
を
「
財
閥
」
と
い
う
特
異
な

存
在
に
よ
る
独
占
支
配
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

〈
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
『
縮
刷
版
』
共
通
〉

日
本
の
工
業
の
特
徴
は
、
地
理
的
に
集
中
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
資
本
が
、
ご
く
少
数
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
歴
史

を
み
れ
ば
、
多
数
の
競
争
か
ら
少
数
の
独
占
が
生
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
日
本

で
は
、
一
気
に
「
財
閥
」
と
い
う
独
占
支
配
形
態
が
生
ま
れ
、
産
業
を
ほ
ん

の
ひ
と
握
り
の
一
族
が
支
配
し
て
い
る
。
中
国
と
の
戦
争
が
勃
発
し
た
時
、

日
本
の
産
業
の
三
分
の
二
以
上
が
、
わ
ず
か
一
五
ほ
ど
の
資
本
の
支
配
下
に

あ
っ
た
。
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
と
い
う
四
大
資
本
が
あ
り
、
最
大
の

三
井
に
至
っ
て
は
、
そ
の
一
割
以
上
を
独
占
し
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
三
菱

の
マ
ー
ク
は
、
岩
崎
家
の
家
紋
の
「
菱
」（
ひ
し
）
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ

り
、
岩
崎
家
と
い
え
ば
、
も
と
も
と
は
落
ち
ぶ
れ
た
郷
士
の
出
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
台
湾
征
伐
に
際
し
、
新
政
府
に
輸
送
船
を
用
立
て
た
こ
と
か
ら
、

軍
部
と
結
び
つ
き
、
伸
び
て
き
た
財
閥
で
あ
る
。
住
友
は
銅
山
と
米
相
場
か

ら
伸
し
上
が
り
、
安
田
は
金
融
業
者
か
ら
出
発
し
て
植
民
地
の
開
発
を
得
意

と
し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
、
国
政
ま
で
も
が
こ
れ
ら
巨
大
資
本
の
独
占
下
に
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あ
っ
た
。
財
閥
は
帝
国
議
会
に
お
け
る
勢
力
が
拮
抗
し
て
い
る
二
大
政
党
の

双
方
に
投
資
し
、
警
察
を
動
か
し
て
無
産
階
級
に
は
不
平
を
言
わ
さ
ぬ
よ
う

に
、
労
働
運
動
な
ど
は
問
題
に
せ
ぬ
よ
う
に
し
、
ひ
た
す
ら
企
業
の
拡
張
、

利
潤
の
拡
大
を
続
け
て
き
た
。

二
〇
年
代
終
わ
り
の
世
界
大
恐
慌
で
も
、
三
井
、
三
菱
は
擦
り
傷
ひ
と
つ

負
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
軍
が
反
財
閥
の
の
ろ
し
を
あ
げ
、
ド
ル
買
い
で

巨
利
を
占
め
た
と
し
て
、
一
九
三
二
年
、
三
井
の
大
番
頭
団
琢
磨
が
右
翼
に

暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
軍
と
財
閥
の
対
決
と
い
う
構
図
が
生
ま
れ

た
。
こ
こ
数
年
来
の
日
本
の
事
件
は
軍
と
財
閥
の
勢
力
の
角
逐
と
み
る
と
説

明
が
つ
く
。

一
九
三
六
年
九
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
お
け
る
財
閥
に
つ
い
て
の
記
述

は
「
日
本
で
産
業
の
独
占
的
統
制
が
極
端
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
一
五
ほ
ど

の
財
閥
が
日
本
の
貿
易
と
産
業
の
七
〇
％
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
驚
く
べ
き
事

実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
財
閥
の
う
ち
、
三
井
、
三
菱
、

住
友
、
安
田
、
澁
澤
、
川
崎
、
山
口
、
鴻
池
の
八
つ
が
全
体
の
五
〇
％
以
上
を

支
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
三
井
、
三
菱
、
住
友
の
三
つ
が
全
体
の

約
二
五
％
、
三
井
だ
け
で
全
体
の
一
五
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。」
と
あ
り
、

財
閥
の
分
析
に
関
し
て
は
、
若
干
の
数
字
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
四
四
年
の
特

集
は
、
三
六
年
の
も
の
を
継
承
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は

そ
れ
に
加
え
て
、
満
州
で
関
東
軍
と
手
を
結
ん
だ
新
興
財
閥
の
鮎
川
義
介
に
つ

い
て
触
れ
る
。

〈
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
『
縮
刷
版
』
共
通
〉

軍
は
、
軍
専
属
の
財
界
人
を
必
要
と
し
て
い
た
。
満
州
で
、
産
業
に
一
役

買
い
、
利
潤
の
分
け
前
に
あ
ず
か
り
た
い
も
の
は
、
軍
の
云
う
こ
と
を
お
と

な
し
く
聞
け
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
満
州
開
発
は
軍
の
厳
重
な
監
督
下
に

あ
っ
た
「
南
満
州
鉄
道
」
に
委
ね
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
、
鉄
、
石
炭
な
ど

の
鉱
山
を
は
じ
め
そ
の
他
の
重
工
業
一
切
の
経
営
は
、
満
州
重
工
業
開
発
会

社
の
手
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
に
な
る
。
そ
の
社
長
が
鮎
川
義
介
で
あ
る
。
鮎

川
は
持
株
会
社
「
日
産
」
を
創
立
、
傘
下
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
生
産

会
社
（
一
九
三
八
年
現
在
、
日
立
製
作
、
日
立
電
力
、
日
産
自
動
車
、
日
本

化
学
工
業
、
日
本
油
脂
、
日
本
水
産
、
日
産
ゴ
ム
な
ど
七
七
社
）
を
擁
し
て

い
る
。
旧
財
閥
は
軍
の
お
先
棒
を
担
ぐ
こ
の
新
参
者
の
競
争
相
手
を
嫌
い
、

軍
は
こ
の
新
天
地
へ
の
投
資
を
渋
る
旧
財
閥
に
は
ら
わ
た
の
煮
え
く
り
か
え

る
思
い
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。

彼
の
解
釈
で
は
、
中
国
へ
の
投
資
の
リ
ス
ク
を
避
け
よ
う
と
す
る
三
井
、
三

菱
に
代
わ
っ
て
、
関
東
軍
が
新
た
に
自
分
の
言
い
な
り
に
な
る
鮎
川
財
閥
を
見

つ
け
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

日
本
株
式
会
社
（Jap

an
Inco
rp
o
rated

）

一
九
三
六
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
よ
る
日
本
経
済
の
分
析
に
戻
っ
て
み

よ
う
。
こ
の
「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
」
で
分
析
さ
れ
た
日
本
の
産
業
構

造
に
対
応
す
る
三
六
年
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
は
、「
日
本
の
日
の
出
（Ja-

pan’s
R

ising
Sun

）」、「
人
、
円
、
機
械

（M
en,Y

en,M
achines

）」、「
プ
リ

ン
と
い
う
証
明
（T

he
Proof

of
the

Pudding

）」「
利
益
と
競
争
（Profits

and

C
om

petition

）」
と
い
う
四
章
に
分
散
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

三
六
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
が
指
摘
し
た
の
は
、「
日
本
株

式
会
社
」（Japan

Incorporated

）
が
生
む
利
益
構
造
で
あ
る
。「
日
本
株
式
会

社
」
と
は
、
三
井
や
三
菱
と
い
う
財
閥
が
国
家
と
結
び
付
き
、
こ
れ
ら
の
会
社
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経
営
者
が
国
家
体
制
と
一
体
化
し
て
統
一
さ
れ
た
産
業
計
画
を
持
ち
、
利
益
を

追
い
求
め
て
、
国
際
競
争
の
優
位
に
む
け
て
国
を
挙
げ
て
努
力
す
る
構
造
を
指

し
て
い
る
。
戦
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
旧
通
産
省
）
に
護
ら
れ
た
企
業
の
護
送
船
団

方
式
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
、
そ
の
証
左
と
し
て
、
産
業
別
の
平
均
配
当
率
（
一

九
三
五
年
上
半
期
）
の
高
さ
を
掲
げ
て
い
る
。
確
か
に
、
綿
紡
績
一
五
・
五

％
、
人
絹
一
四
・
五
％
、
鉱
業
一
〇
・
五
％
、
小
麦
粉
一
〇
・
一
％
、
電
気
九
・

八
％
は
、
信
じ
難
い
高
率
の
配
当
で
あ
る
。
こ
う
し
て
資
本
に
も
の
を
言
わ
せ

て
財
閥
は
富
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
こ
の
数
字
を
見
た
ら
、

日
本
嫌
い
の
ハ
ー
ス
ト
は
卒
倒
す
る
だ
ろ
う
と
も
書
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
、
Ｔ
Ｖ
Ａ

を
は
じ
め
と
す
る
経
済
活
性
化
政
策
と
し
て
、「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」
を

打
ち
出
し
た
。
巨
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
公
共
事
業
を
興
し
て
雇

用
を
生
み
出
し
、
崩
壊
寸
前
の
銀
行
や
企
業
の
再
生
を
図
る
。
イ
ン
フ
レ
の
惹

起
で
下
落
し
た
物
価
を
引
上
げ
る
な
ど
の
政
策
は
危
機
に
瀕
し
た
ア
メ
リ
カ
経

済
へ
の
カ
ン
フ
ル
注
射
で
あ
り
、「
管
理
さ
れ
た
資
本
主
義
経
済
」
へ
の
移
行

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
提
示
し
た
「
政
府
を
資
本
・
労
働

の
調
整
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
運
営
」
し
よ
う
と
す
る

「
全
国
産
業
復
興
法
」（
三
三
年
六
月
成
立
）は
違
憲
判
決
を
受
け
て
消
滅
す
る
。

こ
の
時
期
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
は
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
三
六
年
、
再
選

に
挑
ん
だ
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
「
民
衆
を
味
方
に
つ
け
る
」
戦
略
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
舵
を
左
に
切
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
左
旋
回
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
特
派
員
の
マ
ク
リ
ー
シ
ュ

は
支
持
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
彼
の
目
に
三
六
年
の
日
本
経
済
は
ど
う
映
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
三
六
年
九
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』〉
抜
粋

日
本
の
産
業
は
、
資
本
主
義
、
国
家
主
義
、
共
産
主
義
と
い
っ
た
同
時
代

の
国
家
の
持
つ
イ
ズ
ム
や
産
業
形
態
で
は
括
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
の
国

家
よ
り
統
一
さ
れ
た
産
業
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
国
際
競
争
の
優
位
に
向
け

て
は
国
を
挙
げ
て
努
力
す
る
。
そ
の
結
果
、
欧
米
が
大
恐
慌
以
降
、
世
界
経

済
が
停
滞
し
て
い
る
中
で
、
日
本
は
い
ち
早
く
高
度
成
長
軌
道
に
乗
っ
た
。

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
原
料
の
コ
ス
ト
高
は
安
い
労
働
力
に
よ
っ
て
相
殺
さ

れ
、
優
れ
た
輸
出
実
績
を
保
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
〇
年
以
内
に
日
本
の
貿

易
量
が
倍
増
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
統
計
曲
線
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。輸

出
実
績
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
人
と
機
械
の
生
産
効
率
に
あ
る
。

不
況
で
世
界
市
場
が
縮
小
す
る
の
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
日
本
は
自
国
の

シ
ェ
ア
を
着
実
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
黄
禍
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
、

労
働
搾
取
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
日
本
の
貿
易
額
を
示
す
曲
線
は
そ
の
後
も

上
昇
カ
ー
ブ
を
描
き
続
け
た
。
い
ま
や
、
日
本
製
品
は
世
界
の
市
場
に
溢
れ
、

国
力
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

三
五
年
頃
に
な
る
と
、
欧
米
諸
国
は
、
も
う
日
本
の
成
功
に
つ
い
て
告
発

を
続
け
る
こ
と
に
飽
き
て
し
ま
う
。

日
本
は
国
際
連
盟
に
逆
ら
っ
て
満
州
を
手
に
入
れ
、万
里
の
長
城
を
越
え
、

蒋
介
石
総
統
の
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
、
租
界
の
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
や
ア
メ
リ
カ

の
軍
隊
を
鋭
い
銃
剣
で
押
し
退
け
、
北
京
の
街
を
闊
歩
す
る
に
止
ま
ら
ず
、

新
し
く
征
服
の
術
を
編
み
出
し
た
。

今
や
日
本
は
、
大
量
の
日
本
製
品
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
北

部
の
各
地
を
占
領
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
。
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三
六
年
の
特
集
号
は
、
こ
の
よ
う
な
記
事
で
「
日
の
出
の
勢
い
の
日
本
」

（Japan’s
R

ising
Sun

）
を
紹
介
し
た
後
、
将
来
日
本
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
戦
争
の
結
果
に
つ
い
て
も
予
想
し
て
い
る
。

日
本
の
国
際
競
争
力
の
優
位
は
、
画
一
的
で
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
、
適
応

力
に
優
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
乏
し
い
天
然
資
源
、
限

ら
れ
た
資
本
な
ど
問
題
で
は
な
い
。
日
本
は
古
く
か
ら
続
い
た
封
建
社
会
を

崩
壊
さ
せ
ず
に
す
ん
だ
。
農
民
は
安
い
労
働
力
を
提
供
で
き
る
予
備
軍
的
存

在
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
日
本
は
対
外
的
に
は
工
業
国
で
も
、
国
内
的
に
は

依
然
、
農
業
国
の
形
態
を
保
っ
て
い
る
。

大
き
な
戦
争
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
当
分
こ
の
ま
ま
だ
ろ
う
。
二
年
以
上

に
及
ぶ
大
規
模
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
日
本
は
疲
弊
し
、
経
済
の
崩
壊
と
社
会

革
命
が
起
き
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

日
本
は
作
り
出
さ
れ
た
新
し
い
国
内
市
場
に
商
品
を
供
給
す
る
こ
と
で
、

生
き
残
り
を
図
ろ
う
と
す
る
か
、
依
然
と
し
て
海
外
進
出
を
続
け
よ
う
と
す

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
後
者
の
道
を
日
本
が
選
択
す
れ
ば
、
日
本
は
国
際
競
争

力
を
失
い
、
神
は
す
で
に
あ
る
大
国
の
味
方
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

工
業
力
の
差

四
四
年
四
月
号
で
、ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
日
本
の
工
業
技
術
の
弱
点
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

〈
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
『
縮
刷
版
』
共
通
〉

抜
粋日

本
の
工
業
化
は
繊
維
産
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
技
術
水
準
を
も
っ
て

世
界
最
高
の
性
能
を
誇
る
工
場
を
つ
く
り
上
げ
、
信
じ
難
い
程
の
安
さ
と
投

げ
売
り
の
よ
う
な
価
格
で
、
三
三
年
に
は
英
国
を
抜
き
去
り
、
世
界
の
覇
者

と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
後
は
そ
れ
に
軽
工
業
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、
戦
争
の
備
え
に

必
要
な
重
工
業
へ
と
シ
フ
ト
す
る
。
三
七
年
か
ら
は
、
重
工
業
は
銀
行
の
借

款
を
自
由
に
得
る
こ
と
が
で
き
、
直
接
税
ま
で
も
が
免
除
さ
れ
る
。
三
八
年

に
は
リ
ン
ク
制
が
導
入
さ
れ
、
原
綿
の
輸
入
許
可
は
そ
れ
と
同
量
の
輸
出
を

条
件
と
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
資
産
凍
結
と
戦
争
の
勃
発
に

よ
っ
て
、
繊
維
な
ど
の
平
和
産
業
の
多
く
は
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

重
工
業
生
産
は
お
お
む
ね
良
好
と
い
え
る
が
、
戦
闘
用
輸
送
車
両
の
生
産
を

す
る
自
動
車
工
業
、
航
空
機
に
必
要
な
特
殊
合
金
、
特
殊
鋼
の
生
産
、
ベ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
造
る
精
密
工
業
な
ど
弱
点
も
あ
る
。
戦
場
に
残
さ
れ
た
日
本

軍
の
電
子
機
器
を
み
て
も
か
な
り
貧
弱
で
、
電
波
探
知
機
な
ど
上
手
く
作
動

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
工
業
の
若
さ
ゆ
え
で
あ
り
、
日
本
人
の

気
性
な
り
知
力
に
欠
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
一
九
三
六
年
の『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』を
引
用
し
、

「
印
象
と
し
て
は
、
日
本
の
産
業
は
、
大
企
業
と
は
い
う
も
の
の
、
米
英
に
比

べ
れ
ば
中
規
模
の
域
を
出
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
規
模
の
軍
需

産
業
が
生
産
し
た
装
備
で
、
西
欧
諸
国
が
連
戦
連
敗
を
喫
し
た
こ
と
も
指
摘
し

て
い
る
。

彼
は
、
日
本
の
実
質
所
得
は
ア
メ
リ
カ
の
七
分
の
一
か
、
八
分
の
一
程
度
と

読
み
、
戦
時
経
済
を
占
う
鍵
と
な
る
鉄
鋼
生
産
は
千
二
百
万
ト
ン
程
で
、
新
興

工
業
国
と
し
て
は
特
筆
す
べ
き
数
字
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
八
千
八
百
万
ト

ン
と
比
較
す
る
と
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

石
油
の
備
蓄
に
つ
い
て
も
、
せ
っ
か
く
占
領
地
で
手
に
入
れ
た
石
油
も
制
海
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権
を
奪
わ
れ
、
船
舶
は
沈
め
ら
れ
本
国
に
は
届
い
て
い
な
い
。
航
空
機
の
月
産

製
造
の
比
較
で
も
日
本
の
劣
勢
は
明
白
で
あ
り
、
今
や
、
工
業
労
働
力
も
枯
渇

し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

〈
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』、
四
四
年
一
二
月
『
縮
刷
版
』
共
通
〉

抜
粋ガ

ソ
リ
ン
車
は
大
都
市
の
街
頭
か
ら
消
え
て
久
し
い
。
占
領
の
際
に
オ
ラ

ン
ダ
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ジ
ャ
ワ
の
油
田
と
精
油
設
備
は
徹
底

的
に
叩
き
潰
さ
れ
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
無
傷
で
手
に
入
れ
た
。
問
題
は

船
舶
で
、
制
海
権
を
押
さ
え
ら
れ
輸
送
船
が
往
復
す
る
輸
送
路
が
切
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
艦
船
建
造
能
力
は
米
軍
に
よ
る
撃
沈
に

追
い
つ
か
な
い
。

戦
時
経
済
を
測
る
第
一
の
指
標
は
物
量
で
あ
る
。
日
米
の
工
業
力
の
差
を

示
す
の
が
航
空
機
生
産
力
で
あ
る
。
日
本
の
生
産
能
力
は
多
め
に
見
積
も
っ

て
も
月
産
せ
い
ぜ
い
千
機
か
ら
千
四
百
機
で
、
そ
の
う
ち
四
分
の
三
が
戦
闘

機
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
や
撃
墜
率
は
生
産
の
テ
ン
ポ
を
遥
か
に
上
回
っ
て

い
る
。一
九
四
四
年
の
ア
メ
リ
カ
は
戦
闘
機
だ
け
で
も
月
産
八
千
機
で
あ
る
。

爆
撃
機
に
至
っ
て
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
戦
闘
機
の
性
能
も
開
戦
時
の
Ｐ
４０

と
違
い
、
ゼ
ロ
戦
の
俊
敏
さ
は
今
な
お
変
わ
ら
ぬ
が
、
能
力
的
に
は
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
労
働
力
の
枯
渇
が
あ
る
。
人
口
七
千
三
百
万
の
国
で
こ
の
問
題
が
起

き
る
原
因
は
、
内
地
の
農
業
人
口
を
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
四
〇
％
以
下
に
は

で
き
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
食
糧
は
内
地
自
給
、
物
資
は
外
地
か
ら
運

ぶ
と
い
う
構
造
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
物
資
を
運
ぶ
べ
き
船
舶
が
枯
渇

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
前
、
世
界
第
三
の
輸
送
船
団
を
誇
っ
た
日
本
も
、

そ
の
損
失
率
が
急
上
昇
し
て
い
る
。
日
本
に
は
大
東
亜
共
栄
圏
を
維
持
す
る

船
舶
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
、
敗
戦
後
の
日
本
の
工
業
力
に
つ
い
て
言
及

し
、
そ
の
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
復
興
に
結
び
付
け

る
か
が
鍵
だ
と
指
摘
す
る
。

〈
四
四
年
四
月
号
〉

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、
消
費
材
の
軽
工
業
や
近
代
兵
器
の
生
産
工
場

が
残
っ
て
い
て
、
原
料
の
手
当
て
が
つ
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
驚
異
的
業
績

を
挙
げ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
日
本
に
は
こ
れ
を
巨
大
工
業
に
の
し

あ
げ
る
だ
け
の
潜
在
力
は
あ
る
。

戦
争
は
終
わ
っ
て
も
、
日
本
に
は
、
鉄
鋼
、
造
船
、
自
動
車
、
化
学
、
機

械
工
業
な
ど
の
幾
ら
か
が
残
る
だ
ろ
う
。
講
和
条
約
の
際
に
は
、
こ
れ
が
重

大
問
題
と
な
る
に
違
い
な
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
日
本
は
、
先
の
大
戦
後

の
ド
イ
ツ
の
復
興
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
こ
れ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
日
本
の
軍
需
工
業
が
、
そ
の
資
本
的
資
産
の
将
来
を
は
た
し
て
ど
ち

ら
に
向
け
る
の
か
。
こ
の
決
着
な
し
に
、
こ
の
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
。

戦
後
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
爆
撃
調
査
団
（
第
一
二
章
参
照
）
と
し
て
い
ち
早

く
来
日
し
、
そ
の
後
、
日
本
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
記
事
は
彼

が
日
本
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
最
初
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
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第
九
章

戦
後
の
対
日
処
理

「
戦
後
の
対
日
処
理
」
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
日
本
特
集
号
に

掲
載
さ
れ
、
四
四
年
一
二
月
の
『
縮
刷
版
』
で
は
、
リ
ー
ド
と
小
見
出
し
を
除

い
て
全
文
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
に
も
「
カ
イ
ロ
宣
言
」（
一
九
四
三
年
一
二
月
一
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、

蒋
介
石
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
三
者
に
よ
る
占
領
後
の
日
本
に
関
す
る
共
同
宣

言
）
が
囲
み
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

四
四
年
四
月
の
「
戦
後
の
対
日
処
理
」
の
リ
ー
ド
に
は
、「
打
ち
倒
し
、
武

装
解
除
し
、
占
領
し
た
後
、
我
々
が
相
手
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
日
本
の
社
会

を
自
ら
建
設
す
る
機
会
を
与
え
る
の
だ
」
と
あ
る
。

「
戦
後
の
対
日
処
理
」
の
最
大
の
焦
点
は
、
天
皇
の
戦
争
責
任
と
天
皇
制
を

存
続
さ
せ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
が
（
第
一
部
第
四
章
参
照
）、
そ
れ
以
外
に
も

軍
の
解
体
、
無
条
件
降
伏
と
は
何
か
、
占
領
軍
に
よ
る
進
駐
、
ア
ジ
ア
の
中
の

中
国
の
位
置
付
け
、
再
軍
備
の
阻
止
、
教
育
改
革
、
財
閥
解
体
、
産
業
再
編
、

農
地
改
革
、
小
作
制
度
の
廃
止
な
ど
多
岐
に
亘
る
政
策
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。

戦
後
、
進
駐
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
占
領
政
策
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
素
人
集
団
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

副
官
を
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ビ
オ
ン
・
バ
ワ
ー
ズ
（Faubion

B
ow

ers

）
少
佐
は
、

一
九
七
七
年
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
彼
の
参
謀
で

あ
っ
た
将
軍
た
ち
を
占
領
行
政
の
様
々
な
分
野
に
配
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
政
策
に
関
し
て
は
素
人
集
団
で
あ
り
、
何
を
為
す
べ
き
か
良
く
知

ら
な
か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
す
ぐ
に
米
軍
の
爆
撃
効
果
を

調
査
す
る
た
め
に
、
国
務
省
か
ら
（『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
を
休
職
し
て
）

派
遣
さ
れ
た
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
「
占
領
軍
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
を
行
政
の
参

考
に
し
て
い
た
」、「
日
本
人
の
中
に
は
一
九
三
六
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の

特
派
員
だ
っ
た
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
と
ホ
ブ
ソ
ン
を
知
る
も
の
が
い
て
、
彼
ら
を
賞

賛
し
て
い
た
」と
回
顧
し
て
い
る
。
占
領
軍
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
縮
刷
版
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

国
務
省
筋
の
動
き

ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
早
く
か
ら
日
本
の
戦
後
処
理
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
た
の
は
国
務
省
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
一
月
一
日
、
国
務
省
の
特
別
調
査
部
が
改
組
さ
れ
、
政
治
調
査

部
と
経
済
調
査
部
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
日
本
の
戦
後
の
設
計
図
を

描
く
仕
事
が
本
格
化
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
国
務
省
主
宰
の
政
府
機
関
と
し

て
、
政
府
官
庁
や
民
間
人
を
交
え
た
幅
広
い
「
戦
後
対
外
政
策
諮
問
委
員
会
」

が
、
早
く
も
一
九
四
一
年
末
に
発
足
し
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
幾
つ
か
の
小

委
員
会
を
持
っ
た
が
、
戦
後
対
日
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
「
領
土
小
委

員
会
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
小
委
員
会
が
日
本
の
問
題
を
集
中
的
に
討

議
し
始
め
た
の
は
、
一
九
四
三
年
六
月
以
降
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
日
戦
後
政
策
大
綱
が
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

第
一
段
階＝

国
務
省
の
政
治
調
査
部
が
対
日
占
領
政
策
を
様
々
な
角
度
か
ら

分
析
し
、
そ
れ
を
戦
後
対
外
政
策
諮
問
委
員
会
の
領
土
小
委
員
会
に
文
書
と
し

て
提
出
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
領
土
委
員
会
が
政
策
を
立
案
し
た
。

第
二
段
階＝

戦
後
計
画
委
員
会
（Post-W

ar
Program

s
C

om
m

ittee,
PW

C

）

の
承
認
を
へ
て
、
そ
れ
が
国
務
省
の
公
式
見
解
と
な
る
。

第
三
段
階＝
日
本
の
敗
北
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
国
務
省
と
陸
・
海
軍
省

の
三
省
に
よ
る
調
整
委
員
会
（State-W

ar-N
avy

C
oordinating

C
om

m
ittee,
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SW
N

C
C

）
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
三
段
階
を
経
て
い
る
。

第
一
段
階
の
前
段
、
す
な
わ
ち
国
務
省
の
官
僚
の
手
で
纏
め
ら
れ
た
戦
後
日

本
政
策
は
、
天
皇
制
の
存
続
か
廃
棄
か
に
関
し
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
両
論
併
記
し
て
い
る
。
主
な
メ
ン
バ
ー
は
国
務
省
内
の
知
日
派
の
外

交
官
や
学
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
天
皇
制
を
残
す
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い

文
書
で
あ
る
。

国
務
省
政
治
調
査
部
か
ら
領
土
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
三
つ
の
文
書
が
あ

る
。そ

の
最
初
の
文
書
、
一
九
四
三
年
五
月
二
五
日
の
「
日
本
の
天
皇
の
地
位
」

（
Ｔ
三
一
五
）
は
、
コ
ビ
ル
（C

obot
C

oville

）
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
。
コ

ビ
ル
は
日
本
勤
務
の
経
験
の
あ
る
プ
ロ
の
外
交
官
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
天

皇
制
を
存
続
と
廃
止
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
両
論

併
記
し
た
も
の
で
、
天
皇
制
を
廃
止
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
狂
信
的
国
家
主
義
と

そ
れ
か
ら
生
じ
る
勢
力
を
阻
止
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
廃
止

の
措
置
が
国
民
を
怒
ら
せ
、
占
領
行
政
へ
の
非
協
力
を
惹
起
し
、
さ
ら
に
は
占

領
軍
に
対
す
る
反
乱
と
復
讐
の
誘
因
を
つ
く
り
出
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
戦
後
の
日
本
国
内
の
安
定
を
促
進

す
る
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
を
し
て
、
連
合
軍
の
占
領
政
策
、
諸
改
革
を
行
う

「
手
段
」
と
し
て
利
用
で
き
る
。
憲
法
改
正
も
早
期
に
可
能
と
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
但
し
、
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
る
場
合
で
も
、
軍
部
に
よ
る
支
配
が
再
び

生
じ
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
の
文
書
は
、
一
九
四
三
年
七
月
二
八
日
に
提
出
さ
れ
た
。
極
東
問
題
の

権
威
と
し
て
知
ら
れ
た
ブ
レ
イ
ク
ス
リ
ー
（G

eorge
H

.B
lakerslee

ク
ラ
ー
ク

大
学
教
授
か
ら
国
務
省
入
り
）
に
よ
る
「
日
本
の
戦
後
処
理
に
適
応
す
べ
き
一

般
諸
原
則
」（
Ｔ
三
五
七
）
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
ス
リ
ー
は
憲
法
改
正
と
教
育

を
国
際
管
理
下
に
置
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

第
三
の
文
書
（
Ｔ
三
八
一
）
は
、
同
年
一
〇
月
六
日
、
ボ
ー
ト
ン
（H

ugh

B
orton

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
助
教
授
か
ら
国
務
省
入
り
）
が
纏
め
た
「
日
本－

戦
後
政
治
諸
問
題
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
連
合
国
の
対
日
戦
後
目
的
は
、
日
本
の
再
度
の
侵
略
を

不
可
能
と
し
、
同
時
に
こ
の
侵
略
精
神
を
生
み
出
し
た
経
済
的
、
社
会
的
、
政

治
的
な
諸
要
素
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
て
、
天
皇
制
の
存
廃
に
つ
い

て
は
、「
廃
止
を
望
む
論
理
は
、
軍
部
の
独
裁
者
か
ら
権
力
を
確
実
に
奪
う
た

め
に
は
皇
室
と
天
皇
制
の
廃
止
を
必
要
す
る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
日
本
国
民
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
心
と
献
身
は
社
会
に
深
く
根
付
い
て
い
る
。

お
そ
ら
く
国
民
は
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
う
こ
と
は
な
い
。
天
皇
制
は
戦
後
日

本
の
か
な
り
安
定
し
た
要
素
と
な
る
」
と
も
み
て
い
る
。

国
務
省
政
治
調
査
部
の
三
つ
の
文
書
は
両
論
併
記
な
が
ら
、
天
皇
制
存
続
を

支
持
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
た
。

領
土
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
文
書
を
も
と
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
天
皇
制

廃
止
を
強
硬
に
主
張
し
た
の
は
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』（Foreign

A
ffaires

）
の
編
集
長
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（H

am
ilton

Fish
A

rm
strong

）
で

あ
っ
た
。『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
は
外
交
問
題
評
議
会
が
出
版
す

る
外
交
に
関
す
る
強
い
影
響
力
を
持
つ
専
門
誌
で
あ
る
。
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

は
外
交
官
か
ら
転
じ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
彼
は
「
日
本
の
国
家
体
制
を
ラ

デ
ィ
カ
ル
に
改
革
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
に
は
っ
き
り
と
し
た
政
治
現
実
を
突

き
付
け
る
べ
き
だ
」、「
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
、
天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
と
み
な
す

可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
」、「
天
皇
が
真
珠
湾
攻
撃
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
以
上
、
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
反
ば
く
し

た
。天

皇
制
廃
止
論
者
は
、
軍
国
主
義
と
天
皇
制
は
不
可
分
同
体
で
あ
り
、
軍
国
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主
義
の
排
除
に
は
天
皇
制
の
廃
止
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
天

皇
制
存
続
論
者
は
、
軍
国
主
義
と
天
皇
制
は
必
ず
し
も
不
可
分
一
体
と
は
見
て

い
な
い
。
天
皇
制
は
戦
後
に
お
い
て
も
国
民
の
大
多
数
に
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
後
目
的
達
成
の
た
め
に

利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
存
続
派
は
日
本
を
よ
く
知
る

い
わ
ゆ
る
「
知
日
派
」
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
天
皇
制
を
含
め
て
の
戦
後
の
対
日
処
理
の
問
題
は
、
戦
後
計
画
委

員
会
（PW

C

）
の
承
認
を
へ
て
、
そ
れ
が
国
務
省
の
公
式
見
解
と
な
り
、
日

本
の
敗
北
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
国
務
省
と
陸
・
海
軍
省
の
三
省
に
よ
る
調

整
委
員
会
（SW

N
C

C

）
が
設
け
ら
れ
、
占
領
軍
に
よ
り
実
施
に
移
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
国
務
省
で
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
死
後
、
バ
ー
ン
ズ
国

務
長
官
体
制
と
な
り
、
グ
ル
ー
前
駐
日
大
使
以
下
の
知
日
派
が
遠
ざ
け
ら
れ
た

の
で
、
天
皇
制
存
続
の
主
張
は
、
国
務
省
内
で
は
主
流
と
は
い
え
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
た
。

雑
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
「
戦
後
の
対
日
政
策
」
を
記
事
に
す
る
に
あ
た
っ

て
、
こ
う
し
た
政
府
の
委
員
会
の
議
論
を
ど
の
程
度
取
材
し
て
い
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
諮

問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、
取
材
そ
の
も
の
は
そ
う
困
難

で
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
務
省
か
ら
さ
ら
に
陸
・
海
軍
省

を
交
え
た
調
整
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
占
領
軍
の
独
自
の
政

策
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
編
集
部
が
四
四
年
の

段
階
で
の
政
府
筋
の
思
惑
を
取
材
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
「
戦
後
の
対

日
処
理
」
の
シ
ナ
リ
オ
を
組
立
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

戦
後
処
理
の
た
め
の
タ
イ
ム
社
内
の
委
員
会

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
か
ら
半
年
後
、
一
九
四
二
年
五
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

に
挟
み
込
ま
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
。「
新
し
い
世
界
秩
序
の
中
で
の
ア

メ
リ
カ
」（T

H
E

U
N

IT
E

D
STA

T
E

S
IN

A
N

E
W

W
O

R
L

D

）
と
題
さ
れ
た

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
記
事
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
誌
の
編
集
者
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

基
づ
い
て
い
る
。

そ
の
終
章
に
「
戦
後
処
理
」（A

PO
ST

W
A

R
PR

O
G

R
A

M

）
が
あ
り
、
論

文
の
終
わ
り
に
は
、
一
九
四
一
年
八
月
一
四
日
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
チ
ャ
ー

チ
ル
が
大
西
洋
上
で
合
意
し
た
「
大
西
洋
憲
章
」（T

H
E

A
T

L
A

N
T

IC
C

H
A

R
-

T
E

R

）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
章
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
お
よ
び
戦
後
世

界
の
指
導
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

付
録
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
『
タ
イ
ム
』、『
ラ
イ
フ
』、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編

集
者
に
よ
る
委
員
会
の
見
解
に
基
づ
く
と
明
記
し
て
い
る
が
、
委
員
長
で
あ
る

レ
イ
モ
ン
ド
・
Ｌ
・
ブ
エ
ル
（R

aym
ond

L
eslie

B
uell

一
八
九
六－

一
九
四

六

作
家
、
大
学
教
授

著
書
に
石
丸
藤
太
翻
訳
の
『
米
国
よ
り
観
た
る
日
米

争
覇
戦
』
博
文
館1926

が
あ
る
）
に
よ
る
署
名
記
事
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
序
文
は
ル
ー
ス
自
ら
が
書
い
て
い
る
。

〈
一
九
四
二
年
五
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
付
録
論
文
か
ら
〉
抄
訳

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
出
版
は
信
念
の
所
産
で
あ
る
。
国
際
連
合
が
揺
る

ぎ
な
い
勝
利
を
獲
得
す
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
今
日
、
戦
局
は

厳
し
い
。
我
々
は
そ
れ
を
望
ん
で
は
い
る
が
、
納
得
の
行
く
連
合
軍
の
完
全

な
勝
利
と
い
う
想
定
を
持
つ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
勝
利
と
敗
北
が
拮
抗
す

る
中
で
、
喫
緊
の
課
題
は
、
こ
の
戦
い
を
勝
利
す
る
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
勝
利
し
た
後
の
「
戦
後
処
理
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
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る
。
戦
い
の
努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
、
現
実
的
か
否
か
は
別
に
し
て
、
戦

後
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
軍
に
と
っ
て
も
、
市

民
に
と
っ
て
も
、
な
か
ん
ず
く
、
敵
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
未
来
を
創
造
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
戦
い
を
成
功
裡
に
終
結
さ
せ
る
こ
と
に
も

結
び
つ
く
。
最
近
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
大
多
数
は
、

テ
ニ
ソ
ン
（A

lfred
Tennyson

一
八
〇
九
〜
一
八
九
二

イ
ギ
リ
ス
の
桂

冠
詩
人
）
の
夢
で
あ
る
「
人
類
の
議
会
と
世
界
連
邦
の
実
現
」
を
願
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
と
連
合
国
が
望
ん
で
い
る
究
極
の
ゴ
ー

ル
で
あ
る
。
今
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
で
目

標
を
見
据
え
、
そ
の
た
め
の
提
案
を
よ
り
現
実
的
で
具
体
的
な
も
の
に
し
て

お
く
こ
と
で
あ
る
。
如
何
な
る
世
界
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
、
人
々
の
歴

史
的
、
文
化
的
、
政
治
的
な
差
異
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
失
敗
す
る
。
も
し
、

我
々
が
正
し
い
方
法
を
選
択
し
て
歩
み
出
さ
な
け
れ
ば
、
た
と
え
、
こ
の
戦

争
に
勝
利
し
て
も
希
望
の
実
現
は
覚
束
な
い
。
ま
ず
第
一
に
ア
メ
リ
カ
が
為

す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
我
々
の
中
で
意
志
統
一
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
由
に
フ
ラ
ン
ク
に
、
そ
の
こ
と
を
議
論
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

新
し
い
世
界
の
た
め
に
準
備
す
る
と
い
う
こ
の
仕
事
は
、
政
府
の
戦
争
遂

行
よ
り
も
、
世
論
に
重
き
を
置
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
国
民
は
戦
争
の
勝
利
に

対
す
る
戦
略
に
貢
献
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
平
和
を
考
え
始
め

る
こ
と
は
出
来
る
。
こ
の
目
的
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
プ
レ
ス
に
は
議
論
の

基
礎
と
な
る
情
報
の
提
供
と
再
発
掘
の
場
を
つ
く
る
責
任
が
あ
る
。『
タ
イ

ム
』、『
ラ
イ
フ
』、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
発
行
者
の
下
で
、
各
誌
の
編
集
者

や
専
門
職
に
よ
る
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
Ｌ
・
ブ
エ
ル
を
委

員
長
と
し
て
、
戦
後
の
問
題
と
見
通
し
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
新
し
い
世
界
秩
序
の
中
で
の
ア
メ
リ
カ
」
と
呼

ば
れ
、
第
一
集
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
焦
点
を
当
て
た
も
の

で
あ
り
、
順
次
、
そ
の
他
の
地
域
を
扱
っ
て
行
く
。

―
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス

一
九
四
四
年
四
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
「
日
本
の
戦
後
処
理
」
の
章

は
、
こ
の
委
員
会
の
議
論
の
所
産
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
月
号
の
編
集

会
議
で
決
定
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
一
九
四
二
年
か
ら
の
議
論
の
積
み
重
ね

の
上
で
こ
の
章
は
纏
め
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
絆
が
強
調
さ
れ
、
敵
は
枢
軸

（
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
）
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
、
日
本
を
名
指
し
で
論
評
し
て
い
る
箇
所

は
な
い
。
国
際
連
合
脱
退
時
の
松
岡
外
相
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
日

本
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
の
戦
後
処
理
案
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
国
際

連
合
の
他
の
諸
国
の
合
意
の
も
と
に
、

一
、
枢
軸
国
を
武
装
解
除
し
、
新
し
い
国
家
体
制
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
、
大
西

洋
憲
章
に
基
づ
き
、
一
時
的
に
管
理
下
に
置
く
。

二
、
数
年
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
新
国
家
の
再
建
の
間
、
今
次
大
戦
で
設
立
さ
れ

た
統
合
参
謀
本
部
は
継
続
さ
れ
る
。
枢
軸
国
の
降
伏
は
、
そ
こ
を
占
領
し
て

い
る
単
一
の
軍
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
統
合
参
謀
本
部
に
対
し
て
な
さ

れ
る
。

三
、
再
建
期
間
中
、
統
合
参
謀
本
部
の
指
揮
の
下
、
枢
軸
国
に
進
駐
す
る
軍
隊

は
、
国
際
連
合
か
ら
発
せ
ら
れ
る
法
と
命
令
の
下
に
、
占
領
地
域
を
統
治
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
国
際
的
な
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
、
再
建
期
間
の
終
了
を
遂
行

す
る
た
め
の
軍
事
力
を
削
減
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
地
域
を
整
理

し
、
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
軍
事
機
構
の
よ
う
な
組
織
を
構
築
す
る
。

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
大
西
洋
憲
章
で
確
認
さ
れ
た
武
力
行
使
の
放
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棄
、
侵
略
国
の
武
装
解
除
、
領
土
不
拡
大
、
民
族
自
決
、
安
全
保
障
な
ど
を
意

識
し
た
具
体
的
な
提
案
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
四
の
国
際
軍
事
機
構

の
提
案
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

A
T

O

）
の
先
取
り
と
見
る
事
が
出
来
る
。

こ
う
し
た
タ
イ
ム
社
内
の
議
論
の
積
み
重
ね
の
上
に
、「
戦
後
の
対
日
処
理
」の

章
は
成
り
立
っ
て
い
た
。

日
本
人
の
手
に
よ
る
改
革

四
四
年
四
月
号
（
縮
刷
版
も
同
じ
）
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
提
案
す
る
「
戦

後
の
対
日
処
理
」
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、「
改
革
案
を
提
示
す
る
と
し
て

も
、
強
制
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
日
本
人
自
ら
の
手
に
改
革
を
委
ね
る
こ
と
」

だ
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
天
皇
制
の
問
題
は
第
四
章
で
取
上
げ
た
の
で
そ
れ
以

外
の
改
革
に
つ
い
て
触
れ
て
置
き
た
い
。
ま
ず
、
軍
の
解
体
と
無
条
件
降
伏
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
〉

抜
粋

軍
の
解
体
と
無
条
件
降
伏

わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
日
本
が
新
た
な
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
戦
意

と
武
力
を
剥
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
達
成
に
は
、
連
合
軍
が
最
後
ま

で
無
条
件
降
伏
（unconditionalsurrender

）
に
固
執
す
る
こ
と
だ
。

無
条
件
降
伏
と
は
、
我
々
の
言
う
条
件
で
の
降
伏
で
あ
る
。
も
し
、
日
本

の
懇
願
を
容
れ
、
東
京
に
連
合
軍
が
進
駐
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
な
い
と

し
た
ら
、
体
制
に
支
配
さ
れ
た
新
聞
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
、
日
本
国
民
は
ま

だ
完
全
に
敗
北
し
た
の
で
は
な
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
国
際
連
合
は
、
占
領
軍

を
日
本
に
上
陸
さ
せ
、
政
治
、
経
済
の
中
心
を
押
さ
え
る
力
と
意
志
を
示
さ

ぬ
限
り
、
対
日
処
理
な
ど
論
ず
べ
く
も
な
い
。

我
々
は
二
度
と
日
本
と
戦
火
を
交
え
た
く
は
な
い
。
日
本
の
こ
と
は
、
あ

く
ま
で
も
、
こ
れ
を
戦
後
処
理
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
カ
イ
ロ
宣
言
に
基
づ
い
て
、
固
有
の
領
土
以
外
の
領
土
を

す
べ
て
剥
奪
す
べ
し
。
日
本
人
に
敗
戦
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
も
首
都
東
京
へ

の
進
駐
は
必
須
で
あ
る
。
占
領
軍
が
進
駐
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
は
敗
戦
と
い
う
現
実
を
否
定
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

事
実
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
危
惧
し
た
よ
う
に
、
終
戦
直
後
、
ア
メ
リ
カ

政
府
や
軍
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
含
め
て
、
日
本
人
は
復
讐
の
機
会
を
狙
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
。

陸
軍
大
臣
阿
南
惟
幾
大
将
が
「
一
死
ヲ
モ
ッ
テ
大
罪
ヲ
謝
シ
奉
ル
」
と
の
遺

書
を
残
し
て
自
決
し
た
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
各
紙
は
一
斉
に
報
道
し
た
。「
ハ
ラ

キ
リ
」
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
ハ
ラ
キ
リ
を
し
た
将
軍
が
聖
戦
を

呼
び
掛
け
た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

終
戦
直
後
の
八
月
一
五
日
と
一
六
日
の
日
米
各
紙
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
比
べ

て
み
よ
う
。

〈
ア
メ
リ
カ
〉

八
月
一
五
日
「
日
本
の
ラ
ジ
オ
が
阿
南
陸
相
が
自
決
を
し
た
こ
と
を
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ラ
キ
リ
で
あ
り
、
彼
は
直
前
に
ロ
シ
ア

へ
の
聖
戦
を
呼
び
掛
け
た
」
―
『
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
』

「
原
子
爆
弾
が
日
本
の
降
伏
を
決
め
た
と
天
皇
は
放
送
で
語
っ

た
」「
も
し
、
戦
争
を
継
続
す
る
な
ら
ば
、
日
本
と
い
う
国
の

み
な
ら
ず
そ
の
文
明
も
破
壊
さ
れ
る
だ
ろ
う
」―『
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
』

「
ヒ
ロ
ヒ
ト
は
戦
争
犯
罪
者
…
天
皇
制
の
維
持
を
日
本
が
要
請
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す
る
の
は
敗
戦
の
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
巧
妙

な
戦
略
で
あ
る
。
も
し
、
天
皇
制
の
護
持
が
認
め
ら
れ
た
ら
、

将
来
、
日
本
は
再
び
軍
国
主
義
国
家
と
な
ろ
う
」
―
『
セ
ン
ト

ル
イ
ス
・
ポ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
』

八
月
一
六
日
「
ジ
ャ
ッ
プ
は
復
讐
の
意
図
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
」
―
『
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
』

「
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
敗
戦
日
本
が
陰
謀
を
た
く
ら
み
復

讐
を
試
み
る
懸
念
を
否
定
」、「
狂
信
的
な
日
本
を
統
治
す
る
こ

と
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
困
難
か
」
―
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ

ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
』

「
東
京
の
反
応
『
我
々
は
負
け
た
が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の

だ
』
と
日
本
の
ラ
ジ
オ
は
伝
え
て
い
る
」
―
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』

終
戦
直
後
の
ア
メ
リ
カ
各
紙
が
「
ジ
ャ
ッ
プ
の
復
讐
」
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
や

リ
ー
ド
に
し
た
責
任
は
、
内
閣
告
諭
と
そ
れ
を
報
道
し
た
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
あ
る
。
修
辞
の
多
い
「
終
戦
の
詔
勅
」
と
そ
れ
を
報
道
し
た
日
本
の
各

紙
を
見
て
、
連
合
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
果
た
し
て
日
本
は
敗
戦
を
認
め
た
の
か
に

つ
い
て
疑
念
を
抱
い
た
。
日
本
は
敗
戦
と
い
う
現
実
を
糊
塗
し
よ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
連
合
国
は
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

〈
日
本
〉

八
月
一
五
日
「
国
体
を
斉
し
く
護
持

刻
苦
、
必
ず
国
威
を
恢
弘
（
か
い
こ

う
）」
―
『
毎
日
新
聞
』
号
外

「
戦
争
終
結
の
大
詔
煥
発
さ
る
」「
必
ず
国
威
を
恢
弘
―
内
閣
告

諭
」
―
『
朝
日
新
聞
』

「
荊
棘
（
け
い
き
ょ
く
）
の
道
に
敢
然

皇
国
興
隆
へ
新
出
発
」

―
『
毎
日
新
聞
』
本
紙

八
月
一
六
日
「
玉
音
を
拝
し
て
感
泣
嗚
咽
」「
鈴
木
内
閣
総
辞
職
」「
阿
南
陸
相

自
刃
す一

死
を
も
っ
て
大
罪
を
謝
し
奉
る
」
―
『
朝
日
新
聞
』

各
紙
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
英
訳
す
れ
ば
、「
国
体
を
護
持
」
で
あ
る
か
ら
、

国
家
体
制
―
つ
ま
り
天
皇
制
は
護
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
努
力
し

て
、
必
ず
国
の
威
信
を
広
め
る
の
だ
。
多
難
で
は
あ
る
が
、
敢
然
と
天
皇
を
頂

点
と
す
る
国
家
を
再
建
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
国
威
恢
弘
」
は
内
閣
告

諭
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
米
紙
が
「
ジ
ャ
ッ
プ
は
復
讐
の
機
会
を
狙
っ
て
い

る
」
と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
。

「
体
制
に
支
配
さ
れ
た
新
聞
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
、
日
本
国
民
は
ま
だ
完
全

に
敗
北
し
た
の
で
は
な
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
占
領
軍
に
頭
を
押
さ
え
ら
れ
な
け

れ
ば
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
国
家
体
制
は
何
を
い
う
か
わ
か
ら
な
い
」

と
し
た
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
共
通
〉

抜
粋カ

イ
ロ
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
の
三
国
は
、
日
本
が

無
条
件
降
伏
す
る
ま
で
は
追
撃
の
手
を
緩
め
な
い
こ
と
、
日
本
固
有
の
諸
島

以
外
の
領
土
を
全
て
剥
奪
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

こ
れ
に
従
い
、
わ
が
軍
の
仕
事
は
、
日
本
の
陸
海
空
軍
の
組
織
を
壊
滅
せ

し
め
、
敵
の
諸
都
市
を
長
期
に
わ
た
り
占
領
し
、
敗
北
と
い
う
現
実
を
つ
き

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
戦
後
の
日
本
と
い
っ
て
も
二

つ
の
段
階
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、
降
伏
の
日
か
ら
講
和
条
約
の
正
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式
調
印
ま
で
で
あ
る
。
第
二
は
、
講
和
以
降
の
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
状
況

は
現
在
知
る
由
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
記
述
は
、
終
戦
直
後

に
わ
が
軍
が
直
面
し
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
の
み
に
つ
い
て
示
唆
す
る
こ

と
と
す
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
い
う
日
本
の
戦
後
と
は
、
講
和
条
約
調
印
ま
で
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
講
和
以
降
に
つ
い
て
は
、
関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、

「
日
本
の
戦
後
」
を
ミ
ズ
ー
リ
号
の
調
印
か
ら
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
講
和

条
約
締
結
ま
で
を
占
領
軍
に
よ
る
統
治
の
期
間
と
限
っ
て
い
る
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
共
通
〉

「
中
国
と
の
協
力
」

戦
勝
の
結
果
は
、
日
本
の
武
装
解
除
で
あ
り
、
軍
の
精
鋭
を
も
っ
て
す
れ

ば
足
り
る
。
が
、
そ
れ
か
ら
先
は
、
た
と
え
終
戦
直
後
で
あ
ろ
う
と
も
、
高

度
の
政
治
判
断
と
ア
メ
リ
カ
世
論
の
理
解
と
同
意
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
み
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
力
と
は
、
す
な
わ
ち
、
中
国

と
の
協
力
関
係
を
そ
の
基
本
と
す
る
。
終
戦
と
同
時
に
極
東
地
域
に
は
、
植

民
地
問
題
、
失
わ
れ
た
市
場
、
破
壊
さ
れ
た
経
済
構
造
、
病
気
、
食
糧
、
交

通
な
ど
厄
介
な
問
題
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
他

の
戦
友
諸
国
と
も
協
力
す
べ
き
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
な
か
で
も
中
国
と
の

協
力
が
と
り
わ
け
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
中
国
は
ア
ジ
ア
の
平
和
を

維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
強
国
と
な
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
中
国
支
援
が
、
中

国
の
経
済
発
展
や
生
活
水
準
の
向
上
に
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
日
本
の
文

化
は
文
字
を
は
じ
め
と
し
て
中
国
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
日
本
と
い
っ

て
も
、そ
の
昔
は
西
欧
か
ら
は
遠
い
存
在
で
あ
り
、戦
争
で
西
欧
と
向
き
合
っ

た
に
過
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
成
否
如
何
は
、
そ
の
対
中
国
政

策
の
成
否
如
何
に
掛
か
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
は
、
戦
後
の
運
営
は
日
本
人
自
身
の
手

で
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
主
張
が
あ
る
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
〉

「
家
の
掃
除
は
自
分
で
や
れ
」

日
本
に
も
あ
る
程
度
の
望
み
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
世
界
の
諸

国
は
日
本
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
。
正
義
を
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
日
本
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
か
ら
全
産

業
を
一
掃
し
ろ
な
ど
と
い
う
声
に
耳
を
貸
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
代
わ

り
、
日
本
も
我
が
家
の
掃
除
ぐ
ら
い
自
分
で
や
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
で
始

末
す
る
こ
と
だ
。

戦
後
処
理
の
立
案
者
た
ち
の
一
部
に
は
、
そ
れ
を
代
行
す
べ
し
と
す
る
考

え
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
泥
沼
に
は
ま
る
こ
と
に
な

る
。
国
家
体
制
の
確
立
か
ら
始
ま
り
、
政
治
・
経
済
諸
制
度
の
刷
新
、
皇
位

継
承
問
題
、
企
業
の
統
制
、
治
安
の
維
持
、
司
法
の
確
立
、
右
翼
解
体
、
食

糧
の
確
保
、
鉄
道
、
教
育
改
革
な
ど
、
す
べ
て
を
我
々
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
運
営
は
我
が
方
の
手
で
な
ど
と
い
う
こ
と

は
願
い
下
げ
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
は
、
い
た
ず
ら
に
ス
ト
ラ
イ
キ
、

非
協
力
、
集
団
的
不
服
従
、
暗
殺
を
招
く
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、

外
国
支
配
下
に
お
か
れ
た
民
衆
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
多
く
が
、
暴
動
、
陰

謀
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
も
っ
て
、
そ
の
支
配
に
抵
抗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。国

際
連
合
の
職
員
が
、
教
育
改
革
、
産
業
再
編
、
農
地
改
革
、
小
作
制
度

の
廃
止
、
財
閥
解
体
な
ど
の
改
革
案
を
示
唆
す
る
の
も
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
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い
が
、
こ
れ
を
強
制
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
、
そ
の
実
施
に
お
い
て

自
ら
手
を
下
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
日
本
中
が
不
平

不
満
の
渦
と
な
ろ
う
。

「W
U
W
E
I
W
U
P
U
W
E
I

」
（
為
無
為
則
無
不
治
）

「
何
も
か
も
得
よ
う
と
す
る
と
、
何
も
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う

中
国
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

一
つ
だ
け
は
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
改
造

は
、
日
本
人
の
手
で
と
い
う
も
の
の
、
そ
れ
に
は
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ

る
。
占
領
初
期
の
目
的
が
、
軍
の
解
体
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
占
領
を
継

続
す
る
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
当
然
、
軍
の
再
装
備
の
防
止
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

国
際
連
合
が
直
ち
に
な
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
の
重
工
業
が
兵
器
生
産
に

手
を
染
め
た
り
し
な
い
よ
う
強
力
な
方
策
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

国
際
連
合
は
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
日
本
の
改
造
に
期
待
を
持
ち
、
じ
っ

と
時
を
待
つ
心
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
時
が
来
れ
ば
、
こ
れ
と
和
平

の
条
約
を
結
べ
ば
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
は
責
任
あ
る
国
家
と
し
て

の
姿
を
整
え
る
の
で
あ
る
。

万
が
一
に
で
も
、
わ
が
軍
の
日
本
占
領
が
政
治
問
題
と
し
て
論
議
を
呼
ぶ

こ
と
に
な
り
、
市
民
の
間
か
ら
、
兵
を
家
族
に
返
せ
な
ど
と
い
う
声
が
あ
が

る
よ
う
で
は
、
ア
ジ
ア
政
策
は
失
敗
し
た
こ
と
と
な
る
。

筆
者
は
「
戦
後
の
対
日
処
理
」
の
章
は
、
ヘ
リ
モ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー
（H

erry-

m
on

M
aurer

一
九
一
四
―
一
九
九
八
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
推
測
し
て
い

る
。「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
・
ウ
イ
ー
ル
」
に
は
、「
マ
ウ
ラ
ー
は
四
川
省
成
都
の
大

学
に
い
て
、
老
子
に
関
す
る
評
伝
を
書
き
、
日
本
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
。

一
九
四
二
年
に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
の
編
集
に
加
わ
り
、
最
重
要
の
記
事
の
三
つ

を
書
く
か
た
わ
ら
、
記
事
全
て
の
構
成
に
つ
い
て
共
同
編
集
者
の
役
割
を
果
た

し
た
」
と
あ
る
。「W

U
W

E
I

W
U

PU
W

E
I

」
な
ど
と
い
う
持
っ
て
回
っ
た

見
出
し
は
、
彼
を
お
い
て
他
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
出
典
は
「
為
無
為
則

無
不
治
」
の
中
国
読
み
で
あ
り
、
老
子
「
道
徳
経
」
の
第
三
章
に
「
無
為
を
為

せ
ば
、
則
ち
治
ま
ら
ざ
る
こ
と
無
し
」（
小
川
環
樹
訳
）
と
あ
る
。
統
治
の
方

法
に
つ
い
て
い
う
も
の
で
、
人
民
に
対
し
、
干
渉
し
規
制
す
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
避
け
る
方
法
を
と
る
こ
と
。
不
干
渉
主
義
の
政
治
が
人
民
に
と
っ
て
最
も

よ
い
政
治
だ
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号

の
編
集
に
加
わ
っ
た
時
、
マ
ウ
ラ
ー
は
弱
冠
二
八
歳
で
あ
る
。
編
集
者
の
序
に

「
マ
ウ
ラ
ー
の
こ
の
出
版
に
関
す
る
貢
献
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
」と

あ
る
が
、
中
国
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
作
家
志
望
の
若
者
に
と
っ
て
、「
戦

後
の
対
日
処
理
」
や
「
天
皇
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
重
過
ぎ
る
。
客
員
編
集
員
と

し
て
参
加
し
て
い
た
ク
ロ
ー
ド
・
バ
ス
（C

laude
A

.B
uss

）
に
与
る
も
の
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
バ
ス
は
日
本
が
マ
ニ
ラ
に
侵
攻
し
た
時
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
け
る
高
等
弁
務
官
の
一
人
で
あ
っ
た
。マ
ニ
ラ
で
拘
留
さ
れ
た
後
、

東
京
の
拘
置
所
に
送
ら
れ
、そ
こ
で
彼
は
日
本
の
新
聞
を
注
意
深
く
読
み
込
み
、

そ
の
底
に
潜
ん
で
い
る
も
の
を
鋭
く
嗅
ぎ
つ
け
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
後
、
捕

虜
交
換
船
で
帰
米
し
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
国
際
関
係
論
を
講
じ
て
い

た
極
東
通
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、「
戦
後
の
対
日
処
理
」
に
つ
い
て
は
、
社
主
で
あ
り
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
の
編
集
責
任
者
で
も
あ
っ
た
ル
ー
ス
の
主
張
が
色
濃
く
出
て
い
る
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ス
は
彼
の
主
張
に
沿
う
記
者
を
集
め
た
の
で
あ
る
か

ら
。
た
と
え
ば
、
中
国
と
の
協
力
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
共
通
〉
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ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
力
と
は
中
国
と
の
協
力
関
係
を
基
軸
と
す
る
。
ア
メ

リ
カ
が
協
力
す
れ
ば
、
中
国
は
ア
ジ
ア
の
大
国
と
な
ろ
う
。
そ
れ
が
、
中
国

の
経
済
発
展
や
生
活
水
準
の
向
上
に
必
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策

の
成
否
は
、
そ
の
対
中
国
政
策
の
成
否
に
掛
か
っ
て
い
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
占
領
後
の
日
本
に
関
す
る
政
策
提
案
は
、
要
約
す

れ
ば

一
、
無
条
件
降
伏
と
は
我
々
の
い
う
無
条
件
降
伏
で
あ
る
。
降
伏
の
申
し
入

れ
が
天
皇
か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
、
天
皇
を
承
認
し
た
こ
と
に
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

二
、
東
京
に
占
領
軍
を
進
駐
さ
せ
る
こ
と
で
、
敗
北
の
現
実
を
、
日
本
人
に

突
き
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
政
策
は
中
国
を
基
軸
に
す
べ
き
だ
。

四
、
日
本
の
改
造
は
、
日
本
人
の
手
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
再
軍
備
は

武
器
製
造
を
含
め
、
あ
く
ま
で
阻
止
す
る
。

五
、
天
皇
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
え
、
そ
の
制
度
の
存
廃

は
日
本
人
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
は
、
連
合
国
側
が
出
し
た
条
件
を
日
本
が
無
条
件

に
受
諾
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
に
対
し
て
連
合
国
と
の
交
渉
の
余
地
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
。

七
、
こ
れ
ら
政
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定

し
て
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

と
な
ろ
う
。

こ
れ
を
読
む
と
、
戦
後
日
本
の
占
領
政
策
の
シ
ナ
リ
オ
を
読
ん
で
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
来
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
「
家
の
掃
除
は
自
分
で
や
れ
」
と
主
張
し
た
。
つ
ま

り
、
政
体
や
社
会
構
造
、
文
化
に
つ
い
て
、
日
本
人
自
ら
の
手
で
再
建
さ
せ
ろ

と
い
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
勝
国
に
よ
る
敗
戦
国
支
配
の
鉄
則
で
あ

り
、「
政
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
目
覚
め
た
日
本
人
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
俟

つ
」
の
が
良
策
だ
と
し
て
い
る
。

敗
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
革
命
、
暴
動
、
陰
謀
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て

は
、
そ
の
可
能
性
を
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
は
、
ひ
と
ま
ず
日

本
人
に
下
駄
を
預
け
る
の
が
得
策
だ
と
し
て
い
る
。

〈『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
四
年
四
月
、『
縮
刷
版
』
四
四
年
一
二
月
共
通
〉

そ
の
際
、
大
事
な
こ
と
は
、
日
本
人
の
間
に
も
、
我
々
と
し
て
、
理
解
で

き
、
信
頼
で
き
る
精
神
の
土
壌
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
覚
え
て
お
く

べ
き
で
あ
り
、
日
本
人
は
新
奇
を
愛
し
、
変
化
を
好
む
心
情
を
、
仏
教
、
儒

教
か
ら
西
欧
の
文
物
に
い
た
る
ま
で
摂
取
し
て
自
分
の
も
の
と
し
た
の
だ
か

ら
、日
本
人
の
思
考
は
柔
軟
で
あ
り
、明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
揮
す
れ
ば
、
政
治
・
経
済
の
戦
後
に
お
け
る
一
大
転
換
も
可
能
だ
。
国

際
連
合
は
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
日
本
の
真
の
改
造
に
ど
こ
ま
で
も
期
待
を

繋
い
で
待
ち
、
そ
の
時
が
来
れ
ば
、
講
和
を
結
べ
ば
よ
い
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
は
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
も
の
と

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
筋
書
き
を
狂
わ
せ
た
最
大
の
要
因
は
ア
ジ
ア
に

お
け
る
共
産
勢
力
の
浸
透
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
毛
沢
東
率
い
る
共
産
党
の

勝
利
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
が
日
本
の
立
場
を
一
変
さ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
共
産

主
義
の
防
波
堤
と
し
て
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
基
地
と
し
て
の
日
本
を
必

要
と
し
た
。
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戦
後
の
対
日
処
理
を
こ
こ
ま
で
整
理
し
た
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号

が
出
版
さ
れ
た
時
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

昭
和
十
九
年
で
あ
る
。
東
条
首
相
兼
陸
相
は
、
さ
ら
に
参
謀
総
長
を
兼
任

し
、
嶋
田
海
相
が
軍
令
部
総
長
を
兼
任
し
て
指
揮
系
統
を
一
元
化
し
て
い
る
。

本
土
決
戦
に
備
え
、
非
常
措
置
要
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
学
徒
動
員
の
徹
底
、

国
民
勤
労
体
制
の
刷
新
、
防
空
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
皆
、
戦
争
は
未
だ

こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
思
い
、敗
戦
を
予
測
す
る
も
の
な
ど
誰
も
い
な
か
っ
た（
あ

る
い
は
予
測
し
て
も
言
え
な
か
っ
た
）
の
で
あ
る
。

戦
後
の
占
領
統
治

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
占
領
統
治
は
、
基
本
的
に
日
本
の
行
政
機
関
を
通
し

て
な
さ
れ
た
。
そ
の
統
治
の
要
諦
は
「
日
本
国
民
は
、
自
国
の
行
政
な
ら
び
に

再
建
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

政
府
の
方
針
で
も
あ
り
、
司
令
部
は
そ
の
方
針
に
従
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

方
式
は
同
じ
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に
対
す
る
占
領
政
策
と
は
全
く
異

な
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
占
領
軍
に
よ
る
直
接
統
治
が
行
わ

れ
た
。
ド
イ
ツ
と
日
本
双
方
の
占
領
政
策
に
関
わ
っ
た
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
占
領
統
治
の
難
し
さ
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
容
易
さ
に
驚
い
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
筋
の
中
に
も
、
日
本
統
治
に
関
し
て
最
初
は
そ
の
成
否

を
危
ぶ
む
声
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
接
統
治
は
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
も
驚
く
日
本
人
の
従
順
さ
だ
っ

た
。「
堪
え
難
き
を
耐
え
」
の
詔
勅
は
国
民
に
浸
透
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
平

伏
す
姿
を
見
て
日
本
人
へ
の
憎
し
み
も
消
え
た
。
簡
単
に
「
一
億
総
懺
悔
」
が

出
来
る
国
民
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ら
民
主
主
義
へ
ス
ル
リ
と
何
の
反
省
も

せ
ず
に
乗
り
換
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
復
讐
を
恐
れ
て
い
た
ア
メ

リ
カ
も
、
こ
の
従
順
き
わ
ま
り
な
い
被
占
領
国
を
み
て
満
足
し
た
。

戦
後
、
シ
ラ
ミ
た
か
り
の
少
年
だ
っ
た
筆
者
も
、
Ｍ
Ｐ
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
頭
か
ら

浴
び
せ
ら
れ
、
小
学
校
で
配
ら
れ
た
脱
脂
粉
乳
と
い
う
白
い
乳
液
で
餓
え
を
凌

ぎ
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
投
げ
て
呉
れ
る
進
駐
軍
兵
士
を
新
し
い
神
だ
と
思
っ

て
い
た
。

自
己
責
任

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
が
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
の
影

響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
第
四
章
で
触
れ
た
が
、
こ
の
『
菊
と
刀
』
は
「
降
伏
後

の
日
本
人
」
と
い
う
章
で
終
わ
っ
て
い
る
。
彼
女
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
日
本
統

治
を
本
国
で
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
日
本
に
行
か
ぬ
ま
ま
こ
れ
を
纏
め
上
げ
た
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
「
日
本
以
外
の
国
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
信
義
に

も
と
づ
く
政
策
は
、
こ
れ
ほ
ど
成
功
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
し
て
、
そ
の
成

功
の
理
由
を
「
日
本
の
特
異
な
文
化
の
中
に
存
在
し
た
」
と
み
る
。「
敗
戦
と

い
う
冷
厳
な
事
実
か
ら
、
屈
辱
の
表
象
を
取
り
除
き
、
日
本
に
新
し
い
国
策
の

実
施
を
促
し
、
彼
ら
が
そ
の
新
し
い
政
策
を
受
け
容
れ
る
こ
と
の
で
き
た
理
由

は
、
特
異
な
文
化
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
日
本
人
の
特
異
な
性
格
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
日
本
人
の
「
自
己
責
任
」
を
挙
げ
、「
刀
を
帯
び
る

人
間
に
は
、
刀
の
煌
々
た
る
輝
き
を
保
つ
責
任
が
あ
る
よ
う
に
、
人
は
お
の
お

の
の
自
己
の
行
為
の
結
果
に
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
己
責
任
は
、

日
本
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
は
る
か
に
徹
底
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
さ
ら
に
一
九
四
五
年
一
〇
月
の
弊
原
首

相
の
就
任
演
説
を
引
用
し
て
い
る
。

新
日
本
の
政
府
は
、
国
民
の
総
意
を
尊
重
す
る
民
主
主
義
的
な
形
態
を
取

る
。
―
中
略
―
わ
が
国
に
お
い
て
は
古
来
、
天
皇
は
国
民
の
意
志
を
そ
の
御

心
と
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
明
治
天
皇
の
憲
法
の
御
精
神
で
あ
っ
て
、
私
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が
こ
こ
に
言
う
と
こ
ろ
の
民
主
政
治
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
精
神
の
顕
現
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

弊
原
首
相
の
就
任
演
説

ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』

弊
原
の
演
説
の
中
に
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
、
心
配
し
て
い
た
「
欽
定

民
主
主
義
」
と
い
う
「
お
化
け
」
が
登
場
し
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
説
明
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
は
ま
っ
た
く
ナ
ン

セ
ン
ス
に
み
え
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
が
西
欧
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
上
に
立

つ
よ
り
は
、
こ
の
よ
う
な
過
去
と
の
同
一
視
の
上
に
立
つ
ほ
う
が
、
民
主
主
義

の
具
現
を
容
易
な
も
の
に
し
た
と
し
て
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
そ
れ
を
評
価
し
て

い
る
。

彼
女
は
こ
の
ス
ピ
ー
チ
こ
そ
が
日
本
人
の
真
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
を
容
易
に
す
る
考
え
方
な
の
だ
と
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
彼
女
は
日
本
が
平
和
国
家
と
し
て
立
ち
直
る
に
あ
た
り
、
利
用
で

き
る
日
本
の
強
み
は
、
あ
る
行
動
方
針
に
つ
い
て
、「
あ
れ
は
失
敗
し
た
」
と

す
る
と
、
す
ぐ
、
別
の
方
向
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
で
あ

る
と
い
う
。

降
伏
し
た
時
、
日
本
人
は
「
敗
北
と
と
も
に
正
義
は
失
わ
れ
た
」
と
い
う
。

そ
し
て
、
日
本
人
の
自
尊
心
は
、
次
の
機
会
に
こ
の
「
正
義
」
に
勝
利
を
得
さ

し
め
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
西
欧
人
に
は
主
義
の
変
更
と
し

か
思
え
な
い
こ
と
が
、
日
本
人
の
処
世
術
の
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
な
の

で
あ
る
。

日
本
人
は
天
皇
の
詔
勅
に
よ
り
、
敗
戦
を
受
け
入
れ
、
進
駐
軍
を
歓
迎
し

た
。
敗
戦
は
彼
ら
の
失
敗
を
意
味
し
た
。
で
、
彼
ら
は
進
ん
で
戦
争
を
放
棄
す

る
憲
法
の
立
案
に
取
り
掛
か
り
、
日
本
の
新
聞
は
、「
世
界
の
国
々
に
伍
し
て
、

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
が
国
民
の
義
務
と
い
う
。

彼
女
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
日
本
人
と
は
、「
人
が
他
人
に
辱
め
を
与
え
る
の
は
、

誹
謗
、
嘲
笑
、
侮
蔑
、
軽
蔑
、
不
名
誉
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

あ
り
、
辱
め
を
受
け
た
と
思
い
込
ん
だ
時
に
は
、
復
讐
が
徳
と
な
る
」
の
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
が
効
果
を
あ
げ
る
か
否
か
は
、
こ
れ
を
慎
重
に
扱
う
か

ど
う
か
だ
と
し
て
い
る
。
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第
十
章

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
見
る
戦
争

〜『
ラ
イ
フ
』の
創
刊
と
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
式
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

第
二
次
世
界
大
戦
に
テ
レ
ビ
は
間
に
合
っ
て
い
な
い
。
映
像
と
音
声
で
戦
争

を
伝
え
た
の
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が
最
前
線
に
ラ
ボ
を
造
り
、
送
り
続
け
た
ム
ー

ビ
ー
と
、
音
声
で
は
、
名
ア
ン
カ
ー
マ
ン
と
い
わ
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
ロ
ー

が
戦
場
か
ら
ナ
マ
で
中
継
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
ラ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
天

才
マ
ロ
ー
の
実
況
中
継
に
は
、
全
米
が
耳
を
傾
け
て
戦
っ
て
い
る
夫
や
息
子
、

恋
人
の
安
否
を
気
遣
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
チ
ル
映
像
に
関
し
て
は
写
真
週
刊
誌

『
ラ
イ
フ
』
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

『
ラ
イ
フ
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
、
最
初
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集

号
が
出
た
の
と
同
じ
、
一
九
三
六
年
の
秋
で
あ
る
。『
ラ
イ
フ
』
に
は
お
誂
え

向
き
な
被
写
体
が
す
ぐ
登
場
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で
あ
る
。
戦
争

は
写
真
週
刊
誌
に
と
っ
て
格
好
の
被
写
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
技
術
面
で
も
、

速
乾
性
イ
ン
ク
の
開
発
と
印
刷
技
術
の
進
歩
が
、
写
真
週
刊
誌
の
発
行
を
可
能

と
し
た
。『
ラ
イ
フ
』
は
創
刊
号
か
ら
売
れ
に
売
れ
、
タ
イ
ム
社
を
支
え
る
ド

ル
箱
と
な
っ
た
。

一
方
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
あ
る
が
、
今
、
六
〇
年
前
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
を
手
に
し
て
み
る
と
、
そ
の
ず
し
り
と
重
い
雑
誌
の
感
触
に
驚
か
さ
れ

る
。
ペ
ー
ジ
を
繰
る
う
ち
に
、
写
真
や
記
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
広
告
に
引

き
込
ま
れ
る
。
広
告
は
記
事
よ
り
遥
か
に
量
が
多
く
、
直
截
に
時
勢
を
反
映
し

て
い
る
。
今
で
こ
そ
上
質
の
紙
に
印
刷
さ
れ
た
グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
は
珍
し
く
な
い

が
、
一
九
三
〇
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
や
『
ラ
イ
フ
』
は
雑

誌
の
革
命
児
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
は
、
そ
れ
に
『
タ
イ
ム
』
を
加
え
て
、
自
ら
持
て
る

雑
誌
の
全
て
に
星
条
旗
を
立
て
て
、
日
本
と
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
章
は
こ
れ
ま
で
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
誌
面
の
分
析
と
は
、
い
さ
さ

か
角
度
を
異
に
し
、「
グ
ラ
ッ
フ
ィ
ク
ス
」
と
し
て
雑
誌
を
見
て
い
る
。『
タ
イ

ム
』
や
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
写
真
週
刊
誌
『
ラ
イ
フ
』

の
果
た
し
た
役
割
と
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
お
け
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
に

つ
い
て
、
記
事
と
広
告
の
両
面
か
ら
分
析
し
た
。

太平洋戦争で連行される日本兵。
『フォーチュン』１９４４年４月号から

『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
と
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
や
『
タ
イ
ム
』
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
掲
載
が
増
え
て

く
る
と
、『
タ
イ
ム
』
の
編
集
次
長
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
ウ
ェ
ル
（D

anielL
ong-

w
ell

）
は
、
写
真
を
主
体
に
し
た
ニ
ュ
ー
ス
誌
の
発
行
が
出
来
な
い
か
と
考
え

始
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
写
真
印
刷
の
技
術
面
で
の
ネ
ッ
ク
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

一
九
三
五
年
一
二
月
、
ル
ー
ス
は
シ
カ
ゴ
の
印
刷
会
社
ド
ネ
リ
ー
社
（R

.R
.
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D
onnelley

&
Sons

）
に
「
一
〇
セ
ン
ト
以
下
で
駅
売
り
の
で
き
る
品
質
の
良

い
写
真
雑
誌
の
印
刷
方
法
を
提
案
し
て
く
れ
」
と
注
文
し
て
い
る
。
彼
も
写
真

の
品
質
こ
そ
が
、
雑
誌
の
売
行
き
の
決
め
手
と
な
る
と
考
え
て
い
た
。
ド
ネ

リ
ー
社
は
コ
ー
ト
紙
に
高
速
輪
転
に
よ
る
速
乾
性
イ
ン
キ
で
印
刷
す
る
技
法
の

開
発
に
成
功
し
て
、
ル
ー
ス
に
提
示
し
た
。
印
刷
技
術
の
裏
付
け
を
得
て
、
タ

イ
ム
社
は
写
真
週
刊
誌
『
ラ
イ
フ
』
の
発
行
準
備
に
入
っ
た
。

一
九
三
六
年
、
キ
ュ
ー
バ
で
の
ハ
ネ
ム
ー
ン
休
暇
を
終
え
た
ル
ー
ス
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
る
と
『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
を
決
意
す
る
。
ウ
イ
ー
ク
リ
ー

の
雑
誌
が
写
真
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
と
な
る
と
、
金
が
掛
か
る
。
写
真
週
刊
誌

の
創
刊
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
発
行
部
数
五
十
万
部
で
、
常
に
三
百
万
ド
ル
の
金
が
廻
る
計
算
で
あ
り
、

一
部
一
〇
セ
ン
ト
で
五
〇
万
部
を
売
上
げ
て
、
利
益
は
ゼ
ロ
と
い
う
厳
し
い
カ

ウ
ン
ト
で
あ
る
。
ル
ー
ス
は
あ
り
っ
た
け
の
金
を
『
ラ
イ
フ
』
の
創
刊
に
注
ぎ

込
ん
だ
。

一
九
三
六
年
一
一
月
、
写
真
週
刊
誌
『
ラ
イ
フ
』
が
創
刊
さ
れ
、
一
〇
セ
ン

ト
で
売
り
出
さ
れ
た
。
一
一
月
一
九
日
の
朝
、（
一
一
月
二
三
日
付
の
）
創
刊

号
が
二
〇
万
部
発
売
さ
れ
た
が
、
数
時
間
で
売
り
切
れ
た
。
そ
の
時
、
タ
イ
ム

社
は
追
加
に
応
じ
る
だ
け
の
印
刷
準
備
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
結
局
、
創
刊
号

は
最
終
的
に
は
四
六
万
六
千
部
の
発
行
で
あ
っ
た
。
次
週
か
ら
初
刷
は
五
〇
万

部
を
超
え
た
。
雑
誌
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
数
字
で
あ
る
。

創
刊
号
に
ル
ー
ス
は
『
ラ
イ
フ
』
発
刊
の
趣
意
を
載
せ
て
い
る
。

人
の
暮
ら
し
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
を
見
る
。
世
界
を
見
る
。
偉
大
な
出
来
事
を

目
撃
す
る
。
貧
し
い
人
々
の
顔
を
、
誇
り
高
き
人
々
の
動
作
を
見
つ
め
る
。

見
な
れ
な
い
も
の
―
機
械
や
軍
隊
、
大
群
衆
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
月
の
表
面
の

影
を
見
る
。
人
間
が
成
し
遂
げ
た
業
績
を
見
る
。
何
千
マ
イ
ル
も
離
れ
た
も

の
を
見
る
、
壁
の
う
し
ろ
や
部
屋
に
隠
さ
れ
た
も
の
、
近
づ
く
と
危
険
な
も

の
を
見
る
。
男
た
ち
の
愛
す
る
女
、
そ
し
て
子
供
た
ち
を
見
る
。
見
る
こ
と

に
喜
び
を
見
出
す
。
見
て
驚
く
。
見
て
教
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
見
る
こ
と
、

見
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
や
人
類
の
意
志
で
あ
り
期
待
な
の
で
あ
る
。

ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
『
ラ
イ
フ
』
創
刊
号

創
刊
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
、
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

バ
ー
ク＝

ホ
ワ
イ
ト
（M

argaretB
ourke=

W
hite

一
九
〇
四
〜
一
九
七
一
）
の

写
真
で
あ
っ
た
。
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『ライフ』創刊号の表紙
マーガレット・バーク＝ホワイト撮影

モ
ン
タ
ナ
州
の
フ
ォ
ー
ト
ベ
ッ
ク
に
建
設
中
の
こ
の
ダ
ム
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
が
押
し
進
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
写

真
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
赤
地
に
白
抜
き
の
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
ロ
ゴ
が
美
し
い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
み
せ
る
。
ル
ー
ス
が
こ
の
独
身
の
若
い
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
と
の
契
約

に
出
し
た
条
件
は
、
年
俸
一
万
ド
ル
と
い
う
破
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。
表
紙
の

写
真
に
関
連
し
て
、
記
事
の
中
で
は
、
ダ
ム
工
事
現
場
で
働
く
労
働
者
の
過
酷

な
生
活
振
り
を
伝
え
る
組
写
真
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
組
写
真
に
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
書
い
た
の
が
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
で
あ
る
。
ル
ー
ス
は
こ
れ
を
「
フ
ォ

ト
・
エ
ッ
セ
イ
」
と
名
付
け
た
。
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
日
本
特
集
で
農
民
の
写
真

に
詩
文
を
付
け
た
あ
の
や
り
方
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
後
『
ラ
イ
フ
』
の
専
属

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
や
朝
鮮
動
乱
の
写
真
を
撮
り
続
け
、
女

性
報
道
写
真
家
と
し
て
草
分
け
的
な
存
在
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
三
一
階
に
陣
取
っ
た
『
ラ
イ
フ
』
の
編

集
部
は
日
の
出
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
発
行
部
数
は
順
調
に
伸
び
て
、
広
告
も
集

中
し
て
創
刊
三
年
後
に
は
黒
字
に
転
換
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
か
ら

『
ラ
イ
フ
』の
写
真
編
集
に
携
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
モ
リ
ス（John

G
odfrey

M
orris

）
は
、『
２０
世
紀
の
瞬
間
』（
光
文
社
一
九
九
九
年“G

et
T

he

Picture
:A

Personal
H

istory
of

Photojournalism
”

1998
R

andom
H

ouse
Inc.

）

で
、
当
時
の
『
ラ
イ
フ
』
の
編
集
部
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
モ
リ
ス
は
シ
カ

ゴ
大
学
を
卒
業
し
、
メ
ー
ル
配
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
叩
き
上
げ
だ
っ
た
。

メ
ー
ル
配
り
は
社
全
体
を
知
る
に
は
絶
好
の
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

『
ラ
イ
フ
』
の
生
き
証
人
と
も
い
え
る
モ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ス
は
写
真

を
弄
る
の
が
好
き
で
、
何
時
も
編
集
部
に
現
れ
て
は
写
真
の
編
集
を
す
る
の
で

ス
タ
ッ
フ
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
た
と
い
う
。
ル
ー
ス
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
ば
か
り
で
な
く
、『
ラ
イ
フ
』
の
編
集
部
に
も
出
入
り
し
て
は
迷
惑
が
ら

れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
彼
は
社
主
と
し
て
本
来
の
仕
事
も
し
て
い
る
。
一
九

四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
号
の
『
ラ
イ
フ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
特
集
号
で
あ

る
。
こ
れ
は
ル
ー
ス
が
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
を
予
測
し
て

「
軍
人
精
神
を
培
う
」
よ
う
に
指
示
を
受
け
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ル
ー
ス
は
『
ラ
イ
フ
』
が
創
刊
で
き
た
の
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
お
陰
だ
と
冗
談

を
云
っ
て
い
た
。
何
故
な
ら
ヒ
ト
ラ
ー
を
逃
れ
て
有
能
な
ユ
ダ
ヤ
系
カ
メ
ラ
マ

ン
は
皆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
逃
れ
て
き
た
か
ら
だ
っ
た
。『
ラ
イ
フ
』
は
彼
ら
が

上
陸
し
て
来
る
の
を
待
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

名
カ
メ
ラ
マ
ン
達

幾
多
の
名
カ
メ
ラ
マ
ン
が
『
ラ
イ
フ
』
の
誌
面
を
飾
っ
た
。
暗
黒
街
の
ギ
ャ

ン
グ
の
撮
影
で
名
を
上
げ
た
黒
人
の
契
約
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ゴ
ー
ド
ン
・
パ
ー
ク

ス
（G

ordon
Parks

）、
砂
漠
の
ロ
ン
メ
ル
将
軍
と
戦
う
イ
ギ
リ
ス
第
八
陸
軍
の

撮
影
に
成
功
し
、
四
回
も
『
ラ
イ
フ
』
の
表
紙
を
飾
っ
た
ボ
ブ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
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（B
ob

L
andry

）、
日
本
か
ら
は
名
取
洋
之
助
が
契
約
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
り
、
名

取
の
撮
影
し
た
「
日
本
の
兵
士
」
は
一
九
三
七
年
一
二
月
六
日
号
の
『
ラ
イ
フ
』

の
表
紙
を
飾
っ
た
。

『
ラ
イ
フ
』
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
必
要
な
こ
と
は
良
い
写
真
を
も
の
に
す
る
力

の
み
で
あ
り
、
国
籍
も
人
種
も
関
係
な
か
っ
た
。
実
力
だ
け
が
も
の
を
い
う
世

界
で
あ
っ
た
。

『
ラ
イ
フ
』
の
一
九
三
七
年
八
月
二
八
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
Ｈ
・
Ｓ
・
ウ
ォ

ン
撮
影
の
「
泣
き
叫
ぶ
孤
児
」
の
写
真
は
、
全
米
に
衝
撃
を
与
え
、
反
日
感
情

に
火
を
着
け
た
。

創
刊
時
の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
は
ホ
ワ
イ
ト
ほ
か
三
人
で
、
そ
の
後
カ
ー
ル
・

マ
イ
ダ
ン
ス
が
加
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
タ
イ
ム
社
の
専
属
で
あ
り
、
写
真
は

『
ラ
イ
フ
』
だ
け
で
な
く
、『
タ
イ
ム
』
や
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
誌
面
に
も
掲

載
さ
れ
た
。

『ライフ』１９３７年８月２８日号から
H. S. ウォン撮影
日本軍の上海南駅の爆撃で「泣き叫ぶ孤児」

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
（R

obert
C

apa

一
九
一
三
〜
一
九
五
四
）
の
ス
ペ
イ

ン
内
乱
の
写
真
。
死
ぬ
瞬
間
の
兵
士
を
塹
壕
の
中
で
撮
っ
た
「
崩
れ
落
ち
る
兵

士
」
は
、
発
刊
か
ら
一
年
後
の
「
内
戦
は
五
〇
万
人
の
命
を
奪
っ
た
」
と
い
う

特
集
の
口
絵
と
し
て
、
一
九
三
七
年
七
月
一
二
日
号
の
『
ラ
イ
フ
』
に
掲
載
さ

れ
た
（
こ
の
写
真
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
フ
週
刊
誌

『
ヴ
ェ
』
一
九
三
六
年
九
月
二
三
日
号
で
あ
る
）。
こ
の
キ
ャ
パ
の
写
真
は
、
ス

ペ
イ
ン
内
乱
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
人
民
戦
線
に
同
情
的
に
す
る
役
割

１９４０年１０月２８日号『ライフ』表紙
米海軍特集号

１９３７年１２月６日号『ライフ』表紙
日本の兵士 名取洋之助 撮影
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を
果
た
し
た
。

一
九
四
二
年
二
月
一
七
号
の
『
ラ
イ
フ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
を
砲
撃
し
た
日
本
の
潜
水
艦
の
砲
弾
の
破
片
を
掲

載
し
て
い
る
。
撮
影
は
エ
リ
ソ
フ
ォ
ン
（E

liot
E

lisofon

）
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
本
土
が
敵
の
砲
火
を
浴
び
た
の
は
、
建
国
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
四
四
年
六
月
、『
ラ
イ
フ
』
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ャ
パ
の
「
オ
マ
ハ
・
ビ
ー

チ
」
は
、
上
陸
用
舟
艇
か
ら
飛
び
下
り
、
降
り
注
ぐ
銃
弾
を
掻
い
潜
り
、
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
兵
士
を
撮
影
し
た
キ
ャ
パ
の
代
表
作
で
あ

る
。
こ
の
写
真
に
は
い
わ
く
が
あ
る
。
キ
ャ
パ
は
自
著『
ち
ょ
っ
と
ピ
ン
ぼ
け
』

で
触
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
ラ
イ
フ
』
の
現
像
ラ
ボ
が
、
写
真
の
出
来

に
興
奮
す
る
あ
ま
り
、
ネ
ガ
を
乾
燥
さ
せ
る
際
、
間
違
っ
て
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン（
乳

剤
）
を
溶
か
す
ミ
ス
を
犯
し
、
百
枚
以
上
を
駄
目
に
し
て
、
残
っ
た
八
枚
も
手

ブ
レ
の
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
粒
子
の
粗
い
写
真
は
、
早

朝
の
薄
明
の
中
、
上
陸
す
る
兵
士
と
同
じ
水
中
に
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
目
線
を

表
現
し
た
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
映
像
と
な
っ
た
。

キ
ャ
パ
は
一
九
五
四
年
の
春
、『
ラ
イ
フ
』
の
依
頼
で
、
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン

フ
ー
の
撮
影
を
す
る
た
め
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
取
材
中
に
地
雷
に
触
れ
て
還
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
。
ま
だ
、
四
〇
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。

ス
キ
ャ
ナ
ー
技
術
の
進
歩

第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
す
る
と
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
国
防
総
省
）
は
、
そ
の
記

録
を
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
で
残
す
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。
現
在
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
に
残
る
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
は
膨
大
な
量
で

あ
る
。
タ
イ
ム
社
は
戦
時
中
か
ら
フ
ィ
ル
ム
の
カ
ラ
ー
化
を
予
測
し
て
い
た
。

将
来
、
一
般
消
費
者
が
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
を
日
常
的
に
使
う
よ
う
に
な
り
、

ニ
ュ
ー
ス
雑
誌
の
写
真
に
も
カ
ラ
ー
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
。

一
九
四
〇
年
、
タ
イ
ム
社
の
経
理
担
当
役
員
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ル

マ
ン
（C

harles
L

.Stillm
an

）は
三
百
万
ド
ル
を
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
、
ス
キ
ャ

ナ
ー
技
術
研
究
の
た
め
、
ス
プ
リ
ン
グ
デ
ー
ル
研
究
所
を
創
設
す
る
。
一
九
四

一
年
、
ロ
イ
・
Ｅ
・
コ
ー
ル
マ
ン
（R

oy
E

.C
olem

an

）
か
ら
パ
テ
ン
ト
を
買

い
、
本
人
を
研
究
所
に
雇
い
入
れ
、
す
で
に
六
〇
年
前
か
ら
大
豆
油
イ
ン
ク
の

研
究
を
始
め
て
い
た
。

ス
キ
ャ
ナ
ー
の
開
発
で
一
番
重
要
な
も
の
が
Ｕ
Ｃ
Ｒ
（U

niversal
C

hip
R

e-

cetter

ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
使
っ
て
少
量
の
イ
ン
ク
で
色
表
現
を
可
能
と
す
る

技
術
）
で
あ
る
。
写
真
週
刊
誌
の
発
行
に
は
カ
ラ
ー
写
真
を
コ
ー
ト
紙
に
高
速

印
刷
す
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
。
全
体
の
イ
ン
ク
量
を
少
な
く
し
て
、
同
じ
色

を
表
現
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｒ
が
こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
ラ
イ
フ
』
誌
発

行
の
裏
に
、
こ
う
し
た
地
道
な
技
術
開
発
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
式
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

ル
ー
ス
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
多
用
し
た
。「
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
式
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
手
法
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

ル
で
分
か
り
や
す
い
表
現
と
は
何
か
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

今
で
は
雑
誌
の
常
套
手
段
で
あ
る
が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
効
果
的
に
取
り
込

ん
だ
の
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
日
本
特
集
号
で
も

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
写
真
が
手
に
入
ら
な
い

時
は
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
。
一
九
四
四
年
四
月
の
日
本
特
集
号
で
三
人
の
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
加
わ
っ
た
の
は
、
取
材
で
き
な
い
状
況
を
ス
ケ
ッ
チ
や

イ
ラ
ス
ト
で
表
わ
し
た
い
と
い
う
編
集
者
の
意
図
が
あ
っ
た
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
傍
観
者
の
時
代
』
で
、「
ル
ー
ス
に
と
っ
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
は
本
文
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
ル
ー
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ス
は
雑
誌
か
ら
身
を
引
い
て
も
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』の
美
術
局
に
入
り
浸
り
、

美
術
部
長
や
芸
術
家
と
一
緒
に
過
ご
す
日
々
を
続
け
て
い
た
。
ル
ー
ス
は
百
万

言
を
使
っ
た
テ
キ
ス
ト
（
文
字
）
情
報
よ
り
も
、
一
枚
の
写
真
が
世
界
を
動
か

す
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
記
事
ば
か
り
で
な
く
、
誌
面
の
多
く
を
占
め
る
広
告
欄

で
も
試
さ
れ
た
。
広
告
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

て
い
た
。

一
九
三
〇
年
代
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
頭
で
は
、
す
で
に
ネ
オ
ン
が
輝
き
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
描
い
た
『
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
・
ブ
ギ
ウ
ギ
』
の
よ
う
な

光
り
と
色
が
交
錯
し
、
広
告
媒
体
と
の
接
触
は
、
市
民
の
日
常
的
な
生
活
体
験

と
な
っ
て
い
た
。
雑
誌
の
広
告
も
洗
練
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー
は
記
事
以

上
に
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
九
四
四
年
四
月
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
広
告
か
ら

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
を
繰
る
と
、
記
事
や
写
真
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
広
告

こ
そ
時
代
の
証
言
者
だ
と
思
え
て
く
る
。
一
九
四
四
年
四
月
号
（
日
本
特
集
）

に
載
っ
た
広
告
を
み
て
み
よ
う
。
数
え
る
と
二
七
七
件
の
広
告
が
誌
面
を
埋
め

て
い
る
。
総
頁
数
が
三
一
一
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
全
頁
に
広
告
が
あ
る
計
算
と

な
る
。
広
告
の
ス
ペ
ー
ス
が
記
事
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
確
実
で
あ

る
。
し
か
も
、
カ
ラ
ー
広
告
は
全
て
上
質
の
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
記
事
と

同
居
し
て
い
る
の
は
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
広
告
で
あ
る
。
戦
時
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
の
消
費
が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

〈
戦
争
と
い
う
厳
し
い
試
練
〉

戦
争
は
実
験
室
の
テ
ス
ト
と
同
じ
で
す
。
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

試
練
が
改
良
を
生
み
、
自
ら
の
価
値
を
証
明
で
き
る
も
の
だ
け
が
生
き
残
り

ま
す
。

鉄
道
は
こ
の
厳
し
い
試
練
に
耐
え
て
き
ま
し
た
。

何
時
の
日
か
（
そ
れ
は
、
も
う
間
も
な
く
で
す
が
）
平
和
が
来
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
た
め
に
、
鉄
道
は
備
え
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
は
、
戦
時
で
は
、
元
気
よ
く
、
懸
命
に
努
め
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
過
去
の
戦
争
を
癒
す
日
々
に
は
、
快
適
な
乗
り
物
と
な
る
こ
と
を

保
証
し
ま
す
。

戦
時
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
洗
練
さ
れ
た
全
て
の
乗
り
物
が
、
平
和
を
迎

え
る
ア
メ
リ
カ
の
お
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

〈
戦
争
債
券
を
買
い
ま
し
ょ
う
〉

昨
日
、
今
日
、
明
日
へ
と
、
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の

た
だ
一
つ
の
目
的
は
、
最
も
素
晴
し
い
乗
り
物
と
な
る
こ
と
で
す
。

ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
広
告
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ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
―
勝
利
へ
向
か
っ
て
進
む
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
で

す
。

人
口
香
料
の
広
告

マグナム・マビー＆レイナード社

〈
揺
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
〉

繊
細
に
匂
う
ベ
ビ
ー
・
ク
リ
ー
ム
か
ら

人
生
の
終
わ
り
に
施
さ
れ
る
終
油
の
香
り
ま
で
。

揺
り
籠
か
ら
墓
場
ま
で
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
製
品
が

そ
の
匂
い
や
香
り
を
精
油
産
業
の
マ
ジ
ッ
ク
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

マ
グ
ナ
ム
・
マ
ビ
ー
＆
レ
ナ
ー
ド
社
は

今
は
敵
の
支
配
下
に
あ
る
地
域
を
起
源
と
す
る
入
手
困
難
な
精
油
の

代
用
品
製
造
の
道
を
歩
ん
で
き
た
の
で
す
。

研
究
室
か
ら
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
製
品
は
、
ま
こ
と
に
優
れ
て
お
り

多
く
の
可
能
性
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

戦
争
に
勝
利
し
、
明
日
の
市
場
に
新
製
品
を
売
り
出
そ
う
と
計
画
し
て
い
る

生
産
者

マ
グ
ナ
ス
、
マ
ビ
ー
＆
レ
イ
ナ
ー
ド
株
式
会
社
―
創
立
１
８
９
５
年
の

世
界
最
大
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
オ
イ
ル
の
供
給
者
。

『フォーチュン』１９４４年４月号から

ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
広
告

「
こ
れ
は
奇
蹟
だ
。
機
体
は
裂
け
て
は
い
な
か
っ
た
」

破
損
し
な
が
ら
も
ボ
ー
イ
ン
グ
の
空
飛
ぶ
要
塞
で
無
事
帰
還
し
た
戦
闘
名
誉

勲
章
を
持
つ
空
軍
軍
曹
は
云
っ
た
「
こ
れ
を
造
っ
た
連
中
と
握
手
が
し
た
い

よ
」
と
。
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空
飛
ぶ
要
塞
の
乗
員
の
多
く
が
、
戦
場
か
ら
の
帰
路
、
同
じ
感
想
を
繰
り
返

し
た
。

塔
乗
員
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
四
基
の
う
ち
三
基
が
停
止
し
、
翼
や
尾
翼
を
撃
た

れ
、
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
も
何
と
か
帰
還
し
た
体
験
を
持
っ
て
い
る

「
ど
う
し
て
無
事
帰
還
で
き
た
の
か
？
」

そ
の
答
え
は
、

一
、
要
塞
機
の
翼
が
頑
強
に
設
計
さ
れ
、
橋
桁
が
持
つ
ト
ラ
ス
（
三
角
）
構

造
で
あ
り
、
堅
い
金
属
で
二
重
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
構
造
は
、
翼
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く

機
銃
に
よ
る
損
傷
を
部
分
的
な
も
の
と
し
た
。

二
、
ボ
ー
イ
ン
ク
社
の
技
術
者
は
、
航
空
機
の
代
替
操
縦
に
こ
だ
わ
っ
た
。

戦
場
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
操
縦
不
能
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
動
操
縦

に
切
り
替
え
、
平
常
と
変
わ
ら
ぬ
フ
ラ
イ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

三
、
全
て
の
マ
シ
ン
が
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
に
電
気
的
に
操
作
さ
れ
る
。

ひ
と
つ
の
回
路
が
損
傷
し
て
も
、
そ
れ
が
他
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

回
路
の
分
散
が
弱
味
を
消
す
。
フ
ラ
イ
ト
中
も
た
だ
一
つ
の
回
路
な
ら
修

理
は
易
い
。

四
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
が
開
発
し
た
垂
直
安
定
尾
翼
は
、
空
飛
ぶ
要
塞
に
安
定

性
を
備
え
、
航
空
機
デ
ザ
イ
ン
の
上
か
ら
も
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
た

も
の
と
な
っ
た
。

空
中
戦
で
は
、
垂
直
と
水
平
尾
翼
の
表
面
は
破
壊
さ
れ
、

複
数
の
エ
ン
ジ
ン
が
打
ち
抜
か
れ
打
ち
抜
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

要
塞
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
尾
翼
の
デ
ザ
イ
ン
故
に
飛
行
を
継
続
で
き
る
。

五
、
空
飛
ぶ
要
塞
が
敵
の
妨
害
を
撃
退
し
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
爆
撃
し
て
無
事
「
帰
還
」
す
る
こ
と
が
で
き
た
最
大
の
理

由
は
、
要
塞
が
塔
乗
員
に
与
え
た
信
頼
感
だ
。

彼
ら
は
こ
の
空
飛
ぶ
要
塞
が
何
と
か
彼
ら
を
無
事
に
帰
還
さ
せ
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。

ボ
ー
イ
ン
グ
の
研
究
、
デ
ザ
イ
ン
、
技
術
、
製
作
、
す
べ
て
に
お
け
る
完

璧
さ
は
、
戦
争
に
勝
利
し

平
和
時
に
お
い
て
も
、
発
揮
さ
れ
よ
う
。

確
信
を
持
っ
て
云
お
う
。「
ボ
ー
イ
ン
グ
製
」
は
素
晴
し
い
と
！

ト
ー
ブ
・
ド
イ
ッ
チ
ェ
マ
ン
社
の
広
告

『フォーチュン』１９４４年４月号から
ヒトラーはサージンがお好き？

ハ
イ
ハ
イ
！
ち
ょ
っ
と
お
疲
れ
な
あ
な
た
！

ア
メ
リ
カ
人
は
皆
働
き
過
ぎ
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
た
ら
？

列
車
や
バ
ス
は
増
加
す
る
軍
隊
の
移
送
、
一
時
休
暇
の
兵
士
、
戦
時
の
商
用

旅
行
で
混
み
合
っ
て
い
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
た
ら
旅
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を
楽
し
め
る
か
な
。
予
約
な
し
で
、
思
い
き
っ
て
混
ん
だ
列
車
に
入
り
込
ん

で
み
た
ら
？

そ
う
、
缶
詰
の
も
う
一
匹
の
サ
ー
ジ
ン
に
な
る
の
で
す
。

列
車
や
バ
ス
の
通
路
は
軍
人
さ
ん
で
超
満
員
。

ず
っ
と
立
ち
続
け
る
か
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
上
に
座
る
か
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
乗
れ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
。
乗
り
損
ね
て
は
、
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
帰

宅
が
遅
れ
る
。
そ
う
、
考
え
な
し
の
連
中
が
旅
を
し
過
ぎ
る
の
で
す
。

モ
ラ
ル
を
高
め
よ
う
！

兵
隊
さ
ん
は
「
私
の
た
め
に
戦
っ
て
く
れ
て
（
死
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
の
に
）

あ
り
が
と
う
」
と
考
え
て
み
て
は
？

「
小
さ
な
」
お
楽
し
み
旅
行
は
、
小
さ
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

自
分
本
位
に
旅
を
す
る
人
間
が
数
百
万
と
纏
ま
れ
ば
、こ
れ
は
一
大
事
で
す
。

勝
利
の
轍
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
ほ
ど
の
一
大
事
な
の
で
す
。

だ
か
ら
ど
う
し
て
も
必
要
な
旅
以
外
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

ベ
ル
リ
ン
と
ト
ウ
キ
ョ
ウ
に
向
か
う
道
程
に

戦
争
と
楽
し
み
を
同
居
さ
せ
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
広
告
主
の
ト
ー
ブ
・
ド
イ
ッ
チ
ェ
マ
ン
株
式
会
社
は
陸
海
軍
に
、
電

気
回
路
な
ど
に
使
う
小
さ
な
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
製
造
・
納
入
し
て
い
る
会
社

で
あ
る
。
陸
海
軍
御
用
の
会
社
が
、
胡
麻
を
摺
っ
て
い
る
よ
う
な
広
告
で
あ

る
。

一
九
四
四
年
四
月
号
の
広
告
は
戦
争
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
主
題
に
し
て
い

る
も
の
が
多
い
。

鉄
道
は
戦
争
こ
そ
が
技
術
開
発
の
試
練
で
あ
り
、
実
験
室
で
あ
り
、
訪
れ
る

平
和
の
時
代
、
そ
の
過
酷
な
試
練
に
耐
え
た
鉄
道
は
快
適
な
乗
り
物
に
な
る
こ

と
を
宣
言
し
て
い
る
。

人
口
香
油
会
社
は
、
悪
の
枢
軸
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
南
海
諸
島
を
原
産
と

す
る
香
り
の
元
が
止
め
ら
れ
た
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
、
自
社
を
宣
伝
す
る
逞

し
さ
を
み
せ
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
さ
す
が
軍
需
産
業
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
写
真
も
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
も
記
事
を
凌
ぐ
緊
迫
感
を
み
せ
る
。
軍
需
産
業
で
あ
る
ト
ー
ブ
・
ド

イ
ッ
チ
ェ
マ
ン
株
式
会
社
は
陸
海
軍
の
将
兵
に
気
遣
い
を
み
せ
て
い
る
。

次
の
広
告
に
説
明
は
い
ら
な
い
。

イートン社の広告
REMEMBER PEARL HARBOR! の文字。
『フォーチュン』１９４４年４月号から
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第
十
一
章

検
閲
と
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

〜
書
け
な
か
っ
た
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
〜

二
〇
世
紀
最
後
の
年
、
ア
メ
リ
カ
新
聞
博
物
館
が
全
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

対
し
、「
二
〇
世
紀
最
大
の
事
件
」
は
何
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

彼
ら
が
選
ん
だ
の
は
、
一
位
が
「
原
爆
投
下
」
と
「
日
本
の
降
伏
」、
二
位
が

「
人
類
月
に
立
つ
」、
三
位
が
「
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
」
で
あ
っ
た
。

自
主
検
閲
局
の
設
置

原
子
爆
弾
開
発
を
目
的
と
す
る
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
は
、
戦
時
中
、
ア

メ
リ
カ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り
上
げ
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
検
閲
」
の
対

象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
閲
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
自
主
検
閲
で
あ
り
、
日
本

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ル
ー
ズ
さ
が
あ
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
関
し
て

も
政
府
の
高
官
に
よ
る
リ
ー
ク
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
不
用
意
な
リ
ポ
ー

ト
が
相
次
い
だ
。

ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
と
タ
イ
ム
社
は
、
こ
の
検
閲
制
度
に
強
く
反
対
し
、

検
閲
局
の
方
針
に
従
わ
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
自
主

検
閲
の
規
定
を
遵
守
し
、
国
家
体
制
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
記
事
は

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
や
『
タ
イ
ム
』、『
ラ
イ
フ
』
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

全
て
の
検
閲
が
終
了
し
た
の
は
大
平
洋
戦
争
終
了
後
、
正
確
に
は
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
の
検
閲
解
除
の
署
名
が
検
閲
局
に
届
い
た
八
月
一
五
日
午
後
五
時
二

八
分
で
あ
っ
た
。

広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
開
発
計
画
に
関
す
る
記
事
が

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
や
『
タ
イ
ム
』
に
掲
載
さ
れ
た
始
め
た
の
は
、
そ
れ
以
降

の
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
撮
影
の
「
き
の
こ
雲
」
は
、
そ
の
威
力
を
知
ら

し
め
る
映
像
と
し
て
広
く
喧
伝
さ
れ
た
が
、
世
界
が
「
き
の
こ
雲
」
の
下
の
地

獄
を
映
像
と
し
て
知
る
に
は
七
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
一
九
五
二
年
、
講
和
条

約
発
効
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
が
終
り
、
初
め
て
『
ラ
イ
フ
』
に
被
爆
直
後

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

真
珠
湾
攻
撃
は
、
米
政
府
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
検
閲
業
務
の
必
要

性
を
思
い
知
ら
せ
た
。
真
珠
湾
攻
撃
直
後
、
軍
の
検
閲
と
無
線
の
制
限
が
始

ま
っ
た
。
西
海
岸
の
ラ
ジ
オ
局
の
電
波
が
敵
戦
闘
機
の
誘
導
信
号
に
な
る
こ
と

か
ら
、
一
二
月
八
日
に
は
、
深
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
を
除
い
て
ラ
ジ
オ
は
停
波
さ
せ

ら
れ
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
一
二
月
九
日
の
記
者
会
見
で
敵
国
を

手
助
け
し
な
い
こ
と
を
記
者
の
愛
国
心
に
訴
え
て
い
る
。
大
統
領
は
合
衆
国
修

正
憲
法
第
一
条
の
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
に
照
ら
し
て
、
検
閲
業
務
を
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
、
Ａ
Ｐ
通
信
の
ニ
ュ
ー
ス
編
集
主
幹

バ
イ
ロ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
（B

yron
Price

）
を
検
閲
局
長
に
指
名
し
た
。
以
後
、

戦
時
の
国
家
秘
密
を
守
る
た
め
の
自
主
検
閲
は
、
検
閲
局
長
の
プ
ラ
イ
ス
と
そ

の
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
行
わ
れ
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
特
派
員
と
し
て
日
本
を
取
材
し
た
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
・

マ
ク
リ
ー
シ
ュ
や
、
新
聞
記
者
で
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
寄
稿
し
て
い
た
ジ
ョ

ナ
サ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ス
（Jonathan

D
aniels

）
も
検
閲
局
長
の
候
補
に
挙
が
っ

た
が
、
結
局
、
プ
ラ
イ
ス
に
落
ち
着
い
た
。
当
時
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
フ
ー
バ
ー

Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
が
指
名
し
た
委
員
会
を
率
い
、
戦
時
情
報
局
の
重
要
な
ポ
ス
ト
に

就
い
て
お
り
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
死
後
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
国
務
次

官
補
と
し
て
、
政
府
側
で
情
報
の
漏
洩
を
防
い
で
い
た
。

検
閲
と
リ
ー
ク

機
密
漏
洩
は
戦
局
を
危
う
く
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
最
大

の
国
家
機
密
は
「
原
子
爆
弾
」
と
「
レ
ー
ダ
ー
」
の
開
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
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そ
の
二
つ
と
も
メ
デ
ィ
ア
に
リ
ー
ク
さ
れ
続
け
た
。

一
九
四
四
年
八
月
一
五
日
、
日
本
が
降
伏
す
る
一
年
前
、
ラ
ジ
オ
の
全
米

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｍ
Ｂ
Ｓ
（M

utual
B

roadcasting
System

）
の
ア
ー
サ
ー
・
ヘ

イ
ル
（A

rthur
H

ale

）
は
、
自
分
が
ア
ン
カ
ー
を
務
め
る
番
組
で
、「
陸
軍
が

間
も
な
く
原
子
を
分
裂
さ
せ
、
新
し
い
武
器
を
造
り
出
す
で
あ
ろ
う
」
と
、
二

百
万
を
超
え
る
聴
取
者
に
放
送
し
た
。

政
府
や
軍
の
高
官
も
不
用
意
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
原
爆
開
発
の
情
報
は
漏

洩
さ
れ
続
け
た
。
そ
ん
な
中
で
、
検
閲
局
長
プ
ラ
イ
ス
は
原
子
爆
弾
の
核
分
裂

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
元
素
「
ウ
ラ
ン
」
を
他
の
多
数
の
元
素
と
並
べ
て
プ

レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
。「
ウ
ラ
ン
」
だ
け
の
報
道
を
禁
止
す
る
こ
と
の

逆
効
果
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
記
事
や
リ
ー
ク
を
無
理
矢
理
に
押
さ
え
込
も
う

と
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
、
そ
の
情
報
の
信
憑
性
を
高
め
る
効
果
を
持
つ
と

い
う
こ
と
を
プ
ラ
イ
ス
は
知
っ
て
い
た
。

暗
号
解
読
に
関
し
て
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
報
道
を
詳
細
に
分
析
す

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
暗
号
を
解
読
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
散
見

さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
側
に
暗
号
が
解
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
ず
、
そ
れ
は
山
本
五
十
六
司
令
長
官
機
の
撃
墜
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
長

官
機
襲
撃
計
画
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
暗
号
を
解
読
し
て
い

る
こ
と
を
日
本
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
リ

ス
ク
は
犯
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
反
対
論
も
あ
っ
た
と
い
う
。
後
世
の
検
証

に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
以
前
か
ら
日
本
の
暗
号
は
解
読
さ
れ
て
お
り
、

真
珠
湾
攻
撃
計
画
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は
筒
抜
け
だ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力

で
あ
る
（
ロ
バ
ー
ト
・
ス
テ
ィ
ネ
ッ
ト
著
一
九
九
九
年
上
梓
『
真
珠
湾
の
真
実

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
欺
瞞
の
日
々
』
は
真
珠
湾
攻
撃
に
関
す
る
日
本
の
暗
号
は
全

て
解
読
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
集
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う
）。

タ
イ
ム
社
の
自
主
検
閲
に
つ
い
て
の
対
応

タ
イ
ム
社
と
社
主
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
は
戦
時
に
お
け
る
自
主
検
閲
体

制
を
支
持
し
な
か
っ
た
。『
タ
イ
ム
』
誌
の
編
集
担
当
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
ジ
ン

ス
（E

ric
H

odgins

）
は
、
自
主
検
閲
の
規
定
を
無
視
す
る
か
も
知
れ
な
い
と

検
閲
局
長
の
プ
ラ
イ
ス
に
通
告
し
た
最
初
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。『
タ

イ
ム
』
は
「
政
府
は
国
民
と
秘
密
を
分
か
た
ず
に
第
二
次
世
界
大
戦
を
戦
っ
て

い
る
」
と
そ
の
秘
密
主
義
を
非
難
し
、「
検
閲
の
規
定
と
良
心
と
の
葛
藤
に
直

面
し
た
な
ら
ば
、
我
々
は
良
心
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
、
自
主
検
閲

に
従
わ
な
い
旨
を
検
閲
局
に
通
告
し
た
。『
タ
イ
ム
』
は
検
閲
が
開
始
さ
れ
た

最
初
の
号
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

戦
時
に
お
い
て
は
、
敵
に
利
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
軍
事
上
の
機
密

の
漏
洩
は
、
非
合
法
の
み
な
ら
ず
非
愛
国
的
行
為
で
も
あ
る
。

し
か
し
、『
タ
イ
ム
』
誌
は
、
時
に
許
可
が
な
か
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
損

害
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
軍
事
上
の
情
報
を
い
ち
早
く

開
示
す
る
。
重
大
な
事
実
の
隠
蔽
を
黙
認
す
る
よ
り
も
、
編
集
者
を
監
獄
に

送
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
を
誓
う
。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
以
来
、『
タ
イ
ム
』
や
『
ラ
イ
フ
』
よ
り
も
、
検
閲
の
犠

牲
と
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
あ
っ
た
。
産
業
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
が
軍
事
上
の
機
密
扱
い
に
さ
れ
る
と
、
産
業
界
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
を
取
材

の
対
象
と
す
る
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
、「
ニ
ア
ミ
ス
」
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
翌
日
の
一
二
月
八
日
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
翌
年

四
二
年
二
月
号
の
締
切
り
日
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
記
事
（
第
六
章

参
照
）
は
、
メ
キ
シ
コ
人
の
風
刺
画
家
コ
バ
ル
ビ
ア
ス
に
醜
い
ジ
ャ
ッ
プ
を
描

か
せ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
か
ら
山
本
の
名
の
付
く
残
虐
な
浮
世
絵
を
見
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つ
け
出
す
と
い
う
荒
技
で
、
丸
一
日
の
取
材
で
原
稿
を
突
っ
込
ん
だ
。

し
か
し
、
す
で
に
取
材
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
記
事
は
そ
れ
を
修
正
す
る
暇

は
な
く
、
問
題
の
箇
所
を

C
E

N
SO

R
E

D
＝

「
検
閲
」
と
い
う
言
葉
で
隠
す

こ
と
で
済
ま
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
に
あ
る
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
社
」
は
、
機
関
車
製
造
企
業
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
が
近
づ
く

と
、
陸
軍
省
の
依
頼
で
戦
車
や
野
砲
を
製
造
し
て
い
た
。
問
題
は
工
場
の
場
所

を
敵
に
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
来
工
場
の
在
り
処

を
示
す
地
名
に

C
E

N
SO

R
E

D

と
い
う
文
字
を
被
せ
て
済
ま
せ
て
い
る
。

〈
一
九
四
二
年
二
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』〉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
部
の
エ
リ
ー
湖
岸
の

C
E
N
S
O
R
E
D

に
立
つ
、

閉
鎖
さ
れ
た
工
場
が
あ
っ
た
。
鉄
材
が
散
乱
し
、
床
に
は
溶
鉱
炉
の
跡
を
示

す
穴
が
あ
い
て
い
る
打
ち
捨
て
ら
れ
た
工
場
だ
っ
た
。
…
だ
が
、
そ
れ
は
一

八
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

今
、
同
じ
工
場
に
は
、
鎚
音
が
高
く
鳴
り
響
い
て
い
る
。
巨
大
な
野
砲
の

鉄
の
フ
レ
ー
ム
を
造
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
社
の

C
E
N
S
O
R
E
D

兵
器
工
場
で
あ
る
。
こ
の

C
E
N
S
O
R
E
D

工
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
が
、
今
の
機
関
車
製
造
業
を
象
徴
し
て
い
る
。

検
閲
か
ら
の
離
脱
を
仄
め
か
し
て
い
た
タ
イ
ム
社
の
ホ
ッ
ジ
ン
ス
の
通
告
に

対
し
て
、
検
閲
局
長
の
プ
ラ
イ
ス
は
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。「
国
家
機
密

に
関
わ
る
こ
と
を
報
道
す
る
こ
と
は
軍
事
上
の
敗
北
の
み
な
ら
ず
外
交
上
の
敗

北
を
も
招
き
か
ね
な
い
。
検
閲
規
定
を
無
視
し
て
、
自
主
的
に
判
断
し
よ
う
と

す
る
の
も
結
構
だ
が
、
問
題
が
起
こ
っ
た
時
は
こ
ち
ら
に
電
話
の
一
本
で
も
掛

け
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
や
ん
わ
り
と
検
閲

局
に
、
事
前
に
連
絡
を
く
れ
な
い
か
と
持
ち
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
柔
軟
な

提
案
が
功
を
奏
し
、
結
局
、
タ
イ
ム
社
は
検
閲
局
に
よ
る
規
定
の
枠
内
に
止
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
。

プ
ラ
イ
ス
は
自
主
検
閲
と
い
う
難
し
い
仕
事
を
、
政
府
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
間
に
立
っ
て
上
手
く
処
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
国

家
機
密
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
』
は
社
説
で
「
ど
の
新
聞
人
も
、
報
道
禁
止
を
求
め
る
こ
と
が
プ
ラ
イ

ス
の
任
務
に
な
っ
た
時
、
彼
が
ど
ん
な
に
悲
し
ん
で
悩
ん
だ
か
知
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
彼
は
全
力
を
尽
し
、
た
い
て
い
は
成
功
し
、
検
閲
制
度
が
不
合
理
で

な
い
よ
う
見
届
け
た
」
と
書
い
た
。『
エ
デ
ィ
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
』
は
「
彼
が
合
法
的
で
注
意
深
く
、
愛
国
的
な
や
り
方
で
検
閲
局
を
指

揮
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
反
対
す
る
の
を
新
聞
界
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
書
い
た
。
全
米
記
者
ク
ラ
ブ
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
記
者
会
は
、
プ
ラ
イ
ス
の

歓
送
会
で
感
謝
状
を
授
与
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ス
は
上
手
く
処
し
た
の
で
あ

る
。
だ
が
、プ
ラ
イ
ス
自
身
は
こ
の
仕
事
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
か
ら
数
日
後
、
ル
ー
ス
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
呼
び
出
さ

れ
、
一
二
月
一
五
日
号
『
ラ
イ
フ
』
が
掲
載
し
た
パ
ン
ナ
ム
航
空
の
ブ
ラ
ジ
ル

航
空
基
地
の
組
み
写
真
が
、
検
閲
に
違
反
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
ブ

ラ
ジ
ル
の
基
地
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
製
の
爆
弾
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
へ
向
け
て

送
り
出
さ
れ
て
お
り
、『
ラ
イ
フ
』
の
記
事
は
ナ
チ
ス
の
攻
撃
を
誘
発
す
る
危

険
が
な
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
の
一
件
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
統
領
が
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
抗
議
し
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
放
っ
て
は

置
け
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
、
ル
ー
ス
は
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
ジ
ン
ス
を
副
社
長
に
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
や
検
閲
局
と
の
折
衝
に
当
た
ら
せ
た
。
ル
ー
ス
は
嫌
っ
て
い
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
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ル
ト
大
統
領
を
批
判
す
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
。「
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
」
が
、
ル
ー
ス
と
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
同
じ
舟
に
乗
せ
た
の
で
あ
る
。

連
邦
憲
法
修
正
第
一
条
「
プ
レ
ス
の
自
由
」

ル
ー
ス
は
戦
時
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、一
九
四
二
年
一
二
月
に
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ッ

チ
ン
ス
（R

obert
H

utchins

シ
カ
ゴ
大
学
学
長
）
に
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
に
関

す
る
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
社
が
二
〇
万
ド
ル
、
そ
の
他
が
一
万
五

千
ド
ル
の
負
担
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
タ
イ
ム
社
の
依
頼
と
い
っ
て
よ
い
。

ハ
ッ
チ
ン
ス
は
三
〇
歳
と
い
う
若
さ
で
大
学
学
長
に
任
命
さ
れ
て
世
間
を
驚

か
せ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
エ
ー
ル
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
部
長
も
経
験
し

て
い
た
。
彼
は
エ
ー
ル
大
学
時
代
か
ら
の
ル
ー
ス
の
友
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ハ
ッ
チ
ン
ス
と
ル
ー
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
へ
の
参
加
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
百
八
十
度
考
え
を
異
に
し
て
い
た
。
ハ
ッ
チ
ン
ス
は
世
界
に
民
主
主
義
の
範

を
垂
れ
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
精
神
的
な
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
考
え
て
い

て
、
ル
ー
ス
と
対
立
し
て
い
た
。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
か
ら
一
年
後
、
自
主
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
ル
ー

ス
は
「
自
由
で
責
任
あ
る
プ
レ
ス
と
は
何
か
？
」
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
問
う
た

の
で
あ
る
（「
プ
レ
ス
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
修
正
憲
法
で
は
マ
ス
コ
ミ

す
べ
て
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
）。
ル
ー
ス
が
何
を
考
え
て
、
こ
の

調
査
に
金
を
出
し
た
の
か
？

多
分
、
検
閲
制
度
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
案
外
、
儲
か
り
過
ぎ
た
金
の
処
理
に
困
っ
て
、

そ
れ
を
友
人
の
研
究
者
に
注
ぎ
込
ん
だ
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。

依
頼
を
受
け
た
ハ
ッ
チ
ン
ス
は
ゼ
ガ
リ
ア
・
チ
ェ
フ
ィ
ー
（Z

echariah

C
hafee

Jr.＝

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
を
中
心
に

委
員
会
を
組
織
し
た
。
戦
後
（
一
九
四
七
年
）
に
な
っ
て
、
こ
の
委
員
会
報
告

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ホ
ッ
キ
ン
グ
（W

illiam
E

.
H

ocking

）

の
「
プ
レ
ス
の
自
由
」（“Freedom

of
the

Press

‐A
Flam

ew
ork

of
Principle”

）

や
チ
ェ
フ
ィ
ー
の
「
政
府
と
マ
ス
コ
ミ
」（“G

overnm
ent

and
M

ass
C

om
m

u-

nications”

）
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
報
告
書
が
含

ま
れ
て
い
た
。

こ
の
報
告
書
が
出
さ
れ
る
と
、
プ
レ
ス
側
か
ら
は
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
実
態

を
知
ら
な
い
学
者
の
空
論
」
で
あ
る
。「
政
府
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
規
制
を

肯
定
す
る
も
の
だ
」
と
の
批
判
を
浴
び
た
。『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
の

社
長
ロ
バ
ー
ト
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
「
気
の
触
れ
た
連
中
の
た
わ
ご
と
に
つ
き

合
っ
て
い
る
暇
は
な
い
」
と
云
い
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ル
ー
ス
も
「
高
校
生
の
ロ

ジ
ッ
ク
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
委
員
会
」
と
云
っ
て
報
告
書
を
蹴
飛
ば
し

て
い
る
。
ル
ー
ス
に
と
っ
て
の
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
と
は
連
邦
合
衆
国
憲
法
修

正
第
一
条
が
保
障
し
た
「
自
由
に
書
け
る
権
利
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ア
メ

リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
根
幹
を
支
え
る
も
の
だ
と
い
う
信
念
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
報
告
書
は
後
年
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
シ
ュ
ラ
ム（W

ilbur
Schram

m

）

や
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ー
バ
ー
ト（Fred

S.Siebert

）の「
プ
レ
ス
の
四
理
論
」（“Four

T
heories

of
the

Press”

）
や
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
責
任
」（“R

e-

sponsibility
in

M
ass

C
om

m
unication”

）
で
論
理
が
補
強
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

の
社
会
的
責
任
理
論
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
意
義
は

大
き
か
っ
た
。
結
果
的
に
、
ル
ー
ス
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
寄
与
し
た
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ま
で
は
プ
レ
ス
の
側
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
研
究
に
資
金
を
提
供
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
と
メ
デ
ィ
ア
の
対
応

こ
こ
で
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
自
主
検
閲
の
た
め
に
、
戦
後
ま
で
書
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
に
つ
い
て
、
一
九
四
五
年
の
四

月
か
ら
八
月
の
原
爆
投
下
に
至
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
政
府
と
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
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に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

四
月

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
急
死
し
て
副
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が
三
三
代
大

統
領
に
就
任
直
後
、
ス
チ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
を
議
長
と
す
る
大
統
領
諮
問
機
関

の
委
員
会
が
原
爆
使
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
決
定
を
下
す
。

一
、
で
き
る
だ
け
早
く
日
本
に
対
し
て
使
用
す
る
。

二
、
原
爆
は
二
重
の
目
標
、
民
家
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
軍
事
施
設
・
工
場
お
よ

び
打
撃
に
最
も
弱
い
他
の
建
築
物
に
使
用
す
る
。

三
、
降
伏
勧
告
の
強
行
を
意
味
す
る
よ
う
な
事
前
警
告
な
し
に
行
う
。

六
月
一
二
日

こ
の
決
定
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
参
加
し
て
い
る
科
学
者

に
波
紋
を
呼
び
、
フ
ラ
ン
ク
委
員
会
（
シ
カ
ゴ
大
学
の
原
子
力
の
社
会
的
・
政

治
的
意
義
に
関
す
る
委
員
会
）
は
「
原
爆
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
人
の

生
命
を
救
う
目
的
は
達
し
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
世
界
全
体
に
わ
た
る
恐
怖

の
波
紋
を
ひ
き
起
こ
す
。
も
し
、
ア
メ
リ
カ
が
人
類
に
対
す
る
こ
の
新
し
い
無

差
別
破
壊
兵
器
の
最
初
の
使
用
者
と
な
る
な
ら
ば
、
世
界
中
の
世
論
の
支
持
を

失
う
で
あ
ろ
う
」
と
警
告
。

六
月
二
八
日

検
閲
局
が
全
米
の
新
聞
雑
誌
ラ
ジ
オ
に
対
し
、
原
子
爆
弾
の

軍
事
実
験
に
関
し
、
報
道
し
な
い
こ
と
を
要
請
。

七
月
一
六
日

午
前
五
時
三
〇
分
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
砂
漠
で
原
爆
実

験
。
そ
の
閃
光
は
二
百
哩
先
で
も
確
認
さ
れ
Ａ
Ｐ
通
信
が
記
事
に
し
た
が
、
政

府
は
弾
薬
庫
爆
発
と
発
表
。

七
月
二
五
日

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
日
本
が
直
ち
に
は
受
諾
し
な
い
こ
と
を
見

越
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
か
ら
日
本
へ
の
原
爆
投
下
の
命
令
を
下

す
。八

月
六
日

午
前
八
時
一
四
分
一
七
秒
「
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
」
号
か
ら
「
リ
ト

ル
・
ボ
ー
イ
」
が
投
下
さ
れ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
午
前
一
一
時
に
広
島

を
爆
撃
し
た
と
い
う
特
別
声
明
を
出
す
と
検
閲
局
に
通
告
。
し
か
し
、
爆
弾
の

秘
密
に
関
す
る
報
道
は
引
続
き
差
し
止
め
る
べ
き
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
検
閲

局
は
記
事
全
て
の
掲
載
を
承
認
、
事
実
上
、
原
爆
報
道
は
解
禁
さ
れ
た
。

八
月
六
日

投
下
一
六
時
間
後
、
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
は
ポ
ツ
ダ
ム
会
談

の
報
告
を
放
送
す
る
中
で
原
爆
投
下
に
つ
い
て
も
言
及
。
そ
の
内
容
は
「
一
六

時
間
前
に
ア
メ
リ
カ
の
航
空
機
が
、
日
本
陸
軍
の
重
要
基
地
で
あ
る
ヒ
ロ
シ
マ

に
対
し
て
、
一
個
の
爆
弾
を
投
下
し
た
。
そ
の
爆
弾
は
、
通
常
火
薬
の
二
万
ト

ン
以
上
の
威
力
を
持
つ
原
子
爆
弾
で
あ
っ
た
」。「
日
本
は
、
予
告
な
し
に
パ
ー

ル
ハ
ー
バ
ー
を
攻
撃
し
た
。
米
人
捕
虜
を
殴
打
し
、
餓
死
さ
せ
、
処
刑
し
た
。

日
本
の
戦
争
遂
行
能
力
を
完
全
に
破
壊
す
る
ま
で
原
爆
を
引
き
続
き
使
う
。
日

本
の
降
伏
の
み
が
我
々
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

八
月
六
日

『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
デ
ー
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』「
原
子
爆
弾
日
本
で

炸
裂
、
ニ
ッ
プ
（
日
本
の
野
郎
）
の
基
地
Ｔ
Ｎ
Ｔ
二
万
ト
ン
相
当
の
小
型
サ
ン

プ
ル
を
食
ら
う
。
よ
り
強
力
な
爆
弾
も
準
備
中
」

八
月
六
日

『
デ
ー
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
』「
原
子
爆
弾

日
本
の
都
市
を
強
襲
」

の
見
出
し
。

八
月
七
日

原
爆
投
下
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
日
本
で
も

キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
い
た
。『
敵
性
情
報
』
と
い
う
社
団
法
人
同
盟
通
信
発
行
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
の
放
送
を
傍
受
し
、
そ
れ
を
記
録
に
纏
め
る
作
業

を
し
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
タ
ッ
フ
が
通
信
を
傍
受
し
、
纏
め
た
こ
の
『
敵
性

情
報
』
は
放
送
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
投
下
の
翌
日
に
は
、「
日
本
が
戦

争
を
継
続
す
る
な
ら
ば
、
荒
廃
の
雨
が
降
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
さ
ら
な
る

原
爆
投
下
を
予
告
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
演
説
の
内
容
は
、
軍
と
政
府
の
上
層
部
は

把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
の
プ
レ
ス
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
む

ろ
ん
な
か
っ
た
。

八
月
七
日

『
朝
日
新
聞
』「
Ｂ
―
２９
四
百
機
、
中
小
都
市
へ
」
そ
の
中
の
小

見
出
し
で
「
広
島
を
焼
爆
」
と
四
行
記
事
で
「
広
島
市
に
焼
夷
爆
弾
攻
撃
―
同
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市
付
近
に
若
干
の
被
害
」

八
月
七
日

午
後
大
本
営
発
表
「
少
数
の
Ｂ
―
２９
の
攻
撃
に
よ
り
広
島
に
相

当
の
被
害
。
新
型
爆
弾
使
用
」

八
月
八
日

『
朝
日
新
聞
』「
八
月
六
日

広
島
へ
敵
新
型
爆
弾

落
下
傘
つ

き
空
中
で
破
裂

人
道
を
無
視
す
る
凄
惨
な
新
爆
弾
」
と
小
さ
く
記
事
に
し

た
。八

月
八
日

ソ
連
が
日
本
に
対
し
て
宣
戦
布
告
。
そ
れ
ま
で
は
、
ソ
連
の
参

戦
の
可
能
性
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
も
ア
メ
リ
カ
で
は
自
主
検
閲
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
。

八
月
九
日

『
朝
日
新
聞
』「
敵
の
非
人
道
、
断
乎
報
復
新
型
爆
弾
に
対
策
を

確
立

火
傷
の
怖
れ
あ
り
、
必
ず
壕
内
避
難
」

八
月
九
日

米
キ
リ
ス
ト
教
会
全
国
評
議
会
事
務
局
長
「
原
爆
使
用
に
よ
る

惨
殺
を
憂
慮
す
る
」
と
の
電
報
を
大
統
領
に
打
電
。

八
月
一
〇
日

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
返
信
「
野
獣
の
よ
う
に
残
忍
な
人
間

を
相
手
に
す
る
時
は
こ
ち
ら
も
野
獣
を
扱
う
と
思
っ
て
事
に
当
た
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
が
そ
れ
は
真
実
で
あ
る
」

八
月
一
〇
日

日
本
政
府
が
新
型
爆
弾
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
抗
議
文
（
ス

イ
ス
経
由
）
発
表
。「
本
月
六
日
米
国
航
空
機
は
広
島
市
の
市
街
地
区
に
対
し

新
型
爆
弾
を
投
下
し
瞬
時
に
し
て
多
数
の
市
民
を
殺
傷
し
同
市
の
大
半
を
潰
滅

せ
し
め
た
り
。
広
島
市
は
何
ら
軍
事
防
衛
施
設
を
施
し
居
ら
ざ
る
一
地
方
都
市

に
し
て
、
爆
弾
は
落
下
傘
を
付
し
て
投
下
せ
ら
れ
空
中
に
お
い
て
炸
裂
し
、
極

め
て
広
き
範
囲
に
破
壊
的
効
力
を
及
ぼ
す
も
の
な
る
を
以
つ
て
こ
れ
に
よ
る
攻

撃
の
効
果
を
右
の
如
き
特
定
目
標
に
限
定
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
全
然
不
可
能

な
こ
と
明
瞭
に
し
て
右
の
如
き
本
件
爆
弾
の
性
能
に
つ
い
て
は
米
国
側
に
お
い

て
も
す
で
に
承
知
し
を
る
と
こ
ろ
な
り
。
被
害
地
域
は
広
範
囲
に
わ
た
り
右
地

域
内
に
あ
る
も
の
は
交
戦
者
、
非
交
戦
者
の
別
な
く
、
ま
た
男
女
老
幼
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
爆
風
お
よ
び
幅
射
熱
に
よ
り
無
差
別
に
殺
傷
せ
ら
れ
そ
の
被
害
範

囲
の
一
般
的
に
し
て
、
か
つ
甚
大
な
る
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
傷
害
状
況
よ
り

見
る
も
未
だ
見
ざ
る
惨
憺
な
る
も
の
と
言
ふ
べ
き
な
り
」。

八
月
一
〇
日

『
朝
日
新
聞
』
一
面
ト
ッ
プ
は
「
ソ
連
対
日
宣
戦
を
布
告
」
で

あ
る
。
同
じ
一
面
に
小
さ
く
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
九
日
発
と
し
て
「
ト
ル
ー
マ
ン

対
日
戦
放
送
演
説

原
子
爆
弾
の
威
力
誇
示
」
と
報
じ
た
。
同
時
に
「
リ
ス
ボ

ン
発
共
同
」
で
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い
る
。

八
月
一
〇
日

ト
ル
ー
マ
ン
は
ポ
ツ
ダ
ム
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰
還
し
、
午

後
七
時
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
米
国
民
に
対
し
「
ソ
連
は
米
軍
の
新
兵
器
に
つ
い

て
通
告
を
受
け
、
対
日
戦
に
参
加
、
わ
れ
わ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
会
談
で
三
国
共
同
で
対
日
警
告
を
発
し
条
件
を
提
示
し
た
が
、
日
本

の
拒
否
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
に
対
し
最
初
の
原
子
爆
弾
が

使
用
さ
れ
た
。
も
し
、
日
本
が
降
伏
し
な
い
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
今
後
も
引

続
き
こ
の
爆
弾
を
日
本
都
市
に
投
下
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
放
送

八
月
一
一
日

『
朝
日
新
聞
』「
国
際
法
規
を
無
視
せ
る
惨
状
の
新
型
爆
弾

帝
国
は
一
〇
日
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
抗
議
」

八
月
一
二
日

『
朝
日
新
聞
』「
長
崎
に
も
新
型
爆
弾

西
部
軍
管
区
司
令
部

発
表
」「
八
月
九
日
午
前
一
一
時
頃
、
敵
大
型
二
機
は
長
崎
市
に
侵
入
し
新
型

爆
弾
ら
し
き
も
の
を
使
用
せ
り
、
詳
細
目
下
調
査
中
な
る
も
被
害
は
比
較
的
僅

少
な
る
見
込
」
長
崎
の
原
爆
投
下
に
関
し
て
は
一
面
中
段
に
三
行
二
段
と
い
う

扱
い
。

八
月
一
三
日

ト
ル
ー
マ
ン
勝
利
宣
言
。
千
六
百
万
枚
の
ビ
ラ
、
原
爆
投
下

の
写
真
を
載
せ
た
新
聞
五
〇
万
枚
が
日
本
の
都
市
へ
空
中
散
布
さ
れ
る
。

八
月
一
四
日

日
本
は
全
軍
に
戦
闘
停
止
命
令
を
発
し
た
。

八
月
一
五
日

終
戦
。
天
皇
の
詔
勅
、「
玉
音
放
送
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
放
送

さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
時
間
の
一
七
時
二
八
分
ア
メ
リ
カ
検
閲
制
度
終
了
。
プ
ラ
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イ
ス
は
「
廃
業
」
と
い
う
札
を
検
閲
局
の
扉
に
掛
け
る
。

原
爆
を
越
え
て

一
九
四
五
年
九
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
挟
み
込
み
か
ら

一
九
四
五
年
九
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
は
別
刷
り
の
「
原
爆
を
越
え

て
」
と
い
う
一
四
ペ
ー
ジ
の
挟
み
込
み
付
録
が
あ
る
。
週
刊
誌
『
タ
イ
ム
』
と

異
な
り
、
月
刊
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
四
五
年
九
月
号
は
終
戦
記
念
特
集
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
八
月
六
日
に
は
九
月
号
は
す
で

に
刷
り
上
が
っ
て
い
た
。
九
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
は
、
グ
ア
ム
発
、

七
月
二
五
日
付
け
で
「
日
本
へ
発
進
す
る
Ｂ
―
２９
爆
撃
機
」
と
都
市
を
破
壊
す

る
特
殊
爆
弾
（
原
爆
で
は
な
く
、
市
民
の
殺
傷
や
建
物
を
延
焼
さ
せ
る
能
力
を

持
つ
爆
弾
）
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ー
フ
ィ
（C
harles

J.V
.M

ur-

phy

）
の
特
集
記
事
が
あ
る
の
み
で
、
月
刊
誌
と
し
て
は
発
送
前
に
別
刷
り
の

特
集
を
挟
み
込
む
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

こ
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
誌
の
付
録
は
、
科
学
研
究
開
発
局
の
局
長
ヴ
ァ
ネ

バ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
（V

annevar
B

ush

一
八
九
〇
〜
一
九
七
四
）
博
士
が
大
統

領
に
宛
て
た
報
告
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。

博
士
は
核
分
裂
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
責
任
者
で
あ
り
、
彼
の
指
揮
下
で
、

一
九
四
二
年
八
月
、
レ
ス
リ
ー
・
Ｒ
・
グ
ロ
ー
ブ
ス
（L

eslie
R

.G
roves

）
陸

軍
准
将
が
率
い
る
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

一
九
四
三
年
二
月
一
三
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
は
軍
事
的
な
原
子
力
利
用
に
関

す
る
報
道
す
べ
て
を
検
閲
規
定
の
条
項
下
に
置
く
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
は
、
作
業
を
す
る
メ
ン
バ
ー
同
志
が
、
全
体
状
況
を
分
か
ら

な
く
す
る
た
め
に
、
知
識
を
区
画
し
て
持
つ
程
、
情
報
の
流
出
を
徹
底
し
て
管

理
し
て
い
た
。
こ
の
ト
ッ
プ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
統
率
し
て
い
た
の
が
彼
で

あ
っ
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
挟
み
込
ん
だ
博
士
の
大
統
領
宛
て
の
報
告
書
の
日
付

は
「
一
九
四
五
年
七
月
」
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で
原
爆
実
験
を
行
っ

た
の
が
七
月
一
六
日
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
は
原
爆
実
験
の
成
功
を
確

か
め
る
以
前
に
、
こ
の
報
告
書
を
書
き
上
げ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
原

子
爆
弾
を
超
え
て
」（B

E
Y

O
N

D
T

H
E

A
T

O
M

IC
B

O
M

B

）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
後
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
、
報
告
書
の
原

題
は
「
科
学
・
限
り
無
き
パ
イ
オ
ニ
ア
」（“Science,T

he
E

ndless
Frontier”

）

で
あ
る
。

原
子
爆
弾
を
越
え
て
（B

E
Y
O
N
D
T
H
E
A
T
O
M
IC
B
O
M
B

）＝

序
文

報
告
書
に
先
立
っ
て
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』の
編
集
者
に
よ
る
序
文
が
あ
る
。

以
下
は
そ
の
要
約
で
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
人
類
の
心
に

投
下
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
地
獄
の
閃
光
は
、
科
学
が
自
然
を
制

御
す
る
こ
と
の
如
何
に
速
く
、
広
範
に
及
ん
だ
か
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
科
学
の
発
展
に
対
す
る
道
徳
的
・
社
会
的
・
政
治
的
な
準
備
不
足
を
露

呈
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

か
ろ
う
じ
て
、
原
爆
投
下
の
一
ヶ
月
前
、
科
学
の
研
究
開
発
に
関
す
る

（
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
の
取
り
纏
め
た
）
報
告
書
が
大
統
領
の
デ
ス
ク
に
置
か
れ

た
。一

九
四
四
年
、
前
大
統
領
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
科
学
の
平
和
的
利
用
の

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
緊
急
に
大
統
領
直
属
の
科
学
研
究
開

発
局
に
諮
問
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
一
九
四
五
年
七
月
、
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
が

そ
の
科
学
研
究
開
発
局
の
四
つ
の
委
員
会
報
告
を
取
纏
め
て
、
そ
の
諮
問
に

答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
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『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
は
こ
の
歴
史
的
と
も
い
う
べ
き
報
告
書
を
さ
ら
に
凝

縮
し
た
。
こ
の
報
告
書
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、
原
子
力
を
は
じ
め
と
す
る
科

学
の
基
礎
的
な
研
究
開
発
で
あ
り
、
今
後
、
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
分

野
で
あ
る
。
今
世
紀
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
経
済
界
や
産
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
に
は
是
非
読
ん
で
欲
し
い
内
容
で
あ
る
。
報
告
書
は
政
府
が
育
成
す
べ

き
基
礎
研
究
と
民
間
が
開
発
す
べ
き
応
用
研
究
と
の
相
関
や
役
割
分
担
を
明

確
に
提
示
し
て
い
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
博
士
は
、
最
初
に
、
国
民
の
健
康
や
安
全
の
基
盤
と
な
る
医
学

領
域
の
研
究
調
査
に
つ
い
て
、
政
府
の
援
助
と
調
整
が
必
要
な
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
次
に
、
民
間
で
の
軍
事
研
究
の
継
続
も
必
要
だ
が
、
民
間
が
新
し

い
産
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
研
究
者
に
対
す
る

政
府
の
支
援
も
欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
、

科
学
の
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ

う
に
、
軍
の
徴
兵
制
度
を
見
直
す
こ
と
。
早
急
に
若
手
研
究
者
を
育
成
し
、

そ
の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、
軍
事
研
究
を
開
始

す
べ
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
大
学
や
研
究
機
関
に
は
、
長
期

に
わ
た
っ
て
資
金
援
助
が
で
き
る
国
家
規
模
の
科
学
研
究
機
関
の
設
立
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
は
、
五
年
間
で
一
億
二
千
二
百
五

十
万
ド
ル
で
あ
る
が
、
戦
争
に
費
や
さ
れ
た
半
年
分
の
経
費
よ
り
少
な
い
額

だ
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
こ
の
歴
史
的
報
告
書
は
控
え
め
で

あ
り
、
入
り
口
に
過
ぎ
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
報
告
書
が
議
論
の
た

め
の
は
っ
き
り
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
原
子
の
鍵
を
こ

じ
開
け
た
物
理
学
者
の
大
胆
か
つ
献
身
的
な
提
案
を
ひ
と
粒
の
麦
と
し
て
政

治
家
が
掴
ん
だ
と
す
れ
ば
、
次
は
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

―
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
編
集
者

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
科
学
者
が
軍
事
研
究
に
駆
り

出
さ
れ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
は
科
学
研
究
開
発
局
の
局
長
と
し
て
、
そ
れ
ら
の

軍
事
研
究
を
束
ね
る
立
場
に
あ
っ
た
。
以
下
が
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
の
報
告
書
の
要

約
で
あ
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
博
士
の
報
告
書
は
『
科
学
・
限
り
な
き
パ
イ
オ
ニ
ア
』
と
題
さ

れ
、
内
容
は
公
衆
衛
生
、
国
防
、
社
会
福
祉
、
科
学
者
の
育
成
、
平
和
の
た
め

の
科
学
へ
の
回
帰
、
科
学
支
援
機
関
の
設
立
の
六
項
目
に
及
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
、
公
衆
衛
生
に
関
し
て
は
、
第
一
次
大
戦
に
比
し
て
第
二
次
大
戦

に
お
け
る
軍
に
お
け
る
病
死
率
が
、
一
四
・
一
‰
か
ら
〇
・
六
‰
へ
と
減
少
し

た
こ
と
を
上
げ
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
、

天
然
痘
、
黄
熱
病
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
あ
る
い
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
に
よ
る
害
虫

駆
除
の
成
功
と
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
発
明
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
政
府
は

医
学
的
な
基
礎
研
究
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

国
防
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
Ｕ
ボ
ー
ト
の
脅
威
や
、
ロ
ン
ド
ン

を
攻
撃
し
た
Ｖ－

１
（
ロ
ケ
ッ
ト
爆
弾
）
や
Ｖ－

２
（
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
）
の

苦
い
経
験
を
引
い
て
、
近
代
戦
は
科
学
が
制
す
る
こ
と
。
ま
た
、
米
海
軍
軍
令

部
長
官
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
内
容
を
引
用
し
、

第
一
は
、
国
家
の
防
衛
や
敵
国
の
攻
撃
に
関
す
る
こ
れ
か
ら
の
戦
術
は
、
科

学
技
術
研
究
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
新
兵
器
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
。

第
二
は
、
新
兵
器
の
開
発
に
基
づ
く
戦
術
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
競
争

が
決
め
手
と
な
る
こ
と
。

第
三
は
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
は
総
合
戦
と
な
る
こ
と
。
そ
れ
を
制
す
る
に

は
、
将
来
を
見
通
し
た
継
続
的
な
準
備
の
上
に
、
科
学
技
術
を
核
と
す
る
国
民

の
総
て
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
現
在
の
戦
争
が
継
続
し
て
い
る

中
に
そ
う
し
た
体
制
を
作
り
上
げ
、
平
和
時
に
お
い
て
も
そ
れ
を
継
続
す
る
必
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要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
平
和
時
に
お
け
る
軍
に
よ
る
安
全
防
衛
の
研
究
の
継
続
性
を
説

き
、
長
期
に
わ
た
っ
て
資
金
援
助
が
で
き
る
国
家
規
模
の
科
学
研
究
機
関
（
医

学
、
自
然
科
学
、
国
防
、
科
学
教
育
な
ど
の
分
野
に
及
ぶ
）
の
設
立
を
提
案
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
は
、
初
年
度
は
三
千
三
百
五
十
万
ド
ル
で
、

五
年
間
の
ト
ー
タ
ル
を
一
億
二
千
二
百
五
十
万
ド
ル
と
見
込
ん
で
い
る
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
、
挟
み
込
み
の
付
録
で
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

原
子
爆
弾
を
記
事
に
し
た
の
は
一
一
月
号
か
ら
で
あ
る
が
、
極
め
て
科
学
的
な

原
爆
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
紹
介
記
事
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
〇
月
号
は
、
戦
時
中

の
も
う
一
つ
の
ト
ッ
プ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
「
レ
ー
ダ
ー
」
が
特
集
さ

れ
て
い
る
。

『
タ
イ
ム
』
に
よ
る
原
爆
記
事

日
の
丸
に
バ
ツ
を
つ
け
た
表
紙
を
持
つ
一
九
四
五
年
八
月
二
〇
日
号
の
『
タ

イ
ム
』
が
、
も
っ
と
も
多
く
の
誌
面
を
割
い
た
の
が
「
原
子
爆
弾
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。
米
空
軍
が
撮
影
し
た
広
島
と
長
崎
の
キ
ノ
コ
雲
が
誌
面
の
左
右
に
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
、
中
央
に
は
人
類
に
文
明
と
技
術
を
も
た
ら
し
た
神
プ
ロ
メ
テ
ウ

ス
の
像
が
あ
る
。
原
爆
は
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
が
太
陽
の
火
を
炬
火
に
移
し
取
り
、

人
間
に
与
え
た
贈
り
物
と
い
う
積
も
り
な
の
だ
ろ
う
。

「
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
責
任
」

「
私
は
原
爆
の
悲
惨
を
実
感
し
た
」
と
米
大
統
領
は
言
う
。「
原
爆
を
開
発

し
、
使
用
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
は
現
政
府
で
は
な
い
。
し
か
し
、
敵
も
ま

た
原
爆
を
開
発
中
で
あ
り
、
ま
も
な
く
開
発
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も

我
々
は
知
っ
て
い
た
。
も
し
、
先
を
越
さ
れ
た
ら
、
我
々
の
文
明
や
国
家
の

全
て
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
我
々
は
長
い
努
力
の
末
に
、
原
爆

の
開
発
レ
ー
ス
に
勝
利
し
た
」「
も
し
、
な
ら
ず
も
の
国
家
が
先
に
原
爆
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
危
険
で
あ
る
。
敵
が
で
は
な
く
、

我
々
が
先
に
原
爆
を
持
っ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
、
神
の
摂
理
に
叶
っ
た
方

法
で
、
我
々
に
そ
の
使
用
を
お
許
し
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
祈
る
」

一
九
四
五
年
八
月
二
〇
日
号
『
タ
イ
ム
』

と
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
で
、
日
本
も

原
爆
を
開
発
中
で
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
写
真
が
、「
一
九
三
九
年
の
ジ
ャ
ッ
プ

の
原
子
核
の
核
分
裂
と
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
」
と
、
大
統
領
の
「
我
々
に
与
え
賜

ま
わ
っ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
共
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

八
月
二
〇
日
号
は
あ
た
か
も
予
定
原
稿
が
一
気
に
掲
載
さ
れ
た
か
の
よ
う

に
、
原
子
時
代
の
到
来
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
科
学
的
根
拠
を
含
め
て
詳
し
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
事
の
最
後
に
申
し
訳
の
よ
う
に
で
は
あ
る
が
、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
原
爆
に
対
す
る
疑
念
と
恐
れ
の
声
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
原
爆
投
下
は
我
々
に
と
っ
て
の
汚
点
で
あ
り
、
単
な
る
大
量
殺
り
く
で
あ

り
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
過
ぎ
な
い
」（『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
投
稿
）

と
い
う
よ
う
な
論
調
は
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
に
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。

ル
ー
ス
は
原
爆
を
ど
う
扱
っ
た
か

ル
ー
ス
は
『
ラ
イ
フ
』
の
中
で
「
日
本
へ
の
原
爆
投
下
は
、
世
界
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
科
学
技
術
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
証
明
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
暫
く
の
間
は
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
最
大
の
パ
ワ
ー
で
あ
る
こ
と
を
ク
レ
ム

リ
ン
に
対
し
て
示
し
た
も
の
」
と
書
い
て
い
る
。
ル
ー
ス
は
第
二
次
世
界
大
戦
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中
か
ら
ソ
連
を
ア
メ
リ
カ
の
来
る
べ
き
仮
想
敵
と
見
做
し
て
い
た
。
彼
は
広
島

と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
、
ソ
連
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
力
の
誇
示
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

ま
た
、
ル
ー
ス
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
と
も
見

て
い
る
。
広
島
へ
の
原
爆
投
下
の
三
日
後
、
ル
ー
ス
は
重
役
を
集
め
て
、『
ラ

イ
フ
』
の
終
戦
特
集
号
の
発
行
部
数
を
五
二
〇
万
部
に
大
増
刷
し
、
同
時
に
そ

の
号
の
掲
載
広
告
費
の
値
上
げ
を
指
示
し
て
い
る
。
彼
は
強
か
な
メ
デ
ィ
ア
の

経
営
者
で
も
あ
っ
た
。

一
九
四
六
年
九
月
、
被
爆
か
ら
一
年
以
上
経
っ
て
雑
誌『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』

に
被
爆
の
実
態
を
伝
え
る
（
写
真
の
な
い
）
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
そ
の
号

は
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
の
ジ
ョ
ン
・

ハ
ー
シ
ー
（John

H
ersey

一
九
一
四
〜
一
九
九
三
、
天
津
生
ま
れ
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、『
ア
ダ
ノ
の
鐘
』“T

he
B

ell
of

A
dano”
で
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
）が
、

原
爆
投
下
か
ら
九
ヶ
月
を
経
て
広
島
に
入
り
、
被
爆
の
実
態
を
初
め
て
世
界
に

紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ー
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
は
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』

に
掲
載
さ
れ
た
後
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
も
紹
介
さ
れ
、
原
爆
を
ア
メ
リ
カ
の
力

の
現
れ
と
し
て
で
は
な
く
、
初
め
て
人
類
の
非
人
間
性
を
象
徴
す
る
悲
劇
と
す

る
見
方
を
示
し
て
、
全
米
に
衝
撃
を
与
え
た
。

ル
ー
ス
も
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
ヒ
ロ

シ
マ
」
を
読
ん
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
は
い
る
が
、
同
時
に
こ
う
し
た
見
方
を

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
し
て
退
け
て
い
る
（W

.A
.Sw

anberg
“L

uce
and

H
is

E
m

pire”

か
ら
）。
ル
ー
ス
は
原
爆
関
連
の
写
真
や
記
事
を
自
社
の
雑
誌
に

載
せ
る
こ
と
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

『ライフ』１９５２年９月２９日号
被爆２時間後 広島
松重美人 撮影

『ライフ』１９５２年９月２９日号
被爆２７時間後 長崎
山端庸介 撮影
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被
爆
写
真
の
検
閲

『
ラ
イ
フ
』
が
原
爆
に
関
す
る
写
真
を
掲
載
し
た
の
は
、
原
爆
投
下
か
ら
七

年
経
っ
た
「
一
九
五
二
年
九
月
二
九
日
号
」
で
あ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
の
写
真
は
、

当
時
『
中
国
新
聞
』
の
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
松
重
美
人
（
一
九
一
三
〜
二
〇
〇

五
）
が
撮
影
し
た
も
の
で
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
原
爆
投
下
一
〇
分
後
、
ヨ

シ
ト
・
マ
ツ
シ
ゲ
が
撮
影
し
た
歩
き
な
が
ら
の
死
者
で
、
市
に
流
れ
る
水
路
の

水
で
現
像
・
焼
付
け
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

松
重
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
写
真
は
「
原
爆
投
下
か
ら
二
時
間
後
に
市
の

中
心
部
に
入
り
、
京
橋
川
の
御
幸
橋
と
自
宅
の
あ
っ
た
翠
橋
周
辺
で
取
材
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。被
爆
直
後
の
広
島
を
地
上
で
記
録
し
た
唯
一
の
写
真
で
あ
る
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
傷
だ
ら
け
、
埃
だ
ら
け
の
こ
の
写
真
は
半
分
忘
れ
去
ら

れ
て
い
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
引
張
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
原
爆
の
灼
熱
地
獄
の
衝

撃
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

松
重
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写
真
で
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
連
の
写

真
と
も
う
一
つ
、
爆
心
地
か
ら
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
紙
屋
町
の
住
友
銀
行
広
島

支
店
入
口
の
石
段
に
残
さ
れ
た
人
影
が
あ
る
。
原
爆
の
熱
線
が
座
っ
て
い
た
人

の
影
を
石
段
に
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
但
し
、
撮
影
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
一

年
の
末
で
あ
る
）。

長
崎
の
写
真
も
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
ヤ
マ
ハ
タ
・

ヨ
ー
ス
ケ
と
い
う
陸
軍
報
道
写
真
班
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た
」
と
あ
る
。

そ
の
中
の
一
枚
が
こ
の
爆
心
地
か
ら
三
キ
ロ
の
地
点
で
治
療
を
待
つ
母
子
の
映

像
で
あ
る
。

山
端
庸
介
（
一
九
一
七
〜
一
九
六
六
）
は
当
時
、
西
部
軍
報
道
部
に
所
属
す

る
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
写
真
は
、
山
端
が
原
爆
投
下
の
翌
日
、
軍
令
で
長

崎
に
入
っ
て
撮
影
し
た
百
枚
ほ
ど
の
写
真
の
中
の
一
枚
で
あ
る
。

何
故
、
投
下
か
ら
七
年
後
ま
で
こ
れ
ら
の
写
真
が
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
か
？

実
は
、
松
重
の
写
真
は
被
爆
か
ら
二
年
後
の
一
九
四
七
年
七
月
六

日
号
の
『
夕
刊
ひ
ろ
し
ま
』（『
中
国
新
聞
』
系
列
の
夕
刊
紙
で
発
行
部
数
三
万

部
）
に
掲
載
さ
れ
、
中
国
地
方
の
読
者
三
万
は
見
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
写

真
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
掲
載
を
す
る
に
あ
た
り
事
前
報
告
が
必
要
」
と
の
注
意
を

受
け
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
焼
付
け
た
写
真
を
提
供
し
た
後
、
ネ
ガ
は
中
国
新
聞
の
資
料

室
に
保
管
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
講
和
条
約
発
効
後
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
『
ラ

イ
フ
』が
、
被
爆
直
後
の
広
島
と
長
崎
の
惨
状
を
世
界
に
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
に
縛
ら
れ
て
原
爆
の
写
真
は
発
表
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

連
合
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
っ
て
、
日

本
の
検
閲
が
実
施
さ
れ
た
。
九
月
一
九
日
に
公
布
さ
れ
た
「
プ
レ
ス
コ
ー
ド
」

に
は
「
占
領
軍
に
対
し
破
壊
的
な
批
判
を
加
え
、
不
信
ま
た
は
怨
恨
を
招
く
事

項
の
掲
載
を
禁
ず
る
」
と
い
う
一
項
が
あ
っ
た
。

検
閲
は
、
新
聞
、
出
版
、
映
画
、
演
劇
、
放
送
な
ど
す
べ
て
に
及
ん
だ
。
一

九
四
五
年
九
月
二
七
日
、
昭
和
天
皇
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を

訪
問
す
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
撮
影
し
た
天
皇
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
並
ぶ
写
真
が

新
聞
・
通
信
各
社
に
配
ら
れ
、
軍
服
姿
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の

天
皇
の
写
真
は
新
聞
に
掲
載
す
る
こ
と
が
強
要
さ
れ
た
。
二
九
日
の
新
聞
に

は
、
傲
然
と
腰
に
手
を
あ
て
て
立
つ
長
矩
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
直
立
し
た
背
の

低
い
天
皇
の
姿
が
大
き
く
載
り
、
日
本
人
は
敗
戦
を
実
感
し
た
。
映
画
で
は
戦

後
民
主
主
義
の
象
徴
と
し
て
、
松
竹
の
青
春
映
画
に
シ
ナ
リ
オ
に
は
な
か
っ
た

キ
ス
シ
ー
ン
を
挿
入
さ
せ
て
い
る
。
日
本
映
画
の
初
の
キ
ス
シ
ー
ン
で
あ
る
。

一
方
、
歌
舞
伎
の
『
忠
臣
蔵
』
は
そ
の
封
建
的
な
忠
君
と
復
讐
の
思
想
を
理
由

に
上
演
中
止
に
追
込
ま
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
マ
ッ
カ
ー
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サ
ー
の
副
官
で
歌
舞
伎
を
愛
し
た
バ
ワ
ー
ズ
（Faubion

B
ow

ers

）
大
佐
で
あ
っ

た
。
放
送
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
日
曜
娯
楽
版
』
が
検
閲
す
れ
す
れ
の
ギ
ャ
グ
で
人

気
と
な
っ
た
。

原
子
爆
弾
の
報
道
も
検
閲
の
対
象
と
な
っ
た
。
原
爆
被
災
の
写
真
報
道
が
、

細
菌
兵
器
や
毒
ガ
ス
よ
り
も
凶
悪
な
兵
器
を
使
っ
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
行
っ
た

と
い
う
非
難
に
結
び
つ
く
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
は
恐
れ
た
。
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て

廃
虚
と
化
し
た
惨
状
や
被
爆
者
の
映
像
が
止
め
ら
れ
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ

た
。
原
爆
被
災
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
報
告

書
や
レ
ポ
ー
ト
は
、
記
録
保
管
所
に
封
印
さ
れ
た
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
国
防
総
省
）
が
提
供
す
る
空
爆
の
「
き
の
こ
雲
」
の
航
空
写

真
は
、
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
に
氾
濫
し
て
い
た
が
「
き
の
こ
雲
」
の
下
の
惨
状
は

隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
当
時
『
イ
ン
パ
ク
ト
』
と
い
う
空
軍
情
報
誌
を
発
行
し
て
い

た
。『
イ
ン
パ
ク
ト
』
の
最
終
号
は
Ｂ
―
２９
に
よ
る
名
古
屋
の
空
襲
に
触
れ
、

「
こ
の
空
爆
は
だ
れ
も
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
だ
っ
た
と
思
い
、
ま
し
て
や
ジ
ャ
ッ

プ
の
間
で
は
そ
れ
を
疑
う
者
は
い
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
原
爆
の
「
き
の
こ
雲
」

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
二
度
の
衝
撃
が
新
た
な
軍
事
的
展
望
を
切
り
開
く
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
『
ラ
イ
フ
』
の
写
真
編
集
部
の
一
人
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
が

動
員
さ
れ
て
『
イ
ン
パ
ク
ト
』
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
時
の
記
憶
で
あ
る

が
、
彼
は
『
２０
世
紀
の
瞬
間
』
と
い
う
著
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

も
し
、
山
端
の
長
崎
の
写
真
が
『
ラ
イ
フ
』
の
表
紙
に
（
も
っ
と
早
い
時

期
に
）
掲
載
さ
れ
て
い
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
ん
だ
こ
と
だ

ろ
う
。

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
『
２０
世
紀
の
瞬
間
』
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第
十
二
章

エ
ピ
ロ
ー
グ

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
後

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
日
本
特
集
号
に
関
わ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は

ど
の
よ
う
な
戦
後
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
（A

rchibald
M

acL
eish

）、『
豊
か
な
社

会
』
の
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
（J.K

.G
albraith

）、『
脱
工
業
化
社
会
の
到

来
』
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
（D

aniel
B

ell

）、『
す
で
に
起
こ
っ
た
未
来
』
の
ピ
ー

タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
（P.F.D

rucker

）、『
第
三
の
波
』
の
ア
ル
ビ
ン
・

ト
フ
ラ
ー
（A

lvin
Toffler

）
な
ど
優
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
二
〇
世
紀
を

リ
ー
ド
し
た
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、
ま
た
、
二
〇
世
紀
を
記
録
し
続

け
た
カ
メ
ラ
マ
ン
や
ラ
イ
タ
ー
、
あ
る
い
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
編
集
者

た
ち
が
雑
誌
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
関
わ
り
、
そ
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
の

章
で
は
そ
の
中
か
ら
一
九
三
六
年
と
一
九
四
四
年
の
日
本
特
集
号
に
参
加
し
、

記
事
を
作
り
上
げ
た
ラ
イ
タ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
編
集
者
を
中
心
に
、
彼
等
の

戦
後
の
足
跡
を
辿
っ
た
。

ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
七
）

そ
の
「
日
本
嫌
い
」
は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た

タ
イ
ム
社
を
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ハ
ッ
デ
ン
と
立
ち
上
げ
、

メ
デ
ィ
ア
の
帝
王
と
し
て
君
臨
し
た
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
。
こ
の
小
論
の

主
題
で
あ
る
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
を
企
画
し
た
の
は
彼
で
あ
っ
た
。

中
国
で
宣
教
師
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
ル
ー
ス
は
、
帰
国
し
て
ホ
ッ
チ
キ

ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
か
ら
エ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
た
後
、
友
人
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ハ
ッ
デ
ン
と
タ
イ
ム

社
を
立
ち
上
げ
た
。
中
国
を
侵
略
す
る
日
本
を
心
底
憎
ん
だ
ル
ー
ス
は
、
中
国

ロ
ビ
ー
と
い
う
よ
り
、蒋
介
石
政
権
の
在
米
中
国
大
使
の
よ
う
な
存
在
と
な
り
、

ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
動
か
し
た
。

最
初
の
日
本
訪
問
は
、
一
九
三
二
年
五
月
、
豪
華
客
船
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・

カ
ナ
ダ
号
に
よ
る
世
界
一
周
の
途
次
で
あ
っ
た
。
彼
は
軍
部
の
テ
ロ
リ
ス
ト
集

団
が
国
家
と
国
民
を
支
配
す
る
大
日
本
帝
国
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
続

い
て
、
ル
ー
ス
は
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
中
国
の
山
東
省
青
島
を
訪
ね
、
そ
の

変
わ
り
果
て
た
姿
に
涙
し
た
。
そ
し
て
中
国
を
こ
こ
ま
で
荒
廃
さ
せ
た
日
本
に

憤
り
を
持
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

昭
和
七
年
と
い
え
ば
、
満
州
国
に
傀
儡
政
権
が
成
立
し
、
日
本
で
は
血
盟
団

が
団
琢
磨
三
井
合
名
理
事
長
と
井
上
準
之
助
前
蔵
相
を
相
次
い
で
暗
殺
し
て
い

る
。
内
外
と
も
に
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
、
事
変
が
相
次
い
だ
。
こ
の
時
の
ル
ー

ス
の
体
験
が
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
を
企
画
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
が
特
集
号
を
出
版
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
一
九
三
二

年
の
「
ソ
連
邦
と
共
産
主
義
」
と
一
九
三
四
年
の
「
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
イ
タ
リ

ア
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
、
ル
ー
ス
は
人
間
宣
言
を
し
た
昭
和
天
皇
に
単
独
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
。
天
皇
へ
の
最
初
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
一
九
四
五

年
九
月
二
六
日
に
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
ク
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ン
記

者
に
よ
っ
て
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。
事
前
に
提
出
し
て
お
い
た
質
問
状
に
対

す
る
回
答
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
帰
り
に
宮
内
庁
か
ら
渡
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
天

皇
と
一
〇
分
程
の
会
話
も
交
わ
し
て
い
る
。
以
後
、
多
数
の
戦
勝
国
の
プ
レ
ス

が
昭
和
天
皇
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
成
功
し
て
い
る
の
で
、
ル
ー
ス
が
特
別
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
天
皇
に
対
し
、
彼
は
「
こ
ん
な
に
長
く
神
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
も
う
退
位
す
べ
き
で
は
な
い
か
？
」（“H

O
W

IT
FE

LT
T

O
B

E
M

O
R

-

TA
L

A
FT

E
R

H
A

V
IN

G
B

E
E

N
A

G
O

D
FO

R
SO

L
O

N
G

?”

あ
る
い
は
、

“H
O

W
IT

FE
LT

N
O

L
O

N
G

E
R

T
O

B
E

C
O

N
SID

E
R

E
D

A
G

O
D

?”

）
と
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質
問
し
て
い
る
。“B

E
M

O
R

TA
L

”

「
死
す
べ
き
」
と
言
う
言
葉
が
入
っ
た
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
質
問
は
、
日
本
の
通
訳
が
（
多
分
、
意
図
的
に
）

翻
訳
に
失
敗
し
た
の
で
、
答
え
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ル
ー
ス
が
天
皇
に
対
し
て
退
位
を
迫
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
戦
勝
国
の
東
京
特
派
員
た
ち
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
で
天
皇
を

「
チ
ャ
ー
リ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
（
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ン
『
ニ
ッ
ポ
ン
日
記
』
か

ら
）。
何
故
、
「
チ
ャ
ー
リ
ー
」
な
の
か
？

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ュ
ル
ツ
作
『
ス

ヌ
ー
ピ
ー
』
の
「
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
」
で
あ
れ
ば
、
赤
毛
の
女
の
子
に

想
い
が
通
じ
な
い
、
遠
く
か
ら
目
立
つ
、
気
さ
く
で
礼
儀
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
こ
の
「
チ
ャ
ー
リ
ー
」
が
世
に
登
場
す
る
の
は
一
九
五
〇
年
の
こ
と

で
あ
る
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
お
そ
ら

く
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
訪
問
し
た
時
の
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
天
皇
の
写
真
を
見
て
、

連
合
軍
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

を
ダ
ブ
ら
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ニ
ン
グ

姿
、
ち
ょ
び
髭
、
人
の
好
さ
そ
う
な
小
男
、
占
領
軍
特
派
員
と
し
て
の
お
ご
り

を
表
わ
す
隠
語
（C

ant

）
的
表
現
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
外
人
記
者
ク
ラ
ブ

の
愛
称
は
、
当
時
の
天
皇
の
存
在
感
の
軽
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。
相
手
が

「
チ
ャ
ー
リ
ー
」
な
ら
ば
、
何
で
も
質
問
で
き
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ル
ー
ス
は
、
世
界
中
を
飛
び
回
り
、
時
の
権
力
者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね

た
。
一
四
歳
で
生
ま
れ
故
郷
の
中
国
を
出
て
以
来
、
旅
を
続
け
た
彼
は
、
世
界

の
要
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
苦
に
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
彼
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
真
骨
頂
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
戦
後
、『
タ
イ
ム
』
の
表
紙
に
、
次
々
と
世
界
の
「
時
の
権
力
者
」
を

取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
ル
ー
ス
は
彼
の
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
を
誇
示
し
、
国
家

権
力
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
た
と
い
え
る
。
今
で
は
一
年
を
締
め
く
く
る
「
マ

ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
選
考
は
、『
タ
イ
ム
』
の
年
末
恒
例
の
シ
ョ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
マ
ン
」
の
第
一
号
は
大
西
洋

横
断
飛
行
に
成
功
し
た
リ
ン
ド
バ
ー
グ
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
で
あ
っ
た
。

中
国
を
ア
メ
リ
カ
の
手
で
解
放
し
、
立
て
直
す
と
い
う
ル
ー
ス
の
思
惑
は
、

日
本
の
敗
戦
で
成
功
し
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
戦
争
終
結
後
の
国
共
内
戦

か
ら
毛
沢
東
に
よ
る
人
民
政
府
の
成
立
で
、
彼
の
目
論
み
は
瓦
解
す
る
。
侵
略

者
日
本
が
ア
ジ
ア
か
ら
消
さ
れ
た
後
、
ル
ー
ス
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
同
様
に
忌
み

嫌
っ
た
共
産
勢
力
が
大
津
波
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
を
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。

一
九
五
〇
年
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
。
共
産
勢
力
の
脅
威
が
ア
ジ
ア
を
覆
う
よ

う
に
な
っ
て
、
ル
ー
ス
は
日
本
に
対
す
る
扱
い
を
変
え
た
。
写
真
週
刊
誌
『
ラ

イ
フ
』
は
「
奥
ゆ
か
し
く
、
美
し
い
文
化
を
持
つ
日
本
」
を
特
集
し
、
茶
道
や

京
都
の
寺
院
を
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
で
紹
介
し
出
し
た
。
繊
細
な
感
性
を
持
つ
日

本
の
復
活
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
勢
力
地
図
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
一
九
五
一
年
一
月
、
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
講
和
特
使
と
し
て
来
日
す
る
。
吉
田
首
相

と
会
談
し
た
後
、
ダ
レ
ス
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
締
結
に
関
す
る
概
略
が
纏

ま
っ
た
と
い
う
手
紙
を
ル
ー
ス
に
書
き
送
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
ル
ー
ス
と
彼
の

雑
誌
は
、
日
本
を
共
産
主
義
の
防
波
堤
と
考
え
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
友
と
し

て
扱
い
、
日
米
同
盟
の
重
要
性
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
二
年
、
ル
ー
ス
は
台
湾
に
追
い
落
と
さ
れ
た
蒋
介
石
を
激
励
に
訪
れ

て
い
る
。
ル
ー
ス
の
蒋
介
石
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
戦
前
と
変
わ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

一
九
六
三
年
、『
タ
イ
ム
』
は
創
刊
四
〇
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
祝
宴
は
華

や
か
に
、
女
優
ジ
ー
ナ
・
ロ
ロ
ブ
リ
ジ
ー
ダ
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ケ
ー
シ
ー
・
ス
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テ
ン
ゲ
ル
選
手
、
ソ
ー
ク
・
ワ
ク
チ
ン
の
ジ
ョ
ナ
ス
・
ソ
ー
ク
博
士
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
上
院
議
員
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
、
教
皇
の
親
書

を
託
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
ペ
ル
マ
ン
枢
機
卿
、
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

副
大
統
領
な
ど
綺
羅
星
の
如
く
列
席
し
、
俳
優
ボ
ブ
・
ホ
ー
プ
が
司
会
を
務
め
、

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
大
統
領
は
出
席
で
き

な
い
こ
と
を
丁
重
に
詫
び
、
ケ
ネ
デ
ィ
家
と
ル
ー
ス
と
の
個
人
的
な
交
際
を
謝

し
た
後
、「
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
こ
そ
我
々
の
時
代
を
代
表
す
る
編
集
者

で
あ
り
、『
タ
イ
ム
』
は
半
世
紀
近
く
、
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
教
え
、
楽

し
ま
せ
、
混
乱
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
激
昂
さ
せ
て
来
た
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人

と
同
様
、
私
も
『
タ
イ
ム
』
の
主
張
に
常
に
同
調
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
と
に

か
く
読
ん
で
い
た
。
時
に
、『
タ
イ
ム
』
は
読
者
の
政
治
的
視
野
を
偏
ら
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
が
、
読
者
の
知
的
、
文
化
的
水
準
を
高
め
る
こ
と
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
。『
タ
イ
ム
』
の
創
刊
四
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、『
タ

イ
ム
』が
そ
の
年
輪
に
相
応
し
い
充
実
し
た
内
容
で
、
成
熟
し
た
品
格
を
保
ち
、

人
間
の
弱
さ
に
寛
容
で
あ
り
、
全
て
に
驚
き
に
満
ち
、
時
に
、
誤
り
に
対
す
る

ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
願
う
」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ル
ー
ス
は

「
私
は
、
こ
の
よ
う
な
格
調
の
高
さ
と
、
賢
明
さ
と
、
公
正
な
感
覚
を
備
え
た

読
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
こ
そ
、『
タ
イ
ム
』
の
最
高
の
読
者
だ
と
考
え

て
い
る
。『
タ
イ
ム
』の
編
集
長
と
し
て
の
個
人
的
な
最
大
の
特
権
の
一
つ
は
、

大
統
領
と
会
話
を
持
て
る
こ
と
に
あ
る
。
私
に
関
す
る
限
り
、
大
統
領
と
編
集

長
で
あ
る
私
の
会
話
は
、
二
人
の
興
味
が
失
わ
れ
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
保
障
す
る
」
と
答
え
て
い
る
。

四
〇
年
前
、『
タ
イ
ム
』
を
創
刊
し
た
時
、
ル
ー
ス
は
そ
の
趣
意
を
こ
う
書

い
た
。「『
タ
イ
ム
』
は
ど
れ
だ
け
多
く
の
記
事
を
載
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
興

味
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
記
事
を
読
者
の
心
に
刻
み
込
め
る
か

が
重
要
で
あ
る
。
社
会
的
な
問
題
や
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
、
完
全
に
中

立
を
守
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
ま
た
、
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
編
集
者
が

ニ
ュ
ー
ス
に
関
し
て
あ
る
種
の
偏
見
を
持
つ
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
」。

『
タ
イ
ム
』
創
刊
か
ら
半
年
後
、
後
に
大
統
領
と
な
る
海
軍
次
官
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、『
タ
イ
ム
』
の
主
観
を
全
面
に
押
し
出
し
た
記

事
を
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
の
挑
戦
的
と
も
言
え
る
趣
意
は
読
者
の
支
持
を
得

て
、『
タ
イ
ム
』
は
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

四
十
周
年
の
翌
年
、
ル
ー
ス
は
編
集
長
の
ポ
ス
ト
を
ヘ
ド
レ
イ
・
ド
ノ
バ
ン

（H
edley

D
onovan

）
に
譲
り
、
編
集
顧
問
と
な
っ
て
引
退
し
た
。

「
ま
ず
、
何
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の
利
益
が
尊
重
さ
れ
、
地
球
全
体
に
影
響
力

を
持
つ
存
在
と
な
り
、
恵
ま
れ
な
い
国
を
救
い
、
世
界
の
平
和
を
掻
き
乱
す
も

の
に
は
容
赦
な
く
立
ち
向
か
う
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
世
紀
ア
メ
リ
カ
は

栄
光
と
名
誉
を
手
に
す
る
だ
ろ
う
。」
と
ル
ー
ス
は
エ
ー
ル
大
学
在
学
中
に
書

い
た
。
そ
れ
が
ル
ー
ス
の
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
っ
た
。
確

か
に
ル
ー
ス
の
云
う
通
り
、
二
〇
世
紀
は
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
だ
が
、
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
手
に
し
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

一
九
六
七
年
二
月
、
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ル
ー
ス
逝
去

享
年
六
十
九
歳
。
最

後
の
言
葉
は
「
全
て
上
手
く
行
き
つ
つ
あ
る
」（everything

is
going

to
be

all

right

）
で
あ
っ
た
。

『
タ
イ
ム
』
の
ラ
イ
バ
ル
誌
で
あ
る
『
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
』
は
、
ル
ー

ス
の
死
を
「
専
制
的
で
派
手
好
み
の
男
が
死
ん
だ
」
と
報
じ
た
。

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ル
ー
ス
と
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
と
最
後
に
会
っ
た
の
は
、
亡
く
な
る
六
ヶ
月
前
、
一

九
六
六
年
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
国
際
経
営
会
議
の
公
式
夕
食

会
の
席
だ
っ
た
。
彼
は
相
変
わ
ら
ず
丁
寧
で
、
私
に
温
か
い
言
葉
を
か
け
、
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袖
を
引
っ
張
っ
て
私
を
隣
の
席
に
座
ら
せ
た
。「
最
近
は
何
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
ね
？
」「
実
は
、
た
っ
た
今
、
日
本
か
ら
戻
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
」
と

私
は
答
え
た
。「
ハ
リ
ー
、
日
本
は
見
事
に
戦
前
の
立
派
な
姿
に
戻
り
ま
し

た
よ
。
そ
れ
に
西
欧
文
明
の
日
本
化
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
想
像

が
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
が
」。
ル
ー
ス
は
顔
を
し
か
め
、
席
か
ら
立
ち
上
が

り
、
く
る
り
と
背
を
向
け
た
ー
こ
れ
が
彼
を
見
た
最
後
だ
っ
た
。

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
『
傍
観
者
の
時
代
』

宣
教
師
の
子
と
し
て
中
国
で
生
ま
れ
、
日
本
を
侵
略
者
と
み
な
し
、
中
国
の

民
衆
を
愛
し
た
ル
ー
ス
。
晩
年
、
日
本
を
共
産
主
義
の
防
波
堤
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
も
、
そ
の
日
本
嫌
い
は
終
生
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ル
ー
ス
と
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
、
同
じ
宣
教
師
の
子
と
し
て
日
本
に
生
ま
れ

た
エ
ド
ウ
イ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
（E

dw
in

O
.R

eischauer

一
九
一
〇
―
一
九

九
一
）
は
、
明
治
の
元
勲
松
方
正
義
の
孫
ハ
ル
と
再
婚
し
、
駐
日
大
使
を
務

め
、
そ
の
生
涯
を
日
本
と
の
交
流
に
尽
力
し
た
。
同
じ
よ
う
に
宣
教
師
の
子
と

し
て
、
中
国
と
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
人
の
生
き
方
は
交
わ
る
こ
と
の
な
い

レ
ー
ル
の
よ
う
だ
。

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
（
一
九
〇
九
〜
）

日
本
の
可
能
性
を
見
抜
い
た
最
初
の
欧
米
人

ル
ー
ス
か
ら
『
タ
イ
ム
』
の
外
報
部
長
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
の
後
釜
と
し
て
声

を
掛
け
ら
れ
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
タ
イ
ム
に
出
社
し
た
が
上
手
く
行
か
な
か
っ

た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。（
第
六
章
参
照
）

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
自
ら
を
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も

経
営
学
者
で
も
な
い
と
い
っ
て
、
ル
ー
ス
と
一
緒
に
働
い
た
時
を
最
高
に
刺
激

的
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
九
十
歳
を
超
え
て
も
そ
の
ペ
ン
は
衰
え
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。

一
九
四
〇
年
、
ル
ー
ス
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
創
刊
十
周
年
記
念
号
の
編

集
作
業
を
助
け
て
欲
し
い
と
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
声
を
掛
け
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
そ

れ
か
ら
二
ヶ
月
間
、
ル
ー
ス
と
一
緒
に
昼
夜
を
問
わ
ず
働
い
た
。

こ
の
十
周
年
記
念
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

に
つ
い
て
の
記
事
を
書
い
て
い
る
。
正
確
に
い
え
ば
、
駆
け
出
し
記
者
の
的
外

れ
な
原
稿
の
修
正
を
ル
ー
ス
か
ら
頼
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
当
時
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の

社
長
は
創
業
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
ワ
ト
ソ
ン
は
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
」
を
社
是
に
掲
げ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
世
界
一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
に
育
て

上
げ
た
男
で
あ
る
。
そ
の
ワ
ト
ソ
ン
と
の
出
会
い
が
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
企
業
の

ト
ッ
プ
や
そ
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
か
ら
調
査
を

依
頼
さ
れ
、
Ｇ
Ｍ
の
経
営
を
分
析
し
て
、『
会
社
と
い
う
概
念
』（“C

oncept
of

the
C

orporation”

）
と
い
う
著
作
に
纏
め
た
。
こ
の
書
は
一
言
で
い
え
ば
、「
事

業
部
制
」
を
取
入
れ
る
こ
と
で
、
企
業
の
分
権
化
を
図
る
こ
と
を
勧
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
提
案
は
Ｇ
Ｍ
に
は
否
定
さ
れ
た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
二

世
は
フ
ォ
ー
ド
社
を
再
建
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
こ
れ
を
採
用
し
た
。
当
時
、

経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク（
Ｇ
Ｅ
）社
も
ド
ラ
ッ

カ
ー
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
結
ん
だ
。
シ
ア
ー
ズ
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
そ
れ
に
最

初
は
彼
を
拒
否
し
た
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
も
次
々
と
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
契
約
を
結
び
、
彼
は
時
代
の
寵
児
と
な
っ
て
ゆ
く
。

彼
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
経
営
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
が
目
的
で
、
出
席
し
た
ソ
ニ
ー
や
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
ト
ッ
プ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
以
来
、
彼
は
日
本
を
繰
り
返
し
訪

問
し
、
当
時
、
誰
も
信
じ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、「
日
本
は
経
済
大
国
に
な
る
」

と
予
言
し
て
い
る
。
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ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
断
絶
の
時
代
』（“T

he
A

ge
of

D
iscontinuity

”
H

arper

&
R

ow
Publishers

Inc.,
N

ew
Y

ork
1969

）
の
中
で
、
日
本
経
済
に
つ
い
て

か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
一
九
三
〇
年
代
に
西
欧
先
進
諸
国
は
、
労
働
集
約
的
産
業
で
は
日
本
に
は

太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
悟
っ
た
。
三
十
年
後
、
日
本
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
の
新
興

国
こ
そ
労
働
集
約
商
品
の
真
の
競
争
相
手
で
あ
る
」。『
断
絶
の
時
代
』
が
上
梓

さ
れ
て
か
ら
、
さ
ら
に
三
十
年
が
経
過
し
て
い
る
今
、
労
働
集
約
的
産
業
に
関

し
て
は
、
日
本
は
中
国
に
は
太
刀
打
ち
出
来
な
い
と
悟
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。

財
閥
に
関
し
て
は
、
三
菱
の
岩
崎
流
の
企
業
家
精
神
に
よ
っ
て
、
日
本
は

世
界
史
上
前
例
の
な
い
程
の
急
テ
ン
ポ
で
資
本
蓄
積
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
同
時
に
、
澁
澤
流
の
人
的
能
力
至
上
主
義
に
よ
っ
て
、
日
本
は
三
十
年

以
内
に
、
史
上
に
類
を
み
な
い
急
速
な
人
的
資
本
の
形
成
と
識
字
率
の
増
加

を
実
現
し
得
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
の
後
半
に
、
戦
後
経
済
の
発
展

に
お
い
て
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
ど
ち
ら
が
よ
り
発
展
す
る
か
を
賭
け
た
な

ら
、
皆
イ
ギ
リ
ス
に
賭
け
た
ろ
う
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
は
戦
前
よ
り
相

当
強
く
な
っ
て
い
た
し
、
対
照
的
に
日
本
は
戦
争
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
技
能
水
準
も
教
育
水
準
も
経
済
力
か
ら
み
て
も
遥
か
に

優
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
年
後
の
今
日
前
進
し
て
い
る
の
は
日

本
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
凋
落
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
も
た
ら
し

た
理
由
の
一
つ
は
、
日
本
が
経
済
政
策
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
世
界
経
済
の

動
向
を
中
心
に
お
い
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
経
済
政
策
を
伝
統
的
な

国
内
経
済
の
維
持
に
役
立
つ
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
『
断
絶
の
時
代
』

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
「
私
は
戦
後
の
日
本
の
可
能
性
を
見
抜
い
た
最
初
の
欧
米
人

だ
」
と
自
負
し
て
い
る
。
彼
を
経
営
学
に
向
か
わ
せ
た
の
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』

と
い
う
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｒ
・
ハ
ー
ス
ト
（
一
八
六
三
〜
一
九
五
一
）

「
市
民
ケ
ー
ン
」
の
モ
デ
ル

「
雑
誌
王
」
と
呼
ば
れ
た
ル
ー
ス
と
「
新
聞
王
」
と
呼
ば
れ
た
ハ
ー
ス
ト
が

そ
ろ
っ
て
大
の
日
本
嫌
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
ル
ー
ス
と
ハ
ー
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
同

時
代
を
生
き
た
が
、
お
互
い
の
接
点
は
、
競
合
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
以
外
は

な
い
。
た
だ
一
つ
共
通
し
て
い
た
の
が
、
日
本
を
叩
く
の
に
な
り
振
り
構
わ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ー
ス
ト
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
を
自
紙
の
勢
力
拡
張
の
好
機
と
み
た
。
四
万

人
の
従
業
員
を
抱
え
、
全
米
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
ハ
ー
ス
ト
系
新
聞
、
雑
誌
、
ラ

ジ
オ
局
の
す
べ
て
が
「
ジ
ャ
ッ
プ
憎
し
」
と
吠
え
た
の
で
あ
る
。「
黄
禍
」「
チ

ビ
の
汚
い
ジ
ャ
ッ
プ
」
は
新
聞
の
発
行
部
数
を
伸
ば
す
上
で
の
格
好
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
な
っ
た
。
ハ
ー
ス
ト
は
世
論
を
煽
り
立
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
ア

メ
リ
カ
の
政
治
や
モ
ラ
ル
、
ひ
い
て
は
世
界
情
勢
ま
で
を
も
支
配
し
よ
う
と
し

て
い
た
。

一
九
世
紀
末
に
遡
る
が
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ
ー
ス
ト
が
率
い
る『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
紙
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
の

率
い
る
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
ー
ル
ド
』
紙
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
大
衆
化
の
波
に

乗
っ
て
そ
の
発
行
部
数
を
競
い
合
っ
て
い
た
。「
イ
エ
ロ
ー
・
キ
ッ
ド
」
と
い

う
、
歯
の
欠
け
た
黄
色
い
マ
ン
ト
を
翻
す
子
ど
も
が
活
躍
す
る
新
聞
の
連
載
マ

ン
ガ
が
人
気
を
博
す
る
と
、
二
紙
は
そ
の
作
家
を
奪
い
合
っ
た
。
こ
れ
が
「
イ

エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
と
な
っ
た
。
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ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
顕
彰
す
る
「
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
」
の

設
立
者
と
し
て
後
世
に
名
を
残
し
た
。

一
方
、
ハ
ー
ス
ト
が
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
監
督
の
映
画
『
市
民
ケ
ー
ン
』

の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
の
一
九
四
一
年
、
監
督
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
の

処
女
作
『
市
民
ケ
ー
ン
』
が
完
成
し
た
。『
市
民
ケ
ー
ン
』
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ

る
が
、
一
九
三
九
年
封
切
の
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
と
並
び
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

不
朽
の
名
作
と
し
て
評
価
が
高
い
。
そ
の
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
が
自
分
と
そ
の
情

婦
マ
リ
オ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ハ
ー
ス
ト
は
、

マ
リ
オ
ン
の
名
誉
の
た
め
に
も
上
映
の
差
止
め
に
走
り
廻
っ
た
が
、
失
敗
に
終

わ
り
、
彼
と
マ
リ
オ
ン
は
『
市
民
ケ
ー
ン
』
の
モ
デ
ル
と
し
て
後
世
に
名
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
ー
ス
ト
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
塗
れ
た
生
涯
を
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
の
自
宅
で

終
え
た
の
は
、
一
九
五
一
年
、
享
年
八
八
歳
で
あ
っ
た
。『
市
民
ケ
ー
ン
』
の

主
人
公
は
、
映
画
で
「
薔
薇
の
蕾
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
ス

ト
は
死
の
寸
前
ま
で
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
売
り
込
み
に
手
を
抜
い
て
は
な

ら
ぬ
」
な
ど
と
指
示
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ス
ト
に
は
死
後
、
皮
肉

に
も
「
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
そ
の
も
の
の
よ
う
な
事
件
が
待
っ
て

い
た
。

一
九
七
四
年
、
過
激
派
に
よ
り
、
ハ
ー
ス
ト
の
一
五
人
い
る
孫
の
一
人
、
パ

ト
リ
シ
ア
が
誘
拐
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
犯
行
は
貧
民
や
虐
げ
ら
れ
た
黒
人
や
有

色
人
種
の
解
放
を
求
め
る
過
激
派
組
織
Ｓ
Ｌ
Ａ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｌ

Ａ
の
要
求
は
「
パ
ト
リ
シ
ア
の
解
放
と
引
き
替
え
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
貧
民

に
一
ヶ
月
一
人
に
つ
き
七
〇
ド
ル
を
出
せ
！
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
換
算

す
る
と
一
ヶ
月
で
一
千
億
円
を
超
え
る
大
金
で
あ
り
、
大
富
豪
ハ
ー
ス
ト
家
と

い
え
ど
も
支
払
え
る
額
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ト
リ
シ
ア
は
解
放
さ
れ
ず
、
マ
ス

コ
ミ
は
連
日
、
こ
の
誘
拐
事
件
を
取
り
上
げ
、
憶
測
報
道
を
繰
り
広
げ
た
が
、

事
件
は
意
外
な
展
開
を
見
せ
た
。
誘
拐
事
件
か
ら
二
ヶ
月
後
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
が
銀
行

を
襲
撃
し
た
時
、
監
視
カ
メ
ラ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、
誘
拐
さ
れ
た
筈
の
パ

ト
リ
シ
ア
が
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
持
ち
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
メ
ン
バ
ー
と
共
に
銀
行
強
盗
を

行
う
姿
だ
っ
た
。
誘
拐
さ
れ
た
筈
の
大
富
豪
の
娘
が
な
ぜ
過
激
派
の
一
味
に
加

わ
っ
た
の
か
？

後
日
マ
ス
コ
ミ
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
犯
行
声
明
の
中
で
、
パ

ト
リ
シ
ア
は「
私
は
こ
れ
以
上
、
ハ
ー
ス
ト
家
の
一
員
と
し
て
生
き
ら
れ
な
い
。

私
は
戦
う
」と
云
っ
て
い
る
。ハ
ー
ス
ト
の
孫
娘
は
祖
父
に
劣
ら
ぬ
強
者
で
あ
っ

た
。

セ
オ
ド
ア
・
Ｈ
・
ホ
ワ
イ
ト
（
一
九
一
五
〜
一
九
八
六
）

「
赤
の
テ
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
て

一
九
四
〇
年
、
日
本
軍
の
空
襲
が
続
く
重
慶
で
ル
ー
ス
と
出
会
い
、
肝
胆
相

照
ら
し
た
ホ
ワ
イ
ト
。
だ
が
、
お
互
い
を
ハ
リ
ー
、
テ
デ
ィ
と
呼
ん
で
尊
敬
し

あ
っ
た
蜜
月
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
蒋
介
石
の
報
道
を
巡
っ
て

軋
轢
が
生
じ
、
二
人
は
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
況
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
。
中
国

で
取
材
を
続
け
る
ホ
ワ
イ
ト
は
、
腐
敗
し
き
っ
た
蒋
介
石
体
制
で
は
中
国
は
救

え
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
が
『
タ
イ
ム
』
に
送
稿
し
た
記
事
は
正

反
対
の
主
張
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
外
報
部
長
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
の
仕
業
で
あ
っ

た
が
、
第
二
の
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
と
し
て
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
を
重
用
し
て
い
た

ル
ー
ス
に
も
そ
の
責
任
は
あ
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
の
恩
師
で
あ
る
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
教
授
が
、『
タ
イ
ム
』
に
掲
載

さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
の
記
事
を
た
ま
た
ま
読
ん
で
、
彼
に
手
紙
を
書
き
送
っ
た
。

中
国
現
代
史
の
専
門
家
で
あ
る
教
授
は
、
当
時
、
イ
ン
ド
の
戦
争
情
報
局
に
勤

務
し
て
い
て
、
隣
国
の
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を
熟
知
し
て
い
た
。
そ
の

手
紙
に
は
「
私
は
君
を
心
か
ら
恥
ず
か
し
く
思
う
。
時
局
は
い
ま
や
歴
史
的
瞬
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間
を
迎
え
た
。
す
べ
か
ら
く
君
の
考
え
を
述
べ
た
ま
え
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
手

紙
が
ホ
ワ
イ
ト
に
ル
ー
ス
と
の
決
別
を
決
意
さ
せ
た
。

一
九
四
四
年
の
夏
、
ホ
ワ
イ
ト
の
予
言
通
り
、
蒋
介
石
軍
は
崩
壊
す
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
ル
ー
ス
の
蒋
介
石
支
持
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
蒋
介
石

に
関
す
る
限
り
、
ル
ー
ス
は
現
実
を
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
タ

イ
ム
』
は
外
報
部
長
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
を
通
し
て
次
々
と
偏
向
し
た
中
国
関
連
記

事
を
掲
載
し
て
い
っ
た
。
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
は
ホ
ワ
イ
ト
と
ル
ー
ス
の
確
執
を

次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

ホ
ワ
イ
ト
は
中
国
か
ら
『
タ
イ
ム
』
へ
最
後
の
送
稿
を
す
る
。
書
き
出
し

は
「
蒋
介
石
の
歴
史
的
使
命
は
終
わ
っ
た
」
で
あ
っ
た
。「
総
統
は
驚
く
ほ

ど
無
知
だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
身
の
無
知
を
知
ら
な
い
の
だ
」。
こ

れ
を
読
ん
だ
ル
ー
ス
は
激
し
く
怒
り
、
ホ
ワ
イ
ト
の
記
事
は
一
行
も
載
ら
な

い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
一
〇
月
一
三
日
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、
蒋
介
石
の
太

鼓
持
ち
に
終
始
し
て
い
た
。

そ
の
記
事
を
読
ん
だ
ホ
ワ
イ
ト
は
ル
ー
ス
に
書
い
た
「
も
し
あ
な
た
が
こ

の
方
針
に
固
執
す
る
な
ら
、
あ
な
た
は
単
に
過
ち
を
犯
す
だ
け
で
は
な
い
。

中
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
」

そ
の
無
礼
な
調
子
に
ル
ー
ス
は
怒
り
狂
っ
た
。

ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』

戦
後
、
中
国
特
派
員
の
仕
事
に
区
切
り
を
つ
け
た
ホ
ワ
イ
ト
は
戦
艦
ミ
ズ
ー

リ
で
の
日
本
の
降
伏
調
印
式
の
取
材
を
最
後
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
た
。

次
の
辞
令
を
待
ち
な
が
ら
、
彼
は
ジ
ャ
コ
ビ
ー
夫
人
と
の
共
著『
中
国
の
雷
鳴
』

の
執
筆
に
専
念
し
て
い
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
次
の
任
地
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
行
き
を

希
望
し
て
い
た
。『
タ
イ
ム
』
の
外
報
部
の
デ
ス
ク
は
、
彼
を
モ
ス
ク
ワ
に
派

遣
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
は
ル
ー
ス
が
反
対
し
た
。
多
分
、
ル
ー
ス
は
ホ

ワ
イ
ト
を
共
産
圏
に
派
遣
す
る
こ
と
を
、
虎
を
野
に
放
つ
よ
う
に
恐
れ
た
の
だ

ろ
う
。
次
に
デ
ス
ク
は
キ
ュ
ー
バ
行
き
を
打
診
し
た
が
、
今
度
は
ホ
ワ
イ
ト
が

断
っ
た
。
身
の
置
き
ど
こ
ろ
の
な
く
な
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
は
タ
イ
ム
社
を
辞
め
、

カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ス
と
共
同
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
事
務
所
を
持
つ
。
重
慶
で

日
本
軍
の
爆
撃
を
避
け
て
、
防
空
壕
で
共
に
身
を
潜
め
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
カ
ー

ル
で
あ
る
。
テ
デ
ィ
と
カ
ー
ル
は
、
偶
然
、
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
再
会
し
た
。
ホ

ワ
イ
ト
は
記
者
と
し
て
中
国
か
ら
、
マ
イ
ダ
ン
ス
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
東

京
か
ら
降
伏
調
印
の
取
材
に
来
て
い
た
。
二
人
は
お
互
い
を
プ
ロ
の
仕
事
師
と

し
て
認
め
て
い
た
。
そ
れ
が
二
人
の
共
同
事
務
所
開
設
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ

う
。『
ラ
イ
フ
』
の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
っ
て
も
編
集
部
に
デ
ス
ク
が
あ
っ

た
訳
で
は
な
い
。
キ
ャ
パ
を
含
め
、『
ラ
イ
フ
』
の
専
属
や
契
約
の
カ
メ
ラ
マ

ン
は
社
の
近
く
に
機
材
置
き
場
を
兼
ね
た
オ
フ
ィ
ス
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
。

事
務
所
開
き
の
日
、
ホ
ワ
イ
ト
と
ジ
ャ
コ
ビ
ー
夫
人
の
共
著
『
中
国
の
雷

鳴
』
が
「
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
マ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
」
か
ら
指
定
図
書
と
な
っ

た
と
の
連
絡
が
事
務
所
に
入
っ
た
。
電
話
を
受
け
た
の
は
、
テ
デ
ィ
の
友
人

ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
Jr.
（A

rthur
M

eier
Schlesinger

Jr.

一

九
一
七
年
生
ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
戦
時
情
報
局
勤
務

ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
の
ブ
レ
ー
ン
）
で
あ
っ
た
。『
中
国
の
雷
鳴
』
は
ホ
ワ
イ
ト
の
十
年
に
及
ぶ

中
国
体
験
の
す
べ
て
が
結
晶
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
中
国
共
産
党
に
対
す

る
見
方
を
変
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
戦
時
中
に
ル
ー
ス
が
作
り
上

げ
た
蒋
介
石
神
話
を
打
ち
壊
す
役
割
を
果
た
し
、
四
十
万
部
を
売
り
上
げ
る
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
は
一
息
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
後
、『
タ
イ
ム
』
誌
に
は
、
ど
う
い
う
訳
か
、「
赤
の
テ
デ
ィ
・
ホ
ワ
イ

ト
」
と
言
っ
た
記
事
が
載
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
マ
ッ
カ
ー

シ
ー
の
赤
狩
り
が
吹
き
荒
む
中
で
、
共
産
主
義
者
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
た
ホ
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ワ
イ
ト
に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
職
を
得
る
こ
と
の
難
し
い
時
代
が
続
い
た
。

一
九
五
六
年
、
ホ
ワ
イ
ト
と
ル
ー
ス
は
友
人
の
計
ら
い
で
和
解
す
る
。

ル
ー
ス
は
「
中
国
の
こ
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
か
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
も
う
潮
時
じ
ゃ
な
い
か
、
テ
デ
ィ
、
か
え
っ
て
き
た
ら
ど
う

か
ね
」。
ホ
ワ
イ
ト
は
二
度
と
大
会
社
で
働
く
気
は
な
か
っ
た
が
、『
ラ
イ
フ
』

に
は
再
び
筆
を
取
り
は
じ
め
る
。
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』

そ
の
後
、
ル
ー
ス
は
『
ラ
イ
フ
』
に
掲
載
さ
れ
る
ホ
ワ
イ
ト
の
原
稿
に
手
を

入
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
度
だ
け
書
き
直
し
を
求
め
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
自
身
が
エ
ー
ル
大
学
在
学
中
か
ら
所
属
し
て
い
た
秘

密
結
社
「
ス
カ
ル
・
ア
ン
ド
・
ボ
ー
ン
ズ
」
の
記
述
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の

メ
ン
バ
ー
を
実
名
で
書
い
た
ホ
ワ
イ
ト
の
記
事
に
「
会
員
の
名
前
を
絶
対
に
記

事
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
結
社
の
掟
に
従
っ
て
修
正
を
求
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。

ド
ク
ロ
と
骸
骨
を
組
合
せ
た
海
賊
の
よ
う
な
旗
印
を
持
つ
「
ス
カ
ル
・
ア
ン

ド
・
ボ
ー
ン
ズ
」
は
不
思
議
な
秘
密
結
社
で
あ
る
。
エ
ー
ル
大
学
の
一
つ
の
学

年
で
も
、
十
数
人
し
か
ク
ラ
ブ
の
入
会
を
許
さ
れ
な
い
。
厳
重
な
資
格
審
査
が

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
結
社
の
メ
ン
バ
ー
を
辿
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
を
支
え
る
華
麗
な
人
脈
が
見
え
て
く
る
。
四
三
代
大
統
領

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
も
そ
の
父
親
の
第
四
一
代
大
統
領
ブ
ッ
シ
ュ
も
、
そ
し

て
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
座
を
争
っ
た
民
主
党
の
ケ
リ
ー
も
こ
の
秘
密
結
社
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
は
一
九
六
〇
年
の
大
半
を
ケ
ネ
デ
ィ
と
ニ
ク
ソ
ン
の
大
統
領
選
挙

に
同
行
取
材
を
続
け
て
い
る
。
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
、
初
め
て
行
わ
れ
た
大
統
領
候
補
の
テ
レ
ビ
討
論
を
含

め
、
選
挙
の
最
後
の
夜
ま
で
、
二
〇
世
紀
の
最
大
の
接
戦
と
な
っ
た
大
統
領
選

挙
で
あ
る
。
そ
れ
を
纏
め
た
ホ
ワ
イ
ト
の
著
作
『
大
統
領
選
挙
一
九
六
〇
』

（“M
aking

of
the

President1960”

）
は
一
九
六
二
年
の
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
賞

を
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
今
で
も
ア
メ
リ
カ

の
政
治
に
つ
い
て
書
か
れ
た
最
上
の
著
作
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ワ
イ
ト
は
死
の
直
前
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
報
告
』）
に
応
え
て
、
重
慶
で
の
日
本
軍
の
空
爆
に
つ
い
て
、

「
日
本
人
は
無
差
別
爆
撃
に
つ
い
て
、
広
島
や
長
崎
の
原
爆
や
東
京
大
空
襲
の

被
害
を
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
重
慶
爆
撃
は
世
界
で
初
め
て
の
無
差
別
爆
撃

で
あ
り
、
日
米
関
係
の
中
で
は
、
も
う
一
つ
の
真
珠
湾
と
も
表
現
さ
れ
る
意
味

と
影
響
力
を
持
ち
、
そ
れ
は
、
原
爆
の
残
留
放
射
能
の
後
遺
症
の
よ
う
に
影
響

を
及
ぼ
し
続
け
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻

カ
メ
ラ
マ
ン

カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ス
（
一
九
〇
七
〜
二
〇
〇
四
）

レ
ポ
ー
タ
ー

シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ス（
一
九
一
五
〜
二
〇
〇
二
）

戦
場
を
カ
メ
ラ
と
ペ
ン
で
追
い
続
け
た
二
人

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
日
本
特
集
で
「
ジ
ャ
ッ
プ
が
マ
ニ
ラ
に
来
た
日
」
と

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
二
つ
の
章
で
、
ア
ジ
ア
や
中
国
で
の
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
の

蛮
行
を
暴
い
た
の
は
、
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ス
（
第
七
章
参
照
）

で
あ
る
。

真
珠
湾
奇
襲
の
日
、
彼
女
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
夫
と
マ
ニ
ラ
に
滞
在
し
て
取
材

し
て
い
た
。
翌
年
一
月
二
日
、「
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
」
と
化
し
た
マ
ニ
ラ
に

侵
攻
し
て
来
た
日
本
軍
に
捕
え
ら
れ
、
サ
ン
ト
・
ト
マ
ス
収
容
所
ヘ
送
ら
れ

た
。「
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
」
と
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
九
四
一
年
一
二
月

二
六
日
に
戦
火
を
避
け
て
首
都
マ
ニ
ラ
を
「
非
武
装
都
市
」
と
し
た
こ
と
を
指
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す
。
そ
の
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
バ
タ
ー
ン
半
島
に
拠
っ
て
日
本
軍
と
戦
っ
た

が
、
本
国
か
ら
の
支
援
が
来
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、『
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー

ン
』
の
言
葉
を
残
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
転
進
し
た
。

マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
は
九
ヶ
月
に
及
ぶ
マ
ニ
ラ
で
の
抑
留
の
後
、
上
海
の
収
容

所
に
移
さ
れ
、
一
九
四
三
年
一
二
月
、
捕
虜
交
換
船
で
帰
国
し
た
。
通
算
、
二

二
ヶ
月
に
及
ぶ
抑
留
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
リ
ー
が
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
レ
ポ
ー

ト
を
書
い
た
の
は
、
帰
国
直
後
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
仕
事
は
夫
で
あ
る
カ

メ
ラ
マ
ン
の
カ
ー
ル
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

カ
ー
ル
は
ボ
ス
ト
ン
大
学
卒
業
後
、
大
恐
慌
後
の
農
村
の
貧
困
を
カ
メ
ラ
で

リ
ポ
ー
ト
し
、
注
目
を
集
め
、
一
九
三
六
年
『
ラ
イ
フ
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

そ
の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
り
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
の
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
と
出

会
い
、
結
婚
し
た
。

一
九
三
九
年
一
一
月
、
ソ
連
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
侵
攻
す
る
と
、
タ
イ
ム
社

は
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
を
急
遽
、
最
前
線
に
派
遣
し
た
。
社
に
二
つ
し
か
な
い
防

毒
マ
ス
ク
を
持
た
せ
た
が
、
デ
ス
ク
は
二
人
の
ビ
ザ
を
取
る
の
を
忘
れ
て
い

た
。
『
ラ
イ
フ
』
は
ソ
連
と
戦
う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
の
果
敢
な
祖
国
防
衛
の

写
真
を
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
ー
ス
は
ソ
連
が
勝
利
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て

い
た
。
ソ
連
が
ナ
チ
ス
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
撃
退
し
た
時
も
、
ル
ー
ス

は
ソ
連
の
勝
利
を
恐
れ
た
。
た
と
え
、
相
手
が
ナ
チ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て
も
で

あ
る
。

カ
ー
ル
は
列
車
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
ハ
パ
ラ
ン
ダ
ま
で
行
き
、
そ
れ
か

ら
徒
歩
で
国
境
を
越
え
、
最
前
線
に
辿
り
着
く
。
彼
の
写
真
は
ス
ク
ー
プ
と
し

て
『
ラ
イ
フ
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
戦
場
特
派
員
は
「
大
砲
に
向
か
っ
て
歩
く
」

勇
気
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
極
北
の
厳
冬
の
中
で
、
彼

は
ま
さ
に
そ
れ
を
実
行
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
取
材
に
同
行
し
た
シ
ェ

リ
ー
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
残
り
、
カ
ー
ル
の
い
る
前

線
と
の
通
信
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
以
後
、
二
人
は
ペ
ア
を
組
ん
で
世
界
を

取
材
し
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
る
ま
で
そ
れ
は
続
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
第

二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
。
一
九
四
〇
年
六
月
の
パ
リ
陥
落
。
一
九
四
一
年
重
慶

で
の
日
中
戦
争
を
取
材
、
中
国
へ
派
遣
さ
れ
る
途
中
、
真
珠
湾
で
海
軍
の
艦
艇

を
撮
影
し
て
い
る
。
こ
れ
が
無
傷
の
米
艦
隊
の
最
後
の
写
真
と
な
っ
た
。

彼
ら
は
、
重
慶
の
支
局
で
、
ル
ー
ス
の
お
気
に
入
り
の
ホ
ワ
イ
ト
と
も
一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
戦
場
を
渡
り
歩
き
、
本
社
か
ら

特
派
さ
れ
た
有
能
な
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
を
恐
れ
て
い
た
。
カ
ッ
プ
ル
も
中
国
で

ス
ク
ー
プ
を
重
ね
る
「
噂
の
テ
デ
ィ
」
を
前
に
緊
張
し
て
い
た
。
ハ
ル
バ
ー
ス

タ
ム
は
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』
中
で
三
人
の
関
係
を
こ
う
描
写
し
て
い
る
。

あ
る
時
、
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
と
テ
デ
ィ
の
三
人
は
日
本
軍
の
空
爆
を
避
け

て
防
空
壕
に
避
難
し
て
い
た
。
ホ
ワ
イ
ト
が
シ
ェ
リ
ー
の
ほ
う
を
向
く
と
、

毎
日
記
事
を
何
語
ぐ
ら
い
送
稿
す
る
か
聞
い
た
。「
一
万
語
ぐ
ら
い
？
」「
そ

う
ね
、そ
ん
な
と
こ
ろ
よ
。
あ
な
た
は
？
」「
あ
あ
、
ぼ
く
も
そ
の
く
ら
い
は

送
る
よ
」。
し
か
し
、
本
当
は
千
語
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
に
し

て
も
た
ぶ
ん
そ
の
程
度
だ
っ
た
。
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
『
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
』

一
年
程
、
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
は
『
タ
イ
ム
』
の
特
派
員
と
し
て
重
慶
を
拠
点

に
極
東
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
カ
ー
ル
が
撮
影
し
た
日
本
軍
の
爆
撃
で
死
ん
だ

中
国
市
民
の
映
像
は
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
る
。
二
人
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
入
っ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
二
ヶ
月
前
で
、
日
本
の
攻

撃
開
始
に
対
す
る
米
軍
の
備
え
が
取
材
目
的
で
あ
っ
た
。

日
本
軍
の
マ
ニ
ラ
へ
の
攻
撃
は
、
真
珠
湾
か
ら
一
〇
時
間
遅
れ
て
開
始
さ
れ

た
。
カ
ー
ル
は
日
本
軍
が
進
攻
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
、
シ
ェ
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リ
ー
は
米
軍
の
ク
ラ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
基
地
で
取
材
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
、

四
二
年
一
月
二
日
、
夫
妻
は
進
駐
し
て
来
た
日
本
軍
に
捉
え
ら
れ
た
。
カ
ー
ル

は
士
官
か
ら
「
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
日
本
軍
に
協
力
す
れ
ば
自
由
を
与
え
る
」

と
誘
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
断
わ
り
、
サ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
収
容

さ
れ
る
。
マ
ニ
ラ
の
収
容
所
で
、
シ
ェ
リ
ー
の
右
眼
は
失
明
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
人
は
上
海
の
収
容
所
に
回
さ
れ
、
四
三
年
一
二
月
に
捕
虜
交
換
船

で
帰
米
し
て
い
る
。
グ
リ
ッ
プ
ス
フ
ォ
ル
ム
号
は
、
西
廻
り
で
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

を
通
り
、
収
容
所
体
験
を
し
た
人
々
を
拾
っ
て
、
途
中
ア
ジ
ア
の
港
に
立
寄

り
、
帰
米
ま
で
に
六
週
間
を
要
し
た
。
こ
の
間
シ
ェ
リ
ー
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る

様
々
な
体
験
談
を
取
材
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
、『
ラ
イ
フ
』
に
戻
っ
た
カ
ー
ル
は
、
年
が
明
け
る
と
連
合
軍
の
反
攻

に
付
い
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
戦
線
へ
と
向
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ベ
レ

ト
レ
郊
外
で
は
、
敗
走
し
た
ド
イ
ツ
軍
の
残
し
た
鉄
兜
と
横
に
あ
っ
た
葡
萄
酒

の
ビ
ン
と
を
撮
影
し
て
い
る
が
、
直
後
に
そ
の
葡
萄
酒
は
爆
発
し
、
そ
れ
に
手

を
伸
ば
し
た
Ｇ
Ｉ
が
戦
死
し
た
。
偽
装
爆
弾
だ
っ
た
。「
Ｄ－

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
取

材
に
も
加
わ
り
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
火
災
放
射
戦
車
に
同

乗
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
。
が
、
そ
の
戦
車
は
三
分
後
に
地
雷
に
触

れ
て
、
乗
員
全
員
が
死
亡
し
た
。
八
月
、
パ
リ
解
放
。
街
角
で
ナ
チ
へ
協
力
し

た
罰
で
、
髪
を
刈
ら
れ
た
子
を
抱
く
フ
ラ
ン
ス
女
が
民
衆
の
嘲
り
の
中
を
歩
く

姿
を
、
カ
ー
ル
は
キ
ャ
パ
と
共
に
ス
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

キ
ャ
パ
は
戦
後
、
デ
イ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
で
地
雷
に
触
れ
て
亡
く
な
り
、
伝

説
の
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
っ
た
が
、
一
緒
に
戦
場
を
駈
け
た
マ
イ
ダ
ン
ス
と

キ
ャ
パ
の
生
死
を
分
け
た
の
は
運
命
と
云
う
し
か
な
か
ろ
う
。

明
け
て
一
九
四
五
年
一
月
、
太
平
洋
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
反
攻
が
始
ま
る
と
、

カ
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
か
ら
太
平
洋
戦
線
へ
と
転
じ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
上
陸
に
同
行
、
制
服
姿
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
上
陸

用
舟
艇
を
浅
瀬
で
降
り
、
波
を
蹴
立
て
て
島
に
向
か
っ
て
歩
む
瞬
間
を
捉
え
て

い
る
。
ま
さ
に
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
を
想
わ
せ
る
映
像
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
奪
回
は
、
カ
ー
ル
に
と
っ
て
も
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
妻
と
共
に
捕
虜
と
し
て
過
ご
し
た
マ
ニ
ラ
の
サ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ

ン
プ
の
解
放
を
撮
影
し
て
い
る
。
手
榴
弾
が
飛
び
交
う
中
、
先
導
の
戦
車
に
続

い
て
カ
ー
ル
も
キ
ャ
ン
プ
中
央
の
建
物
に
突
進
し
た
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
光
の
中

に
、
痩
せ
た
捕
虜
の
群
れ
が
浮
か
び
上
が
り
、
一
人
の
婦
人
が
カ
ー
ル
に
飛
び

カール・マイダンス撮影 １９４５年１月９日
フィリピン・ルソン島再上陸を果たすマッカーサー。『ライフ』から
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つ
い
て
来
た
。
シ
ェ
リ
ー
の
同
室
の
女
性
だ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
写
真
は
『
ラ

イ
フ
』
に
フ
ォ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
そ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、「
神
よ

カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ス
だ
！
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ル
は

連
合
軍
に
同
行
し
て
マ
ニ
ラ
か
ら
、
レ
イ
テ
、
沖
縄
と
激
戦
を
取
材
し
て
、
終

戦
と
同
時
に
、
連
合
軍
の
艦
船
で
上
海
に
向
か
う
。
カ
ー
ル
は
上
海
の
収
容
所

に
も
一
番
乗
り
を
し
て
、
そ
の
解
放
の
瞬
間
を
カ
メ
ラ
に
納
め
た
。

一
方
、
シ
ェ
リ
ー
は
二
年
半
に
亘
る
収
容
所
暮
ら
し
で
、
体
調
を
崩
し
て
い

た
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ペ
ン
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
日
本
特
集
号
を
書
き
終
え
た
シ
ェ
リ
ー
は
、
一
九
四
五

年
に
『
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
』“T

he
O

pen
C

ity”

と
い
う
著
作
を
纏
め
て
い
る
。

そ
の
後
、
シ
ェ
リ
ー
は
記
者
と
し
て
復
帰
し
、
海
軍
の
ニ
ミ
ッ
ツ
提
督
の
司

令
部
付
き
と
な
り
、
夫
の
い
る
太
平
洋
戦
線
に
向
っ
た
。
彼
女
も
日
本
軍
に

よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
を
も
う
一
度
踏
む
こ
と
を
望
ん
だ
。
収

容
所
で
コ
メ
の
中
に
い
る
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
を
摘
み
出
す
仕
事
を
し
て
い
た
彼
女

に
と
っ
て
も
、
そ
こ
は
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
の
地
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
材
と
同
様
、
シ
ェ
リ
ー
と
カ
ー
ル
は
常
に
一
緒
に
い
た
訳
で

は
な
い
。
彼
女
は
沖
縄
に
向
う
カ
ー
ル
と
別
れ
、
バ
ギ
オ
の
夏
宮
殿
で
、
山
下

奉
文
の
降
伏
の
取
材
に
向
か
っ
て
い
る
。

シ
ェ
リ
ー
を
乗
せ
た
ル
ナ
ビ
ー
チ
行
き
の
ポ
ン
コ
ツ
の
Ｄ
Ｃ
３
は
、
山
下
奉

文
の
降
伏
を
取
材
し
よ
う
と
す
る
連
合
軍
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
一
杯
だ
っ

た
。
そ
の
Ｄ
Ｃ
３
が
誘
導
路
か
ら
滑
走
路
に
出
て
、
ま
さ
に
飛
び
立
と
う
と
す

る
時
、
機
内
に
甲
高
い
声
が
響
き
、
一
人
の
女
性
が
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
突
進
し

た
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
コ
ク
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
女

性
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
隊
を
立
ち
上
げ
た
ベ
テ
ラ
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
彼

女
は
飛
び
立
つ
直
前
、
何
気
な
く
丸
窓
か
ら
翼
を
見
た
。
そ
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
ガ
ス
ト
ロ
ッ
ク
を
操
縦
装
置
か
ら
外
し
忘
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
の

で
あ
る
。
彼
女
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
突
進
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
注
意
を
与
え
、

墜
落
を
未
然
に
防
い
だ
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ー
は
ジ
ャ
ッ
キ
ー
と
乗
り
合
わ
せ

た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
て
い
る
。

山
下
奉
文
の
降
伏
式
は
、
バ
ギ
オ
の
夏
宮
殿
の
大
宴
会
場
で
始
ま
っ
た
。

か
っ
て
、
バ
タ
ー
ン
で
山
下
に
降
伏
し
た
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
将
軍
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
降
伏
し
た
パ
ー
シ
バ
ル
将
軍
も
招
か
れ
て
列
席
し
て
い
た
。
儀
式
の

後
、
二
人
の
将
軍
は
短
い
な
が
ら
も
勝
利
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
列
席
し
た

す
べ
て
の
人
々
が
〈
日
本
人
を
除
い
て
〉
そ
れ
を
聞
い
て
目
を
潤
ま
せ
た
。
山

下
奉
文
は
そ
の
後
報
復
裁
判
に
掛
け
ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
で
絞
首
刑
と

な
っ
た
。

終
戦
の
日
を
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
は
か
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
マ
ニ
ラ
市
内
で
迎

え
た
。
勝
利
が
米
軍
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
全
マ
ニ
ラ
に
伝
え
ら
れ
る
と
、

市
は
「
マ
ブ
ヘ
イ
！
」（
タ
ガ
ロ
グ
語
で
勝
利
の
意
）「
ビ
ク
ト
リ
ー
！
」
の
声

で
満
ち
た
と
い
う
。

八
月
三
〇
日
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
将
軍
機
に
同
乗
し
た
カ
ー
ル
は
厚
木
空
港
に
先

着
し
て
、
厚
木
に
降
り
立
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
撮
影
を
済
ま
せ
る
と
、
横
浜

の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
バ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
入
る
。
翌
日
、
特
派
員
た
ち

に
よ
る
東
京
へ
一
番
乗
り
を
果
た
す
競
争
が
始
ま
っ
た
。
自
動
車
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
カ
ー
ル
達
は
、
途
中
で
占
領
軍
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
阻
ま
れ
た
。『
ア
ソ

シ
エ
ー
テ
ッ
ド
・
プ
レ
ス
』
の
特
派
員
ラ
ッ
セ
ル
・
ブ
ラ
イ
ン
ス
（R

ussell

B
rines

）
と
カ
ー
ル
は
車
を
捨
て
、
電
車
に
乗
換
え
て
、
日
本
人
客
の
好
奇
の

目
に
曝
さ
れ
な
が
ら
東
京
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
他
に
も
禁
を
破
っ
て
横
浜

か
ら
東
京
に
向
っ
た
記
者
に
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
フ
ラ
ン
ク
・

ク
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ン
（Frank

K
luckhohn

天
皇
と
の
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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に
成
功
し
た
記
者
）
と
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
』
の
ゴ
ー

ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（G

ordon
W

alker

）
が
い
る
。
彼
ら
も
満
員
電
車
に
飛

び
乗
っ
て
東
京
駅
に
向
っ
た
。
彼
ら
が
一
番
乗
り
と
い
う
説
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
二
百
五
十
人
も
の
連
合
国
記
者
が
東
京
の
「
ヒ
ロ
ヒ
ト
」
や
「
東
京

ロ
ー
ズ
」
を
目
指
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
カ
ー
ル
は
廃
墟
と
化
し
た
東
京
か
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
動
向
や

占
領
下
の
日
本
を
『
ラ
イ
フ
』
に
送
り
続
け
る
。
ミ
ズ
ー
リ
号
上
の
降
伏
の
調

印
式
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
た
。
降
伏
の
テ
ー
ブ
ル
に
近
寄
る
時
、
重

光
葵
外
相
の
木
の
義
足
は
ゆ
っ
た
り
と
哀
し
げ
な
音
を
立
て
た
と
、
カ
ー
ル
は

回
想
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
世
界
は
彼
の
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
平
伏
す
日
本

人
と
、
人
間
宣
言
を
し
て
各
地
を
巡
行
す
る
天
皇
の
姿
に
日
本
の
民
主
化
の
姿

を
見
た
。

極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
戦
勝
国
カ
メ
ラ
マ
ン
の
特
権
だ
ろ
う
。
レ
ン
ズ
は

小
菅
刑
務
所
内
の
Ａ
級
戦
犯
に
ま
で
向
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
八
年
六
月
二
八
日
、
カ
ー
ル
は
取
材
で
福
井
に
い
た
。
早
め
の
夕
食

を
と
っ
て
い
る
時
、
大
地
が
足
下
で
激
し
く
揺
れ
た
。
四
千
人
の
死
者
を
出
し

た
福
井
大
地
震
で
は
、
彼
が
撮
影
し
た
ピ
サ
の
斜
塔
の
よ
う
に
傾
い
た
ビ
ル
は

災
害
の
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
世
界
に
そ
の
惨
状
を
訴
え
る
役
割
を
果
た

し
た
。

一
方
、
シ
ェ
リ
ー
は
一
九
四
五
年
に
ル
ー
ス
に
誘
わ
れ
て
中
国
に
同
行
し
て

い
る
。
蒋
介
石
か
ら
ル
ー
ス
一
行
は
豪
華
な
ホ
テ
ル
の
二
つ
の
フ
ロ
ア
を
与
え

ら
れ
、
国
賓
と
し
て
最
大
級
の
接
待
を
受
け
た
。
蒋
介
石
と
の
会
談
後
、
ル
ー

ス
は
同
行
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、
国
民
党
が
如
何
に
国
民
に
愛
さ
れ
て
お

り
、
共
産
党
の
勢
力
が
伸
び
た
な
ど
と
い
う
の
は
誇
張
で
あ
り
、
地
方
の
平
穏

は
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
た
。

シ
ェ
リ
ー
は
事
実
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
ル
ー
ス
を
冷
や
や
か
に
見
つ
め
て

い
た
。
ル
ー
ス
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
一
線
を
越
え
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
す
な
わ
ち
「
事
実
を
事
実
を
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
」
の
だ
。
シ
ェ

リ
ー
は
ル
ー
ス
に
反
駁
し
た
。「
地
方
で
は
政
府
に
対
す
る
反
感
が
間
違
い
な

く
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
政
治
の
潮
流
は
共
産
党
に
有
利
で
、
人
び
と
は
い
つ
も

好
ん
で
共
産
党
の
話
を
し
て
い
ま
す
」。
ル
ー
ス
は
シ
ェ
リ
ー
を
ま
っ
た
く
無
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視
し
た
。

一
九
五
〇
年
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
カ
ー
ル
は
東
京
か
ら
朝
鮮
半

島
の
戦
場
へ
移
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
、「
ア

イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
を
記
録
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
カ
ー
ル
は
必
要
な
存

在
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。共
和
党
の
大
統
領
候
補
と
し
て
敗
れ
た
も
の
の
、マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
ま
だ
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
自

己
顕
示
欲
の
強
い
司
令
官
は
、
自
分
を
記
録
し
て
く
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
を
必
要

と
し
た
。

こ
の
朝
鮮
戦
争
の
取
材
で
、
カ
ー
ル
は
初
め
て
日
本
製
の
ニ
コ
ン
の
レ
ン
ズ

と
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
い
る
。
氷
点
下
二
〇
度
を
超
え
る
過
酷
な
戦
場
で
、
ニ
コ

ン
Ｓ
は
そ
の
レ
ン
ズ
と
と
も
に
優
れ
た
特
性
を
発
揮
し
た
。
極
北
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
戦
線
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
落
ち
な
い
経
験
を
カ
ー
ル
は
何
度
も
し
て
い
た
。

カ
ー
ル
は
同
僚
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ダ
ン
カ
ン
と
共
に
、
朝
鮮
戦
争
の

取
材
で
Ｕ
Ｓ
カ
メ
ラ
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。『
ラ
イ
フ
』
は
そ
の
直
後
、
二
〇

台
の
ニ
コ
ン
を
纏
め
て
購
入
し
て
い
る
。
日
本
の
カ
メ
ラ
の
優
秀
さ
を
世
界
に

広
め
た
の
は
マ
イ
ダ
ン
ス
と
ダ
ン
カ
ン
で
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
、『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ケ
ナ
リ
ィ（D

avid

H
um

e
K

ennerly

ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
を
受
賞
）
が
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
を
自
宅
に

訪
ね
た
時
、
カ
ー
ル
は
エ
デ
ィ
・
ア
ダ
ム
ズ
研
究
会
（
カ
メ
ラ
マ
ンE

ddie

A
dam

s

を
記
念
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
で
発
表
す
る
も
っ
と
も
印
象
深
い

「
三
枚
の
写
真
」
を
選
ん
で
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
九
〇
歳
を
超
え
た
カ
ー
ル

が
示
し
た
三
枚
の
写
真
は
、
い
ず
れ
も
自
ら
が
撮
影
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。最

初
の
一
枚
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
陸
軍
基
地
が
一
二
月
八
日
の
日
本
軍
の

攻
撃
を
受
け
た
時
の
記
録
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
軍
曹
か
ら
託
さ
れ
た
ネ
ガ
か
ら

の
一
枚
で
あ
っ
た
。
ネ
ガ
は
未
現
像
の
ま
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
ラ
イ
フ
』
に

送
ら
れ
た
。
現
像
さ
れ
た
写
真
に
は
、
二
人
の
仲
の
良
い
Ｇ
Ｉ
が
タ
コ
ツ
ボ
壕

の
傍
に
立
つ
日
常
の
ス
ナ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
映
像
は
二
重
撮
り
で
、

日
本
軍
の
最
初
の
攻
撃
で
修
羅
場
と
化
し
た
米
軍
基
地
で
、
戦
闘
機
が
黒
煙
を

吐
い
て
燃
え
上
が
り
、
空
に
は
攻
撃
を
仕
掛
け
た
ゼ
ロ
戦
が
舞
う
姿
が
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
映
像
が
あ
っ
た
。
平
穏
な
日
常
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

と
、
奇
襲
さ
れ
恐
怖
の
ど
ん
底
に
叩
き
込
ま
れ
た
瞬
間
と
が
、
二
重
撮
り
に

よ
っ
て
巧
ま
ぬ
効
果
を
見
せ
た
一
枚
で
あ
っ
た
。

こ
の
開
戦
の
日
、
ク
ラ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
陸
軍
基
地
を
ゼ
ロ
戦
三
百
機
が

襲
い
、地
上
に
あ
っ
た
米
軍
航
空
機
三
五
機
の
う
ち
二
四
機
が
爆
破
炎
上
、フ
ィ

リ
ピ
ン
を
防
衛
す
る
空
軍
機
の
大
半
が
失
わ
れ
た
。

二
枚
目
は
、
戦
後
、
カ
ー
ル
が
連
合
軍
と
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
た
上
海
の
捕

虜
収
容
所
で
、
降
伏
し
た
日
本
軍
の
兵
士
か
ら
手
渡
さ
れ
た
ネ
ガ
か
ら
の
一
枚

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
収
容
所
の
前
庭
を
う
ろ
つ
く
捕
虜
の
群
れ
が
写
っ
て
い

た
。
五
〇
年
を
過
ぎ
て
、
ネ
ガ
を
整
理
し
て
い
た
カ
ー
ル
は
、
そ
の
群
れ
の
中

に
、
偶
然
妻
の
シ
ェ
リ
ー
が
写
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

三
枚
目
は
、
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
が
重
慶
で
日
中
戦
争
を
取
材
し
て
い
た
頃
、

大
陸
の
奥
深
く
の
農
村
に
入
っ
て
、
一
人
の
農
民
と
出
会
っ
た
時
の
も
の
で
あ

る
。
外
国
人
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
見
た
こ
と
も
な
い
農
民
は
、
好
奇
心
か
ら
カ
ー

ル
に
首
か
ら
下
げ
て
い
る
も
の
は
何
か
と
問
い
、
カ
ー
ル
は
カ
メ
ラ
と
撮
り
方

を
教
え
、
農
民
に
愛
用
の
ラ
イ
カ
を
渡
し
た
。
そ
の
農
民
が
生
ま
れ
て
初
め
て

ス
ナ
ッ
プ
し
た
写
真
に
は
、
マ
イ
ダ
ン
ス
夫
妻
の
優
し
さ
に
満
ち
た
ツ
ー
・

シ
ョ
ッ
ト
が
写
っ
て
い
た
。

九
〇
歳
を
迎
え
た
老
カ
メ
ラ
マ
ン
が
選
ん
だ
三
枚
の
写
真
は
、
カ
ー
ル
の
人

間
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
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シ
ェ
リ
ー
は
二
〇
〇
二
年
、
カ
ー
ル
は
二
〇
〇
四
年
に
九
七
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
二
〇
世
紀
の
戦
場
を
カ
メ
ラ
と
ペ
ン
で
追
い
続
け
た
二
人
の
生
涯
で
あ
っ

た
。

ヘ
リ
モ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー
（
一
九
一
四
〜
一
九
九
八
）

タ
オ
イ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
と
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
し
て
の
平
穏
な
生
活

ヘ
リ
モ
ン
・
マ
ウ
ラ
ー
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
在
学
中
か
ら
老
荘
思
想
に

惹
か
れ
、
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
中
国
に
渡
り
、
四
川
省
成
都
の
大
学
で
英
語
を

教
え
な
が
ら
、
中
国
の
思
想
（
特
に
老
子
）
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
。
一
九

四
二
年
に
日
中
戦
争
が
激
化
し
て
、
中
国
か
ら
戻
る
と
、
す
ぐ
に『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ル
ー
ス
は
編
集
ス
タ
ッ
フ
や
彼
の

中
国
支
持
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
に
中
国
通
（G

hina
H

ands

）
を
必
要
と

し
て
い
た
。

彼
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
四
四
年
四
月
の
日
本
特
集
に
は
欠
か
せ
な
い
人

材
で
あ
っ
た
。（
第
四
章
、
第
九
章
参
照
）
一
九
四
三
年
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
老

子
』
を
出
版
し
て
い
た
彼
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
を
執
筆
中
も
タ
オ
イ

ズ
ム
（
道
教
）
が
そ
の
頭
か
ら
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
・
ウ
イ
ー
ル
」
に
は
「
マ
ウ
ラ
ー
は
、
老
子
に
関
す
る
評

伝
を
書
き
、
日
本
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
四
二
年
に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

誌
の
編
集
に
加
わ
り
、
最
重
要
の
記
事
の
三
つ
を
書
く
か
た
わ
ら
、
記
事
全
て

の
構
成
に
つ
い
て
共
同
編
集
者
の
役
割
を
果
た
し
た
」
と
あ
る
。

終
戦
ま
で
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
編
集
部
に
い
た
マ
ウ
ラ
ー
は
、
戦
後
は

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
や
『
ラ
イ
フ
』、『
リ
ー
ダ
ー
ス

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
に
東
洋
の
思
想
の
紹
介
や
タ
オ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
。
戦
場
に
お
け
る
残
忍
や
悲
惨
を
体
験
し
た
彼
は
、
タ
オ
イ
ズ
ム
へ
の
傾
斜

を
深
め
、
や
が
て
そ
れ
は
心
の
内
な
る
平
穏
と
説
く
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
と
結
び

つ
く
。
晩
年
は
ク
エ
ー
カ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
指
導
者
と
し
て
生
き
、
タ

オ
イ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
ク
エ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
説
い
た
。

一
九
九
八
年
没
、
暴
力
否
定
と
戦
争
反
対
を
貫
い
た
生
涯
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ー
ド
・
Ａ
・
バ
ス
（
一
九
〇
三
〜
一
九
九
八
）

日
本
の
占
領
政
策
を
遂
行
し
た

一
九
四
四
年
四
月
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
の
取
材
・
編
集
に
招

請
さ
れ
た
客
員
編
集
者
に
ク
ロ
ー
ド
・
Ａ
・
バ
ス
が
い
た
。
彼
が
一
九
四
四
年

四
月
号
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
「
平
均
的
日
本
人
」
と
「
日
本
の
戦
後
処
理
」

を
マ
ウ
ラ
ー
と
共
に
執
筆
し
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
編
集
部
に
現
れ
る
ま
で
の
バ
ス
の
キ
ャ
リ
ア
を
辿
っ
て

み
よ
う
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
でPh.

D

を
取
得
、
さ
ら
に
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
で
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
後
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
リ
ー
ブ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
で
学
び
、
ア
メ
リ
カ
外
交
局
の
オ
フ
ィ
サ
ー
か

ら
、
北
京
大
使
館
の
一
等
書
記
官
、
南
京
領
事
館
の
副
領
事
を
勤
め
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ア
メ
リ
カ
高
等
弁
務
官
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
マ
ニ
ラ
に
侵
攻
し
て
来

た
日
本
軍
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
。
彼
は
東
京
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

間
に
日
本
語
に
精
通
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
捕
虜
交
換
戦
で
帰
国
し
、

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
。

戦
後
は
、
一
年
間
、
戦
時
情
報
局
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所
長
を
勤
め

る
傍
ら
、
日
本
に
関
す
る
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
顧
問
を
勤
め
た
。
一
九
四
六
年

以
降
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
の
外
交
政
策
を
研
究
・
講
義
し
て
い
る
。
著
作
に
は
、『
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
戦
争
と
外
交
』（
一
九
四
一“W

ar
and

D
iplom

acy
in

E
astern

A
sia”

）、

『
極
東
』（
一
九
五
五“T

he
Far

E
ast”

）、『
東
南
ア
ジ
ア
と
世
界
』（
一
九
五
八
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“Southeast
A

sia
and

the
W

orld
Today”

）
な
ど
が
あ
り
、
彼
が
終
生
、
研
究

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ア
ジ
ア
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

バ
ス
は
一
九
四
八
年
か
ら
四
九
年
に
掛
け
て
、
マ
ッ
カ
サ
ー
司
令
部
に
招
か

れ
、
日
本
の
占
領
政
策
に
お
け
る
情
報
・
教
育
部
門
に
深
く
関
わ
っ
た
。
お
そ

ら
く
、
バ
ス
は
そ
の
卓
抜
し
た
日
本
語
の
能
力
で
検
閲
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し

た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
で
書
い
た
「
日
本
の
戦
後
処
理
」

を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
現
実
の
も
の
に
す
る
仕
事
に
関
わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た

バ
ス
は
、
そ
の
後
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
国
際
関
係
論
を
講
じ
、
ま
た
学
部

長
と
し
て
行
政
に
も
関
わ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
―
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
思
い
は

終
生
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
（
一
九
〇
八
〜
）

Ｊ
・
Ｆ
・
Ｋ
と
の
出
会
い

ル
ー
ス
の
も
と
で
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
者
と
な
り
、
四
四
年
の
日
本

特
集
号
で
は
「
小
さ
な
産
業
と
大
き
な
戦
争
」
の
章
で
、「
日
本
の
工
業
地
帯

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
間
の
距
離
に
集
中
し
、
爆
撃
機
の
格
好

な
標
的
だ
」
と
書
い
た
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
戦
後
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？

ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
直
後
の
一
九
四
五
年
春
、
彼
は
タ
イ
ム
社
を
休
職
し

て
、
政
府
の
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ド
イ
ツ
を
調
査
し
て
い

る
。
そ
の
時
、
彼
は
薬
物
中
毒
に
陥
っ
て
い
た
ゲ
ー
リ
ン
グ
や
ア
ル
中
の
リ
ッ

ペ
ン
ト
ロ
ッ
プ
と
い
う
ナ
チ
ス
の
大
物
の
尋
問
に
も
立
合
い
、
そ
の
印
象
を
書

い
て
い
る
。
ま
た
、
瓦
礫
の
山
と
化
し
た
ド
イ
ツ
の
各
都
市
で
、
一
般
市
民
が

空
襲
に
よ
っ
て
受
け
た
被
害
の
大
き
さ
に
も
驚
い
て
い
る
。

一
九
四
五
年
秋
、
彼
は
ド
イ
ツ
で
果
た
し
た
の
と
同
じ
任
務
を
帯
び
て
日
本

を
訪
れ
て
、
一
面
の
焼
け
野
原
と
な
っ
た
東
京
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

る
。
こ
の
調
査
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
・
ド
リ
エ
団
長
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
団
員
が
引
続
き
調
査
を
担
当

し
た
。
ガ
ル
プ
レ
イ
ス
は
こ
の
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
「
チ
ェ
ア
マ
ン
ズ
・
オ

フ
ィ
ス
」（
高
級
参
謀
）
の
一
人
で
あ
っ
た
。
調
査
団
は
単
に
空
襲
の
調
査
を

し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
呼
ん
で
、
戦
争
責
任

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
日
本
の
重
要
人
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

た
。
近
衛
文
磨
は
そ
の
最
重
要
人
物
で
あ
っ
た
。
近
衛
文
磨
へ
の
取
り
調
べ
は

東
京
湾
に
停
泊
し
て
い
た
上
陸
作
戦
指
揮
艦
ア
ン
コ
ン
号
で
行
わ
れ
、
そ
れ
は

質
問
と
い
う
よ
り
尋
問
に
近
か
っ
た
よ
う
だ
。
調
査
団
の
目
的
は
、
戦
争
犯
罪

人
を
摘
発
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
が
、
近
衛
が
そ
れ
を
気
に

し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
尋
問
は
近
衛
か
ら
始
ま
っ
て
、
木
戸
幸
一
内

府
、
東
久
邇
宮
稔
彦
元
首
相
か
ら
陸
海
軍
の
将
校
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
調
査

団
は
「
チ
ェ
ア
マ
ン
ズ
・
オ
フ
ォ
ス
」
の
下
、
三
局
一
五
部
に
分
れ
、
二
百
人

を
超
す
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
、日
本
全
国
を
取
材
し
て
約
二
ヶ
月
の
調
査
を
終
え
、

終
戦
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
本
国
で
祝
っ
て
い
る
。
一
般
市
民
の
調
査
は
広

島
・
長
崎
を
含
む
五
八
市
町
村
で
行
わ
れ
、
無
作
為
抽
出
を
し
た
市
民
三
、
一

三
五
人
に
、
一
人
に
つ
い
て
二
時
間
程
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
隠
し
マ
イ

ク
で
三
五
ミ
リ
の
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
に
録
音
さ
れ
た
記
録
は
、
今
も
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
に
残
さ
れ
て
い
る
。
東
京
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
本
部
ビ
ル
で
、
広
島
で
は
東
警

察
署
で
行
わ
れ
た
。
四
八
に
及
ぶ
質
問
項
目
は
、「
天
皇
を
ど
う
思
う
か
」「
戦

後
に
望
む
政
治
体
制
は
」「
空
襲
は
昼
と
夜
と
で
ど
ち
ら
が
恐
ろ
し
か
っ
た
か
」

な
ど
で
、
質
問
に
は
、
志
願
し
て
来
日
し
た
日
系
二
世
百
人
程
が
あ
た
っ
た
。

爆
撃
調
査
団
は
「
日
本
は
、
わ
れ
わ
れ
の
弱
点
を
正
確
に
知
っ
て
い
た
か

ら
、
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
た
、
も
し
、
目
に
つ
く
よ
う
な
弱
点
が
な
か
っ
た
ら
、

真
珠
湾
攻
撃
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
、
日
頃
か
ら
、

万
一
攻
撃
さ
れ
た
ら
力
一
杯
や
り
返
す
の
だ
と
い
う
戦
意
を
見
せ
て
い
た
ら
、

日
本
人
は
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
戦
争
防
止
の
た
め
に
は
、
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力
を
持
つ
こ
と
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。
か
と
い
っ
て
軍
事
力
だ
け
に
頼
る

の
も
よ
く
な
い
。
軍
備
拡
張
競
争
は
、
相
互
不
信
を
増
す
ば
か
り
だ
。
シ
ビ
リ

ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。
国
連
に
よ
る
安
全
保
障
を
将

来
の
方
向
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
ア
メ
リ
カ
が
原
爆
を
落
と

さ
な
く
て
も
、
遅
く
と
も
一
九
四
五
年
末
ま
で
に
は
、
日
本
は
間
違
い
な
く
降

伏
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
極
東
軍
事
裁
判
が

始
ま
る
以
前
、
こ
の
報
告
書
は
日
本
の
戦
争
責
任
の
概
要
を
記
し
た
最
初
の
レ

ポ
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
日
本
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
を
占
領
政
策
の

手
引
き
と
し
て
い
た
の
を
目
撃
し
て
い
る
（
ス
コ
ッ
ト
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン

『
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
』
か
ら
―Scott

D
onaldson

“A
rchibald

M
acL

eish
:A

n
A

m
w

rican
L

ife”
1992

）。

そ
の
後
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
タ
イ
ム
社
を
休
職
し
、
国
務
省
に
勤
務
し
て
い

る
。
彼
を
国
務
省
に
呼
ん
だ
の
は
、
原
爆
投
下
を
主
張
し
た
国
務
長
官
の

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ー
ン
ズ
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
国

務
省
で
短
期
間
働
い
た
が
、
そ
の
閉
鎖
的
な
官
僚
組
織
に
な
じ
め
ず
、
も
う
一

度
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
舞
い
戻
っ
て
、
記
者
稼
業
を
再
び
始
め
て
い
る
。
暫

く
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
の
誘
い
が
あ
り
、
彼
は
母
校
の
教
壇
へ
戻
る
こ

と
に
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
、
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
を
ゼ
ミ
の
学
生
と
し

て
指
導
し
た
こ
と
が
、
彼
の
そ
の
後
の
仕
事
の
幅
を
拡
げ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
ブ

レ
ー
ン
、
イ
ン
ド
大
使
、
あ
る
い
は
幾
つ
も
の
著
作
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

爆
撃
調
査
団
員
と
し
て
、
滞
在
期
間
は
短
か
か
っ
た
が
、
そ
の
時
の
印
象
が
強

烈
で
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
度
々
日
本
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
の
彼
に

つ
い
て
は
多
く
を
語
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

三
人
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

一
九
四
四
年
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
号
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
協

力
し
、
日
本
を
描
い
た
三
人
の
日
系
人
画
家
は
ど
の
よ
う
な
戦
後
を
送
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？

国
吉
康
雄
（
一
八
八
九
〜
一
九
五
三
）

生
涯
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
望
ん
だ

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
日
本
兵
の
残
忍
な
行
為
を
怒
り
を
も
っ
て
描
い
た
ヤ

ス
オ
・
ク
ニ
ヨ
シ
は
、
戦
時
中
、
日
本
国
籍
を
持
ち
な
が
ら
と
い
う
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
市
民
権
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
精
一
杯
の

抵
抗
を
続
け
て
い
た
。

一
九
四
五
年
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
日
本
特
集
が
出
版
さ
れ
た
四
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
国
吉
の
個
展
が
開
か
れ
た
。
話
題
を
呼
ん
だ
の
が
「
飛
び
上
が
ろ
う

と
す
る
頭
の
な
い
馬
」
で
あ
る
。
頭
の
な
い
馬
の
鞍
に
は
国
吉
が
ア
メ
リ
カ
に

来
て
ま
も
な
く
収
入
を
得
る
た
め
に
摘
ん
だ
思
い
出
の
葡
萄
が
置
か
れ
、
Ｏ
Ｗ

「飛び上がろうとする頭のない馬」
１９４５
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Ｉ＝

戦
時
情
報
局
の
た
め
に
制
作
し
た
「
手
錠
を
か
け
ら
れ
た
男
」
の
背
中
を

描
い
た
ポ
ス
タ
ー
が
よ
れ
よ
れ
に
な
っ
て
、
馬
の
後
ろ
に
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。
そ
し
て
馬
の
後
ろ
の
男
は
、
国
吉
自
身
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
七
年
に
描
か
れ
た
「
こ
こ
は
私
の
遊
び
場
」
は
、
暗
雲
た
れ
込
め
た

廃
虚
の
よ
う
な
家
並
に
、
日
章
旗
と
思
え
る
白
地
に
黒
の
日
の
丸
が
描
か
れ
、

遠
く
に
遊
ぶ
少
女
は
あ
の
パ
リ
で
み
た
自
由
の
象
徴
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
の
独
立
記
念
日
七
月
四
日
を
表
わ
す
文
字
の
断
片
も
幽
か
に
見
え
て
、
そ

の
シ
ュ
ー
ル
な
心
象
風
景
は
失
わ
れ
た
祖
国
を
表
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

戦
後
の
国
吉
の
画
業
に
は
暗
く
不
安
な
感
情
が
付
き
ま
と
う
。
一
九
四
六
年

頃
か
ら
は
、
あ
の
ア
ン
ニ
ュ
イ
を
た
だ
よ
わ
せ
た
表
情
を
持
つ
タ
バ
コ
を
銜
え

た
女
に
代
わ
っ
て
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た
自
画
像
が
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。

一
九
五
〇
年
代
、
暗
く
沈
ん
だ
色
調
は
、
突
然
、
一
変
し
て
明
る
い
赤
が
基

調
と
な
る
。

国
吉
は
「
何
故
マ
ス
ク
を
描
く
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
私
は
こ
う

い
っ
た
作
品
で
、
我
々
の
時
代
の
感
情
的
な
二
重
性
を
描
い
て
い
る
の
だ
」
と

答
え
て
い
る
。

一
九
五
二
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
議
会
は
移
民
帰
化
法
を
裁
可
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
人
の
移
民
制
限
が
取
り
払
わ
れ
、
日
本
人
も
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
市
民
権
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
国
吉
は
直
ち
に
市
民
権
を
取
る
手
続
き
を
依
頼
し
た
。
国
吉

が
ア
メ
リ
カ
の
土
を
踏
ん
で
か
ら
四
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

書
類
が
届
け
ら
れ
た
時
、
彼
は
体
調
を
崩
し
、
サ
イ
ン
で
き
る
状
態
に
な
か
っ

た
。一

七
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
日
系
人
移
民
排
斥
や
太
平
洋
戦
争
の
嵐
の
中

で
、
国
吉
は
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、「
ク
ニ
ヨ
シ
」
を

認
め
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
を
愛
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と

を
最
後
ま
で
望
ん
だ
国
吉
は
そ
れ
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。

一
九
五
三
年
五
月

逝
去

享
年
六
三
歳
。

二
〇
〇
四
年
、
日
本
の
国
立
近
代
美
術
館
で
国
吉
康
雄
没
後
五
十
年
の
回
顧

展
が
開
か
れ
た
。
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
ハ
ワ
ー
ド
・
Ｈ
・
ベ
ー
カ
ー
（H

ow
ard

H
.B

aker
Jr.

）
は
、「
国
吉
が
十
七
歳
、
単
身
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
そ
の
後

如
何
に
多
く
の
事
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
か
。
日
米
両
国
の
混
乱
を
極
め
た
不
幸

な
時
代
を
含
め
、
そ
の
生
涯
は
両
国
を
結
ぶ
文
化
の
掛
け
橋
で
あ
っ
た
」
と
の

一
文
を
寄
せ
た
。

八
島
太
郎
（
一
九
〇
八
〜
一
九
九
四
）

日
本
男
児
と
し
て
生
き
た

一
九
四
四
年
四
月
号
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
表
紙
に
「
日
本
」
と
い
う
文

字
を
描
き
、
絵
を
描
い
た
タ
ロ
ー
・
ヤ
シ
マ
。
戦
時
情
報
局
や
諜
報
局
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
日
本
兵
に
降
伏
勧
告
の
ビ
ラ
を
書
き
、
対
日
諜
報
活
動
を
行
っ
た
タ
ロ
ー

は
、
ど
の
よ
う
な
戦
後
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

「ミスターエース」１９５２
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Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
重
用
さ
れ
た
太
郎
は
、
戦
後
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
の
調
査
団
の
一
員

と
し
て
来
日
し
て
い
る
。
厚
木
に
降
り
立
っ
た
太
郎
は
三
七
歳
、
少
佐
待
遇
で

将
校
用
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
纏
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
独
り
残
し
て

い
っ
た
息
子
の
マ
コ
と
養
っ
て
く
れ
た
家
族
と
の
再
会
を
果
た
す
。
戦
時
に
幾

た
び
も
投
獄
さ
れ
逃
げ
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
男
が
、
神
戸
の
焼
野
が

原
に
進
駐
軍
の
眩
し
い
将
校
姿
で
降
り
立
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
太
郎
に
は
画
家
と
し
て
の
運
も
向
い
て
来
た
。
一
九
五
二
年
に
は
ロ

サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
の
展
覧
会
で
銀
賞
を
獲
得
。
六
百
ド
ル

の
賞
金
を
手
に
し
た
太
郎
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
。
胃

潰
瘍
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
か
ら
息
子
の
マ
コ
を
呼
び
寄
せ
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
明
る
い
陽
光
の
下
で
、
親
子
水
入
ら
ず
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

光
子
と
の
間
に
は
、
娘
の
「
桃
」
も
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
モ
モ
に
故
郷
鹿
児

島
の
村
を
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
太
郎
は
、
そ
れ
を
絵
本
に
す
る
こ
と
を
思
い

立
つ
。
こ
う
し
て
娘
モ
モ
に
語
り
聞
か
せ
る
太
郎
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
が
生
ま
れ

た
。
一
連
の
絵
本
は
好
評
で
、
一
九
五
五
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
図
書

館
の
「
オ
ー
サ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
翌
年
、
出
版

さ
れ
た
絵
本
『
か
ら
す
た
ろ
う
』
は
、「
カ
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
」（
児
童
文
学
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
）
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
爆
発
的
に
売
れ
た
。
絵
本
作
家
と

し
て
の
太
郎
の
地
位
は
確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
日
本
か
ら
も
出
版
さ
れ
、
一

九
七
九
年
、『
か
ら
す
た
ろ
う
』
は
「
絵
本
に
っ
ぽ
ん
大
賞
」
を
得
て
い
る
。

太
郎
の
も
う
一
人
の
息
子
で
あ
る
大
宅
壮
一
賞
を
受
賞
し
た
作
家
の
伊
佐
千

尋
氏
が
、
一
九
八
〇
年
三
月
号
の
雑
誌
『
潮
』
に
、
父
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

父
は
主
義
の
人
で
は
な
く
、
も
っ
と
自
由
人
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
だ
、
画
を
描
き
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
邪
魔
を
す
る
人
間
と
国
家
権

力
に
怒
り
を
覚
え
、
反
攻
し
た
だ
け
の
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
彼
を
運
動

家
に
仕
立
て
上
げ
、
思
想
犯
の
焼
き
印
を
押
さ
れ
る
結
末
に
導
い
た
の
で
あ

る
。
人
の
よ
さ
そ
う
な
父
の
横
顔
を
な
が
め
な
が
ら
、
僕
は
思
っ
た
。
僕
が

好
ま
な
い
の
と
同
じ
く
、
父
も
ま
た
反
戦
画
家
な
ど
と
呼
ば
れ
る
の
を
嫌
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

伊
佐
千
尋

一
九
八
〇
年
三
月
号
『
潮
』

太
郎
は
何
時
で
も
取
得
で
き
る
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
求
め
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
国
吉
康
雄
が
生
涯
追
い
求
め
た
ア
メ
リ
カ
市
民
権
は
、
太
郎
に
は
意
味
の

な
い
紙
切
れ
で
あ
っ
た
。
彼
の
言
葉
に
「
朱
筆
わ
す
れ
が
た
く
、
市
民
権
を
も

た
ず
」
と
あ
る
。
彼
は
最
後
ま
で
日
本
男
児
、
つ
ま
り
「
八
島
太
郎
」
で
い
た

か
っ
た
の
で
あ
る
。
晩
年
の
彼
が
故
郷
に
寄
せ
る
思
い
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ

た
。

ミ
ネ
・
オ
オ
ク
ボ
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
一
）

「
何
時
か
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
き
る
」

日
系
人
の
収
容
所
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
ミ
ネ
・
オ
オ
ク
ボ
は
戦
後
す
ぐ
の

一
九
四
六
年
に
彼
女
の
収
容
所
体
験
を
中
心
に
自
ら
の
体
験
に
も
と
づ
い
た
二

百
枚
を
超
す
絵
入
り
の
単
行
本
『
市
民13660

』
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
会

か
ら
出
版
す
る
。『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
も
全
て
そ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
「
序
」
に
よ
る
と
、「
彼
女
は
一
九
一
二
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
リ

バ
ー
サ
イ
ド
生
ま
れ
の
日
系
二
世
で
あ
る
。
三
六
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
芸
術
修
士
課
程
を
終
了
。
三
八
年
か
ら
大
学
の
奨
学
金
を
得

て
、
一
年
半
程
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
そ
こ
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
を

知
る
。
ス
イ
ス
に
い
た
彼
女
は
国
境
の
封
鎖
を
恐
れ
、
急
い
で
ア
メ
リ
カ
へ
帰
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国
し
た
。
そ
の
後
日
本
も
参
戦
し
、
真
珠
湾
攻
撃
の
後
、
彼
女
は
両
親
と
も
ど

も
タ
ン
フ
ォ
ラ
ン
の
競
馬
場
を
作
り
替
え
た
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
ト

パ
ー
ズ
の
収
容
所
送
り
と
な
る
。『
市
民13660

』
と
い
う
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、

そ
の
時
、
オ
オ
ク
ボ
家
に
与
え
ら
れ
た
「
タ
グ
・
ナ
ン
バ
ー
」
で
、
ミ
ネ
と
そ

の
家
族
は
、
胸
や
僅
か
な
持
ち
物
に
ナ
ン
バ
ー13660

を
識
別
番
号
と
し
て

つ
け
、
三
日
三
晩
の
荷
造
り
を
し
た
後
、
収
容
所
送
り
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

『
市
民13660
』に
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』の
招
き
で
、
収
容
所
を
出
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
出
発
し
た
経
緯
も
記
さ
れ
て
い
て
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
記
事
と

合
致
す
る
。

一
九
八
三
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
出
版
会
か
ら
『
市
民13660

』
は
再
版
さ

れ
、
日
本
語
訳
も
出
版
（
お
茶
の
水
書
房

前
山
隆
訳
）
さ
れ
た
。

そ
の
「
一
九
八
三
年
版
へ
の
序
文
」
に
は
、「『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
一
九
四

四
年
四
月
の
日
本
特
集
号
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
な
い

か
と
い
う
誘
い
が
あ
り
、
私
は
収
容
所
を
去
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

私
は
、
収
容
所
生
活
の
馬
鹿
げ
た
、
狂
気
の
、
あ
る
い
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

光
景
を
思
い
起
こ
す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ
っ
た
。
た
か
だ
か
一
マ
イ

ル
四
方
し
か
な
い
土
地
に
一
万
人
を
超
す
人
々
を
押
し
込
め
た
収
容
所
で
、

狂
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
根
も
葉
も
な
い
流
言
飛
語
が
キ
ャ
ン
プ
内
に

横
行
し
、
人
々
は
あ
て
ど
も
な
い
白
日
夢
を
空
し
く
追
い
続
け
て
い
た
。
私

は
独
り
微
笑
み
、
こ
の
哀
し
き
人
々
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

想
い
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。

ミ
ネ
・
オ
オ
ク
ボ
『
市
民13660

』

戦
後
、
彼
女
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
み
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
画
家
と
し

て
活
躍
す
る
。
そ
し
て
八
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
が
設
置
し
た
戦
時
民

間
人
転
住
抑
留
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
で
、
抑
留
体
験
者
と
し
て
証
言

を
行
っ
て
い
る
。
彼
女
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
公
聴
会
に
出
席
し
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
「
何
故
、
貴
女
は
も
っ
と
厳
し
く
糾
弾
し
な
い
の
か
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
ミ
ネ
・
オ
オ
ク
ボ
は「
何
時
か
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
る
。

そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
没
。
彼
女
の
予
言
通
り
、
ア
ブ
グ
レ
イ
ブ
収
容
所
や
グ
ア
ン
ダ
ナ

モ
収
容
所
で
「
同
じ
こ
と
が
起
っ
た
」。

日
系
人
の
戦
後

戦
時
中
、
日
系
の
市
民
だ
け
が
、「
市
民
」“C

itizens”

と
は
呼
ば
れ
ず
、「
非

外
国
人
」“N

on-alienes”

と
い
う
奇
妙
な
名
で
呼
ば
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
従
軍
し
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人＝

二
世
の
う
ち
、
日
本
語

に
堪
能
な
も
の
は
大
平
洋
戦
線
に
派
遣
さ
れ
、
情
報
収
集
と
諜
報
活
動
に
あ
た

り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
耳
と
言
わ
れ
た
。
一
方
、
一
九
四
三
年
に
編
成
さ
れ
た

二
世
か
ら
な
る
部
隊
―
第
一
〇
〇
歩
兵
大
隊
と
第
四
四
二
歩
兵
連
隊
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
戦
線
の
最
前
線
に
送
ら
れ
た
。
日
系
人
大
隊
は
激
し
い
戦
闘
で
多
く
の

死
傷
者
を
出
し
つ
つ
も
、
全
滅
の
危
機
に
瀕
し
、「
失
わ
れ
た
大
隊
」
と
呼
ば

れ
た
テ
キ
サ
ス
大
隊
二
一
一
名
を
救
出
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日

系
二
世
の
従
軍
者
一
万
六
千
人
、
戦
死
者
七
百
人
、
九
千
五
百
人
に
名
誉
戦
傷

勲
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
彼
ら
の

代
表
に
対
し
「
君
た
ち
は
敵
と
戦
っ
た
だ
け
で
な
く
、
差
別
と
も
戦
っ
た
。
そ

し
て
勝
利
し
た
の
だ
」
と
述
べ
た
。
二
世
た
ち
は
強
制
収
容
所
か
ら
、
あ
る
い

は
強
制
収
容
の
行
わ
れ
な
か
っ
た
ハ
ワ
イ
か
ら
出
征
し
て
果
敢
に
戦
い
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
忠
誠
と
ア
メ
リ
カ
市
民
と
し
て
の
証
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
一
九
四
八
年
に
全
米
日
系
市
民
協
会
（Japanese

A
m

erican
C

itizens

L
eague

）
の
努
力
に
よ
り
、
強
制
立
退
き
損
害
賠
償
法
が
成
立
、
十
分
と
は
云
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え
な
い
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
強
制
立
退
き
の
違
法
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
九
五
二
年
、
ウ
オ
ル
タ
ー＝

マ
ッ
カ
ラ
ン
法
に
よ
っ
て
一
世
の
帰
化
が
可
能

と
な
り
、
外
国
人
土
地
法
も
撤
廃
の
方
向
へ
向
か
っ
た
。

一
九
六
八
年
秋
、
西
海
岸
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
で
ア
ジ
ア

系
学
生
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
り
、
そ
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
に
も
飛
び
火
し
た
。
彼
ら
の
要
求
は
「
大
学
内
に
少
数
民
族
研
究
の
た

め
の
研
究
学
部
を
設
立
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
弾
圧
し
た
の

が
、
日
系
二
世
の
ハ
ヤ
カ
ワ
州
立
大
学
長
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
抑
圧
さ
れ
た
側

の
人
間
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
抑
圧
す
る
ハ
ヤ
カ
ワ
学
長

を
日
系
三
世
は
許
さ
な
か
っ
た
。
三
世
代
に
な
っ
て
「
従
順
で
静
か
な
日
系

人
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
始
め
、
反
抗
す
る
日
系
人
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
率
い
る
公
民
権
運
動

の
影
響
も
あ
っ
た
。

一
九
七
二
年
二
月
、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
を
記
念
し

て
、「
第
二
次
大
戦
中
の
日
系
人
の
強
制
収
容
は
誤
り
だ
っ
た
。
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
約
定
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
ロ
ミ
ス
」
（“T

he

A
m

erican
Prom

ise”

）
に
署
名
す
る
。

一
九
八
〇
年
七
月
に
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
「
ア
メ
リ
カ
市
民
の
戦
時
移
住

お
よ
び
強
制
収
容
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置
す
る
法
律
に
署
名
し
た
。
同
委

員
会
は
第
二
次
大
戦
中
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
受
け
た
不
当
な
取
扱
い
の
被
害

の
詳
細
を
調
査
す
る
た
め
、
八
一
年
七
月
以
降
に
一
〇
回
に
渉
る
公
聴
会
を
開

催
し
、
七
五
〇
人
以
上
の
証
言
を
聴
聞
し
た
。
一
九
八
三
年
六
月
、
同
委
員
会

は
（“Personal

Justice
D

enied”

と
題
さ
れ
る
）
四
六
七
頁
か
ら
成
る
報
告

書
を
提
出
し
、
第
二
次
大
戦
中
の
不
当
な
処
遇
の
被
害
者
で
、
生
存
し
て
い
る

約
六
万
人
に
対
し
、
一
人
二
万
ド
ル
の
補
償
金
を
支
払
い
、
国
と
し
て
謝
罪
す

べ
し
と
ア
メ
リ
カ
議
会
に
勧
告
し
た
。
一
九
八
八
年
八
月
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

が
日
系
ア
メ
リ
カ
人
補
償
法
に
署
名
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
な
っ
た
一
九
九

〇
年
九
月
、
や
っ
と
同
法
に
基
づ
く
補
償
金
の
交
付
が
始
ま
っ
た
。

強
制
収
容
の
不
当
性
を
調
査
す
る
委
員
会
が
発
足
し
て
か
ら
、
賠
償
金
支
給

に
至
る
ま
で
、
更
に
十
年
の
歳
月
を
要
し
た
の
は
、
半
世
紀
前
の
で
き
ご
と
に

多
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
の
は
お
か
し
い
と
い
う
議
会
の
反
発
が
根
強
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

強
制
収
容
か
ら
半
世
紀
後
、
ソ
ー
ン
バ
ー
ク
司
法
長
官
は
日
系
人
の
最
高
齢

者
百
七
歳
の
エ
ト
ウ
・
マ
モ
ル
牧
師
ほ
か
九
名
の
代
表
者
に
対
し
、
ブ
ッ
シ
ュ

第
四
一
代
大
統
領
の
謝
罪
の
手
紙
「
い
か
な
る
金
額
、
言
葉
を
も
っ
て
し
て

も
、
失
わ
れ
た
歳
月
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
、
過
去
の
過
ち
を

あ
ら
た
め
て
謝
罪
す
る
」
と
ひ
と
り
二
万
ド
ル
の
小
切
手
を
賠
償
と
し
て
支

払
っ
た
の
で
あ
る
。

日
系
人
に
と
っ
て
金
額
の
多
寡
で
は
な
か
っ
た
。
問
題
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が

過
去
の
過
ち
を
認
め
、
日
系
人
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
は
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
ロ
ミ
ス
に
サ
イ
ン
し
て
か
ら
三
十

年
、
あ
の
強
制
収
容
か
ら
は
五
十
年
と
い
う
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
二
）

時
代
と
戦
い
続
け
た
作
家

一
九
三
六
年
九
月
号
の
日
本
特
集
号
の
た
め
に
、
特
派
員
と
し
て
来
日
し
た

マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
、
一
九
三
八
年
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』を
離
れ
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
大
統
領
に
請
わ
れ
て
連
邦
議
会
図
書
館
長
に
就
任
し
た
。
就
任
当
時
、
し

ろ
う
と
の
図
書
館
長
へ
の
風
当
た
り
は
強
く
、
反
発
を
買
っ
た
が
、
様
々
な
図

書
館
改
革
に
手
を
染
め
て
い
る
。

デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
（D

ean
A

tison

後
に
国
務
長
官
を
務
め
る
）
の
回

顧
録
に
よ
れ
ば
、
四
一
年
一
二
月
七
日
の
日
記
に
、
ア
チ
ソ
ン
は
、
マ
ク
リ
ー
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シ
ュ
と
連
れ
立
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
森
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
ラ
ン
チ
を
楽

し
ん
で
い
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、「
ア
ー
チ
ー
」（
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
）

か
ら
聞
い
て
、
国
務
省
に
駆
け
付
け
た
と
あ
る
（
後
に
二
人
は
共
に
国
務
次
官

補
と
し
て
、
日
本
の
戦
後
に
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
）。

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
以
後
は
臨
戦
体
制
下
と
な
っ
た
連
邦
議
会
図
書
館
長
と
し

て
、
彼
は
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
独
立
宣
言
の
草
稿
を
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
の
フ
ォ
ー
ト
ノ
ッ
ク
ス
に
疎
開
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
図
書
館
長
の
仕
事

の
傍
ら
、
大
統
領
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
そ
の
演
説
草
稿
を
作
成
し
、
Ｏ
Ｗ
Ｉ

（
戦
時
情
報
局
）
の
局
次
長
と
し
て
、
情
報
の
収
集
、
分
析
に
あ
た
っ
た
。
一

九
四
四
年
、
図
書
館
長
を
辞
任
し
た
後
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
彼
を
国
務
次
官

補
（
文
化
・
広
報
担
当
）
に
指
名
し
、
大
統
領
側
近
と
し
て
の
役
割
を
負
わ
せ

た
。
戦
時
情
報
局
や
国
務
省
に
お
い
て
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
現
地
を
踏
ん
だ
経

験
を
も
つ
数
少
な
い
日
本
通
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。

国
務
長
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
と
国
務
次
官
補
の
ア
チ
ソ
ン
と
マ
ク

リ
ー
シ
ュ
は
、
占
領
後
の
日
本
に
対
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
の
骨
子
も
バ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
は
連
合
国
側
の
一
方
的
宣
言
で
、
日
本
政
府
に
無
条
件
降
伏
を
突

き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
皇
制
の
存
否
に
つ
い
て
明
言
を
避
け
て
い
る
。

国
務
省
筋
は
日
本
の
戦
後
に
天
皇
は
必
要
な
い
、
共
和
制
に
す
べ
き
だ
と
し
、

無
条
件
降
伏
に
反
対
し
た
グ
ル
ー
前
駐
日
大
使
（
バ
ー
ン
ズ
が
長
官
に
任
命
さ

れ
る
ま
で
、
一
時
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
国
務
長
官
の
代
理
を
務
め
た
）
ら
の
「
天

皇
制
を
破
壊
す
れ
ば
、
日
本
は
拠
り
所
を
失
っ
て
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

意
見
は
、
バ
ー
ン
ズ
体
制
下
の
国
務
省
に
お
い
て
は
少
数
派
と
し
て
無
視
さ
れ

た
。マ

ク
リ
ー
シ
ュ
が
天
皇
制
を
廃
止
し
、
日
本
を
共
和
国
へ
と
い
う
考
え
を
持

つ
に
至
っ
た
背
景
に
は
、『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
特
派
員
と
し
て
日
本
特
集
号

を
纏
め
た
後
、
ス
ペ
イ
ン
内
乱
を
取
材
し
、
人
民
戦
線
を
圧
殺
し
た
フ
ラ
ン
コ

政
権
に
強
い
憤
り
を
持
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ピ
カ
ソ
の

「
ゲ
ル
ニ
カ
」の
よ
う
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
圧
殺
さ
れ
る
民
衆
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
天
皇
制
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
心

の
底
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

彼
の
最
初
に
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
を
受

賞
し
た
詩
集
『
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
ル
』（“C

onquistador”

）
も
、
ス
ペ
イ
ン
の

征
服
者
（
ペ
ル
ー
や
メ
キ
シ
コ
を
制
圧
し
た
）
に
対
す
る
怒
り
が
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
内
乱
は
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
怒
り
を
爆
発
さ
せ

た
。
一
九
三
七
年
に
上
映
さ
れ
た
『
ス
ペ
イ
ン
の
大
地
』（T

he
Spanish

E
arth

）

と
い
う
映
画
が
あ
る
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
へ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

書
き
、
自
ら
が
読
ん
だ
（
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
が
朗
読
し
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

も
あ
る
）こ
の
映
画
は
、ス
ペ
イ
ン
内
乱
を
記
録
し
た
も
っ
と
も
重
要
な
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
が
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
も
「
現
代
歴
史
家
連
盟
」
の
一
人
と

し
て
、
そ
の
製
作
に
参
加
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
、
日
本
を
共
和
国
へ
移
行
す
べ

し
と
し
た
背
景
に
は
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る
民
衆
圧
殺
の
苦

い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
そ
の
偏
向
を
咎
め
た
『
タ
イ
ム
』
の
海
外

ニ
ュ
ー
ス
担
当
編
集
長
の
レ
ア
ー
ド
・
Ｓ
・
ゴ
ー
ル
ズ
ボ
ロ
ウ
（
一
九
〇
三
〜

一
九
五
〇
）
で
あ
る
が
（
第
六
章
参
照
）、
一
九
三
八
年
九
月
、
ル
ー
ス
か
ら

有
給
休
暇
を
と
る
よ
う
に
云
わ
れ
、
科
学
部
門
の
担
当
と
な
っ
た
後
、
彼
は
亡

霊
の
よ
う
に
社
内
の
廊
下
を
さ
ま
よ
う
日
々
を
送
り
、
一
九
五
〇
年
、「
タ
イ

ム
・
ラ
イ
フ
」
の
ビ
ル
の
九
階
の
窓
か
ら
飛
び
下
り
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
。
四

七
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
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終
戦
間
近
、
天
皇
制
の
存
続
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
国
務
省
を
中

心
と
す
る
廃
止
派
と
統
合
参
謀
本
部
と
陸
軍
に
よ
る
暫
定
的
存
続
派
の
二
つ
に

分
裂
し
て
い
た
。
統
合
参
謀
本
部
は
「
純
粋
に
軍
事
的
立
場
か
ら
、
戦
い
が
終

結
す
る
以
前
に
天
皇
の
除
去
を
示
唆
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
結
局
、
両
者
の
最
大
公
約
数
と
し
て
、
占
領
初

期
に
お
い
て
は
天
皇
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
政
策
が
取
ら
れ
た
。そ
れ
が
、バ
ー

ン
ズ
国
務
長
官
の
「
天
皇
は
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に

表
れ
て
い
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ア
メ
リ
カ
政
府
内
の
天
皇
と
天
皇
制
の
処
置
を
巡
る
確
執

を
知
っ
て
い
た
。
彼
は
統
合
参
謀
本
部
の
系
列
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
「
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
文
字
通
り
実
施
す
る
代
わ
り
に
天
皇
制
の
安
泰
を
は
か
る
」
と
い

う
戦
略
に
乗
っ
た
。

バ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
に
対
す
る
ウ
オ
ッ

チ
ャ
ー
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
チ
ソ
ン
（G

eorge
A

tison
）
を
政
治
顧
問
と

し
て
派
遣
し
た
。
Ｇ
・
ア
チ
ソ
ン
は
国
務
省
の
中
国
通
で
、
反
日
派
で
あ
っ

た
。
四
五
年
一
〇
月
、
Ｇ
・
ア
チ
ソ
ン
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
対
し
て
、「
天

皇
を
処
刑
す
る
の
は
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
」
と
打
電
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
中
に
も
カ
ナ
ダ
人
の
Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン
と
い
う
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
出
の
外
交
官
が
、
天
皇
制
を
否
定
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
。
彼
は
戦
前
か

ら
日
本
史
を
専
門
に
し
て
い
た
学
者
で
、『
近
代
国
家
と
し
て
の
日
本
の
登
場
』

と
い
う
著
作
を
上
梓
し
て
い
る
。
岩
波
新
書
に
は
『
ク
リ
オ
の
顔
』
と
い
う
著

作
も
あ
る
。
西
欧
で
日
本
近
・
現
代
史
を
研
究
す
る
学
者
な
ど
ほ
と
ん
ど
い
な

い
の
で
、
彼
の
意
見
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
重
要
さ
れ
た
。
彼
は
国
務
省
の
外
交
官
ジ
ョ

ン
・
エ
マ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
直
接
府
中
刑
務
所
に
出
向
き
、
渋
る
日
本
の
内
務

省
を
尻
目
に
、
日
本
共
産
党
の
宮
本
顕
治
ほ
か
政
治
犯
一
六
人
を
釈
放
し
て
い

る
。
ノ
ー
マ
ン
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
共
産
党
員
で
も
あ
っ

た
。
彼
は
制
裁
的
な
日
本
占
領
政
策
を
進
め
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
固
め
ら

れ
た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
筋
に
は
歓
迎
さ
れ
た
。
彼
の
主
張
は
明
治
維
新
は
封
建

的
残
滓
を
残
し
た
ま
ま
で
、
天
皇
制
と
華
族
制
度
は
そ
の
残
滓
の
最
た
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り
除
い
て
、
初
め
て
日
本
は
社
会
主
義
革
命
に
進
む
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
日
本
共
産
党
幹

部
は
「
連
合
軍
は
解
放
軍
」、「
天
皇
制
打
倒
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
上

げ
て
い
る
。

ノ
ー
マ
ン
は
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
に
吹
き
荒
れ
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院

議
院
の
赤
狩
り
旋
風
が
カ
ナ
ダ
に
ま
で
及
ぶ
に
至
り
、
共
産
党
員
で
あ
る
こ
と

を
追
求
さ
れ
、
勤
務
先
の
在
エ
ジ
プ
ト
の
カ
ナ
ダ
大
使
館
で
自
殺
し
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ビ
ア
ン
・
バ
ワ
ー
ズ
（Faubion

B
ow

ers

）
と
い
う
日
本
占
領
時
の

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
長
官
の
通
訳
兼
副
官（
当
時
、
二
八
歳
の
陸
軍
少
佐
）

が
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
滞
日
中
の
写
真
に
は
、
そ
の
傍
ら
に
若
く
端
正
な

顔
立
ち
の
陸
軍
少
佐
バ
ワ
ー
ズ
の
姿
が
あ
る
。
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
四
六
時

中
、
行
動
を
と
も
に
し
た
副
官
で
あ
り
、
占
領
軍
司
令
部
と
ア
メ
リ
カ
国
務
省

と
の
軋
轢
は
立
場
上
熟
知
し
て
い
た
。
一
九
七
七
年
一
月
、
バ
ワ
ー
ズ
は
Ｃ
Ｂ

Ｓ
東
京
支
局
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
行
っ
た
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
天
皇
制
を
保
持
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
天
皇
を
保
持
す
る
な
ら
、
日
本
人
は
総
て
彼
の

た
め
に
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
栄
誉
を
手
に
す
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
天
皇
制
を
保
持
す
る
に
あ
た
り
、
彼
は
多
く
の
反
対
に

あ
っ
た
。
天
皇
を
絞
首
刑
に
し
た
が
っ
た
人
は
大
勢
い
た
。
英
国
人
、
ロ
シ
ア

人
、
そ
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
と
デ
ィ
ー
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ン
・
ア
チ
ソ
ン
が
天
皇
を
絞
首
刑
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
頑
強
に
Ｎ
Ｏ
と
言
っ
た
」
と
あ
る
。
少
な
く
と
も
バ
ワ
ー
ズ
の
証

言
に
よ
れ
ば
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
天
皇
を
絞
首
刑
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る
。

片
岡
鉄
哉
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
員
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
確
執
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
共
和
党
系
の
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

や
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
武
人
と
し
て
天

皇
を
武
装
解
除
の
道
具
と
し
て
使
い
、
あ
と
は
切
り
捨
て
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
後
日
、
日
本
人
が
必
ず
怨
恨

を
持
つ
こ
と
を
こ
の
老
将
軍
は
理
解
し
て
い
た
。
天
皇
陛
下
を
救
っ
た
の
は

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
あ
る
。

―
『
さ
ら
ば
吉
田
茂
』
文
藝
春
秋

一
九
九
二
年
刊
か
ら

ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
と
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
は
、
広
島
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
直
後
の
八
月
八
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
揃
っ
て
辞
表
を

提
出
し
、
受
理
さ
れ
て
い
る
（
二
人
の
辞
任
は
、
原
爆
投
下
と
は
直
接
関
係
は

な
い
）。
そ
の
後
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
文
化
機
関
）

創
設
の
準
備
に
入
る
。
彼
は
終
戦
の
時
は
、
国
務
次
官
補
の
ポ
ス
ト
か
ら
降
り

て
い
る
の
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
バ
ワ
ー
ズ
が
言
う
の
は
、
バ
ー
ン
ズ
指

揮
下
の
国
務
省
筋
が
「
天
皇
を
絞
首
刑
に
」
し
た
が
っ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
ろ
っ
て
辞
表
を
出
し
た
ア
チ
ソ
ン
は
さ
ら
に
国
務
次
官
と

し
て
バ
ー
ン
ズ
を
補
佐
し
、
バ
ー
ン
ズ
の
後
の
国
務
長
官
を
務
め
た
。

一
九
四
五
年
一
一
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育

科
学
文
化
機
関
）
設
立
会
議
に
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
出

席
し
て
い
る
。
開
催
国
を
代
表
し
て
演
説
を
行
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ト

リ
ー
首
相
で
あ
る
が
、
そ
の
草
稿
は
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
が
書
い
た
。

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
冒
頭
の
言
葉
「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
う
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

は
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
の
草
稿
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
の
出
典
は
新
約
聖
書
「
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
」
第
四
章
の
「
戦
い
や
争

い
の
原
因
は
人
の
内
部
で
争
い
合
う
欲
望
で
あ
る
」
で
あ
り
、
演
説
は
さ
ら
に

「
相
互
の
風
習
と
生
活
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
、
世
界

の
人
々
の
あ
い
だ
に
は
疑
惑
と
不
信
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
戦
争
の
原

因
と
な
っ
た
」
と
続
く
。

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』の
特
派
員
と
し
て
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
日
本
と
人
民
戦
線
が
圧
殺
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
に
抗
議
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
を
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
も
と
で
戦
っ
た
マ
ク
リ
ー

シ
ュ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
総
会
で
は
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投

下
の
悲
劇
を
教
訓
に
、
科
学
が
平
和
の
た
め
に
使
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

決
意
し
、
ユ
ネ
ス
コ
と
い
う
組
織
で
は
科
学
も
扱
う
こ
と
が
憲
章
に
盛
り
込
ま

れ
た
。

行
政
か
ら
離
れ
た
後
、
マ
ク
リ
ー
シ
ュ
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま

で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
授
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
多
く
の
詩
作
や
戯
曲
を
執

筆
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
院
長
に
選

ば
れ
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
と
も
対
決
し
て
い
る
。
生
涯
に
渉
り
、
マ
ク
リ
ー

シ
ュ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
縁
が
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
年
、
四

五
年
間
に
及
ぶ
詩
の
集
大
成
に
対
し
て
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
、
五
八
年
に
は
戯
曲
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「
Ｊ
・
Ｂ
」
で
ド
ラ
マ
部
門
の
ピ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
を
受
賞
す
る
（
戯
曲
の
演
出

は
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
）。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
退
職
後
も
戯
曲
や
詩
集
を
発
表
し

続
け
、
一
九
六
六
年
に
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
エ
レ
ノ
ア
・
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
九
八
二
年
、
ボ
ス
ト
ン
で
九
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
彼
は
自
ら
を
「
時

代
と
常
に
戦
い
続
け
た
作
家
」
と
書
い
て
い
る
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
と
ア
チ
ソ

ン
が
彼
の
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
。
彼
の
詩
の
一
節
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

悲
し
み
の
歴
史
の
す
べ
て
に
は

誰
も
い
な
い
戸
口
と
一
枚
の
楓
の
葉

―F
or
allthe

history
of
grief

―A
n
em
pty
doorw

ay
and
a
m
aple

leaf

ア
ル
ス
・
ポ
エ
テ
ィ
カ
（
野
田
研
一
訳
）
―A

rs
P
oetica

〈
第
二
部

終
わ
り
〉

引
用
文
献

“FO
R

T
U

N
E

”.
T

im
e

Inc.
N

ew
Y

ork.

Septem
ber

1936,
M

A
R

C
H

1942,A
PR

IL
1944,

Septem
ber

1945

“JA
PA

N
-by

the
E

ditors
of

FO
R

T
U

N
E

,
A

n
A

m
erican

M
agazine”

O
verseas

editions.
T

im
e

Inc.,
N

ew
Y

ork.
D

ecem
ber

1944.

“T
IM

E
”.

T
im

e
Inc.

N
ew

Y
ork.

N
ovem

ber
3,

1941,
D

ecem
ber

22,
1942,

M
arch

2,
1942,

A
ugust

3,

1942,
February

15,
1943,

N
ovem

ber
8,

1943,
July

3,
1944,

D
ecem

-

ber
22,

1941,
M

ay
21,

1945,A
ugust

20,
1945.

“L
IFE

” .
T

im
e

Inc .
N

ew
Y

ork .

N
ovem

ber
23,

1936,
A

ugust
28,

1937,
D

ecem
ber

6,
1937,

O
ctober

28,
1940,

February
17,

1942,
February

19,
1944.

参
考
文
献

宇
佐
美
承
『
さ
よ
な
ら
日
本

絵
本
作
家
・
八
島
太
郎
と
光
子
の
亡
命
』
一
九

八
一
年

晶
文
社

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
エ
ン
ブ
リ
ー
『
日
本
の
村

須
恵
村
』
植
村
元
覚
訳
「
日
本
民

俗
文
化
資
料
集
成
」

第
二
巻

一
九
九
一
年

三
一
書
房

E
m

bree
Jhon

F.
“Suye

M
ura,A

Japanese
V

illage”,
B

lack
Star

Publishing

C
o,

N
ew

Y
ork,

1939

ミ
ネ
・
オ
ー
ク
ボ
『
市
民13660

号
』
前
山
隆
訳

一
九
八
四
年

お
茶
の

水
書
房

O
kubo,

M
ine

“T
he

C
itizen

13660”
U

niversity
of

W
ashington

Press
R

e-

print.
1983.

O
riginally

published
:C

olum
bia

U
niversity

Press.
N

ew

Y
ork.

1965.

加
藤
恭
子
『
昭
和
天
皇
謝
罪
詔
勅
草
稿
の
発
見
』
二
〇
〇
三
年

文
藝
春
秋
社

Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
「
私
の
履
歴
書
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年

一
月
一
日
〜
三
一
日

日
本
経
済
新
聞
社

ハ
リ
ー

Ｈ
・
Ｌ
・
キ
タ
ノ
『
ア
メ
リ
カ
の
な
か
の
日
本
人
』
内
崎
以
佐
味
訳

昭
和
四
九
年

東
洋
経
済
新
報
社

Sw
eeney

S.
M

ichael
“Secrets

of
V

ictory
:T

he
O

ffice
of

C
ensorship

and

the
A

m
erican

Press
and

R
adio

in
W

orld
W

ar
Ⅱ

”
U

niversity
of

N
orth

C
arolina

Press.
2003.
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マ
イ
ケ
ル
・
Ｓ
・
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ィ
『
米
国
の
メ
デ
ィ
ア
と
戦
時
検
閲
』

土
屋

礼
子
・
松
永
寛
明
訳

二
〇
〇
四
年

法
政
大
学
出
版
局

木
村
栄
文
『
記
者
た
ち
の
日
米
戦
争
』
一
九
九
一
年

角
川
書
店

里
見

脩
「
同
盟
通
信
社
の
戦
時
報
道
体
制
―
通
信
社
と
国
家
」
〜
『
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
66
』2005

日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
会

竹
沢
泰
子
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

強
制
収
容
と
補
償
運
動
に

よ
る
変
遷
』
一
九
九
四
年

東
京
大
学
出
版
会

寺
崎
英
成
・
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
禄
―
寺
崎

英
成

御
用
掛
日
記
』
一
九
九
一
年

文
藝
春
秋
社

寺
島
実
郎
『
ふ
た
つ
の
「FO

R
T

U
N

E
」』
一
九
九
三
年

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
版
「
大
日
本
帝
国
」
の
研
究
』
一
九
八
三
年

徳
間
書
房

東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
『
国
吉
康
雄
展
』
カ
タ
ロ
グ
二
〇
〇
四
年

東
京
国

立
近
代
美
術
館

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ソ
ー
『
新
聞
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ン
ド
ル
フ
・
ハ
ー
ス
ト

の
生
涯
』
井
上
広
美
訳

二
〇
〇
二
年

日
経
Ｂ
Ｐ

ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
『
敵
国
日
本
―
太
平
洋
戦
争
時
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
ど

う
見
た
か
？
』
内
山
秀
夫
・
増
田
修
代
訳

二
〇
〇
一
年

刀
水
書
房

B
yas,

H
ugh

“T
he

Japanese
E

nem
y

―H
is

pow
er

and
his

V
ulnerability”

N
ew

Y
ork

A
L

FR
E

D
&

K
N

O
PH

1942
�

Feb16
�

Second
2

42
�

T
hird

Print
3

42

藤
田
宏
郎
「
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
対
日
戦
後
計
画
―
天
皇
制
に
関
す
る
初
期
の

調
査
・
検
討
―
」『
甲
南
法
学’90

』

本
間
長
世
『
移
り
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
：
現
代
日
米
考
』
一
九
九
一
年

筑
摩
書
房

前
坂
俊
之
「
大
平
洋
戦
争
下
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
」
〜
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
66
』
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会2005

水
野
剛
也
「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
仮
収
容
所
に
お
け
る
新
聞
検
閲
」
〜
『
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
61
』2002

日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
会

三
輪
隆

「
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
お
け
る
戦
後
天
皇
制
構
想
」
〜
『
歴
史
学
研

究
』1989.3

青
木
書
店

A
cheson,

D
ean

“Present
at

the
C

reation
-

M
y

Y
ears

in
the

State
D

epart-

m
ent”

w
.w

.N
orton

&
C

om
pany

Inc,
N

ew
Y

ork.
1969.

B
enedict,

R
uth

“T
he

C
hrysanthem

um
and

the
Sw

ord
-

Patterns
of

Japa-

nese
C

ulture”
H

oughton
M

ufflin,
B

oston.
T

he
R

iverside
Press

C
am

-

bridge.
1946.

ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』
一
九
四
九
年

社
会
思
想
社

B
ix,

H
erbert

P.
“H

irohito
and

the
m

aking
of

m
odern

Japan”
H

arper

C
ollins,

2000.
First

Perennial
E

dition.
2001.

ジ
ャ
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
『
昭
和
天
皇
』
吉
田
裕
監
修

阿
部
牧
夫
・
川
島
�

峰
訳

二
〇
〇
二
年

講
談
社

B
raw

,
M

onica
“T

he
A

tom
ic

B
om

b
Suppressed

-
A

m
erican

C
ensorship

in

Japan
1945-1949”

L
iber

Forlag.
1986.

モ
ニ
カ
・
ブ
ラ
ウ
『
検
閲1945-1949

―
禁
じ
ら
れ
た
原
爆
報
道
』
立
花
誠
逸

訳

一
九
八
八
年

時
事
通
信
社

D
onaldson,

Scott
“A

rchibald
M

acL
eish

-
an

A
m

erican
L

ife”
H

oughton

M
ifflin.

1992.
2001.

E
lson,

R
obert

T.
“T

im
e

Inc.
-

the
Intim

ate
H

istory
of

a
Publishing

E
nter-

prise
1923-1941”

edited
by

D
uncan

N
orton-Taylor.

A
theneum

.
N

ew

Y
ork.

1968.

“Japanese
A

m
erican

From
R

elocation
to

R
edress”

E
dited

by
D

aniels,

R
oger

Tailor,
Sandra

C
.

and
K

itano,
H

arry
H

.L
.

U
niversity

of
U

tah
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Press.
Salt

L
ake

C
ity.

1986.

“A
m

erican
C

oncentration
C

am
ps

:a
D

ocum
entary

H
istory

of
the

R
elo-

cation
and

Incarceration
of

Japanese
A

m
ericans,

1942-1945”
se-

lected
and

edited
by

R
oger

D
aniels.

R
oger

U
niversity

of
C

incinati

G
arland

Publishing.
N

ew
Y

ork
&

L
ondon.

1989.

Fark,
Signi

L
enea

“A
rchibald

M
acL

eish”
Tw

ayne
Publishings

Inc.
N

ew

Y
ork.

1965.

Sm
ith,

G
rover

“A
rchibald

M
acL

eish”
U

niversity
of

M
innesota

Press.
M
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